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イタJ 口

本書は長野県上水内郡信濃町の所在する貫ノ木遺跡・西岡A遺跡の発掘調査報告書のうち、旧石器時

代についての調査結果を収録したものである。

調査は上信越自動車道建設に伴う事前調査として実施し、日本道路公団より長野県教育委員会を通じ

た委託事業として、財団法人長野県埋蔵文化財センターおよび財団法人長野県文化振興事業団 長野

県埋蔵文化財センターが実施した。

上信越自動車道建設と並行して行われた国道18号線バイパス建設に伴う事前調査の成果は既報告であ

るが、両事業用地は隣接し、遺跡も連続することから、本書ではバイパス用地内の遺物も含め報告す

る。

上記遺跡の概要は、長野県埋蔵文化財センター刊行の『長野県埋蔵文化財センター年報』10～ 15や

『一般国道18号線 (野尻バイパス)埋蔵文化財発掘調査報告書』他で紹介しているが、内容において

本書と相違があ
g場
合は、本書の記述の方が優先する。

本書は『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書15 信濃町内その 1』 のうち、「貫ノ木遺跡・西岡

A遺跡」旧石器時代 本文編・遺構・遺物図版編・写真図版編である。さらに本書は利便上「本文編」、
「遺構・遺物図版編」、「写真図版編」の 3冊に分けて製本を行った。本書を含む信濃町内の上信越自動

車道建設に伴う発掘調査報告書は下記のとおりである。

『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書15 信濃町内その 1』

「日向林B遺跡・日向林A遺跡・七ツ栗遺跡・大平B遺跡」旧石器時代 本文編・図版編
『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書15 信濃町内その 1』

「裏ノ山遺跡・東裏遺跡・大久保南遺跡・上ノ原遺跡」旧石器時代 本文編・図版編
F上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書15 信濃町内その 1』

「貫ノ木遺跡・西岡A遺跡」旧石器時代 本文編・遺構・遺物図版編・写真図版編
『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書16 信濃町内その 2』

「星光山荘A遺跡・星光山荘B遺跡・西岡A遺跡・貫ノ木遺跡・上ノ原遺跡・大久保南遺跡・東裏遺

跡・裏ノ山遺跡・針ノ木遺跡・大平B遺跡 0日 向林A遺跡・日向林B遺跡・七ツ

栗遺跡・普光田遺跡」縄文時代～近世 本文編・図版編
『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書16 信濃町内その 2』 信濃町データ編

6。 本書に掲載した地図は、日本道路公団作成の上信越自動車道平面図 (1:1,000)を もとに作成した

ほか、国土地理院発行の地形図 (1:25,000)を使用した。

7。 巻頭図版および写真図版の航空写真は輸写真測図研究所に撮影を委託したものである。

8.出土遺物等の理化学分析は次諸氏機関に依頼し、それぞれ報告をいただいた。

テフラ分析・放射性炭素年代測定・樹種同定 :榊パレオ・ラボ

残存脂肪酸分析 三欄ズコーシャ

黒曜石産地同定 :沼津工業高等専門学校 望月明彦
黒曜石年代測定・黒曜石産地同定:立教大学 鈴木正男

9。 石器の石材名については信濃町ナウマンゾウ博物慣官中村由克氏の指導により、整理担当者が鑑定を行
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例  言

った。

10。 石器実測は―一部をlalアルカと帥こうそくに委託した。

11。 石器実測図についている番号を報告番号とする。報告番号は本文・挿表・実測図・写真のすべてに共

通する。

12。 挿表中に用いられている石材・黒曜石産地等の記号は「遺構・遺物図版編」の凡例に基づくものであ

る。

13。 挿表の各種組成表内の礫の取 り扱いは以下のとおりである。

貫ノ木遺跡においては、ブロック別出土層位組成 とブロック別器種組成では礫を含んでいるが、ブ

ロック別石材組成 と石材別器種組成は礫を除いた組成表 となっている。

西岡A遺跡においては、礫はすべての組成表から除かれている。

14。 挿表中の重量の単位はすべてgと なっている。

15。 本文中で用いた石器の呼称については第 1章 4節に記した。

16。 本文および表中で、無斑晶質安山岩と安山岩を下記のように区別をしている。

無斑晶質安山岩 三黒色でガラス質の強い緻密な安山岩。産地は長野県飯山市北部
～新潟県津南町付

近と思われるが、長野・群馬県境にある八風山付近で採集されるガラス質黒色安

山岩とほぼ同質な岩石である

安山岩 :無斑品質安山岩以外の安山岩。多くは遺跡周辺で採集可能な、多孔質の普通輝石安山岩で

ある。

17.本文中における石器の部位・加工の表現は下記のとおりである。

基端 :争J片の打面側

遠端 :景J片の末端側

正方向の争J離 (加工):石器の腹面を打面とした背面側への景J離 (加工)。

反方向の景J離 (加工)三 石器の背面を打面とした腹面側への景J離 (加工)。

鋸歯状景J離 (加工):縁辺が鋸歯縁状になるような素材を強く断ち切る景J離 (加工 )。

通常景J離 (加工):鋸歯状景J離 と微細景J離の中間的な景J離 (加工)。 ナイフ形石器の一般的な刃潰し

加工などはこれにあたる。

微細景J離 (加工):素材の形状をほとんど変えない弱い景J離 (加工 )。

平坦争J離 (加工)・ 平坦な景J離 (加工):器面内部まで入り込む景J離 仙日工 )。

折れ :偶発的な折れと意図的な折れの両者を含む。

18。 遺物の計測・属性・出土位置等は _『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書16 信濃町内その 2』

信濃町データ編に記載されている。

19。 遺構の写真撮影は各調査担当者、遺物の写真撮影・現像・焼付けは西嶋 力が担当した。

20。 本書の執筆・編集・校正は大竹憲昭が行い、土屋 積が全体を校閲した。

21。 発掘調査から本書の刊行に至るまで多くの方々のご指導・ご協力を得た。本文中にお名前を掲げさせ

ていただいたが、厚 く感謝申し上げたい。

22。 本書で報告した各遺跡の記録および出土遺物は、長野県立歴史館が保管する。
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第 1節 調査の経過

第 土早 調査

第 1節 調査の経過

1 調査 に至 る経緯

本書の貫ノ木遺跡、西岡A遺跡の発掘調査は、日本道路公団 (以下、公団)に よる上信越自動車道建設

に先立ち行われたものである。高速道路用地内にある埋蔵文化財の保護については、昭和42年 9月 30日付

け文化庁 (文化財保護委員会)と 公団とで取り交わされた「日本道路公団の建設事業等工事施行に伴う埋

蔵文化財包蔵地の取扱いに関する覚書」に準じて実施されるのが通例となっている。それによれば、公団

は公団事業施行に伴う埋蔵文化財包蔵地の取扱いについては、事前施行前に都道府県教育委員会の意見を

聴取し、文化庁と協議のうえ、必要な措置をとるとある。これに基づき、長野県教育委員会 (以下、県教

委)は、事業地区の踏査および試掘調査を行い、信濃町内では本書の 2遺跡を含め計13遺跡について発掘

調査を行って記録を残すこととした。発掘調査に際して本県では、公団と県教委の委託契約後、あらため

て(財)長野県埋蔵文化財センター (以下、センター)に再委託をする方式がとられた。

貫ノ木遺跡は周知の遺跡として登録されていたが、遺跡周囲の高速道用地内は山林部分が多く、遺跡範

囲の把握が困難な状況にあった。そこで未周知の遺跡を確認するための試掘調査が県教委により平成 4年

8月 に行われた。その結果、貫ノ木遺跡の西方事業地内に新たな遺物の発見があった。この新たな遺物の

分布域はインターチェンジ料金所予定地を中心にかなり広範囲にわたって認められた。地形的な所見から、

事業地外南に位置する周知の遺跡である西岡A遺跡と連続することから、西岡A遺跡を大幅に北側に拡大

し記録保存の対象とした。

貫ノ木、西岡Aの両遺跡は、上信越自動車道野尻インターチェンジ予定地に位置し、そこへのアクセス

道路として国道18号線妙高野尻バイパスも高速道と並行して工事着手となるため、発掘調査も高速道用地、

バイパス用地を並行して行うことになった。調査範囲は、工事内容・時期・現況などがさまざまであった。

そのため、調査区設定・調査方法・調査時期などが、埋蔵文化財調査の観点からふさわしくない点もあろ

うが、最善を尽くした結果であり、当初の目的は達成できたといえよう。

センターでは、須坂以北の上信越自動車道・中野市内のいわゆるオリンピック道路の調査に対応するた

め、平成 3年、中野市立ヶ花に中野支所を設置した。中野支所は翌 4年から中野調査事務所となった。平

成 5年から信濃町内の発掘調査が始まり、日本旧石器時代の発掘調査史上例のない大規模調査が行われた。

平成 7年度、降雪の中、信濃町内での発掘調査を終え、平成 8年 3月 、閉所された。以後の整理作業は長

野調査事務所に引き継がれている。

両遺跡の発掘調査の契約面積は下記のとおりである。なお、並行して調査が行われたバイパス分も掲載

した。

平成 5年度

平成 6年度

貫ノ木遺跡 (高速道)  10,000m2

貫ノ木遺跡 (高速道) 25,000ピ

貫ノ木遺跡 (バイパス) 1,600「

１
■
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第1章 調査の概要

西岡A遺跡 (高速道)  3,500m2

西岡A遺跡 (バイパス) 9,000m2

平成 7年度  貫ノ木遺跡 (高速道)  6,000m2

貫ノ木遺跡 (バイパス) 3,400m2

西岡A遺跡 (高速道) 13,000ピ

平成 8年度  貫ノ木遺跡 (バイパス)  200m2

2 調査体制 と調査期 間

調査体制および調査期間は以下のとおりである。

(1)平成 5年度

調査体制 事務局長

同 総務部長

同 調査部長

中野調査事務所長

同 庶務課長

同 調査課長

同 調査研究員

調査期間  貫ノ木遺跡

(2)平成 6年度

調査体制 事務局長

同 総務部長

同 調査部長

中野調査事務所長

同 庶務課長

同 調査課長

同 調査研究員

調査期間

鈴木孝則

貫ノ木遺跡  平成 6年 4月 21日 ～同年 12月 9日

西岡A遺跡  平成 6年 4月 21日 ～同年12月 9日

峯村忠司

神林幹生

小林秀夫

関 孝一

高野幹郎

土屋 積

鶴田典昭 山本 浩 臼田広之 谷 和隆

平成 5年 7月 1日 ～同年11月 19日

峯村忠司

神林幹生

小林秀夫

関 孝一

高野幹郎  6月 より村山茂美

土屋 積

大竹憲昭 臼田広之 奥山宗春 片山 徹

峯村忠司

西尾紀雄

小林秀夫

関 孝一

村山茂美

土屋 積

大竹憲昭 石原州一 日田広之 奥山宗春

代田 孝 酒井健次 鈴木孝則 柳沢佑三

平成 7年 4月 3日 ～同年 11月 30日

平成 7年 4月 5日 ～同年 10月 20日

前田利彦

小田切清一 代田 孝

(3)平成 7年度

調査体制 事務局長

同 総務部長

同 調査部長

中野調査事務所長

同 庶務課長

同 調査課長

同 調査研究員

調査期間  貫ノ木遺跡

西岡A遺跡

-2-
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(4)平成 8年度

整理体制 事務局長      青木 久

同 総務部長    西尾紀雄

同 調査部長    小林秀夫 (兼長野調査事務所長)

長野調査事務所長  小林秀夫

同 庶務課長    戸谷 功

同 調査課長    土屋 積

同 調査研究員  大竹憲昭 神林忠克 谷 和隆 初「沢佑三

整理作業内容 遺物の分類・実測、遺構図作成

(5)平成 9年度

整理体制 事務局長      青木 久

同 総務部長    山崎悦雄

同 調査部長    小林秀夫 (兼長野調査事務所長)

長野調査事務所長  小林秀夫

同 庶務課長    戸谷 功

同 調査課長    土屋 積

同 調査研究員 0調査員 大竹憲昭 谷 和隆 藤森俊彦 中島英子

整理作業内容 遺物実測、写真撮影、遺物・遺構図のトレース・図版組み、原稿執筆、編集・校正

(6)平成 10年度

整理体制 所長        佐久間鉄四郎

副所長       山崎悦雄 (兼管理部長)

調査部長      小林秀夫

管理部長補佐    宮島孝明

調査課長      土屋 積

調査研究員・調査員  大竹憲昭 谷 和隆 中島英子

整理作業内容 遺物実測、写真撮影、遺物・遺構図のトレース・図版組み、原稿執筆、編集・校正

(7)平成11年度

整理体制 所長        佐久間鉄四郎

副所長       山崎悦雄 (兼管理部長)

調査部長      小林秀夫

管理部長補佐    宮島孝明

調査課長      土屋 積

調査研究員・調査員  大竹憲昭 谷 和隆 中島英子

整理作業内容 遺物実測、写真撮影、遺物・遺構図のトレース・図版組み、原稿執筆、編集・校正

3 指導者・協力者

発掘調査 と整理作業にあたり、下記の方々や機関にご指導ご協力を得た。お名前を記して感謝 したい

(敬称略・五十音順 )。

会田  進 麻生 敏隆 阿部 芳郎 有本 雅己 安斎 正人 安蒜 政雄 池谷 信之 石川恵美子

伊藤  健 稲田 孝司 大竹 幸恵 大田原 潤 岡村 道雄 岡本 東三 荻  幸二 小野  昭
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第1章 調査の概要

織笠  昭 角張 淳一 軽部 達也 木崎 康弘 栗島 義明 小池 義人 小杉  康 ガ、菅 将夫

小林 達雄 近藤 洋一 酒井 潤一 佐藤 宏之 佐藤 雅一 佐藤 良二 沢田  敦 実川 順一

菅沼  亘 島田 和高 白石 浩之 鈴木 次郎 鈴木 忠司 鈴木 宏之 鈴木 正男 須藤 隆司

砂田 佳弘 諏訪間 順 関口 博幸 大工原 豊 高尾 好之 高見 俊樹 竹岡 俊樹 田中  総

谷口 康浩 郡   聰 辻本 祟夫 堤   隆 鄭  漢徳 戸沢 充則 中島 庄一 中島  宏

中島  誠 長沼  孝 永峯 光一 中村 由克 野口  淳 朴  英哲 橋本 勝雄 原川 雄二

比田井民子 平口 哲夫 藤野 次史 藤原 妃敏 保坂 康夫 松沢 亜生 松島 吉信 松藤 和人

道沢  明 宮坂  清 宮坂 光昭 宮崎 朝雄 宮下 健司 宮田 栄二 望月 静雄 望月 明彦

矢島 國雄 柳田 俊雄 山下 秀樹 山田 晃弘 山田 昌久 山本  誠 山本  克 吉井 雅勇

吉川耕太郎 渡辺 哲也 信濃町教育委員会 帥アルカ 欄こうそく 欄写真測図研究所 欄新日本航業
帥ズコーシャ 中野土建lal 帥パレオ・ラボ lal北條組

発掘および整理作業参加者 (平成 5年～平成11年 )

(1)発掘調査参加者

青井 祐一 青木 文雄

畔上ちよ子 天尾 洋子

池田 良高 石井 賢一

市川 由一 稲田 敏恵

牛木悦次郎 内田  守

岡田  勤 岡野美由紀

小野 順子 小日向 一

川村 喬一 川村 幸彦
久保田哲子 熊木ケイ子

小沼  泉 小林 栄子

小林 春枝 小林 昌子

小山 富江 西条 桃恵

坂口 二郎 坂口 秀美

静谷 邦子 静谷さつき

白井隆太郎 菅谷 澄子

関谷 シン 関谷 花江

高橋 詮昭 高橋知代江

竹内 寅雄 竹内 良子
田崎 金一 辰野 重男
田村多恵子 壇原 康信
土屋 照美 土屋 と志

徳竹 喜春 徳永 徳一

中村  弘 中村華佐夫

根岸 由恵 野村 久子

長谷川芳恵 畑山 茂治

張間 政信 東   貢

青柳 正一 青山 弘美

荒井 恵子 池田 和昭

石川  治 石川 清子

井上 司郎 今井  侃

内堀はるえ 大川 和子

小り|1 春義 荻原 みな

風間たき子 片山 恒子

木内 征子 北沢 甲三

倉石 久子 黒岩 澄男
/Jヽ林  和子1 /Jヽ羽に 不日弘

小林美智子 小林 資成

斉藤  静 酒井  泉
坂田 与一 佐藤さち子

実延 章子 篠崎恵美子

鈴木 道子 須田 有子

高木けさ子 高鳴  馨

高橋 信子 高橋  格

竹内 晴江 竹内 三男

田中 格一 田中幸太郎

塚田 牛二 塚田 悦子

寺島 厚二 寺島 尊夫

中川  幌 中島亮之進

中村 又三 中村 洋介

野村竜太良F 橋内 賢裕

服部恵美子 服部カツ子

樋回のり子 日詰 甲子

青山 嘉江 赤塩 範治

池田  強 池田 ひで

石川 峯子 石田 寿文

今井百合子 岩下 昭吉

大川 成司 大川 理恵

奥村 和子 小崎 延子

勝山みつの 金井 清里

北沢 富幸 北原ひさえ
小金井都子 小坂 仁造

小林 定子 小林 節子

小林 嘉子 小林 義治

酒井今朝吉 酒井 千代

佐藤 哲也 佐藤 幸人

篠澤 きよ 志原三千夫

春原弥惣冶 関  克也

高相 三男 高橋  静

高橋  深 高橋 安正

竹内ゆき子 武田 初枝
田中せつ江 田中 孝志

塚田 てい 築田 隆司

偉田 米三 徳武  洋

中島 忠夫 中野 聖夫

中村 芳子 中山 和江

橋本 静子 長谷川悦子

服部 正志 花岡 彬夫

平塚  勝 深沢 政雄

麻田 紀子 浅沼喜一郎
池田 博之 池田  陸

石野清治郎 市川  武

岩下 とい 岩村五十鈴

大澤 孝枝 大塚千代子

小田切吉夫 ガヽ野沢時子
上島 啓作 川口 耐子

北村 智子 久保田貴美江

小坂 幸子 児玉四利信
小林 千里 小林 初子
小宮山武男 小山 周一

酒井 紀子 酒井  優
塩崎  巌 塩崎きみよ

渋澤 仲治 渋澤とし子

関塚  恒 関谷 照二

高橋 周三 高橋 節子

武井スミ子 竹内  康
竹田 保夫 竹花 民夫
田中 迪子 田村  哲
土倉 裕子 土屋 賞冶

徳武 孝文 徳竹 ミサオ

長橋喜一郎 永原シズエ

中山 安雄 新野 源吾

長谷川和朗 長谷川繁信

原田 忠直 原山 正子

深谷  亘 福岡 邦友
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第 2節 調査の方法

藤木 明子

降旗  茂

真篠 美晴

イレーネ

宮澤  亨

宮本 義章

山崎キヨシ

横山真理子

渡辺 昭一

藤木 利高

降旗まつ子

増田 昭子

松橋 千里

宮沢  盈

村上 安子

山崎千代和

吉池シマエ

渡辺三千代

藤沢 大樹

古澤三千代

待井 春子

丸本 市郎

宮沢ツネ子

矢澤ゆき子

山田 啓子

吉川 忠吉

綿貫 良人

藤城 昂子

保坂 勝子

町田登美子

三澤 貞利

宮沢ひさみ

矢島 弘子

山本  昭

吉澤 聖子

藤田 桂子

保坂 吉次

町田 幸重

湊  喜一

宮沢美代子

柳沢 純子

山本智恵子

吉澤平一郎

藤牧 久男

堀川  章

松尾よし子

湊美 佐子

宮下 金一

山尾 洋美

山本 知良

吉沢 好夫

藤本 敏男

巻柄 恵子

松田 正一

宮川 朝子

宮本 和明

山口  守

山本 房子

吉田 米子

(2)整理作業参加者

阿部  敬 荒井 かち 荒井 恵子 新井 晴美

内山恵美子 内山 清子 追川 吉生 大橋 里奈

北沢三枝子 北森梨恵子 蔵田 愛子 小林 克次

高久 昌子 高城 大輔 高柳すえ子 滝沢 久子

寺門 義範 寺田真木子 戸枝 周平 戸谷 邦隆

平井 義敏 藤原 泰子 堀木 照美 丸山 和子

峯村 敏子 宮川 優作 宮坂 美樹 宮崎 正枝

矢田美智子 柳沢るり子 柳原 澄子 山科  哲

吉川耕太郎 吉田 米子 吉田  望 渡辺恵美子

市川ちず子

大林久美子

小林奈美江

武田 友子

中沢 祐一

丸山 園枝

宮野尾和子

山田 理恵

宇賀村節子

岩泉 辰子

門内 政広

駒村 和子
玉井 久雄

中島  透
三上 義子

宮本 宰江

横田 節子

倉沢より子

内田  仁

河崎 裕二

佐藤 桂子

張  龍俊

野口  淳
三木 陽平

村田 雅子

横山  真

柳原 智子

内田陽一郎

川本真由美

須藤友美子

塚田 祐子

野沢 久子

峯村 恵子

矢澤健太朗

吉川 孝子

山崎 明子

第 2節 調査の方法

1 発 掘 調査 の方 法

(1)試掘と調査区の設定 (第 1図参照)

試掘調査と調査範囲の設定については、前節 1で述べたとおり、未周知部分について県教委が踏査およ

び試掘を行った。しかしながら山林が多い本地域では、遺跡の詳細な状況は完全には捉えることができな

い。従って、本調査に先がけてセンターでも高速道路路線範囲内の試掘調査を行い、遺跡の範囲および遺

物の包含層の確認をし、その結果に基づき調査範囲を設定することにした。試掘調査の方法は、重機を併

用したトレンチ掘 りを採用した。重機によるトレンチ掘 りは、表土除去後、重機により数cm掘 り下げた

後、鋤簾により遺構・遺物の検出を繰 り返してゆき、遺構・遺物が検出された面でとめる。

貫ノ木遺跡は、既存の調査で、大規模な遺跡であることが予想されており、ほぼ全域にわたって遺物が

包含されているという認識のもと、本調査に入った。なお遺跡の範囲について東端は、上ノ原遺跡と接す

ることから、試掘調査は不必要と判断。東端は急傾斜地という地形的な制約から範囲を確定した。ほぼ全

面が調査対象となり、今回の高速道調査遺跡では、最大の面積を調査することとなった。

西岡A遺跡については、県教委の試掘により範囲が拡大されたため、既存の発掘調査による遺跡情報は

はなく、県教委の試掘結果を基本としながらも一部補完するかたちで試掘調査を並行しながら調査区を確

定していった。

踏分  実

牧野タマエ

松野クララ

宮崎 正枝

宮本 澄子

山口 久江

横田 節子

綿田 茂実
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第 1章 調査の概要

第 1図 遺跡の位置 と調査範囲
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第 2節 調査の方法

(2)本調査

調査対象地は、本来であれば、表土からすべて人力による調査が望ましいのであろうが、広大な面積を

一定の調査期間で行うことは、とても不可能である。従って重機を併用した。本調査時における重機の使

用については以下の 3通 りを原則とした。①表土除去、②遺物包含層間の無遺物層の掘 り下げ、③包含層

内にあっても、遺物の出土をみない範囲の掘 り下げ。③については、人力による調査をなるべ く広 く取

り、極力重機の使用は抑えた。使用する場合も、小型のバックフォーを用いた。

先行した試掘調査の結果から、各地′点、調査区ごとに遺物包含層までは重機により掘 り下げ、その後は

作業員による掘 り下げを行った。近年、旧石器時代遺跡でも、竪穴住居跡、土坑といった掘 り込みが確認

できる遺構の検出例が増えているため、包含層の掘 り下げには細心の注意を払ったが、残念ながら調査時

には明瞭な落ち込みは確認することができず、遺物の検出とその記録・取り上げが発掘調査の主となった。

なお、調査対象範囲のなかでも、急傾斜地があり、すべてを精査するのではなく、 トレンチ調査を併用
しながら本調査をすすめた。

石器集中部 (ブロック)の精査 旧石器時代の遺物は、調査範囲から満遍なく出土するわけではなく、径

数十cm～数 mの範囲に集中して出土する傾向にある。広範な調査対象面積をもつ貫ノ木遺跡ではブロック

の検出を努める調査方法をとった。つまり、ブロックが検出される層序までは、重機と人力によるジョレ

ンがけによリブロックが検出される層序まで掘 り下げていくと、ブロックにあたる範囲にまず数点の遺物

の集中が見られる。ブロック部分においては人力による精査はブロックをほぼ竪穴住居址にたとえた調査

方法といえよう。ただ、実際には調査中にブロックの認定はおこなっていない。もちろん周囲に遺物が皆

無の場合はブロックの範囲が容易に把握できるが、重複するかのようなブロックについては、ブロック群

として大きなくくりの中で調査を進めていった。遺物はトータルスティションにより出土層位、位置、標

高を単点により記録することを原則とした。大形石器の集中等特別な出土状況を示すものについては、詳

細図を作成した。

礫群の精査 礫群も石器集中部の調査と同じである。ただ礫群のほうが同一層準に比較的密集して分布す
るので、調査時に礫群と認定することを原則とした。なお、貫ノ木遺跡第 2地′点 (遺跡頂上部)の第Ⅲ層

上面では全面に礫が分布していたため、石器集中部と同様な調査方法をとり、発掘終了後、室内で礫群を

認定した。認定した順に礫群番号を付し、礫の広がり、地形の傾斜を考慮して十字にセクションポイント

を設定し、縮尺 1/10で個別詳細図を作成、礫の形、赤化の箇所、付着物の状況を記録した。出土層位に

ついてはセクションベル トに沿って、サブトレンチをいれて、礫下の土層堆積まで確認し、礫群の出土層

位を検討し、言己録した。

炭化物集中の調査 炭化物は調査中に検出された時′点で、周辺部への広がりの有無を調べ、広がりが捉え
られた場合は炭化物集中と認定した。調査方法は、礫群と同様に十字のセクションポイントを設定し、炭

化物の平面的広がりを範囲図として記録し、大粒の炭化物は位置を記録して分析用サンプルとして取り上

げた。垂直分布はセクションベル トに沿ってサブトレンチ確認する方法と5 cm単位で平面的に掘 り下げ、

範囲の変化を記録する2つの方法を使い分けた。単独で検出された炭化物については、他の遺物と同様に、

単′貞測量を行って記録をした。

微細遺物 調査区内すべての土壌を水洗し、微細遺物の検出を行うことは、残念ながら今回の調査ではで

きなかった。貫ノ木・西岡A遺跡とも石器集中部の土壌を試験的に一部サンプリングするにとどまった。

地形測量 遺物が出土し、平面的に調査をした箇所については、Va層上面で10cmコ ンタをとった。ま
た、貫ノ木遺跡においては、調査対象全域にわたって、第Ⅲ層～第VII層上面まで、20mメ ッシュで土層柱

状図を作成した。土層名については、第 2章第 1節(41を参照されたい。
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(3)遺跡名称 と遺跡記号

本書で報告する遺跡の名称 と遺跡記号は下記のとお りである。遺物・写真他の記録類の注記などもすべ

てこれによる。

かん の き

貫ノ木遺跡 MKN
にしおか

西岡A遺跡 MNA

(4)グ リッドの設定と呼称法 (第 2図 )

グリッドの設定にあたっては、国家座標を基準として大々地区・大地区・中地区・小地区の 4段階に区

分した。

大々地区三調査対象地区全体にかかるように200m× 200mの区画を設定し、北西から南東方向に I・ Ⅱ・

Ⅲ……とローマ数字で表記した。

大地区 :大々地区を40m× 40mの 25区画に分割し、北西から南東へAか らYま での大文字アルファベ ソヽト

を用いた。

中地区 :大地区を8m× 8mの 25区画に分害Jし、北西から南東へ 1か ら25の算用数字を用いた。

小地区 :大地区を2m× 2mの 400区画に分害Jし、小地区とした。大地区の北西角を起点として東西軸上

に西から東へAか らTま でアルファベ ソヽト、南北軸上に北から南へ01か ら20の数字を付して、両者の組み

合わせで「A01」 のように小地区名とした。

上記の呼称を組み合わせ、たとえば大々地区「Ⅵ区」、大地区「R区」、中地区「18区」(8m× 8m)は

「Ⅵ一R18」 と表記される。また、大地区「R区」を小地区に分割した「M05」 (2m× 2m)の場合は

「Ⅵ一RM05」 と表記される。

く見世賢」響II」」‖ザ
…・ …

中地区 (8m):Ⅵ R18
小地区 (2m):ⅥRM05

第 2図  グリッド呼称法
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第2節 調査の方法

本調査は複数地′点同時期に並行して行われること、貫ノ木遺跡と西岡A遺跡は隣接していることから、

グリッド設定に際し、一括して「 I区」から「XVII区」まで大々地区の設定を行った。貫ノ木遺跡が関係

する大々地区は「Ⅲ・Ⅵ・X～ XⅡ・XⅥ・XVII」 、西岡A遺跡が関係する大々地区は「V・ Ⅸ・XⅣ」で

ある。なお、貫ノ木遺跡のXVII区 と隣接する上ノ原遺跡の I区 とは、座標上の設定が重複する。

(5)遺構記号

記録・注記等の便宜を図るために遺構名称は記号を用い、遺構番号は時代等にかかわらず種類ごと、検

出順に付した。遺構記号は原則として検出時に決定するため、主として平面的な形態や遺物の分布状況等

指標としたもので、必ずしも遺構の性格を示すものはない。整理段階で遺構名称変更の必要が生じた場合

は、発掘時の遺構記号・遺構番号は欠番 とし、新しい遺構記号の最終番号に追加した。本書で報告する遺

構番号は前述の理由から飛び番号が生じているが、混乱を避けるため発掘時の遺構記号・遺構番号をその

まま使用した。したがって最終遺構番号=遺構数とはならない。

なお、本書の遺構記号は当センターで共通して用いているもので、以下のとおりである。

[BL]旧石器時代の石器・景J片集中

[SB]2m以上の大きさの方形、円形、楕円形の掘 り込み。 (竪穴住居址、竪穴状遺構 )

[SK]単独もしくは他の掘 り込みと関係が認められない SBよ り小さな掘 り込み。 (土坑、陥し穴、貯蔵

穴、井戸等)

[SH]石 (主に礫)が面的に集中するもの。ただし旧石器時代の石器・石片集中であるブロックには、発

掘時に決定することが困難なため用いない。 (集石、礫群、配石 )

[SQ]遺物が面的に集中するもの。 (ごみ捨て場、祭祀址 )

[SV]炭化物集中

(6)遺物の取り上げと記録方法

遺物の取り上げに際しては、測量業者に委託して、光波 トランシットを用い、端′点測量を行った。現地

では、出土位置をmm単位までの精度で、端′点の属性として、①′点の種別 (土器、石器、礫といった遺物の

種類等)、 ②出土層位、③遺物番号をデータとして電子野帳に記録し、それをもとに作成した。編集図面、

観測成果簿、観測データ (フ ロッピーディスク)の 3種で管理している。

また、礫群や良好な遺存状態で集中していた遺物については、別に微細図を作成した。

遺物め取り上げ番号は、遺構に帰属する遺物については、遺構ごとに 1番から番号を付し、包含層・遺

構外の遺物については遺跡ごと、大地区毎に 1番から番号を付した。注記については以下のとお りであ

る。

貫ノ木遺跡第20号礫群 3番の遺物は、MKN.SH20。 3と記す。

西岡A遺跡V一Q区250番の遺物は、MNAoV― Q。 250と 記す。

2 整理作業の方法

(1)遺物の整理方法と管理収納

1。 遺物の洗浄・注記

遺物の洗浄については、使用痕観察のため、安山岩のような表面が風化・劣化が著しい遺物以外は、超

音波洗浄機を用いた。

遺物の注記終了後、石器・土器・礫を分別し、それぞれに作業を進めていった。

2。 石器の器種判別

石器の整理では最初に器種判別作業を行った。器種判別の観察項目は以下のとおりである。

-9-



第 1章 調査の概要

器種/材質/礫面の遺存状態/欠損部位/遺存度/景J離方向/打面形態/打角/打面長/長さ/幅/厚

さ/重量

3。 器種認定の基準と数量認定

器種認定については、本書を含む信濃町内旧石器時代編で統一をはかった。詳細については本章第 4節

を参照願いたい。しかしながら各遺跡、性格の違いにより細部については違いがある。それについては適

宜断って使用する。

器種のカウントのうち、破片のとらえ方は以下の 2つについて用いる。器種には接合してほぼ完形にな

た場合、個体数としては 1でカウントしようとする原則から、接合したうち 1点をその器種名としてカウ

ントし、他の接合した資料について「器種名十破片」とした。さらに接合でなくても、石器の先端や基部

がごく一部しか残存していないものについても破片を用いた。

4。 石器石材の観察および母岩判別・接合作業

器種判別後、石器実測作業と並行しながら、母岩判別、接合作業を行った。

石器石材の特徴を観察し分類分析する方法が、旧石器時代の整理では通常に行われている。それを個体

別資料分析という。個体の判別には、接合による同一個体の認定と、主に肉眼半J別により認定している。

そして個体別資料分析の有効性は主に 2つがあげられる。ひとつは石器製作技術に関すること、もうひと

つは遺跡の構造に関することである。貫ノ木・西岡A遺跡の整理でも、個体別資料分析を行うべく石材を

判別した。本書では「個体」という用語のかわりに「母岩」を用いた。この「母岩」という語は、個体別

資料分析研究のはじまりである砂川遺跡の報告書で用いられている「個体」と実質的には同義である。し

かしながら、接合資料の中には、ひとつの母岩から複数の石核に分かれる、つまり複数の個体が存在する

ことが明らかである。遺跡内の資料をすべて接合すればイ団体の数も確定するはずであるが、実際にはそこ

までの時間的余裕はなかった。したがって、複数の個体を含む群として母岩という用語を用いる。

実際の判別にあたって、砕片については除外した。小さいため特徴の看取が困難であったためである。

また、本来的には同一石器文化の中で行われるべきであったが、貫ノ木遺跡の場合、同一石器文化の認定

が困難であったため、時期をこえて母岩判別作業を行った。従って、石材による大別をさらに詳細な石材

の岩相 (色調/含有物/粒度等)、 若干の石器製作技術の特徴を加味して細別したというのが実態である。

個体分類にいたる中間的なレベルの分類であるといえる。なお、黒曜石に関しては、砕片を除き全点につ

いて原則として産地同定を行っているが、大量の′点数であったため肉眼判別作業と産地分析が時間的に並

行して行われたため、母岩が同一であっても産地は異なっているものが若干ある。

5。 礫の整理

礫の整理では、礫の計測0観察を行った後接合作業を行った。計測観察項目は以下のとおりである。

材質/遺存度/礫の形状/赤化状態/付着物の状況/長さ/幅/厚さ/重量

6。 遺物の管理収納

遺物管理は、石器、礫の大別に従いそれぞれ収納している。

(2)遺構の整理方法

遺構の整理は以下の手順で行った。

1.ブ ロックの認定

ブロックとは、遺物が集中して分布している箇所について用いる。ここでいう遺物とは旧石器時代遺跡

であるので、石器 (争J片・砕片・石核・原石を含む)と礫である。ブロックの認定に関しては「遺物の分

布上の視覚的まとまりに対して用い、分布上のまとまりということの他に意味をもたない。」という鈴木
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第3節 遺跡周辺の環境

忠司氏の定義 (鈴木1980)に 基本的に則っている。無遺物の空間があリブロックが単独に存在しているよ

うな場合は認定に関してさほど問題はない。しかし貫ノ木・西岡Aの両遺跡はそのようなブロックはむし

ろ少なく、分布密度の疎密はあるものの、多くが調査区の広範囲にわたって分布し、ブロックの境界がわ

かりずらい状況にある。また、包含層の厚さも関東ローム層ほどは厚 くないため、各時期の遺物が垂直的

にも重複して出土する。したがって、認定されたブロックには複数石器文化の石器群が混在していること

が前提となる。時間を限定できる器種については、ブロック内で分離することも可能であるが、景J片・砕

片等にいたるまでの時期分けは困難である。

実際のブロックの切 り分け方法は、 トータルステーションによる単点測量で遺物はすべて 3次元データ

となっているので、コーディックシステム (写真測図研究所 長野)を用い、パーソナルコンピュータの

画面上で行った。画面上の遺物 ドットの疎な部分を結線してブロックを認定していった。画面上での遺物

データの属性は器種別と石材別で試してみたが、ブロックの切 り分けには石材別のほうが、効果的であっ

た。平面分布ひとくくりとなったブロックは、それぞれ垂直分布でも分離できないことを確認した上でブ

ロックと認定した。その後、母岩判別等の結果により、ブロックの境界に位置する遺物が若干移動したこ

とはあるが、大きな変更はなかった。

2。 礫群の認定

遺跡内から出土した礫は、調査時に礫群 として認定したもの (礫群礫)と 、単独で出土したため、単点

測量で取り上げたもの (単独礫)の 2者がある。整理作業では、礫群礫と単独礫を図面上で重ね合わせ、

平面分布および垂直分布を検討し、再認定を行った。そのことにより、調査時認定された礫群は、散漫な

分布のため単独礫に変更、一部の礫が密集域から離れているので単独礫に変更したものが若千出た。ま

た、平面的にも垂直分布も礫群にとりこまれる単独礫もあった。なお、礫群番号であるが、原則的に調査

時の番号を踏襲した。そのため、平面的位置は番号順に並ばない、また欠番も生じている。単独礫は、上

記のブロックとの平面・垂直分布を検討し、重なるものはブロック内礫として扱った。

第 3節 遺跡周辺の環境

1 遺 跡 の地 理 的環 境 (第 3図参 照 )

野尻湖は長野県の北端の上水内郡信濃町にある。この湖の西側を中心に北西南東方向に約 6 km、 北東南

西方向に約 4 kmの範囲に旧石器時代から縄文時代草創期の38遺跡が集中しており、野尻湖遺跡群 とよばれ

ている。本書で報告する貫ノ木、西岡A遺跡も野尻湖遺跡群に含まれる。

野尻湖は日本海に面する高田平野と内陸の長野盆地との間にあり、古くから交通の要所となっていた。

湖の西側には北から妙高、黒姫、飯綱の火山が並び、東側には斑尾山が存在し、これらの山々に囲まれて

いる。水面標高は654m、 面積は3.96km2あ る。野尻湖の水は西岸の池尻川から流れ出し、関川を経て日本

海へと注ぐ。鳥居川は遺跡群内から南西に向かって流れ、千曲川を経て日本海へと注ぐ。貫ノ木遺跡は関

川、鳥居川両水系のちょうど分水嶺に当たる。西岡A遺跡は関川水系に当たる。

野尻湖周辺には火山の影響によリローム層が堆積している。主たる火山灰の給源とそれぞれの火山の活

動期は次のとおりである (地学団体研究会1996)。 飯綱火山の活動期は約34万年前と約20万年～15万年で、

約 6万年前に水蒸気爆発を2回起こしている。黒姫火山の活動開始年代は約25万年前で最新のマグマ噴火

は約4.3万年前である。妙高火山の活動開始年代は約30万年前で、最新のマグマ噴火は約4,200年前である。

焼山火山の活動開始年代は約3,000年前で現在も活動中である。斑尾火山は約70万年前と55万年前ごろに
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第 3図 野尻湖遺跡群の地形
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第 3節 遺跡周辺の環境

活動 をしていた。 したがつて、上部 旧石器時代には飯綱、黒姫、斑尾火山はすでに休止 してお り、活動 し

ていた火山は妙高火山ということになる。また、焼山の活動は縄文時代以降となる。

野尻湖は約 7～ 6万年前に起こったと思われる黒姫山からの池尻川泥流が、斑尾山西麓からの川を堰止

めたことによって誕生した。その後湖西側の仲町丘陵の隆起と湖東側の沈降により、形を変化させながら

現在の野尻湖へとなっていく。貫ノ木遺跡の北西部にある池尻川低地は後期旧石器時代には野尻湖の一部

であったことが確認されている。

野尻湖周辺は丘陵地帯となっている。旧石器時代の遺跡は丘陵の様々な場所に立地している。丘陵頂部、

中腹の緩斜面やテラス状の場所、丘陵の裾部など比較的平坦な地形に遺跡が形成される場合が多い。また、

現在の水田域となっている部分の多くが、かつては池や湖、湿地であったことが確認されており、野尻湖

以外にも多くの水場が存在していたこととなる。これらの丘陵地形と水場環境の良さから、多くの狩猟対

象動物が生息していたと考えられる。これら丘陵地帯では隆起・沈降が激しく旧石器時代には現在の地形

とはかなり異なった様相を示していたと思われる。 7～ 6万年前頃の野尻湖底堆積物である貫ノ木層が貫

ノ木遺跡において約50mの比高差が確認されており、 1万年で10m近 く隆起していたことになる。したが

って、旧石器時代の人々が活動していた当時は、現在の地形よりも起伏が緩やかであったと考えられる。

2 遺 跡 の歴 史的環境

野尻湖はナウマンゾウの化石が湖底から発見されたことがきっかけとなり、古くから学術調査が行われ

てきた。近年になって、町教育委員会や県教育委員会 (埋文センター)に より数多くの遺跡が調査される

ようになり多大な成果があがってきている。それらの調査の経過について、信濃町立ナウマンゾウ博物館

により簡潔にまとめた年表があるので、第 1表に転載した。特にこの2～ 3年の発掘調査の成果は著しく、

現在それらの整理が進められている中で、遺跡群の評価は刻々と変化しているが、現時点では以下のよう

にまとめられよう。

現在確認されている野尻湖周辺における最古の人類遺跡は立が鼻遺跡であり、中期旧石器時代 (約 5

～4万年前)に相当する(野尻湖周辺の発掘調査経過については第 2表参照)。 立が鼻遺跡からは、ナウマ

ンゾウなどの動物化石と共に石器や骨角器などが出土している。立が鼻遺跡以外では仲町遺跡で確認され

ているが、こちらも湖成層からの出土であり、陸上の風成層からはまだ確認されていない。

後期旧石器時代に入ると遺跡が激増し、野尻湖遺跡群が形成されるようになる。全国的に見ても遺跡数

は多く、遺跡規模は高い遺跡群となっている。また、石器組成も特徴的で、 1遺跡から1～数′点の出土が

一般的であった斧形石器を多量に組成する遺跡が多く存在する。また、斧形石器の研磨に用いたと思われ

る祗石も同じ遺跡内から発見されている。台形石器も大量に出土しており、その形態も他地域のものと比

較すると大形で斉一性の高いものとなっている。また、ナイフ形石器も多く存在する。同一時期と思われ

る遺跡間においても斧形石器、台形石器、ナイフ形石器の組成が異なる点も注目される。

約2.5～ 2.4万年前の姶良丹沢火山灰 (AT)降灰以後も多くの遺跡が存在している。また、系統が異な

ると思われる複数の石器群が存在するようになる。裏ノ山遺跡や東裏遺跡では黒曜石やチャー ト、無斑晶

質安山岩などを石材とし、 2側縁加工のナイフ形石器や槍先形尖頭器、掻器などを主な組成とする石器群

が、貫ノ木遺跡第 1地″点や七ツ栗遺跡では珪質頁岩や珪質凝灰岩、無斑晶質安山岩を主な石材とし、基部

加工のナイフ形石器、彫器を組成する石器群が、西岡A遺跡では無斑品質安山岩を主な石材とし横長景J片

を素材とするナイフ形石器を特徴とする石器群などが存在し、中には九州地方にみられるような景J片尖頭

器や台形石器を組成する石器群もある。それぞれの石器群がある程度の時間幅をもって登場し、異なる系

統の石器群が同時期に存在していた可能性も高いと考えられる。
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第 3節 遺跡周辺の環境

番号 遺跡名 所在地 量1堡
弥

　

生

古

　

墳

奈
良
平
安

中

近

世

磨 沢 A 吉 7毎 ・ 沢

慶沢B 古 海 ・ 沢

滝屋A 古 iim・ 繹 屋

滝 屋 B 古 落10滝 屋
滝 屋 C 古 ≠圧 ・ 屋

油 屋 D 吉 落1・ 活 屋 〇

林 畔 古 落丑・ 林 畔 〇

ヶ 入 古 落婁・ 花 ヶ 入

妻城 跡 古 海 ・ 城 ノ 腰

ド城 跡 古 海 ・ 管 リ

1菫Fリ A 古 滋聾・ 年利

管 リ B 古 海 ・ 管 リ 〇

寺 窪 古 海 ・ 管 リ 〇

舟 瀬 野 炉l・ 舟 瀬

15 桐久保 古海 0市河の内桐久保 ○ ○

丸木舟出土地 古海・市河の内桐久保 ○

17 山 手 能 坂 0山 手
ノ声ヽリ 赤 川 城 跡 野 汚 1 ・ 赤リ 〇

19 こ道A ・ 大 本 i

20 (キ首B ・ 大 本 i

21 道 C こラ李更選

22 道 野 ラヽ李更1

23 L湖城 l 野 万 ・ 城 ヶ 入

24 家 老 路 城 3 野 屏 :・ 1蒸 路

25 城帰 りA 野 層 l・ f 〇

26 城帰 りB 賭予力デl・ 」威ヶ入 _L 〇

27 樅 ヶ崎 野 老 路 q
28 旧野 尻 湖 中学 校 卜場 _L 〇

杉 久 イ呆 場 q
琵 琶 島 野 尻 ・ 衝 琶 島 Q
立 が 鼻 野尻・泊 Q
海 端 野 屏10泊 OL
川 久 保 ][11屏 1・ リ J
土 橋 稲 荷 里1万 l・  L不 |

小丸山0土橋城跡 野尻・リ久 保 皿 ○ ○

向新 田 A 野 層 l・ 高 山 Q
向新 田 B ・ 土 橋 J
雨 油 : 吾山 J
清 明 台 山 q

野 一 杯 清 フk Q
ネ申 野 ノ 原 α
狐久保 野 万 ・ 力瓜ク OL
神 山A 里予万已・オ申Lコ OL 〇

44 ネ申山B 壁十九ギ1・ 不申山 」 〇

45 神 山 C 野 房 l・ 不E日LLI J
46 昭
〔
JI箸 里予万已・ 滝 沢 〇 |

47 貰 ノ木 野予たギl・ 菖 ノ木 α 〇

48 星光 山荘 A 野 山 桑 」
49 星光 山荘:B ・  下 | I桑 」
50 ¬FLLttA 野 」
下 山桑 B 野 」

52 下 山桑C 里千九 」 〇

53 下 山桑 D 里千九 山 」 〇

54 駒 爪 里予たギl・ 高沢 J 〇
55 上 山桑 A 野 尻 ・ 山 J
56 上 山桑 B 山 ぢ J
57 瑞 穂 A 野 ・ :瑞:練 g 〇

58 煮B 野 ・ :瑞:練 」
59 保 A 柏 原 ・ 日 向 」
60 tイ果B 沐白刃賓・ 日 向 」

大久保 C 訳・中山 」 ○ ○

62 大久保南 オ白原・向山 g ○
63 西 岡A ホ白刃買・ Ⅲヨ[司 OL 〇
64 西岡B 本白ルミ・ 山 1測 OL
65 毛 無 柏 原 ・ 毛 無 」
66 上 ノ原 オ白万訳・ ノ 原 α 〇

67 緑 ヶ丘 東・ 毛 Ｌ
い

g
68 野 尻 湖 団 地 」
69 歯ヽ :IIIィ公 園 望 α
役 屋 敷 本白りJ訳・ 4 」
東 裏 柏 原 ・ 東 裏 OL 〇 ⊂
募 ノ山 沐白原 ・ :裏 ノ 山 g
伊 勢 見 山 オ白原 ・ 裏 ノ 山 g
東 裏 城 跡 ・ 東 栗 〇

山 柴 山

育員倉 木白原 ・ 土腰 F

新 田 り| 本白原 ・ 新 田 リ

五 輪 堂 柏 原 ・ 五 輪 童

=ク
倉‐ハ オ白原・ 4二

二芝づ針B 外白原 ・ イニ

仁 之 倉 南 相 ル訳 L黒政 〇

長水A 沐白万瓢・ 七註フ

長 水 B 柏 原 ・ 長 沐

鳥居川第二発電所 柏原・西原 ○

上 島 卜黒

籾]l頁 ・ オЛll層買

番 号 遺跡名 所在地

旧

石

器

縄

　

文

弥

　

生

古

　

墳

奈
良
平
安

中

近

世

一 里 塚 古 間 ・ 一 里 嫁

陣 場 A 吉 間 ・

陣 場 B 吉 間 0ロ

司 占間 ・ 久 根 添
古 聞 ・ 清 フK東
古 月昇・ 清彗フK層

唯里繁振RA 許千月罰・ 口鉢 野原 〇

欠野 原 B 吉干月罰・ 口欠 野 原 〇 〇

山 根 冨γ罵[ ・ III本腱 〇

古 間 支 館 裏 型F月罰・ 卜島
大 三

「
A 冨 濃 ・ 大 半

大 三

「
B 昌 効 ・ 大 平

針 ノ木 針 ノ木
100 砂 菖 濃 ・ 西 原

101 琵琶 ヶ崎 富濃・西原 ○ ○

102 宮 沢 富濃・宮沢 ○

103 訪 ノ 原 罫濃 ・ 諏 訪 ノ 原

104 野 里 濃 ・ 諏 訪 ノ 原

105 日 向 A 濫豊・ 日 可林 〇

106 日 B 濫豊・ 日 司林 〇 〇 〇

107 ―Lツ 多 濃謹0-L｀ソ果 〇

田 ・
二並 1】

≒ 田

109 庚 堂 ・ 康 申 堂

110 西 久保 ・ フK
Q穴 ・フK穴

112 こ日方 A 乍ヨら・ 大 日方
テB だ宇ぉ ・ 大 日 万

114 雪濃・ ,京
115 」ガ岳 γ澤・城 上
116 滝 沢 濃 ・ 活 沢

東 原 濃 ・ 東 原

118 鳴 沢 ・ 旦島沢

119 罫原 A ・ 南 京

120
=展
RI 0面 原

121 乙 原 富濃・南 京 ○ ○ ○

122 1村 華iiS・ 中 け

123 目細 A 7詈・ 日糸田
124 ヨ糸田B 7畠・ 日糸田
125 三師 岳 城 跡 澤 ・ 冊 午 III髪 櫛 〇

126 ・ I丸 ム 〇

127 向 ノ 原 ・ 向 ノ 原

128 興こノイ申 実 ノネ申甚b両畿
129 勘 蔵 濃 ・ 勘 蔵

130 戸 草 城 跡 華濃 ・ 福 沢

131 戸 富 濤 ・ 清 太

132 正 寺 原 0正徳 寺 〇

133 荒 瀬 原 原 房 ミ・ J京 〇

134 大 原 荒 漱 原 ・ 大 原 〇

135 則 心 院 裏 荒 自l東・ |IIネ申

136 石 原 荒 自j東・ 矛〒l東

137 幣 塚 ・弓輛源自l東・早軒塚

138 ヨf彰 自1東・ H影

139 ヒノ原A 「 岡
・ゴLノ 原

140 ヒノ原B 匡岡 ・ ゴLノ 原

141 原 降1淵 ・ 1再 京

142 平 岡 ・ 魂 J
143 L山 道 層l・ Jヒ IIIi首 〇

144 涸米斗 1洲 ・ 瑾尋 敷 添 〇

145 票
生
1測 ・ I司

146 :谷訛 課波 ・ 丸 谷 地

147 大道下 穂波・原0大道上・大道下 ○ ○ ○

148 落影 (五厘 山 ) 穂波・五厘山0峰・古道畑 ○ ○

149 Lの 穂 波 ・ 上 の 山

150 皮・ゴLを卜J也
151 ・ 嶋 崎■ 中 畔

152 辻 屋 ・ 葎 〒半 ・

153 宮 ノ 腰 ・ ll■ 恭 ・ 〇 〇

154 冨 ヶ原 I たリ 冨 ヶ 原 〇

155 冨 ヶ原 H 冨 ヶ 原

156 冨 ヶ原 III 大 冨 ヶ 原

157 冨 ヶガIV りせリキ・冨 ヶ原
158 冨 ヶ 原 V ・ 富 ″ 原

159 冨 ヶ原VI
160 冨 ヶカ天VII 〇

161 ・ 霊 〇 〇

162 繕 場 ・ 繕 場

163 ヒ滝 大 等チイ山寺
164 カジカガワ Iラ

1(1: |・ カジカガワ
165 山寺 跡 大 リキ・家添
166 石 橋 ・ 西 谷 地

167 道 ・ 市 首

168 山 〇

169 清 j7k久保 ・ 向 原 〇

170 長 山 大井・長山 ○

171 宮 浦 B 大 井 ・ 長 l」

172 種 油 沐白万瓢

第 1表 野尻湖周辺遺跡一覧
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第 1章 調査の概要

年 度 野 尻 湖 の 発 掘 4百濃出J肉 の発掘 高 速 遭 関 連 の 発 掘 おもなできごと

1948(昭 23) ナ ウマ ンゾ ウの化石 発 見
1953(昭 28) 杉 久保 遺跡 の石 器 、 旧石 器 と判 明

1958(昭 33) 二 之倉 遺 跡 L開墾 」
1962(昭 37) ☆野尻湖 発 掘 始 まる

第 1次野尻湖 発掘 杉 久保 遺跡

ナウマンゾウ、オオッノシカ化石
を発見

1963(昭 38) 第 2次野尻湖発掘 伊勢見山遺跡 (国学院大学 )
杉久保遺跡

野 尻 湖 発 掘 、 C14年 代 測 定 と花 粉
分析 に よるウル ム氷期 の確 認

1964(昭 39) 第 3次野尻湖発掘 杉 久保 遺 跡 は じめ て石器 (争」片 )を 発 見
1965(昭 40) 第 4次野尻湖発掘 杉久保遺跡 琵琶島遺跡 ナ ウマ ンゾ ウの頭 骨 の一 部 を発 見

1966(昭 41) 杉 久保 遺 跡 [駐車場 ]
1967(昭 42) 狐 久保 遺 跡 [町道 ]
1973(昭 48) 第 5次野尻湖 発掘 「月と星」の発見
1974(昭 49) 74年 3月 湖 底 調査

74年 10月 仲 町調査
1975(昭 50) 第 6次野尻湖 発掘 ビー ナ ス像 (P)の 発 見

1976(昭 51) 第 1回 陸上 発掘 (イ中町 )
1977(昭 52) 仲 町 [水道工事 ]
1978(昭 53) 第 7次野尻湖発掘 ナ ウマ ンゾ ウの頭骨 を発 見

1979(日召54) 第 2回陸上 発掘 (仲町 ) 黒姫駅 でナ ウマ ンゾ ウの 牙 を発 見
仲 町 遺 跡 で縄文 草創 期 の 土 坑 墓 発

掘

台形状 のナ イフ形石器 発 見
1981(昭 56) 第 8次野尻湖発掘 「ヤ リ状木器」、骨製スクレイパー

の発見
2.4mの ナウマンゾウの牙発見

1982(昭 57) 第 3回陸上発掘 (仲町、向新田) 隆線文 土器 の発 見

1984(昭 59) 第 9次野尻湖発掘 キルサ イ トの確 認

1985(昭 60) 第 4回陸上発掘 (仲町、向新田、
照月台、貫ノ木 )

大久保 南遺 跡 [土取 り] 向新 田遺 跡 で細石器文 化確 認

1987(昭 62) 第 10次野尻湖発掘 骨製 ク リー バー発 見

1988(昭 63) 第 5回陸上 発掘 (貫 ノ木 ) 礫群 と配石を伴 う生活面を確認
1989(平 1) ☆町教 育委員会 の調査始 まる

丸谷地遺跡 [町道 ]
大道下遺 跡 [町道 ]

丸 谷地 遺 跡 で平安 時代 の住 居 跡 を
発掘

灰 釉 陶器、鎌 な どが 出土

1990(平 2) 第 11次野尻湖 発掘 大道下遺 跡

上 ノ原遺 跡

杉 久保 遺 跡
一 里塚遺 跡

丸谷地遺 跡

所

　

レ

務

　

イ

事

ｌ

卜

∃

ｌ

社

拓

営

道

道

会

開

町

町

町

第 11次発掘 でナ ウマ ン ゾ ウの 足 跡
化石 を確 認

上 ノ原遺 跡 で 5基が並 ん だ石 囲炉
を発 見

1991(IF 3) 第 6回陸上発掘 貫ノ木遺跡 [保養所 ]
大道下遺跡 [土取 り]
丸谷地遺跡 [資材置場]
赤川遺跡 [国道18号 ]

陸上発掘 でナ ウマ ンゾ ウの化石

発見

1992(平 4) 貫ノ木遺跡 [保養所 ]
東裏遺跡 [町道 ]
役屋敷遺跡 [店舗 ]
赤川遺跡 [国道18号 ]
辻屋遺跡「工場 ]

貫ノ木遺跡で局部磨製石斧 4点や
特殊な尖頭器を発見

1993(平 5) 第 12次野尻 湖発掘 東裏 遺 跡 [特別養 護 老 人 ホー ム ]
東裏 遺 跡 [宅地造成 ]
上 ノ原遺跡 [町道 ]
毛 無遺 跡 [町道 ]
西 岡 B遺跡 [宅地造成 ]
七 ツ栗遺 跡 [県道 ]

☆高速道路建設に伴 う発掘調査
始まる
日向林 B遺跡
七ツ栗遺跡
東裏遺跡
貫ノ木遺跡
普光田遺跡

日向林 B遺跡 で石 斧 41点 出土
上 ノ原遺 跡 で杉 久保 型 ナ イ フ形 石
器 多数 出土

東裏 遺 跡 (町 )瀬戸 内系 の石 器 群 が
出土

東 裏 遺 跡 (県 )で「剥 片 尖 頭 器 」 出
土

1994(平 6) 第 7回陸上 発 掘 (イ中町 ) 東裏遺跡 [町道 ]
七ツ栗遺跡 [県道]
日向林 B遺跡 [宅地 ]
貫ノ木遺跡 [宅地 ]
北野原 B遺跡 [町道 ]
山根遺跡 [広域農道 ]
高山遺跡 [ゴルフ場 ]
市道遺跡 [ゴルフ場 ]

七 ツ栗遺 跡

向林 B遺跡
大平 B遺跡
裏 ノ山遺 跡

東裏 遺 跡

上 ノ原遺 跡

貫 ノ木遺 跡

西 岡 A遺 跡

陸上発掘で野尻湖文化の石器多数
発見
貫ノ木遺跡 (県 )で砥石 8点出土
山根遺跡で弥生土器が多数出土

1995(平 7) 大 久保 南遺 跡 [県道 ]
上 ノ原遺 跡 [ガ ソ リンス タン ド]
上 ノ原遺 跡 [消防署 ]
役屋敷 遺跡 [急傾 斜対策 ]
山根 遺 跡 [広域農 道 ]
市道遺 跡 [ゴル フ場 ]
清水 久保 遺 跡 [ゴル フ場 ]
上 ノ原遺跡 [県道 ]
上 ノ原遺跡 [宅地 ]

七 ツ栗遺 跡

日向林 B遺跡
東裏遺 跡

大久保 南遺 跡

上 ノ原遺 跡

貫 ノ木遺 跡

西 岡 A遺 跡
星光 山荘 B遺跡

大 久 保 南遺 跡 (県 )で 黒 曜石 の石
核 が ま とまって 出土

市 道 遺 跡 で縄 文 土器 な ど24,000点
以上 出土

星光 山荘遺 跡 で神 子 柴 型石 斧 な ど

出土

上 ノ原遺 跡 (町 )で 、瀬 戸 内系 の
石器群 が 多数 出土

1996(平 8) 仲町遺跡、立が鼻遺跡で地質調
査

上ノ原遺跡 L県道」
吹ノ原A遺跡 [広域農道]
山根遺跡 [広域農道 ]
大久保南遺跡 [県道 ]
七ツ栗遺跡 [町道]
大道下遺跡 [埋立て]
東裏遺跡 [町道]

貫 ノ木遺 跡 上 ノ原遺 跡 で瀬 戸 内系 石 器 群 が 2
つ の地層か ら出土

吹 ノ原 A遺 跡 で敲石群 が 出土
山根 遺 跡 で弥生 中期 の住 居 址 が 出
土

大 道 下遺 跡 で縄文 早期 の 土 器 が 多
数 出土

1997(平 9) 第 13次野尻湖発掘
仲 町遺 跡、 立が鼻遺 跡 で地質調
査

吹野原A遺跡 [広域農道]
上ノ原遺跡 [県道]
貫ノ木遺跡 [ガスパイプ]
東裏遺跡 [町道]
上ノ原遺跡 [町道]
照月台遺跡 [店舗 ]
役屋敷遺跡「駐車場 ]

上 ノ原遺 跡 で砥 石 と石 斧 素 材 が お
かれ た状 態 で出土

東裏 遺 跡 で瀬 戸 内系 の石 器 群 が 出
土

照 月台遺 跡 で古 手 の杉 久 保 型 ナ イ
フ と小形 の石器群 が 出土

吹 ノ原 A遺 跡 で大形の石核 が 出土

第 2表 野尻湖周辺遺跡調査一覧

-16-



第4節 石器の器種分類

後期旧石器時代終末期になると、前時期に比べ遺跡数、規模ともに減少する傾向にある。細石器石器

群、大形両面調整尖頭器や局部磨製石斧を伴ういわゆる神子柴系石器群がこれにあたる。ただ、顕著な石

器製作を伴う遺跡はみられないが、単発的な出土はどの遺跡にもみられるというのが、特徴的である。

縄文時代草創期にも人間の生活の跡が確認される。星光山荘B遺跡では隆起線文土器片とそれに伴う石

器類が多量に発見されており、そのほかにも爪形文土器を出土する遺跡などいくつかの遺跡が確認されて

いる。表裏縄文土器の出土量は特に多い。その後、縄文時代前期頃までの遺物は多く発見されているが、

中期以降になると少なくなり遺物が断片的に出土する程度になる。現在のところ縄文時代遺跡からの住居

跡の発見はなく、土坑や落とし穴、集石遺構などが残されているのみである。

弥生時代・古墳時代の遺跡は非常に少なく、断片的に土器片などが出土するのみである。

平安時代になると再び遺跡数が増える。大規模な集落は発見されていないが住居が数件ていどの小規模

な遺跡が点在するようになる。

中世には野尻湖周辺に集落が点在するようになる。また、高田平野から長野盆地を結ぶ経路となってい

たようだ (各遺跡の位置、時期については第 4図、第 102表を参照)。

引用・参考文献

赤羽貞幸 1996「野尻湖の生い立ちとその変遷」『アーバンクボタ』35

酒井潤- 1996「野尻湖と最終氷期の研究」『アーバンクボタ』35

信濃町誌編纂委員会 1968「信濃町誌」

地学団体研究会編 1996「新版地学辞典」平几社

野尻湖人類考古グループ 1994「野尻湖遺跡群における文化層と旧石器文化」『野尻湖博物館研究報告』第 2号

第 4節 石器の器種分類

本書で行った石器の器種分類の基準を以下に示す。

(1)ナ イフ形石器

景J片の鋭い縁辺を一部に残し、他の縁辺を細部加工した石器をさす。9)の台形石器もこの定義にあては

まるが、全体の形状で、先端を尖らせているものをナイフ形石器とした。

(2)台形石器

争J片の鋭い縁辺を一部に残し、他の縁辺を細部加工した石器のうち、石器長軸 (主軸)に直交もしくは

斜交する刃部をもつ石器。基本的にはナイフ形石器の 1種 と考えるが、特徴的に存在しているため、器種

を分けた。AT降灰以前の時期を代表する器種の「台形様石器」の一部や、AT降灰以降の「切出形石

器」や「台形石器」と呼称されていた石器を含む。

(3)槍先形尖頭器

主として平坦な加工により先端および周縁が作り出されている石器。柳葉形、木葉形、広葉形をしてい

るものが多い。加工は先端部のみではなく、器体全体に及ぶ。平坦な争J離により面的に加工されるもの

と、ブランティングにより周縁が加工されるものとがある。

(4)斧形石器

主として平坦な加工が施され、石器の長軸に直交するような刃部を持つ石器。刃部には研磨が施される

ものが多い。従来、「局部磨製石斧」と呼ばれているものがこれに含まれるが、研磨の認められないもの

や、用途が木材の伐採以外にもあったと考えられる′点から斧形石器という呼称を用いる。
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第1章 調査の概要

欠損しているものについても、接合がなく素材からの両側縁への加工が認められる場合は 1′点として認

定 している。景J離後に加工が認められないものは調整争J片、そこに研磨面が認められるものについては刃

部景J片 として捉えている。

(5)石刃

目的をもった技法により連続 して余J離された両側縁が平行する縦に長い石器。平面形は似ていても偶発

的に争J離されたものや、景J離に連続性が認められないものは縦長争J片 としこれと区別する。また、組成表

中の石刃には両付 き景J片 も含まれカウン トされている。

(6)貝殻状刃器

鋭い縁辺 と切 り立った側縁を持つ石器。「台形様石器」 と呼称されている石器の一部。明瞭な加工は少

なく、数回の景J離、折れ面、切断面、打面、素材末端などのきりたった面で 1以上の側縁が形成される。

2次加工のある景J片 との区別が難しいが、長幅比が 1:1に 近 く平面形が台形 もしくは円形を呈 してお
り、かつ刃部に使用痕 と思われる微細争J離が認められるものをこれにした。

(7)掻器

連続する加工により、厚い刃部が作 り出されている石器。平面形は円形、拇指状を呈するものが多い。

刃部の角度が45度以上のものを掻器、以下のものを削器 とし分別することとする。

(8)掻器状石器

加工によって比較的急角度の刃部が作 り出されているもので、平面形が円形もしくは台形を呈する。従

来「台形様石器」 とよばれていたものの中で、連続する加工による刃部が認められるものをさす。「ウワ

ダイラ型台形石器」 (白石 1978)、 「立野ヶ原型ナイフ形石器」 (麻柄 1986)と 呼ばれていたものの多 くがこ

れに属する。

(9)削器

連続する加工による刃部を持つ石器。形態や加工は様々である。

00挟入削器

削器のうち刃部がノッチ状になるものをさす。

llll鋸歯縁状削器

連続する強い加工や平坦な加工により、鋸歯縁状の刃部が作り出されている石器。複数のノッチ部によ

るベックと呼ばれている石器などもここに含む。

OD厚刃掻器

打面や折れ面などの切 り立った縁辺から加工を施し、90度に近い角度の刃部が作り出されているもの。

00角 錐状石器

断面形が三角形を呈し、素材の腹面側から平坦な加工が施され、背面中央に 1条の稜が作り出されてい

る石器。断面形が三角形を呈し、素材の腹面側から平坦な加工が施され、背面中央に1条の稜が作 り出さ

れている石器。

0り細石刃

目的を持って連続的に景J離された小形の石刃。石器自体にはほとんど加工が施されないが、組み合わせ

道具として用いられたと考えられている。

00細石核

細石刃が争J離された石核。

00彫器

樋状争J離によって作 り出された彫刻刀面を持つ石器。
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第 4節 石器の器種分類

OD削片

樋状剥離によって景Jがされた争J片。

00揉錐器

2側縁もしくは 1側縁の加工により錐状の先端部が作 り出されている石器。

00楔形石器

相対する2端に反対向からの景j離が認められる石器。

Oの 2次加工のある剥片

器種としての認定ができなかったが、 2次加工が認められる景Jtt。

0つ微細剥離のある剥片

使用痕の可能性の高い微細な景J離が認められる景J片。

OD剥片

石核などから打ち景Jがされた石片。

00砕片 (チ ップ)

景J片争J離や加工時に出る非目的的な細かい石暦。景J片 との厳密な区別が難しいために、本報告では約 1

cmの長さを基準とし、それより小さいものを砕片とした。

O→石核

景j片 を景Jぐための母体、または景Jいだあとの石塊。

OD礫器

礫を素材とし、粗い加工によって刃部が作 り出されている石器。チョッパー、チョッピングトゥールが

該当する。

00敲石

敲打痕が認められる石器、ハンマー。

1271磨石

磨面のある石器。

00砥石

砥ぎ面のある石器。

引用・参考文献

安斎正人1988「斜軸尖頭器石器群からナイフ形石器石器群への移行一前・中期/後期旧石器時代過渡期の研究」『先史考古学研究』第

1号

佐藤宏之1988「 台形様石器研究序説」『考古学雑誌』第73巻第 3号

白石浩之1978「西南日本におけるナイフ形石器終末期の予察」『ネ申奈川考古』第 3号

麻柄一志1986「 いわゆる立野ヶ原型ナイフ形石器の基礎的整理」『1日石器考古学』33
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第 2章 貫ノ木遺跡

第 2章 貫ノ木遺跡

第 1節 遺跡と調査の概要

遺跡の概要

貫ノ木遺跡は、長野県上水内郡信濃町大字野尻字貫ノ木1461他に所在する。本遺跡は野尻湖の西から南

西方向に次第に標高を増していく仲町丘陵の最南端に位置する。野尻湖までの距離は約 2 kmほ どである。

遺跡内は北流して日本海に注 ぐ関川水系と一度南流して千曲川に注 ぐ鳥居川の分水嶺にあたり、標高は

700mか ら730mと 比高をもち、小丘陵と低地が複雑に入り込んだ地形が存在する。

遺跡地は土取場等によって形成された崖面が多く、野尻湖発掘調査団により地層の観察がよく行われて

きており、「貫ノ木層」という神山ローム層に対比される水成層の模式地となっている。土層観察の折に

崖面より石器が発見されてお り、A・ B・ Cの 3地点が以前より確認されていた (野尻湖発掘調査団

1975)。

発掘調査は野尻湖調査団により1985年 (A・ B地′点)と 1988年 (B地′点)の 2回、信濃町教育委員会に

より1991年～1992年 にかけてC地′点が、1995年 にB地点が緊急調査されており、約 3万年前以降の上部旧

石器時代の文化層が 5枚確認されていた (野尻湖人類考古グループ1987、 同1990、 渡辺・中村1993、 信濃

町教育委員会1996)。

上記のような過去の調査の結果から、遺跡の広がり、文化層の数とも野尻湖周辺の旧石器時代遺跡群の

なかでも最大級の遺跡であることがわかっていた。

引用 0参考文献

信濃町教育委員会 1995「貫ノ木遺跡 0日 向林B遺跡 (個人住宅地点)発掘調査報告書」

2 遺跡の地ノ点呼称

前節でも述べたように、貫ノ木遺跡は過去の調査歴が多い。それぞれ地′点名もつけられている。過去の

調査を列挙すると以下のようである。

A地点 1985年、野尻湖発掘調査団調査

B地点 198501988年  野尻湖発掘調査団調査

誠文堂地点 199101992年  緊急調査 信濃町教育委員会 S地点とする。

金氏住宅地点 緊急調査 信濃町教育委員会 K地′点とする。

帝国石油パイプライン地点 緊急調査 信濃町教育委員会
A・ B地′点については、野尻湖発掘調査団による命名による。それ以外は町教委の緊急調査原因により

地点名がつけられてきた。これらの経緯から、高速道・バイパス事業にかかる長野県埋蔵文化財センター

による調査は、高速道等地′点とし、略称をH地点とするが、本書中では省略する。

今回の調査対象区は非常に面積も広 く、また地形的にも変化に富んでいるため、この高速道等地点をさ

らに 1～ 4地′点までに分けた。この地′点は通常の遺跡の単位にあたるものと考えている。発掘調査もおお
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第 1節 遺跡と調査の概要

第 5図 貫ノ木遺跡の調査地点 と地形
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第2章 貫ノ木遺跡

むねこの地点ごとに行われた。各地点は以下の通 り。

第 1地点 貫ノ木遺跡の東端で、上ノ原遺跡が隣接する。やや北東に向かって傾斜しているが比較的平坦
な微高地。国道18号が中央を走っている。

第 2地点 標高730mを 測る貫ノ木遺跡では最高位にある地点。東に第 1地点、北に第 4地点、西に第 3
地点を臨むことができる。

第 3地′点 遺跡西端に位置し、西向き傾斜の狭いテラス状の台地。仲町丘陵の西南端にもあたり、テラス
の下は20mの急傾斜地になる。

第 4地点 第 2地点北端から比高10mほ どの傾斜地をへて、北向きの平坦面が本地′点である。高速道本線
部分に接しバイパス用地が続き、発掘調査も同時に行われた。

3 調査の概要

(1)調査範囲と調査方法

貫ノ木遺跡の調査対象範囲は広大であったため高速道の調査は、平成 5～ 7年度まで 3年間行われた。

地′点ごとによる調査期間は (第 3表)を参照していただきたい。

平成 5年度の調査 高速道が通過する貫ノ木遺跡の範囲は山林部が多く、遺跡の範囲、内容ともに詳細
が不明であったことは前章でもすでに述べたところである。県教育の試掘調査により調査を必要 とする遺

跡の範囲については概ねとらえられたとはいうものの、遺物の出土層位、包蔵量などの内容については不

明であったため、はじめに、第 2地点および第 4地点に重機によリトレンチを入れ、包含層の確認を行っ

た。その結果に基づき、第 4地′点は面的調査に移行した。第 2地′点 (頂上部)も 遺物が全体にみられたた

め トレンチの幅を広げ、一部 2× 2mの試掘坑を設定し包含層の確認調査を行った。本年度はさらに第 2

地′点の北から東の急傾斜地にもトレンチを入れ、遺物が検出されないことを確認した。

平成 6年度の調査 工事工程の都合上、西側からの調査終了を要請されたため、第 3地′点から調査を開
始した。方法は、重機によリトレンチを入れ、遺物の平面的広がりと包含層を確認し、面的調査に移行し

た。第 3地′点と並行して第 4地′点も西側から面的調査に入った。本地′点については昨年度調査で遺物の包

含層が判明していたため、直接表土景Jぎ を行った。第 1地点は家屋等があり県教委の試掘ができなかった

範囲である。遺物が若千表面採集されているだけの状況であったため、遺物の包含は希薄であると思われ

た。国道を挟んで東側は土層の堆積も薄 く、またす ぐに出水があり、 トレンチ調査で終了した範囲が多か
った。一方国道の西側には良好な包含層がとらえられた。

第 3表 貫ノ木遺跡発掘調査工程表

4/5      6/5

4/5            7/17

6/5  7/12
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第1節 遺跡と調査の概要

平成 7年度の調査 本年度は一連の調査の最終年度となる。第 1地点は、昨年度家屋があったため調査
できなかった、国道18号線東地区と国道の反対側で、第 1地点では最西部にあたる第 2地点の斜面直下と

の 2地区を調査した。第 2地点は、平成 5年度の試掘により、平坦部ほぼ全域に遺物の分布が予想され、

また、出土層位も第Ⅲ層上面 (漸移層)か らす ぐに旧石器が出土することが明らかになっていたため、全

面的に重機により第Ⅲ層直上まで景Jぎ取った後、 4× 4mの範囲に 2× 2mの試掘坑を人力により入れる

方法をとった。試掘坑は遺物の出土状況により順次拡張していった。結果的には平坦部はほぼ全面的に面

的調査範囲となった。第 4地点の高速道用地部分はすでに昨年度の調査で終了しており、本年度はそれに

隣接するバイパス用地部分の調査をおこなった。調査区が隣接しているため調査方法は前年度を踏襲した。

(2)調査経過

平成 5年度

6月 21日  上信越自動車道関係の調査開始。第 4地点の ト

レンチ調査から入る。

7月 6日  第 4地′点、本日より人力による発掘作業に入る。

7月 22日  砥石出土。

7月 28日  頂上部 (第 2地′点)表土景Jぎ開始。南側の用地

境にそって、約10m幅で I・ Ⅱ層を除去。

7月 29日  同志社大学松藤和人助教授指導。

8月 3日  文化庁記念物課岡村道雄主任調査官視察。

8月 5日  第 2地′点、Ⅲ層上面を精査、全面的に遺物 (景j

片)が散見される。

8月 10日  第 2地点、 8× 8mの範囲に 2× 2mの試掘坑

をいれる調査を開始する。平坦部の遺物は多く、

ひとつの試掘坑で20～ 30点の遺物が出土する。

8月 24日  第 2地′点、作業員による試掘調査終了。

10月 9日  現地説明会

11月 19日  平成 5年度の発掘調査終了。

4月 21日  平成 6年度調査開始式。第 3地点のすでに表土

争Jぎは 1週間前から行っており、作業員によるⅢ

層上面からの精査をはじめる。

5月 23日  第 3地′点、Ⅲ層 (漸移層)か らⅣ層上面に達す

ると遺物量は増し、す ぐに斧形石器や砥石が検出

され。る。

6月 6日  第 3地′点、全面的に第Ⅳ層の精査に入る。

6月 22日  第 3地点、埋没谷の脇より、長さ40cmに もおよ

ぶ大形の砥石出土する。

7月 13日  第 4地点 (Ⅵ―R区)の重機による表土景Jぎ開

始。

7月 19日  第 4地′点、Ⅲ・Ⅳ層の精査開始。

7月 31日  貫ノ木 0日 向林 BO裏の山の 3遺跡合同現地説

明会

8月 8日  第 2地点の南西部において、西岡A遺跡との境

を確認するため、斜面部の重機によるトレンチ調

査開始。

8月 23日  8日 からの重機によるトレンチ調査終了。斜面

部で旧石器の包含層は確認されなかった。

8月 25日  第 4地点。空測・空撮を実施。

9月 7日  第 3地点の調査を終了する。

9月 9日  第 4地点、遺物の出土量多く、 トータルステー

ションによる遺物の取 り上げはⅥ―R区だけで

547点にも及んだ。

10月 3日  第 1地点、国道18号線東側地区の トレンチ調査

に入る。

10月 13日  第 4地点、調査区を北西から南東に走る断層を

Va層上面で検出し、地形測量を行う。

10月 17日  第 1地′点国道18号線西側地区の調査に入る。

10月 24日  第 1地点国道18号線東側地区の トレンチ調査に

より遺物の出土した地′点の面的調査に入る。

11月 1日  第 4地点、旧石器時代遺物出土状況の空撮を実

施。第 2地′点北西斜面部 (第 2と 第 4地′点の中間

部)の調査に入る。

11月 16日  信越放送テレビ取材

11月 22日  第 1地点国道18号線西側地区、埋没谷部分に遺

物が集中する。ナイフ形石器の出土量が極めて高

11月 30日  第 4地′点、平成 6年度発掘調査分終了。

12月 6日  昨日よりの積雪 lmを測る。雪かきをしての発

掘調査。第 1地点、国道18号線西側地区の調査終

了。

平成 6年度
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12月 9日  第 2地点と第 4地点の斜面部調査を終了。これ

をもって平成 6年度発掘調査分を終了する。なお

第 2地点は一部表土を争Jい だ状態で来年度に調査

をする。

平成 7年度

4月 5日  平成 7年度の調査を開始する。第 1と 第 2の地       にして、調査の迅速化をはかる。

点を並行 して調査する。              7月 10日  第 4地点 (バイパス用地内)、 _重機による表土

4月 10日  第 2地点、頂上平坦部はⅢ層から全面的に遺物       余Jぎ開始する。

が出土する。                    7月 12日  新潟～長野県北部にかけて集中豪雨により、道

4月 14日  第 2地″点、石器・石片とともに礫の出土も非常       を崩壊、家屋浸水など多大な被害をこうむるが、

に多いため、 8mメ ッシュのグリッドを設定し、       幸いにして、遺跡は調査区が若干水没した程度で

礫は手測で言己録をすることにする。             大きな被害はなかった。

5月 7日  第 1地′点国道18号線東地区調査終了。引き続き   7月 17日  第 2地′点、器材を撤収して完全調査終了する。

国道西側地区に入る。                   これをもって高速道用地内の発掘調査はすべて終

5月 18日  第 2地点、磨石出±。                  了する。

5月 29日  明治大学安蒜政雄教授指導。           7月 18日  第 4地′点、人力による精査開始する。以降11月

6月 5日  第 1地″点国道18号線西地区深掘 りをするが、遺      末日まではバイパス用地内の発掘調査。

物の出土はなかった。第 1地点の調査はすべて終   7月 28日  長野県遺跡指導委員会視察および現地指導。

了。                        9月 14日  四県会議現場視察。

6月 7日 文化庁記念物課岡村道雄主任調査官視察。     11月 30日  撤収、平成 7年度調査終了。

6月 9日 第 2地点、作業員を約30名増強し、100名 態勢

平成 8年度 (参考 :国道18号線バイパス関連調査)

6月 5日 バイパス本線へのアクセス道の調査開始、第4   7月 10日 焼土層の記録、検討。

地″点にあたる。面積は約200m2。           7月 12日 撤収作業。

6月 7日  IV層 まで掘り下げる。土器、槍先形尖頭器出±  10月 28日  国道18号黒姫スキー場入口交差′点北の試掘調査。

する。                           トレンチを入れるが、谷頭あたり、黒色土が厚く、

6月 27日  Vb層 の精査、遺物多数出土する。            また出水もあり、遺物の包含層は確認できなかっ

6月 28日 礫群 1基を検出。                    た0

7月 3日 調査区北壁にてVb層から焼土層 Pを確認。

(3)調査結果の概要

平成 5年度から平成 8年度にかけて、高速道用地 と国道18号線バイパス用地、合計46,400m2を 発掘調査

した。その結果、調査対象地内の旧石器時代遺物は大きく4つの地点に分かれて出土した。 4つの地点は、

それぞれ地形的に他 と区分 される単位 としてとらえられる。

第 1地点で検出された遺構は、ブロック13か所、礫群11基、遺物は、石器2987点 、礫665点が出土した。

出土石器は、ナイフ形石器や槍先形尖頭器が多く、後期旧石器時代後半期の資料が中心 となる。

第 2地点で検出された遺構は、ブロック100か所、礫群60基、遺物は、石器9299点 、礫5789点 が出土 し

た。出土石器は、ナイフ形石器や槍先形尖頭器が多く、後期旧石器時代後半期の資料が中心となる。

第 3地点で検出された遺構は、ブロック38か所、礫群15基、遺物は、石器8795点 、礫1764点 が出土した。

出土石器は、斧形石器、祗石 と、それに伴って出土するナイフ形石器や台形石器が特徴的な後期旧石器時

代前半期の資料が中心 となる。

第 4地′点で検出された遺構は、ブロック100か所、礫群50基、遺物は、石器13206点 、礫 3107′点が出土し
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第 1節 遺跡と調査の概要

第 6図 貫 ノ木遺跡 全体石器全′点

一- 25 -―



第 2章 貫ノ木遺跡

第 7図 貫ノ木遺跡 全体石器全′点 (ブロック範囲入 り)
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第 1節 遺跡と調査の概要

第 8図 貫ノ木遺跡 全体礫全′点
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第 2章 貫ノ木遺跡

第 9図 貫ノ木遺跡 全体礫全′点 (礫群範囲入 り)
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第1節 遺跡と調査の概要

た。出土石器は、斧形石器、砥石 と、それに伴って出土するナイフ形石器や台形石器が特徴的な後期旧石

器時代前半期の資料が中心 となる。

以上、第 102地 ′点は後期旧石器後半期が主体、第 304地 ′点は後期旧石器前半期が主体 となるが、各

地′点とも後期旧石器時代 をとおして石器群が残されてお り、貫ノ木遺跡は後期旧石器時代全般にわたる複

合遺跡であったといえよう。出土石器も野尻湖遺跡群内の他の遺跡で特徴的にみられるものと同様な特徴

をもつ石器も多いことから、野尻湖遺跡群内でも利用頻度が高い、つまり移動生活を営んだと考えられて

いる旧石器時代人が、常に立ち寄った中核的な遺跡であったことが明らかになった。

4 基本層序 (第 10図 )

遺跡の地形は先にも述べたように概略 4つに区分される。層序 としては、第 4地点北端の低地部 とその

他の台地部に分けられる。旧石器時代の遺物は基本的に台地部で確認された。台地部の層序は地点によっ

て層厚の違いはあるものの、基本的には変わりはない。

層序の区分が地点によって困難であったのはV層の細分、特にVa層 とVb層 であった。各層厚薄い

第 3地点では細分できず、V層一括 とした箇所が多かった。

なお低地部ではⅡ層の推積が厚 く細分された。基本土層を以下に示す。

I層 三表土 黒色土 (Hue7。 5YR l.7/1)白 色粒子、黄色粒子を含む。撹乱層も含む。地表面でHa層 は固くし

まっている。

H層 :黒色土 (Hue7.5YR l.7/1)柏 原黒色火山灰層。低地部では厚く堆積しており、以下のように細分される。

Hal層 三黒色土 (Hue7。 5YR l。 7/1)マ トリックスは I層 と同じ。ただ白色、黄色粒子をほとんど含まない。
I層 に比べ柔らかい。

Ⅱa2層 :黒色土 (Hue7.5YR 2/1)マ トリックスは色調が若干褐色味をおびる他はⅡal層 と変わらない。白

色粒子が目立つ。

Ha3層 三黒色土 (Hue7.5YR l。 7/1)Hal層 とほとんど同じ。ただ白色粒子がⅡa2層 ほどではないにし

ろ若千含まれる。

Ha4層 :黒褐色土 (Hue7.5YR 2/2)白色粒子、黄褐色火山灰粒子 (小ブロックといった方がよいかもしれな
い。径 2～ 5 mm)を よく含む。妙高の火山灰を含む層か。

Ha5層 :黒褐色土 (Hue7.5YR 2/2)マ トリックスは基本的にHal・ Ha2層 と同様。白色粒子はほとんど

含まない。

Hb層 三明赤褐色土 (Hue5YR 5/8)マ トリックスはHa5層 になると考えられるが、ごく限られた範囲に本層
があらわれる。調査区全面にはみられず、低位面方向に分布した。粘性の強い、一見焼土のような土である。ま

た赤味の強弱があり、平面的にはまだら状になる。径50～ 60cmの赤味の強い部分が点々とあり、周りに弱い赤味

の音る分がある。

Hc層 :黒褐色土 (Hue7.5YR 3/1)マ トリックスはHa5層 と同じ。遺物包含層となる。やや団粒状にみえる

ところがある。

低地部Ⅲ層 :灰褐色土 (Hue7.5YR 4/2)H層 とⅣ層の漸移層と考えられる。若干の赤褐色粒子を含む。粘性に

富み、固い。

低地部Ⅳ層 :黄褐色水付ローム層 (Hue10YR 5/8)赤 色スコリアを若千含む。粘性に富む。

Ⅲ層 三黒褐色土 (Hue10YR 3/2)厚 い層をなし、上層部ほど黒味が強い。下層部に黄色ロームを多く含む (20

%)。 粒子はやや粗 く粘性は小さい。野尻湖発掘調査団 (以下調査団と略す)の本層下部より旧石器時代の遺物包

含層となる。モヤ層に対比される。

Ⅳ層 三́黄褐色土 (Hue10YR 5/6)層 の上部にⅢ層の黒色土の入り込みがみられる (5%)。 層の下部に鈍い黄褐
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色の粘性のあるローム粒 (1～ 3 mm)がみられる (10%)。 調査団の上部野尻ローム層Ⅱに対比される。

Va層 :褐色土 (Hue10YR 4/4)灰 黄褐色ローム粒 (1～ 5 mm)を 含む (10%)。 粒子がやや粗 く、粘性が少し

ある。北側約 lmに灰黄褐色土の集中部 (40%)がみられる。第 3地点では本層の中位で姶良丹沢火山灰 (AT)

がブロックで確認された。調査団の上部野尻ローム層Ⅱ最下部に対比される。

Vb層 :暗褐色土 (Hue10YR 3/4)粒 子の細かい密なローム塊で、粘性がかなりある。調査団の上部野尻ロー

ム層H黒色帯上部に対比される。

Vc層 三褐色土 (Hue10YR 4/6)Vb層 をブロック状に含む。調査団の上部野尻ローム層Ⅱ黒色帯下部に対比さ

れる。旧石器時代の遺物は上層に比べ激減する。

Ⅵ層 :明褐色土 (Hue7.5YR 5/6)同色のローム粒を多く含む (50%)。 粘性が少しある。調査団の上部野尻ロ

ーム層 Iに対比される。

Ⅶ層 :赤褐色土 (Hue2.5YR 4/6)固 い塊状をなし、内部に黄色の粒子 (1～ 3 mm)を 多く含む (10%)。 もろ

くはげやすい。調査団の中部野尻ローム層 (赤スコ)に対比される。本層より下部には1点の遺物も確認されな

かった。

Ⅷ層 三黄褐色土 (Hue2。 5Y4/6)固 くしまった岩盤状をなす。粒子は細かく密である。粘性はない (青ヒゲ)。

Ⅸ層 :明赤褐色土 (Hue5YR 5/6)粒 子が粗 く小さな塊をつくる (3～ 5 mm)。 渇くと白黄色になり、表面はぼ

ろぼろとなる。青白い小粒の火山礫を多く含む (3%)。

X層 三黄褐色土 (Hue10YR 5/6)粒 子が細かく粘性をもつ。青白い小粒の火山礫を層の上部にわずかに含む (1

%以下)。

XI層 :オ リーブ色土 (Hue5Y 5/4)粒 子が粗 く砂状の児を為す (ド ライカレー)。

XⅡ層 :オ リーブ褐色土 (Hue2:5Y4/3)粒 子が細かく固くしまっている。間にXV層 を含んでいるところも

ある。粘りはない (コ ナアズキ)。

XⅢ層 三にぶい黄橙色土 (Hue10YR 6/4)粒 子は細かく固くしまった層を為す。青白い火山礫 (1～ 10mm)を

多く含む (5%～ 7%)。

XⅣ層 三灰オリーブ色土 (Hue5Y 5/3)細 かい砂状の塊で固い岩盤を為す (ブレッチャーゾーン)。

XV層 三褐色土 (Hue10YR 4/6)青 白色の小粒 (1～ 3 mm)の 火山礫を多く含む (5～ 7%)。 粒子が細かく粘 り

が少しある。赤スコリア粒 (1～ 2 cm)を わずかに含む。

XⅥ層 :三点セット 灰色土と明褐色土の互層が三回繰り返される。

XⅥI層 三褐色土 (Hue10YR 4/4)細 かい粒子で密な層を為す。赤スコリア粒 (1～ 2 cm)を わずかに含む。北

端近くに灰 ドロ (P)を少し含む。

XVⅢ層 三黄褐色土 (Hue10YR 5/6)粒 子は細かい。層の堅さはXⅦより弱い。所々に黄ゴマ (粒子が粗い砂状

の塊)を含む。粘性のある土である。

XⅨ層 三にぶい黄褐色土 (Hue10YR 5/4)固 い層を為し、青白い火山灰 (l mm以下)をかなり多く含む (7～ 10

%)。

XX層 三褐色土 (Hue10YR 4/6)固 くしまった層になっているが、赤スコリア粒 (1～ 3 cm)を 多量 (25%)

に含む。粒子は細かく粘性が少しある。

XXI層 三明黄褐色土 (Hue10YR 6/6)粒 子が細かく粘性が強い。水分を多く含む。黒いガラス状粒 (輝石 )

を多く含む (3%)。

XXⅡ層 三黄褐色土 (Hue10YR 5/6)細 かい粒子の土でしまった層を為す。青白い火山粒 (l mm以 下)を 少し

含む (2%)。

XXⅢ層 三黄褐色土 (Hue10YR 5/8)粒 子が細かく密である。黒いガラス状粒 (輝石  l mm以下)を若干含む。

水につきやや脱色している。
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⑥西岡A遺跡

(V― Q)

第 1節 遺跡と調査の概要

③貫 ノ木遺跡第 3地点

(Ⅵ 一 G)

⑤貫ノ木遺跡第 4地点(低地部)

(Ⅵ ― D)

④貫ノ木遺跡第4地点

(Ⅵ 一 S)

②貫ノ木遺跡第 2地点

(X一 M)

- 731.000

①貫ノ木遺跡第1地点

(XI一 M)

第10図

-31-

――- 713.000



第 2章 貫ノ木遺跡

第 2節 第 1地 点

第 1地点の概要

(1)地形と遺物の分布

貫ノ木遺跡の東端で、す ぐ東側に上ノ原遺跡が隣接する。地形は第 2地点のある標高730mの丘陵頂上

部から下がること約20m、 標高710m前後のやや東に傾斜する平坦地。現況は国道18号が中央を走 り、宅

地化による削平のため旧地形がわかりづらい。貫ノ木遺跡は関川水系と′鳥居川水系の分水嶺にあたること

は先にも述べたが、第1地点はなかでも′鳥居川水系の最上流部が網状にいくつかに分かれ、谷頭を形成し

ている部分にあたる。従って地点内の旧地形は微高地と浅い埋没谷が複雑に入り組んでいる。BL1007・

100801009は埋没谷の中に形成されたブロック、BL1010 0 1011 0 1013は 埋没谷を取り巻くように形成され

たブロック、BL1012は急傾斜面の直下に形成されたブロックで、他は微高地上の平坦地に形成されてい

る。

(2)遺物の出土層位 (第 4表 )

遺物は I層～Vc層 まで出土している。土層の堆積状況は、地点の西ほど厚 く、東になるにつれ薄 くな
る傾向にある。また、東よりの地区の低地部 (谷部)はⅣ層以下が脱色し白色粘土化していることから、

水が付いていた状況が想定される。もちろんブロックが形成されていた時は離水 していたと考えられる

が、全体的には湿気が多い地区であったと思われる。

出土層位をブロックごとにみれば、Va・ Vb層 にピークがくる BL1005 0 1006 0 1012と Ⅲ・IV層 にピー

クがくるそれ以外のブロックに 2分される。

(3)器種組成 (第 5表 )

石器2987′点、礫665′点が出土した。

ナイフ形石器61′点、台形石器10′点、貝殻状刃器 1′点、槍先形尖頭器21′点、角錐状石器 1′点、斧形石器 2

点、彫器22′点、揉錐器 4′点、掻器37′点、掻器状石器 6′点、削器42′点、楔形石器16′点、石刃34′点、 2次加工
のある景J片 29′点、微細景J離痕のある景J片 58′点、折断景J片 2′貞、敲石 15′点、ナイフ形石器破片 2′点、槍先形

尖頭器破片 5点、掻器破片 1′点、争J片 1432′点、尖頭器調整争J片 72点、削片14′点、砕片1023′点、石核 76′点、

原石 1′点である。

(4)石材組成 (第 607表 )
第 1地点全体 として、点数的に最も多用された石材は無斑品質安山岩で1582点、これについで黒曜石

755′点、チャー ト318′点、珪質頁岩118点、凝灰質頁岩106′点と続く。重量的にも無斑品質安山岩が12kg強 と

最も多く、次に多い黒曜石、チャー トでもそれぞれ約1.7kgと 、かなりの重量的に差がある。凝灰質頁岩、

凝灰岩がそれぞれ約1.4kg出 土しており、黒曜石、チャー トと点数的には差があるが、重量はあまり変わ

らない。

ブロックごとでみると、やはり無斑品質安山岩を主体 とするブロックは BL1001～ 100501009010120

1013と 多い。一方 BL1006 0 1008 0 1011は 黒曜石が主体をなす。また、BL1005 0 1012は 無斑品質安山岩が

主体であるが、次に使用される石材はチャー トである。
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第 2節 第 1地 点

ブロック
石 器 礫

I・ II Ⅳ上 Ⅳ下 V Va Vb Vc 不 明 合計 I・ Ⅱ IⅡ下 Ⅳ上 IV Ⅳ下 V Va Vb Vc 不明 撹乱 合計

1001 1

1002

1003

1004 1 469

1005

1006

1007

1008

1009

1010

1012 667 682

1013

1タト

第 4表 貫ノ木遺跡 第 1地″点ブロック別出土層位組成表

ブ

ク

ナ
イ
フ
形
石
器

台
形
石
器

貝
殻
状
刃
器

槍
先
形
尖
頭
器

角
錐
状
石
器

斧
形
石
器

彫
器

揉
錐
器

掻
器

掻
器
状
石
器

削
器

楔
形
石
器

石
刃

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
の
あ
る
剥
片

折
断
剥
片

敲
石

ナ
イ
フ
形
石
器
破
片

槍
先
形
尖
頭
器
破
片

掻
器
破
片

剥
片

尖
頭
器
調
整
剥
片

削

片
砕
片
石
核
原
石

石
器
小
計

礫
合
計

1001

1002

1003 137

1004

1005 39

1006

1007 24 146

1008 370

1009 50

1010 22

1011

1012 22

1013

外

合計 22 34 29 1432 72 1023 2987 3225

第 5表 貫ノ木遺跡 第 1地点ブロック別器種組成表

ブ

ク

無
斑
品
質
安
山
岩

黒
曜
石

チ
ャ
ー
ト

珪
質
頁
岩

頁
岩

凝
灰
質
頁
岩

珪
質
凝
灰
岩

凝
灰
岩

緑
色
凝
灰
岩

玉
髄

蛇
紋
岩

石
英

流
紋
岩

砂
岩

安
山
岩

不
明
合
計

1001
166。 9 54.8 126.3 349.7

1002
389.2 167.4 562.8

1003
124 137

501.0 16.5 19.3 66.0 535.6 1151.8

1004
327

1290.2 60。 1 120 41.1 14.4 986。 3 2524.8

1005
32

19。 2 65.9 28.2 92.5 20。 7 446.4 891.6

1006
102 36

503 95.6 473.9 10.4 87.6 15.5 1674.6

1007
233 696

3446.6 433.0 451.0 531.4 27.4 455。 1 55。 1 82.8 65.5 6.3 5555.4

1008
132

1420.4 223 87.9 176.1 7.6 19。 2 112.7 2275.0

1009
586.2 35.6 10。 7 141.0 609。 3 103.9 1495。 2

1010
67

50。 7 183.9 105.5 45.5 385。 8

1011
22 44

949.7 102.4 26.6 4.9 1095.4

1012
409 682

2290.1 48.4 13.8 53.7 47.8 105。 7 65:8 3443.2

1013
174.5 123.4 298.0

外
33

449。 1

8

10.3

2

20.8

46

35。 1 517.1

合計
1582

12434。 1

755

1675.6

318

1675。 9

118 57 2987

791.4 64.0 1450.4 17.5 1416.1 15.5 11.6 109。 1 1277.5 1264.1 22220.2

第 6表 貫ノ木遺跡 第 1地点ブロック別石材組成表 (上段 三点数、下段 三重量 (g))
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第 2章 貫ノ木遺跡

第 7表 貫ノ木遺跡 第 1地′点石材別器種組成表
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第 2節 第 1地 点

第11図  第 1地点 石器全点
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第 2章 貫ノ木遺跡

第12図  第 1地″点 石器全′点 (BL範囲入 り)
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第 2節 第 1地 点

「
＝
邸
謝
＝

ｏ
Ｊ

第13図  第 1地点 ブロック配置図
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第 2章 貫ノ木遺跡

第14図  第 1地′点 石材別分布図 1(黒曜石全′点)
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第 2節 第 1地 点

諏訪星ヶ台群 (SWHD)

不日田鷹山群 (WDTY)
和田小深沢群 (WDKB)

〇

第15図  第 1地点 石材別分布図 2

-- 39 -一
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第 2章 貫ノ木遺跡

=|

蓼科冷山群 (TSTY)

深浦八森山群 (HUHM)
和田高松沢群 (WOTM)
和田土屋橋西群 (WDTN)
和田土屋橋南群 (WDTM)
和田土屋橋北群 (WDTK)

〇

第16図 第 1地点 石材別分布図 3(黒曜石原産地別 2)
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第 2節 第 1地 点

「
＝
劃
謝
＝

ｏ
Ш

第17図 第 1地′点 石材別分布図4(無斑品質安山岩)
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第 2章 貫ノ木遺跡

「
＝
卵
謝
＝

ｏ
Ш

第18図  第 1地′点 石材別分布図 5(チ ャー ト)
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第 2節 第 1地 点

業
回

¨
□

業
回
凱
岬

一
く

燕
回
楓
К
寒

¨
・

昼
　
く

「
＝
餡
謝
＝

ｏ
Ш

第19図 第 1地′点 石材別分布図 6(頁岩系 )
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第 2章 貫ノ木遺跡

燕
К
寒
Ｊ
喚

¨
□

燕
Ｋ
鰈
糎
岬

¨
く

業
К
寒

¨
・

昼
　
く

「
＝
劃
謝
＝

ｏ
Ш

第20図 第 1地′点 石材別分布図 7(凝灰岩系 )
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第 2節 第 1地 点

メ
熙

一
□

業
台

¨
■

燕
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督

¨
く

黎
郡
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一
〇

罹
Ｈ

¨
●

業
∃
部

¨
・

昼
　
く

「
＝
劃
謝
＝

ｏ
Ш

第21図 第 1地′点 石材別分布図 8(そ の他石材 )
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第 2章 貫ノ木遺跡

∩

Ｕ

009

「
＝
劃
謝
＝

ｏ
Ш

第22図  第 1地′点 礫群 (礫群範囲入 り)
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第 2節 第 1地 点

∩
曰

〓
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第23図 第 1地点 礫群配置図
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第 2章 貫ノ木遺跡

遺 構

(1)ブロック

第1001号 ブロック (図版 5)

本ブロックはXVII UD19グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に約7.5× 5mの楕円形の範囲に散

漫な平面的広がりをもつ。北西に第1002号ブロックが接する。遺物は、石器が28′点、礫が 9′点、総数が37

点である。出土層位は I・ Ⅱ層～V層におよぶが、ⅡI層が主な包含層で、厚さは約60cm。 器種組成は、微

細景J離痕のある景J片 1点、景J片 23点、砕片 2点、石核 2′点である。石材は無斑品質安山岩が主体で、次い

で黒曜石、凝灰岩が使用されている。

第1002号 ブロック (図版 5)

本ブロックはXⅧ UA17グ リッドを中心に、直径約 5mの平面的広がりをもつが、北西側の調査範囲外

に広がる可能性がある。南東に第1001号ブロックが接する。遺物は、石器が41点、礫が 8点、総数が49′点

である。出土層位は、Ⅲ・Ⅳ層がほぼ半数ずつ出土。器種組成は、 2次加工のある争J片 2′点、景J片 33点、

砕片 5′点、石核 1′点である。石材は無斑品質安山岩が主体をなす。

第1003号 ブロック (図版 6)

本ブロックはⅢ RR04グ リッドを中心に、東西方向を長軸に約10× 5mの楕円形の平面的広が りをも
つ。第69号礫群と分布が一致する。北西に第1004号ブロックが接する。遺物総数は、石器が137点 である。

出土層位はⅣ層を主体 とする。器種組成は台形石器 1点、掻器 1点、削器 5′点、 2次加工のある争j片 1

点、微細争J離痕のある争j片 1′点、敲石 2′点、景j片 63′点、砕片63′点である。景J片・砕片が多い。また、争J片

の平均重量は5.5gと軽 く、小形の争J片が多い。石材は無斑品質安山岩が主体をなす。

Ⅲ・Ⅳ層主体の第69号礫群と重複する。

石器群の特徴はとらえづらいが、後述する第1004号ブロックと共通′点が多いことから、貫ノ木Ⅱ石器文

化と考えられる。

第1004号 ブロック (図版 6)

本ブロックは測 MR19グ リッドを中心に、北東―南北方向を長軸に約15× 10mの楕円形の平面的広がり

をもつ。南東に第1003号ブロックが接する。遺物は、石器が469′点、礫が 5′点、総数が474′点である。出土

層位はⅣ層が主体。器種組成は、ナイフ形石器 4′点、台形石器 1′点、彫器 1′点、揉錐器 2′点、掻器 3′点、

削器 4′点、楔形石器 1′点、 2次加工のある争J片 2′点、微細景J離痕のある争j片 2′点、敲石 3′点、景J片 154′点、

砕片284″点、石核 8′点である。石材は、無斑品質安山岩が主体をなす。第1003号ブロックと器種・石材組成

ともに類似する。景J片・砕片が多く、また小さい。

IV層主体の第68号礫群、Ⅲ層主体の第70号礫群と重複する。

ナイフ形石器を主体とする貫ノ木Ⅱ石器文化と考えられる。

第1005号 ブロック (図版 7)

本ブロックは測 MC14グ リッドを中心に、東西方向を長軸に約15× 8mの平面的広がりをもつ。北西に

第1006号ブロッ‐クが接する。遺物は、石器が70′点、礫が10′点、総数カラ0′点である。出土層
年
はIV上～Vb

層だが、Ⅳ層下部～Va層 にかけてピークをもつ。器種組成は、ナイフ形石器 2点、斧形石器 1点、掻
器 1′点、 2次加工のある景J片 1′点、敲石 2′点、争J片 39′点、削片 1点、砕片20′点、石核 3′点である。石材は

無斑品質安山岩を主体とするが、ついでチャー トが多い。

斧形石器を出土していることから、AT降灰以前の貫ノ木 I石器文化と考えられるが、日向林 I石器文
化とは同一ではなく、後続する時期と考えられる。出土層位はVa層 あたりか。
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第2節 第 1地 点

Va層 主体の第50号礫群 と重複する。

第1006号 ブロック (図版 7)

本ブロックはⅢ LR10グ リッドを中心に、南北方向を長軸に約 13× 9mの平面的広が りをもつ。南東に

第1005号ブロックが接する。遺物は、石器が209点、礫が 7点、総数が216″点である。出土層位はⅢ
～Vc

層、Vb層 が最 も多く、上層になるにつれ、遺物が減少する。器種組成は、ナイフ形石器 1点、彫器 2

点、掻器 1′点、削器 2′点、楔形石器 3′点、石刃 1′点、 2次加工のある景J片 3′点、微細景J離痕のある争J片 8

点、折断争J片 2点、景J片 117点、削片 1点、砕片58点、石核10点が出土。石材は、黒曜石が主体 をなす。

ついで無斑品質安山岩、凝灰質頁岩が多い。

Va層 主体の第51号礫群、Vb層主体の第52号礫群 と重複する。第1012号 ブロックと接合資料を共有

している。

出土層位、接合関係から貫ノ木 I石器文化に属すると考えられる。

第1007号 ブロック (図版 8)

本ブロックは、北西一南東方向に走る旧谷地形の中に形成されたブロックで、Ⅲ VP01グ リッドを中心

に、南北方向を長軸に約15× 1l mの平面的広がりをもつ。谷上方の北西に第1008号ブロックが接する。遺

物は、石器が696′点、礫が14′点、総数が710′点である。出土層位は I OII～Ⅳ層、Ⅳ層が主体。器種組成は、

ナイフ形石器24′点、台形石器 1′点、槍先形尖頭器 10′点、彫器 12′点、掻器 15′点、削器12′点、楔形石器 2′点、

石刃15′点、 2次加工のある争J片 1′点、微細争J離痕のある争J片 15′点、敲石 1′点、槍先形尖頭器破片 1′点、景J

片380点、尖頭器調整争J片 38点、削片 3点、砕片146点、石核19点、原石 1点である。石材は、無斑品質安

山岩と黒曜石が主体となる。

第1008号ブロックと接合資料を共有している。

本ブロックは、IV層 を主体 とする無斑品質安山岩製のナイフ形石器群とⅢ層を主体とする黒曜石製ナイ

フ形石器・槍先形尖頭器石器群があり、複数の石器文化が重複している可能性がある。ブロックの性格、

帰属時期などは、近接するブロックと関連させて、成果と課題の章で検討する。

第1008号 ブロック (図版 9)

本ブロックも第1007号 と同様に、北西一南東方向に走る旧谷地形の中に形成されたブロックで、Ⅲ

QM16グ リッドを中心に、南北方向を長軸に約12× 10mの平面的広がりをもつ。谷下方に第1007号ブロッ

クが、谷上方に第1009号ブロックが、西に第1013号ブロックが近接する。遺物は、石器が370′《 礫が 7

点、総数が377点である。出土層位は I・ Ⅱ～Ⅳ層、Ⅱ・III層 は少なく、IV層になって急増する。周りのブ

ロックより出土層位が深い。器種組成は、ナイフ形石器17点、台形石器 1点、角錐状石器 1点、彫器 3

点、揉錐器 1点、掻器 6点、削器 6点、石刃16点、 2次加工のある争J片 7点、微細景J離痕のある景J片 14

点、敲石 2点、ナイフ形石器および掻器の破片が各 1点、景J片 153′点、尖頭器調整景J片 19点、削片 7点、

砕片110′点、石核 5′点である。石材は、黒曜石と無斑品質安山岩が主体となる。

Ⅳ層主体の第56号礫群と重複する。第100701011号ブロックと接合資料を共有している。

ブロックの性格、帰属時期などは、近接するブロックと関連させて、成果と課題の章で検討する。

第1009号 ブロック (図版10)

本ブロックも第1007号 と同様に、北西一南東方向に走る旧谷地形の中に形成されたブロックで、Ⅲ

QKllグ リッドを中心に、南北方向を長軸に約12× 8mの平面的広が りをもつ。南東に第1008号ブロッ

ク、北西に第1011号ブロックが接し、西に第1010号ブロックが近接する。遺物は、石器が93点、礫が 3

点、総数が96点である。出土層位は I・ II～Ⅳ層で、Ⅳ層が主体となる。器種組成は、ナイフ形石器 9′点、

槍先形尖頭器 1′点、掻器 6′点、削器 5′点、石刃 1′点、 2次加工のある景J片 2′点、敲石 2′点、ナイフ形石器
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第2章 貫ノ木遺跡

破片 1′点、槍先形尖頭器破片 1′点、景J片 50点、砕片13′点、石核 2′点が出土。砕片が少ないことが注目され

る。石材は、無斑品質安山岩が主体をなす。

Ⅳ層主体の第54055号礫群と重複する。第1010号ブロックと接合資料を共有している。

ブロックの性格、帰属時期などは、近接するブロックと関連させて、成果と課題の章で検討する。

第1010号 ブロック (図版11)

本ブロックは測 QGllグ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸に約 9× 5mの平面的広がりをもつ。
北東に第100901011ブ ロック号が近接する。遺物は、石器が90′点、礫が 2″点、総数が92′点である。出土層

位はⅢ・Ⅳ層ほぼ半数。器種組成は、槍先形尖頭器 8′点、彫器 4′点、削器 2′点、微細争J離痕のある争J片 3

点、槍先形尖頭器破片 3点、景J片 22′点、尖頭器調整景J片 9′点、削片 1点、砕片38′点が出土した。石材は黒

曜石が主体、ついで珪質頁岩が多い。

Ⅳ層主体の第53号礫群 と重複する。第1009号ブロックと接合資料を共有している。

本ブロックでは、槍先形尖頭器を製作しており、貫ノ木Ⅲ石器文化と考えられるが、詳細については、

近接するブロックと関連させて、成果と課題の章で検討する。

第1011号 ブロック (図版12)

本ブロックは第1007～ 1008号の旧谷地形内に形成された一連のブロックの谷頭部分に位置し、Ⅲ Q104

グリッドを中心に、直径約16mの範囲に散漫な平面的広が りをもつ。南東に第1009号ブロックが接し、

南西に第1010号ブロックが近接する。遺物は、石器が44点、礫が 3点、総数が47点 である。出土層位は

I・ Ⅱ～Ⅳ層から出土、ややⅢ層の方が多い。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、槍先形尖頭器 2′点、 2次
加工のある余J片 1点、微細景J離痕のある景J片 7点、景J片 21点、尖頭器調整景J片 4点、削片 1点、砕片 5

点、石核 2点である。石材は、黒曜石、無斑品質安山岩がほぼ等量で構成される。

第1008号ブロックと接合資料を共有している。

ブロックの性格、帰属時期などは、近接するブロックと関連させて、成果と課題の章で検討する。

第1012号 ブロック (図版13)

本ブロックはⅢ PG13グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸に約22× 14mのやや弧状の平面的広が

りをもつ。遺物の密集度からさらに 3群に細分されそうであるが、ここでは一括した。遺物は、石器が

682点、礫が40点、総数が722点 である。出土層位はVb層 主体。器種組成は、台形石器 6点、貝殻状刃
器 1′点、斧形石器 1″点、掻器状石器 6′貞、削器 6′点、楔形石器10′点、 2次加工のある景J片 9′点、微細争J離
痕のある景J片 4点、敲石 2点、景J片 344点、砕片271点、石核22点 である。石材は、無斑品質安山岩が主

体、次いでチャー トが多い。

Vb層主体の第71号礫群と重複する。第1006号ブロックと接合資料を共有している。
斧形石器と台形石器に特徴付けられる貫ノ木 I石器文化に属する。

第1013ブ ロック (図版12)

本ブロックはⅢ QJ15グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に4。 5× 3mの平面的広がりをもつ。東
に第1008号ブロックが近接する。遺物は、石器総数が12′点である。出土層位はⅣ層主体である。器種組成

は、揉錐器 1点、掻器 1′点、石刃 1′点、敲石 1点、景J片 6′点、砕片 1′点、石核 1点である。石材は、無斑

品質安山岩が主体をなす。

ブロックの性格、帰属時期などは、近接するブロックと関連させて、成果と課題の章で検討する。

(2)礫 群 (図版14～ 180第 8表 )
第 1地点で検出された礫群は11基 である。属性は第 8表 に示 した。層位的にみると 3分 される。

BL100301004と 重複関係にある SH68～ 70の 3基がⅢ～Ⅳ層と比較的浅い礫群。続いて BL1008～ BL1010
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と重複関係にある SH53～ 56の 4基がⅣ層を主体 とする。AT降灰以前の石器群 と考えられるBL1005・

100601012と 重複関係にあるのは SH50～ 52071の 4基である。SH50～ 52は数点の礫が散漫に分布する構

成で、いわゆる配石 と考えられる。SH71は 45点 を数えるが、広範囲に分布しており、小さな配石の単位

が集合したものと考えれば、前述の SH50～ 52と 同類ともとれる。

なお、SH54は展示用として発泡ウレタンで土ごと取 り上げたため、礫群のデータは周辺部の礫のみで

ある。

遺構名 点数 方位 規模 重複BL 出土層位
重量gの

平均

重量gの

合計

遺存度 (%) 遺存度

類型

位

型

層

類不明 75

SH70 29 NW 9。 2× 6.2 IⅡ >IV 288 8,340

SH69 EW IV 192 6,705

SH68 NS 7.2× 6.6 IV>Ⅱ I 14,300 130

SH53 NE 4.1× 2.5 IV 369 15,856

SH54 E恥「 2.6× 1.6 1009 IV 3,885

SH55 NW 3.3× 3 1009 IV 115 4,260

SH56 NW 8.1× 6.7 1008 IV・ Vb 203 8,340

SH50 NW 3.6× 3.2 1005 Va 752 3,760

SH51 NS 4。 1× 2.7 1006 Va 626 3,130

SH52 NW 4.2× 3.4 1006 Vb 115 460

SH71 NS 13× 10 Vb 1,151 50,660

第 8表 貫ノ木遺跡 第 1地″点礫群

遺 物

(1)ナイフ形石器 (図版19～ 25・ 報告番号 1～ 610写真図版 6～ 9)

ナイフ形石器は61点出土した。 1～ 4は、BL1004か ら出土している。横長景J片 を素材として、打面を

側縁に置き、除去するように一側縁のみ細部加工を施している。 204の 加工はやや鋸歯状である。

8～ 31は BL1007か ら出土している。大きく3群に分けられる。① 8～ 10016は長さ 7 cm以上を測る大

形品の基部加工で無斑品質安山岩製。23はやや小さいが、本群に近い。②ll～ 15017～ 20は 5 cm前後の

中・小形品の基部加工で黒曜石が多い。③24～ 31素材は主に横長景J片、打面を側縁に置き、打面を除去す

るように細部加工が施される。細部加工の部位は31を 除き二傾]縁、基端側の細部加工は正反両方向からの

対向調整になっており、ほぼ全縁に及ぶのに対し、遠端側は基部近 くを調整している。なお、21022は 素

材の用い方が異なるが、本群に一番近い。

素材景J片について、縦長景J片には石材によって差がある。黒曜石製は主要景J離面側が内反景J離傾向が強

く、一方、無斑品質安山岩製は直線的もしくは外湾傾向にある。

32～ 48は BL1008か ら出土している。縦長争J片 を用い、長さ 4～ 7 cmで小・中形の基部加工、基端は一

部を除き石器基部側に用いる。基部の加工は正方向に基部両側縁を行い、基部を尖らせる (39046)。 打面

を残しても′点状になる (32036～ 38)。 BL1007の②群と対比される。47は二側縁加工のナイフ形石器で、

下半部欠損品。48は部分加工のナイフ形石器である。

49～ 57は BL1009か ら出土している。53を 除き、縦長景J片 を素材に、打面を基部に設け、打面を残置す

る基部加工のナイフ形石器である。大きさにバラエティーがあるのが特徴で、 8 cm前後の大形品と5 cm前

後の小形品の 2者が認められる。基部加工、打面残置の状況、大きさの点からBL1008①群に近い。た

だ、石材が大きく異なる。つまり、BL1007の群は近在の石材である無斑品質安山岩を用い、BL1009の群

は遠隔地石材の頁岩・凝灰岩系を主体としている。
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(2)台形石器 (図版 26・ 報告番号62～ 710写真図版 9～ 10)

台形石器は10′点出土した。62は切出形ナイフ形石器、63は刃部が微妙な欠損によってやや不確定要素が

あるが、62と 同類ととらえた。64は、素材の用い方、細部加工のあり方は BL1007の②群 と共通するが形

状は切出形ナイフ形石器 としてとらえた。65は佃J縁 (右側縁)をやや扶 りこむ形態をもつ。左側縁は微細

な争J離、右側縁は正方向にやや粗い景J離を行った後裏面に平坦な景J離および微細景J離を行っている。本形

態の台形石器は貫ノ木遺跡では第4地点に、さらに東裏遺跡にみられ、かなり特徴的な石器である。

66～ 71は BL1012出土のもの。横長景J片 を素材とし、基端は側縁部側に置く。66068069は打面が残置さ

れ、細部加工の争J離の大きさが不ぞろいな′点が共通する。細部加工の角度は緩やかである。67は基部の両

側縁をかなり平坦な景J離で調整している。70の基端は折 り取られ、その後反方向の最J離を、遠端は反方向

の微細争J離。71の基端は正方向の通常景J離、遠端は70と 同じ。

(3)貝殻状刃器

貝殻状刃器 として認定できた石器は BL1012出土の 1点のみであった。

(4)槍先形尖頭器 (図版27～ 290報告番号72～ 910写真図版10～ 12)

槍先形尖頭器は21点出土した。72～ 80は BL1007出土である。72～ 75全長 5 cm前後の中形両面調整尖頭

器である。素材は72076か ら判断して争J片であったと考えられるが、73074075の 3点には基部に自然面

(節理面)が観察されることから礫面を有する景J片が素材となっており、分割された礫片が素材であった

といえる。器体両面を覆う調整加工は長い鱗状の争J離形態が基本的に看取される。その器体面に残された

景I離痕の状況からは非常に薄い尖頭器調整景J片が景J離されたと考えられる。階段状の景J離は73の裏面右側

縁に一部に見られるだけである。81は BL1009か らの出土であるが、前述の BL1007と 同様な特徴をもつ。

82～ 89は BL1010か ら出土している。82は長さ 8 cmを こえる木葉形大形両面調整尖頭器で、器体中央部で

節理面により斜めに 2つに折れている。83084は柳葉形になろうか。82～ 84は裏面が比較的平坦であり、

83の先端部の景j離痕、84の中央部に残された景J離痕から推定して景j片が素材であったと考えられる。850

86088・ 89は調整加工が粗 く、形状も整えられていない未製品と考えられる。86088は単独の母岩と判別

され、同一母岩がブロック内には認められない。89は同一母岩の調整景J片が4点認められるが、主要景J離

面が内側に湾曲しており、89と は直接接合しない。調整争J片 は89と は直接関係しないとも考えられる。

86088089の 3点は本ブロックでは製作の痕跡は認められない尖頭器未製品ということになろうか。900

91は BL1011出±。90は樋状景j離を有する木葉形両面調整尖頭器。先端部の樋状景J離は、景J離後先端に小

さな景j離痕が一撃認められるが、調整景J離はない。つまり樋状争J離は調整余J離後に入れられたことにな

る。衝撃景J離 ともとれるが、左側縁先端音Ьには微細景J離痕およびエッジの磨耗が認められることから、樋

状剥離後も使用されていたことがわかる。基音6側 にみられる樋状景J離は、景J離後に調整加工がみられるこ

とから、製作途上に施されたと考える。

第 1地点の黒曜石製槍先形尖頭器に顕著な擦痕もしくは磨耗痕が認められたので、記述する。84は裏面

のみ、86は両面全体的に、89は両面だが、主に稜線上のみ、90は裏面の基部側 (下半部)のみ。

(5)角錐状石器 (図版290報告番号920写真図版12)

BL1008よ り、角錐状石器は 1′点出土した。素材の景J片形状は不明、両側縁とも正方向のやや粗い鱗状

景J離と微細な階段状景J離を組み合わせて施し、器体が横断面三角形になるように作り上げている。稜上か

らの調整は一部に認められる。裏面は素材面のままで平坦である。

(6)斧形石器 (図版300報告番号93～ 940写真図版12)

斧形石器は 2点出土した。93は表面に礫面を大きく残す横長景J片 を素材として、調整加工はあまり顕著

ではない。ただ表面の刃部がやや磨耗しているようなので、斧形石器とした。94は 欠損品、裏面にも礫面
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が回り込むことから、素材は扁平な礫だったと考えられる。刃部はあまり鋭 くなく、頭部に近い厚みと縦

断面形を呈する。右側面が折れ面であることから、再生品である可能性も高い。

(7)彫器 (図版31～ 330報告番号95～ 1130写真図版13～ 14)

彫器は22点出土した。BL1007か らの出土が多く、12点 を数える。

95096は BL1006出±。95は景J片遠端の折れ面を打面として左右両側縁に彫刀面が、96は正方向のややノ

ッチ状の加工により彫刀面打面を作出し、左側縁に彫刀面を形成している。

97～ 106は BL1007出±。97は石刃を素材として、遠端背面側からの景J離で彫刀面打面を作出し、正方

向に小争J離が 2ヶ所認められるが、樋状争J離ではない。基部に加工がみられる。98は折れ面を打面として

いる。99は正方向の加工によって打面を作出している。同様な打面作出をもつものは他に1010104に認め

られるが。この 2′点は打面の作出のための加工がややノッチ状になり、樋状景J離は石器主軸に対し斜めに

なることからいわゆる上ゲ屋型彫器に類するものと思われる。99は むしろ小坂型彫器に類するのだろう

か 。

(8)揉錐器 (図版330報告番号1140写真図版14)

揉錐器は 4点出土した。 3点は無斑品質安山岩製、 1点は黒曜石製で折断面をもつ景J片の縁辺に微細な

景J離で機能部を作 り出している。

(9)掻器 (図版34～ 420報告番号115～ 1400写真図版14～ 16)

掻器は37点出土した。BL1007か ら15点、BL1008、 1009か ら各 6点 と115は部厚な余J片 を素材 としてい

る。裏面側は景J片の主要景J離面で、リングが複雑であるが 2次加工ではない。刃部はやや直線的なエッジ

が 3辺 を形成している。116は寸詰まりの縦長争j片の遠端にやや急斜な加工を施して刃部を作 り出してい

る。

00 掻器状石器 (図版420報告番号141～ 143)

掻器状石器は 6点出土した。すべて BL1012か らの出土である。

llll 削器 (図版43～ 440報告番号144～ 151)

削器は42点出土した。

OD 楔形石器 (図版440報告番号152～ 1560写真図版16)

楔形石器は16点出土した。BL1012か ら10′点出土している。第 1地点ではAT降灰以前の石器群に顕著

な石器であるといえよう。

00 石刃

石刃は34点出土したうち、BL1007で 15点、BL1008で 16点出土している。両ブロックとも黒曜石が主体

で、欠損品が多いものの、小形品が多く5 cmを 超えるものはない。打面形態は調整もしくは複数打面が主

体をなす。無斑品質安山岩製の石刃 2′点が BL1007か ら出土している。本地′点の石刃はAT降灰以降の石

器群に伴うものと考えられる。

00 2次加工のある剥片・微細剥離痕のある剥片・折断剥片 (図版440報告番号157)

2次加工のある剥片は29点、微細景J離痕のある景J片は58点、折断景J片は 2点出土した。BL1004か ら出

土した 2次加工のある争J片の 1′点が、黒曜石産地分析の結果、青森県深浦産と判明した。

00 敲石 (図版45～ 460報告番号158～ 1670写真図版16)

敲石は15′点出土した。BL1008で多く出土している。黒曜石はⅣ層に、珪質頁岩はⅢ層に多い傾向があ

る。

00 削片

削片は14点出土した。BL1008で多く出土している。黒曜石はⅣ層に、珪質頁岩はⅢ層に多い傾向があ
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る。

l171 剥片・ 砕片

景J片は1432点 、砕片は1023点 出土した。

00 石核 (図版47～ 500報告番号168～ 1890写真図版 17～ 18)

石核は76点 出土 した。出土が多かったブロックは BL1004の 8点、BL1006の 10点、BL1007の 19点、

BL1012の 22点 である。BL1004は、無斑品質安山岩製の石核については寸詰まりの縦長景J片から横長争J片

を目的としているようである。また残核には、スクレイパーと認定してもよさそうなものが見受けられ

る。

00 原石

BL1007か ら黒曜石製の原石が 1点出土した。

4 接合 資料

第 1地′点における接合資料、38例 91′点あった。石材としては無斑品質安山岩が、多く、次いで黒曜石が

多かった。

接合資料 TS-6は 、争J片、掻器、石核を含み 9′点が接合している。BL1006と 1012間 で接合資料を共有

している。凝灰質頁岩の円礫に打撃を加え、打面を作出し、数枚の景J片 を景Jいでいる。一見「礫山技法」

的である。争J片は縦長争J片 とは言いかねる。貫ノ木 I石器文化の所産である。
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第 3節 第 2地 点

第 2地点の概要

(1)地形と遺物の分布

標高730m前後を測る貫ノ木遺跡では最高位にある地点で、南北250m、 東西150mと 南北に長い丘陵上

である。今回の調査ではその北半部が対象範囲となった。したがって、地形はやや北側に傾斜している。

本地点からは眼下東に第 1地点、北に第 4地点、西に第 3地点をそれぞれ臨むことができる。

検出された遺構は、丘陵頂上部の平坦地を中心に、ブロックが100基、礫群が60基である。

(2)遺物の出土層位 (第 9表 )

遺物は I層～Ⅵ層まで出土している。ただしⅥ層出土遺物は礫が 1′点であった。本地点は丘陵頂上部に

あたるため、土層堆積が全体的に薄 く、特に I・ Ⅱ層が薄かった。その影響か、ローム層との漸移層と考

えられるⅢ層も不安定で、Ⅳ層上部精査時も、Ⅲ層が斑状にかなり深いレベルまで残っていた。

出土層位ごとに出土点数をみると、石器類の遺物は、Ⅲ層が3199点、Ⅳ層が3799点、Va層が1522点、
Vb層 が673点、礫はⅢ層が1227点、Ⅳ層が849点、Va層 が195点、Vb層 が104点 であった。地点全体
としてはⅢ・Ⅳ層の遺物が多く、以下Va層、Vb層 と続く。
Ⅲ層の遺物は地′点全域に散漫に分布する傾向がみられた。Ⅲ層は野尻湖調査団により「モヤ層」と命名

され旧石器時代終末期から縄文時代早期までの遺物包含層としてとらえられているが、本地′点では縄文時

代の遺物の検出はほとんどなく、旧石器時代の遺物もナイフ形石器など終末期よりも古いと考えられる遺

物がこのⅢ層から出土している。これらのことから、本地点においてⅢ層の遺物は本来ならばⅣ層に包含

されているべき遺物の一部が上に浮き上がってきていると想定される。したがって、本地点においてはⅢ

層とⅣ層の石器群を層序によって区分するのは、一部傾向として参考になるものの、全体的には困難であ

ることを示している。

Ⅲ・Ⅳ層の遺物にくらべVa層・Vb層 の遺物は比較的まとまりをもつ複数のプロックがあった。地′点

北側に位置する BL2019 0 2020は Va層が多いブロック群、地点西側の BL2027 0 2028 0 2030周辺はVa・

Vb層 ともに多いブロック群、地点東側の BL2076 0 2077 0 2100周 辺のVb層 が多いブロック群、
BL2083 0 2086 02089周 辺のVa層が多いブロック群などがみられる。このように比較的下層の石器群はま
とまりをもって出土する傾向にあるが、その一方で同ブロック群はⅢ・Ⅳ層出土遺物も決して少ないわけ

ではなく、単純に 1時期に限定できるものでもなかった。

(3)器種組成 (第 10表 )

石器9299点、礫5789′点が出土した。

ナイフ形石器127点、台形石器33′点、貝殻状刃器 9点、槍先形尖頭器36点、斧形石器11点、彫器65点、

揉錐器 3′点、掻器86点、掻器状石器 3′貞、削器135′点、楔形石器85′点、石刃84点、細石刃 1′点、 2次加工

のある景J片 124′点、微細景J離痕のある争J片′点203、 折断争J片 6′点、敲石82′点、磨石 7′点、台石 2′点、槍先形

尖頭器破片 2′点、磨石破片 1′点、景j片 6175′点、削片50′点、砕片1526′点、石核431′貞、原石 12′点である。

(4)石材組成 (第 11～ 21表 )

無斑品質安山岩が4547点 で66.77kgと 点数、重量ともに他の石材より圧倒的に多い。次いで、チャー ト

が1407点 で16.93kg、 黒曜石が1127点 で4.57kgであった。珪質凝灰岩、凝灰岩は点数的には774点 と467点

と黒曜石より少ないが、重量はともに10kgを超えている。
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第 2章 貫ノ木遺跡

第 9表 貫ノ木遺跡 第 2地′点ブロック別出土層位組成
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第 3節 第 2地 点

第10表 貫ノ木遺跡 第 2地点ブロラヽク別器種組成表
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第 2章 貫ノ木遺跡

ブ

ロ
ッ
ク

無
斑
品
質
安
山
岩

黒
曜
石

チ
ャ
ー
ト

珪
質
頁
岩

頁
岩

凝
灰
質
頁
岩

珪
質
凝
灰
岩

凝
灰
岩

緑
色
凝
灰
岩

玉
髄

鉄
石
英

蛇
紋
岩

下

呂

石

石
英

流
紋
岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

砂
岩

安
山
岩

花
商
岩

石
英
粗
面
岩

不
明

合
計

第11表 貫ノ木遺跡 第 2地点ブロック別石材組成表 1(上段 三″点数、下段 :重量 (g))
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第 3節 第 2地 点
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質
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頁
岩
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岩

凝
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質
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質
凝
灰
岩

凝
灰
岩
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色
凝
灰
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玉
髄

鉄
石
英

蛇
紋
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下
呂
石

石
英

流
紋
岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

砂
岩

安
山
岩

花
向
岩

石
英
粗
面
岩

不
明

合
計

外
|

|

合 計 6834.8 I 50.0 | )57.21

第12表 貫ノ木遺跡 第 2地点ブロック別石材組成表 2
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第 2章 貫ノ木遺跡

ブ
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イ
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台
形
石
器
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状
刃
器
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先
形
尖
頭
器

角
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石
器
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器

彫
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揉
錐
器

掻
器
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器
状
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器

厚
刃
掻
器

削

器

鋸
歯
縁
状
削
器

楔
形
石
器

石
刃

細
石
刃

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片
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細
剥
離
痕
の
あ
る
剥
片

折
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剥
片

砥
石
敲
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磨
石
凹
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台

石
礫
器

斧
形
石
器
刃
部
破
片

剥

片
砕
片
石
核
原
石

2001

An
Ob

Qu
SS 1

2002

An
Ob
Ch 1

2003

Ch
An 1

Ob
Sa 1

2004

An
Ob
GT 1

安山岩 1

2005

Ob
SS
An 1

Ch 1

2006

Ob 1

Ch
SS 1

Sa
TS

不 明

2007

Ob 44

SS
Tu
An
Ch
ST 1

Ag
GT

1

Qu 1

Sa

不明

2008

Ob
GT
Ch
SS

2009

Ob
GT
An
Ge
ST 1

安山岩 1

2010

Ob
An
Ch
SS
Tu

2011

Ob
An
Tu

安 山岩 1

Ch
GT
Sa
TS
ST

2012

An
SS
GT
Sa
ST

安山岩

2013
An
Tu

2014

An
Sa
SS

2015

An 56

Ch 1

SS
GT

安 山岩

Ag

第13表 貫ノ木遺跡 第 2地点石材別器種組成表 1
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第 3節 第 2地 点
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縁
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あ
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台
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Ch 1

Ob 1

SS

花商岩
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Ch
Ob 1

SS
TS 1
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2020

An
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Ob 1

SS
TS
Ag

2021
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An
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An
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SS
TS 1

Tu

2023
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An

2024

An 1
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TS

2025

An 1

Ch 1

Ob
Ag
SS
ST
TS

2026
An
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2027

An 222

Ob
Ch
SS
TS
Tu
Ho
Se
ST

安山岩

2028

An
TS
Ch
GT
Ob
Ag 1

Tu
SS
ST 1

安山岩

2029
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An
Tu
GT 1

Ob
TS

2030

TS
Ch
Tu
An
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第14表 貫ノ木遺跡 第 2地点石材別器種組成表 2
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ブ

ロ
ッ
ク

材

質

合

計

ナ
イ
フ
形
石
器

台
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縁
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台
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GT
Ob
Se
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Ob 1
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Tu 1
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TS
Ag
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Ob
An
Sa
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2034

An 127 1

Ob

安 山岩

2035
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Ch
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SS 1
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2036
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Ch
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ST
TS
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TS
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SS
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2041

An
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An 1
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TS
SS
Ge
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2043
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TS
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第15表 貫ノ木遺跡 第 2地′点石材別器種組成表 3
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第 3節 第 2地 点
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材
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台
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縁
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磨
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台
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礫
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核
原
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2043

SS 2

Ag

Sa

GT 1

ST

安山岩 1

2044

Oh 1

An

Ch

SS

Ge

TS

Tll 2

Ag

GT

Ho

2045

An 605

Oh 44

Ch 1

1

TS

Tll

Ag

ST

Sa 1

2046

An 397 1

Ch 198

Ob

TS

SS
Tu

Sh

ST

Ge
Ag 1

Sa
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2047

Ch
An
TS
Ob
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Ag

SS

Sa 1

2048

Ch 1
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Ob

TS

Tll

Ag
SS
GT

Ho

ST
Ge

Sa

2049

An

Ch

TS

SS

Tu
1

1 1

Tu

TS
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Ob
SS

ST

Aσ

GT
1

2051 An

第16表 貫ノ木遺跡 第 2地点石材別器種組成表 4
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第 2章 貫ノ木遺跡
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台
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縁
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あ
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台
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砕
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TS
Tu
Ob

Ag
Sa
Ge

Ja 、 1

安山岩 1

2052

An 1 1

Tu
Ob 1

Ch
SS 1

TS
ST
Sa 1 1

Ag

Tu
An
Ob
SS 1

ST
TS
Ag
Ch 1

GT 1

2054

An
Ch
Ob
SS
ST
Tu

2055

SS
An
TS 1

Ob
Tu
Ch 1

Sa
ST
Ag

Sh
石英粗面岩

2056

SS
Ob
TS
Tu
Sa
ST 1

2057

SS
Ob
Tu
An
Sa

ST

2058

1 1

Ob 1

TS 1 1

An
Sa

2059

TS
SS
Tu
An
Sa
Ob 1

Ch
Se
Sh 1

2060

TS
SS
Ob
Tu

第17表 貫ノ木遺跡 第 2地点石材別器種組成表 5
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第 3節 第 2地 点

第18表 貫ノ木遺跡 第 2地点石材別器種組成表 6
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第 2章 貫ノ木遺跡
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台
形
石
器

貝
殻
状
刃
器

槍
先
形
尖
頭
器

角
錐
状
石
器

斧
形
石
器

彫
器

揉
錐
器

掻
器

掻
器
状
石
器

厚
刃
掻
器

削

器

鋸
歯
縁
状
削
器

楔
形
石
器

石

刃

細
石
刃

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
痕
の
あ
る
剥
片

折
断
剥
片

砥
石

敲

石

磨
石
凹
石
台
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2073

餃
■
Ａｇ昴
膏

1 2

1

14

5

1

1

1 1

2074

Ob 1

An
Ａ

一Ｔ

GT
Se
SS

2075

Ob
TS
Tu
Ch 1 1

Ge

2076

An
Ch
TS
Ob 1 6

Sa
Tu
SS 1

Ge 1

安山岩 1

不 明 1

2077

Ob 1

Tu
TS
Ge
Ch
An
Se

2078
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TS
Ch
GT
Ob
Tu 1
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Ch
TS 1

2080
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TS
Ch 1

SS
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Se
Tu
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TS
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2082
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TS
SS
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ST
Tu
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SS
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TS
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Ob

第19表 貫ノ木遺跡 第 2地点石材別器種組成表 7

一- 66 -一



第 3節 第 2地 点
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台
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GT 1
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An
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SS

TS
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An
Ch
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TS
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Tu
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TS
Ho 1

Ob 1

SS 1

Tu

2099

An

1 1 1

Ch

第20表 貫ノ木遺跡 第 2地点石材別器種組成表 8
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台
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第21表 貫ノ木遺跡 第 2地点石材別器種組成表 9
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第 3節 第 2地 点

第24図 第 2地点石器全点
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第 2章 貫ノ木遺跡

第25図 第 2地′点 石器全点 (BL範囲入 り)

- 70 -一



第 3節 第 2地 点

σ
η94

2%7

第26図 第 2地点 ブロック配置図
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第 2章 貫ノ木遺跡

第27図 第 2地′点 石材別分布図 1(黒曜石全点 )
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第 3節 第 2地 点

第28図 第 2地′点 石材別分布図 2(黒曜石原産地別 1)

- 73 -一



第 2章 貫ノ木遺跡

日

（】
い
∩
卜
）
蕪
ギ
雲
Щ
引
田
黒

（Σ
い
∩
卜
）
業
恒
鯉
Щ
引
田
黒

（ｚ
い
∩
卜
）
蕪
目
鯉
Щ
引
田
黒

（∩
ｍ
ｏ
卜
）
蕪
縣

令
知
縄
田
黒

（Σ
い
ｏ
卜
）
樵
Ｋ
≦
担
田
晨

第29図 第 2地″点 石材別分布図 3(黒曜石原産地別 2)
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第 3節 第 2地 点

第30図 第 2地′点 石材別分布図 4(無斑品質安 山岩 )
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第 2章 貫ノ木遺跡

第31図 第 2地′点 石材別分布図 5(チ ャー ト)
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第 3節 第 2地 点

第32図 第 2地′点 石材別分布図 6(頁岩系 )
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第 2章 貫ノ木遺跡

第33図 第 2地′点 石材別分布図 7(凝灰岩系 )
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第 3節 第 2地 点

θ

Sθ

・ :玉髄

○ :蛇紋岩

△ :石英

□ :石英粗面岩

第34図 第 2地′点 石材別分布図 8(そ の他石材 1)
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第 2章 貫ノ木遺跡

第35図  第^2地′点 石材別分布図 9(そ の他石材 2)
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第 3節 第 2地 点

の θ

θ

・ :鉄石英

○ :安山岩

△ :流紋岩

□ :ホ ルンフェルス

第36図 第 2地″点 石材別分布図10(そ の他石材 3)
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第 2章 貫ノ木遺跡

第37図 第 2地′点 礫群 (礫群範囲入 り)
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第 3節 第 2地 点

Q

Ｑ
學

へ日】“
Q67

14

p
〕 qQ157

156

乳54＼√鮒 9161

聾酬 %

第38図  第 2地点 礫群配置図
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第 2章 貫ノ木遺跡

(1)ブロック

第2001号 ブロック (図版56)

本ブロックはX CL20グ リッドを中心に東西12.8× 南北11.2mの平面的広が りをもつ。分布密度は希薄

である。第2019号ブロックが接する。遺物は、石器が19点、礫が 3点、総数が22点 である。出土層位は

Ⅲ・Ⅳ層で、Ⅲ層が主体である。器種組成は、槍先形尖頭器 1′点、争J片 13点、砕片 4′点、原石 1点が出土

した。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

第2002号 ブロック (図版56)

本ブロックはX CR16グ リッドを中心に、直径約 8mの平面的広がりをもつ。分布密度は希薄である。

第200302004号ブロックが近接する。遺物は、石器が16′点、礫が 3′点、総数が19′点である。出土層位はⅢ

層～Va層 だが、各層とも平均に出土する6器種組成は、ナイフ形石器、 2次加工のある争J片、微細争j

離痕のある景J片、折断景J片が各 1点、争J片 11点、砕片 1点が出土した。石材は、無斑品質安山岩が主体、

次いで黒曜石が多い。

第2003号 ブロック (図版56)

本ブロックはX DA15グ リッドを中心に、南北7.2× 東西 8mの平面的広が りをもつ。第2002号 ブロッ

クが近接する。遺物は、石器が 5点、礫が 2点、総数が 7′点である。出土層位はⅢ層・Ⅳ層から出土して

いる。器種組成は、台形石器、敲石各 1′点、景J片 3′点が出土した。各種石材を使用している。

第2004号ブロック (図版57)

本ブロックはX CS19グ リッドを中心に、東西 8× 南北5。 6mの平面的広がりをもつ。第200202020号ブ

ロックが近接する。遺物は、石器が28′点、礫が 4点、総数が32′点である。出土層位は I・ Ⅱ層～Va層 ま
でだが、ⅡI層が主体となる。器種組成は、ナイフ形石器、微細争J離痕のある景j片、敲石が各 1′点、争J片 23

点、砕片 1″点、石核 1′点が出土した。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

第2005号 ブロック (図版57)

本ブロックはX DF17グ リッドを中心に、東西8.8× 南北7。 2mの平面的広がりをもつ。第2006号ブロッ

クが接する。第2007号ブロックが近接する。遺物は、石器が12′点、礫が 7′点、総数が19″点である。出土層

位はⅢ層～Vc層で、Ⅲ層が多いが、各層ともに一定量は出土しており、複数石器文化が重複する可能性
がある。器種組成は、ナイフ形石器 3′点、争J片 7点、砕片 2′点が出±。石材は、黒曜石が多い。

第200704028号ブロックと接合資料を共有している。

第2006号 ブロック (図版57)

本ブロックはX DD20グ リッドを中心に、東西 8× 南北7.2mの平面的広がりをもつ。第200502007号ブ

ロックが接する。遺物は、石器が28′点、礫が 2′点、総数が30′点である。出土層位はⅢ層～Vc層 までみら
れるが、ⅡI層 とVa層 に 2つのピークがあり、複数石器文化が重複している可能性がある。器種組成は、
ナイフ形石器、貝殻状刃器、彫器、掻器、敲石が各 1′点、微細争J離痕のある争J片が 2′点、景J片 15′点、砕片

4点、石核 2点が出±。石材は、黒曜石が主体で、次いでチャー ト、珪質頁岩がみられる。

第200702019号ブロックと接合資料を共有している。

第2007号ブロック (図版58)

本ブロックはX Ⅱ01グ リッドを中心に、南北16×東西12mの平面的広がりをもつ。第2006号ブロックが

接する。第2005号ブロックが近接する。遺物は、石器が70′点、礫が16′点、総数が86′点である。出土層位は

Ⅲ層～Vc層 までみられるが、ⅡIo Ⅳ層が主体で、下層になるにしたがって、遺物量は減少する。器種組

構泣退
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成は、ナイフ形石器 3′点、貝殻状刃器 1′貞、掻器 1′点、削器 2点、楔形石器 2点、 2次加工のある景J片 2

点、微細争J離痕のある景j片 8点、景J片 36点、砕片11点、石核 4点が出土した。石材は、黒曜石が主体 を占

めるが、その他 1～ 5点 までさまざまな石材が使用されている。

第200502006020110202004028号 ブロックと接合資料を共有 している。

第2008号ブロック (図版58)

本ブロックはX IM03グ リッドを中心に、東西 6。 4× 南北5.6mの平面的広が りをもつ。第2009号ブロッ

クが接する。遺物は、石器が 12′点、礫が 18′点、総数が30′点である。出土層位はⅢ層～Vc層 までみられ、

Ⅲ層が多く、下層になるにつれ遺物は減少する。器種組成は、ナイフ形石器 2点、微細争J離痕のある争J片

1点、景J片 7点、砕片 1点、石核 1点である。石材は、黒曜石、緑色凝灰岩が主体 となる。

第201002020号ブロックと接合資料を共有 している。

第2009号 ブロック (図版58)

本ブロックはX IN06グ リッドを中心に、東西 7。 2× 南北4.8mの平面的広が りをもつ。第200802011号 ブ

ロックが接する。遺物は、石器が 11′点、礫が 3′点、総数が 14′点である。出土層位はⅢ層～Vc層 までみら

れるが、ⅡI層が多く、下層になるにつれ遺物は減少する。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、削器 2′点、石

刃 1′点、微細景J離痕のある景J片 1点、敲石 1点、余J片 1点、砕片 4′点である。製品が多いブロックである。

石材は、黒曜石、緑色凝灰岩を主体 とするが、その他の石材も種類が多い。

第2010号 ブロック (図版59)

本ブロックはX IJ06グ リッドを中心に、東西7.2× 南北4.8mの平面的広がりをもつ。第2007号ブロッ

クが近接する。遺物は、石器が23点、礫が 2点、総数が25点 である。出土層位はⅢ層～Vb層 までみら

れるが、ⅡI・ Ⅳ層が多い。器種組成は、楔形石器 4点、微細景J離痕のある剥片 4点、剥片10点、砕片 2′点、

石核 2点、原石 1点である。石材は、黒曜石が主体である。

第2008号ブロックと接合資料を共有している。

第2011号 ブロック (図版59)

本ブロックはX Ю08グ リッドを中心に、南北16×東西12.8mの 平面的広がりをもつ。第2009号ブロッ

クが接する。第2012号ブロックが近接する。遺物は、石器が39点、礫が36点、総数が75点である。出土層

位はⅢ層～Vc層 まで出土、Ⅲ・Ⅳ層が主体で、V層になると大幅に減少する。器種組成は、ナイフ形石

器 2″点、斧形石器 2′点、石刃 3′点、 2次加工のある争J片 1′点、微細景J離痕のある争J片 1′点、敲石 5′点、磨

石 1点、景J片 18点、砕片 4′点、石核 1点、原石 1点が出土した。石材は、黒曜石が主体、ついで無斑品質

安山岩である。

斧形石器 と基部加工のナイフ形石器は各 1点、Vb層 から出土しており、それらを伴うことで特徴的

な貫ノ木 I石器文化と考えられるが、出土層位はⅢ・Ⅳ層が多い。斜面に近いことから、遺物の浮き上が

りが大きいことも考えられるが、 I石器文化のなかでも後出的であるととらえることも可能である。その

ように考えた時、斧形石器が 2′点とも蛇紋岩ではなく、凝灰質頁岩である点も興味深い。

第2007号ブロックと接合資料を共有している。

第2012号 ブロック (図版59)

本ブロックはX IJ10グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸として7.0× 3.2mの平面的広が りをも

つ。第201102013号ブロックが近接する。遺物は、石器が17点、礫が 3点、総数が20′点である。出土層位

はⅢ層～Va層であるが、Ⅲ層がほとんどを占める。器種組成は、削器 1点、石刃 3点、微細争J離痕の

ある景J片 1′点、敲石 2点、磨石 1点、余J片 8点、砕片 1点である。石材は、無斑品質安山岩と珪質岩系で

構成される。
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第2013号 ブロック (図版60)

本ブロックはX IH12グ リッドを中心に、東西4.8× 南北 4mの平面的広が りをもつ。第201202014・

201502016号ブロックが近接する。遺物は、石器が13点、礫が 4′点、総数が17′点である。出土層位はⅢ層

～Vb層 であるが、Ⅳ層が最も多い。器種組成は、削器 1点、景j片 10点、石核 2点が出土した。石材は、
無斑品質安山岩が主体を占める。

第2014号 ブロック (図版60)

本ブロックはX IE12グ リッドを中心に、東西方向4。 8× 4mの平面的広が りをもつ。第2015号ブロック

が接する。第2013号ブロックが近接する。遺物は、石器が21′点、礫が 6点、総数が27′点である。出土層位

はⅢ層～Va層 まで出土、Ⅲ・Ⅳ層が多く、V層に入ると遺物は減少する。器種組成は、景j片 18′点、石核
3′点が出土で、道具類がない。石材は、無斑品質安山岩を主体 とする。

第2015号 ブロック (図版60)

本ブロックはX IE15グ リッドを中心に、東西方向9.6× 6.4mの平面的広が りをもつ。第2014号ブロッ

クが接する。第20130201602098号ブロックが近接する。遺物は、石器が75′貞、礫が13点、総数が88′点で

ある。出土層位はⅢ層～Vc層 まで出土、Ⅲ層が最も多く、下層になるにつれ、遺物量も減るが、特にV

層になると、激減する。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、削器 1′点、楔形石器 2′点、 2次加工のある争J片

2′貞、微細景J離痕のある景J片 1点、敲石 1点、磨石 1′点、磨石破片 1′点、景j片 53点、砕片 3点、石核 9′点

が出土した。石材は、無斑晶質安山岩を主体とする。

第20160204002043号ブロックと接合資料を共有している。

第2016号 ブロック (図版60)

本ブロックはX IH14グ リッドを中心に、東西方向 4× 3.2mの平面的広がりをもつ。第20130201502017

号ブロックが近接する。遺物は、石器が19点、礫が 4′点、総数が23′点である。出土層位はⅢ層～Va層、
Ⅳ層が主体である。器種組成は、削器 2点、 2次加工のある景J片 1点、磨石 1点、余J片 14点、砕片 1点が

出土。石材は、無斑品質安山岩を主体とする。

第201502040020430404004042号 ブロックと接合資料を共有している。

第2017号 ブロック (図版60)

本ブロックはX IJ15グ リッドを中心に、北東―南西方向5。 6× 3.2mの平面的広が りをもつ。第2016・

2018号ブロックが近接する。遺物は、石器が37′点、礫が23点、総数が60′点である。出土層位はⅢ層～Vc

層までだが、ⅡI・ Ⅳ層が主体で、V層の遺物は少ない。器種組成は、斧形石器 1′点、削器 2′点、敲石 1′点、

景J片 31点、砕片 2点が出土。斧形石器はⅣ層からの出土。無斑品質安山岩製で、長さと幅の差があまりな

く、V層から出土する蛇紋岩製の斧形石器とは、特徴が違う。また、無斑品質安山岩も多用されているも

のとは違う。石材は、無斑品質安山岩を主体とする。

斧形石器を伴うが、出土層位を考慮すると時期的には新しい石器文化の可能性が高い。

第2052号ブロックと接合資料を共有している。

第2018号 ブロック (図版60)

本ブロックはX Ⅱ17グ リッドを中心に、東西方向5。 6× 4mの平面的広がりをもつ。第2017号ブロックが

近接する。遺物は、石器が 7′点、礫が 5′点、総数が12′点である。出土層位はⅢ・IV層が主体である。器種

組成は、ナイフ形石器 2′点、敲石 1′点、景J片 4′点が出±。多様な石材を使用。

Ⅲ層主体の第62号礫群 と重複する。

第2019号 ブロック (図版61)

本ブロックはX H004グ リッドを中心に、北西一南東方向13。 6× 10。 4mの平面的広が りをもつ。第
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200102020号ブロックが接する。遺物は、石器が284点、礫が18点、総数が302′点である。出土層位はⅢ層

～Vc層 まで出土 しているが、Va層 が最 も多 く、次いでⅣ層で、あとの層は少ない。器種組成は、ナ

イフ形石器 2′点、貝殻状刃器 1′点、掻器 9′点、削器 5′点、 2次加工のある景J片 1′点、微細景J離痕のある争J

片 2点、景J片 174点、砕片74点、石核16点が出土 している。黒曜石製の裏面基部加工のナイフ形石器が出

土している。大形の粗製円形掻器 も特徴的である。石材は、無斑品質安山岩が主体、次いでチャー ト、器

種組成からみて、ひとつの特徴的な石器文化を導き出せるブロックになりそうである。

第200602020020230202402025号 ブロックと接合資料を共有している。

第2020号 ブロック (図版62)

本ブロックはX IA05グ リッドを中心に、南北方向18.4× 12.8mの平面的広がりをもつ。第2019号 ブロ

ックが接する。第2004号ブロックが近接する。遺物は、石器が413点、礫が43′点、総数が456点 である。出

土層位はⅢ層～Vc層 まで出土しているが、Ⅳ層が最 も多く、次いでVa層、Ⅲ層で、あとの層は少な
い。隣接する第2019よ りも上層にピークがくることから、時期差としてとらえられよう。器種組成は、ナ

イフ形石器 5′点、掻器 3′点、削器 5′点、楔形石器 7′点、石刃 1′点、 2次加工のある景J片 4′点、微細争J離痕
のある景J片 15′点、折断景J片 1点、敲石 2′点、争j片 267点、砕片71′点、石核32点が出土。遺物総数も多いが、

石核の数が非常に多い。石材は、無斑品質安山岩が主体となる。次いでチャー ト、黒曜石の順。他の石材

は少ない。第2019号ブロック同様、石器文化の認定基準になりうる。

第20070200802019020240202504033号 ブロックと接合資料を共有している。

第2021号 プロック (図版63)

本ブロックはX H109グ リッドを中心に、北東―南西方向10。 4× 8.8mの平面的広がりをもつ。第20220

2023号ブロックが接する。遺物は、石器が16点、礫が 3点、総数が19点である。出土層位はⅢ・Ⅳ層で、

Ⅲ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器、貝殻状刃器、削器、 2次加工のある余J片、微細景j離痕の

ある景J片が各 1点、景j片 9点、砕片 1点、原石 1点が出土。石材は、黒曜石が主体である。

第2022号 ブロック (図版63)

本ブロックはX H113グ リッドを中心に、東西方向10.4× 7.2mの平面的広がりをもつ。第202102024号

ブロックが接する。遺物は、石器が26点、礫が 1′点、総数が27′点である。出土層位はⅢ・Ⅳ層が主体であ

る。器種組成は、ナイフ形石器 2′点、台形石器 1′点、削器 1′点、 2次加工のある景J片 1′点、微細景j離痕の

ある景J片 2点、争J片 14′点、砕片 1′点、石核 3点、原石 1点が出±。石材は、黒曜石、無斑品質安山岩が主

体である。

第2023号 ブロック (図版64)

本ブロックはX HNllグ リッドを中心に、北西―南東方向17.6× 9。 6mの平面的広が りをもつ。第

202102024号ブロックが接する。第2098号ブロックが近接する。遺物は、石器が39′点、礫が 6′点、総数が

45点である。出土層位はⅢ層～Vb層、Ⅳ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器、貝殻状刃器、
掻器状石器、楔形石器、 2次加工のある景J片が各 1′点、微細景J離痕のある景J片 9点、景J片 20点、砕片 2点、

石核 3点が出±。石材は、黒曜石が主体である。

第201904042号ブロックと接合資料を共有している。

第2024号 ブロック (図版64)

本ブロックはX HN15グ リッドを中心に、東西方向を長軸として12× 4。 4mの平面的広がりをもつ。第

20220202302025号ブロックが接する。遺物は、石器が54点、礫が 6′点、総数が60′点である。出土層位は

Ⅲ層～Vb層、Ⅳ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、掻器 4点、削器 2点、景J片 42点、
砕片 3′点、石核 2点が出土。大形厚手の粗製円形掻器は無斑品質安山岩が主体である。
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第20190202002025号ブロックと接合資料を共有 している。

第2025号 ブロック (図版65)

本ブロックはX HM17グ リッドを中心に、東西方向11。 2× 7.2mの平面的広がりをもつ。第2024号 ブロ

ックが接する。第2099号ブロックが近接する。遺物は、石器が56点、礫が 4点、総数が60点である。出土

層位はⅢ層～Vc層、Ⅳ層からVa層が主体である。器種組成は、掻器 9点、削器 3点、 2次加工のあ

る景J片 2点、微細争J離痕のある景J片 4点、景J片 30点、砕片 5点、石核 3点が出土。大形厚手粗製円形掻器

が集中して出土している。石材は無斑品質安山岩が主体、次いでチャー ト。

第20190202002024号ブロックと接合資料を共有している。

第2026号 ブロック (図版66)

本ブロックはX HF20グ リッドを中心に、北西―南東方向10.4× 6mの平面的広がりをもつ。第2027号

ブロックが近接する。遺物は、石器が21点、礫が 1点、総数が22点 である。出土層位はⅢ層～Vb層、

IV層が主体である。器種組成は、削器 3点、景J片 15点、砕片 2点、石核 1点が出土。石材は、無斑品質安

山岩が主体である。

Ⅳ層主体の第59号礫群 と重複する。

第2027号 ブロック (図版67)

本ブロックはX MH04グ リッドを中心に、北西―南東方向14。 4× 12mの平面的広がりをもつ。第20280

2031号ブロックが接する。第2026号ブロックが近接する。遺物は、石器が343′点、礫が40点、総数が383点

である。出土層位はⅢ層～Vc層、各層に分散しており、Ⅳ層、Va層、Vb層 それぞれに、100点近 く

出土している。器種組成は、ナイフ形石器、槍先形尖頭器、斧形石器、掻器が各 1′点、削器 2′点、石刃 1

点、 2次加工のある争J片 2点、微細景J離痕のある争J片 7′点、敲石 2′点、景J片 236点、砕片77点、石核12点

が出±。石核が多く10点 を超え、特徴的である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。Vb層の遺物

が多いことから、貫ノ木 I石器文化に属すると考えられる。ナイフ形石器はVb層 出土、斧形石器はⅢ

層出土であるが蛇紋岩製で I石器文化に属すると考えられ、槍先形尖頭器は混入しているとみるべきであ

ろう。

Ⅳ層主体の第141号礫群、Ⅳ・Va層主体の第148号礫群と重複する。第2028号ブロックと接合資料を共

有している。

第2028号 ブロック (図版66)

本ブロックはX ML05グ リッドを中心に、東西方向8。 8× 8mの平面的広がりをもつ。第202702031号 ブ

Lッ クが接する。第2030号ブロックが近接する。遺物は、石器が149′点、礫が20′点、総数が169′点である。

出土層位はⅢ層～Vc層 まで出土するが、IV層、Va層 に集中する。器種組成は、ナイフ形石器 1点、

削器 3′点、楔形石器 3′点、 2次力日工のある争J片 2′点、敲石 1′点、景J片 112′点、砕片19′貞、石核 8′点が出土。

石材は、無斑品質安山岩が主体を占めるが、次いで、凝灰質頁岩が21′点と、ややまとまってある。

Ⅳ層主体の第142号礫群と重複する。第202702031号ブロックと接合資料を共有している。

第2029号 ブロック (図版68)

本ブロックはX MN02グ リッドを中心に、北西一南東方向6.4× 4mの平面的広がりをもつ。第2099号

ブロックが近接する。遺物は、石器が21点、礫が 3点、総数が24点である。出土層位はⅢ層～Vc層 まで

出土するが、Va層 に集中する。器種組成は、ナイフ形石器 2点、敲石 3点、景J片 15点、砕片 1点が出

±。 3点の敲石は、球状の凝灰岩礫を用い、筋状の打痕をもつという共通した特徴がある。 2′点のナイフ

形石器は先端部の破片である。石材は、チャー トが主体である。

第2030号ブロックと接合資料を共有している。
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第2030号 ブロック (図版68)

本ブロックはX MQ06グ リッドを中心に、東西方向11。 2× 8mの平面的広がりをもつ。第2028020290

203102032号ブロックが近接する。遺物は、石器が55点、礫が23′点、総数が78点である。出土層位は、Ⅲ

層～Vb層 まで出土するが、下層になるにつれ増加傾向があり、Vb層が最 も多い。器種組成は、台形
石器、斧形石器、削器、楔形石器が各 1′点、 2次加工のある景J片 3′点、微細景J離痕のある争J片 1′点、敲石

2点、景J片 41′点、砕片 2点、石核 2′点が出土。石材は凝灰質頁岩が最も多い。礫が23点出土しているが、

Vb層が多い。10cmを こえる大形のもの多く、ブロックの外縁部を 1～ 2mの 間隔でめ ぐる配石 と考え
られる。貫ノ木 I石器文化。

第2029号ブロックと接合資料を共有している。

第2031号 ブロック (図版69)

本ブロックはX ML08グ リッドを中心に、東西方向12× 8mの平面的広が りをもつ。第2027020280

203202034号 ブロックが接する。第2030号ブロックが近接する。遺物は、石器が382点、礫が28′点、総数が

410点である。出土層位は、Ⅲ層～Vc層 まで出土するが、Ⅳ層とVa層が最も多い。器種組成は、貝殻
状刃器 3点、槍先形尖頭器 1′点、削器 1点、 2次加工のある争J片 6点、微細景J離痕のある景J片 5点、折断

景J片 1点、敲石 4点、景J片 281点、砕片65′点、石核15点が出±。石材は、無斑品質安山岩が主体、ついで

黒曜石。

Ⅳ層主体の第1430144号礫群、Ⅲ・IV層主体の第149号礫群 と重複する。第202802032号 ブロックと接合

資料を共有している。

第2032号 ブロック (図版69)

本ブロックはX MP09グ リッドを中心に、南北方向5.6× 4.8mの平面的広がりをもつ。第203102034号

ブロックが接する。第2030号ブロックが近接する。遺物は、石器が42点、礫が 6′点、総数が48′点である。

出土層位は、Ⅲ層～Vc層 まで出土するが、Ⅳ層にピークがくる。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、削器
1点、 2次カロエのある彙J片 4′点、微細景J離痕のある景J片 3点、敲石 1点、景J片 24点、砕片 6′点、石核 2点

が出土。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

Ⅳ層主体の第145号礫群と重複する。第203102034号ブロックと接合資料を共有している。

第2033号 ブロック (図版69)

本ブロックはX MR10グ リッドを中心に、北東―南西方向 4× 1.9mの平面的広がりをもつ。遺物は、

石器が17′点、礫が 5′点、総数が22′点である。出土層位はⅢ～Ⅳ下層で、Ⅲ層主体である。器種組成は、揉

錐器、掻器、微細景J離痕のある争J片が各 1′点、景J片 10′点、砕片 2点、石核 2′点が出±。石材は、チャー ト

が最も多く用いられている。

Ⅲ層主体の第146号礫群と重複する。

第2034号 ブロック (図版70)

本ブロックはX M011グ リッドを中心に、東西方向8。 8× 4.8mの平面的広がりをもつ。第2031020320

2035号ブロックが接する。遺物は、石器が129′点、礫が33点、総数が162点である。出土層位は、Ⅲ層～V
b層 まで出土、Ⅳ層が主体、次いでⅢ層、V層は少ないが、20点ほどはある。器種組成は、削器、石刃が

各 1′点、 2次加工のある争J片 3点、微細景J離痕のある景J片 1′点、争J片 96′点、砕片22点、石核 5点が出土。

石材は、無斑品質安山岩以外は、黒曜石と安山岩が各 1点のみ。

第2032号ブロックと接合資料を共有している。

第2035ブロック (図版70)

本ブロックはX M012グ リッドを中心に、北西―南東方向5.6× 4mの平面的広がりをもつ。第2034・
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2036号ブロックが接する。遺物は、石器が58点、礫が12点、総数が70′点である。出土層位は、Ⅲ層～Vb

層まで出土、Ⅳ層が主体である。器種組成は、掻器、微細景J離痕のある争J片が各 1′点、景J片 40点、砕片12

点、石核 4′点が出土。石材は、無斑品質安山岩が主体、次いでチャー ト。

第2036号ブロックと接合資料を共有している。

第2036号 ブロック (図版71)

本ブロックはX MQ14グ リッドを中心に、南北方向6。 4× 3.2mの平面的広がりをもつ。第203502037・

2046号ブロックが接する。遺物は、石器が227点、礫が 2′点、総数が229点 である。出土層位は、Ⅲ層～V

c層まで出土、Ⅳ層・Va層が主体である。器種組成は、掻器 6′点、削器 4点、楔形石器 1点、 2次加工

のある争J片 2点、微細景J離痕のある景J片 1点、景j片 145点、砕片59点、石核 9点が出±。大形厚手円形掻

器が特徴。石材は、無斑晶質安山岩が主体、次いでチャー ト。

Ⅲ・Ⅳ層主体の第147号礫群と重複する。第2035号ブロックと接合資料を共有している。

第2037号 ブロック (図版71)

本ブロックはX MS13グ リッドを中心に、南北方向7.2× 4mの平面的広がりをもつ。第2036020450号

ブロックが接する。第2046号ブロックが近接する。遺物は、石器総数が194点である。出土層位は、Ⅲ層

～Vb層 まで出土、Ⅲ・Ⅳ層が主体である。器種組成は、槍先形尖頭器 5′点、掻器 2′貞、削器 1′点、石刃

2′点、 2次加工のある景J片 1点、微細景J離痕のある景J片 1点、景J片 78′点、削片 6点、砕片96′点、石核 2点

が出±。砕片が多いのが特徴的。削片が 6点出土しているが、うち 5点が黒曜石製で槍先形尖頭器の石材

と共通する。槍先形尖頭器には樋状争J離が認められるものがあるため、その時に争J離された削片と考えら

れる。 5点の槍先形尖頭器も、チャー ト製の完形品 1点を除き、他は黒曜石製の破損品で本ブロックでは

黒曜石製の槍先形尖頭器製作作業が主に行われたと考えられる。石材は、黒曜石と無斑品質安山岩が主体

である。争J片の長幅比をみると黒曜石は 1三 1よ りやや縦長、それとは対照的に無斑品質安山岩はやや横

長である。

Ⅲ・Ⅳ層主体の第147号礫群と重複する。

第2038号 ブロック (図版72)

本ブロックはX NA09グ リッドを中心に、東西方向7.2× 5.6mの平面的広がりをもつ。第203902040号

ブロックが接する。第2041号ブロックが近接する。遺物は、石器が29点、礫が 7点、総数が36点である。

出土層位は、Ⅲ層～Va層、Ⅲ層が最も多く、下層になるにしたがい、減少する。器種組成は、楔形石

器、石刃が各 1′点、景J片 21点、砕片 5点、石核 1点が出±。石材は、無斑品質安山岩とチャー トが10′点ず

つ出±。

Ⅲ・Ⅳ層主体の第152号礫群と重複する。

第2039号 ブロック (図版72)

本ブロックはX NAllグ リッドを中心に、東西方向7.2× 4。 8mの平面的広がりをもつ。第2038020400

2045号ブロックが接する。第2044号ブロックが近接する。遺物は、石器が29点、礫が 7点、総数が36点で

ある。出土層位は、Ⅲ層～Vb層 まで出土、Ⅳ層を中心に上下に分散する。器種組成は、ナイフ形石器、

槍先形尖頭器、楔形石器が各 1点、争J片が18点、砕片 6点、石核 2点が出土。石材は、下呂石、黒曜石が

主体。槍先形尖頭器は樋状景J離を有するものである。

第204602048号ブロックと接合資料を共有している。

第2040号 ブロック (図版72)

本ブロックはX NC10グ リッドを中心に、東西方向5.6× 4.8mの平面的広がりをもつ。第2038020390

2041号ブロックが接する。第204202044号ブロックが近接する。遺物は、石器が40点、礫が13点、総数が
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53′点である。出土層位は、Ⅲ層～Vb層 まで出土、Ⅳ層を中心に上下に分散する。器種組成は、削器 2

点、石刃 1′点、敲石 2′点、磨石 1′点、景J片 25′点、砕片 7′点、石核 2′点が出±。石材は、無斑品質安山岩が

主体である。

第20150201602043020480207504032・ 4074号ブロックと接合資料を共有 している。

第2041号 ブロック (図版73)

本ブロックはX NF09グ リッドを中心に、南北方向6.4× 5.6mの平面的広がりをもつ。第204002042号

ブロックが接する。第2038号ブロックが近接する。遺物は、石器が51点、礫が 5′点、総数が56′点である。

出土層位はⅢ層～Vb層 まで出土するが、Ⅳ層にピークが くる。器種組成は槍先形尖頭器、削器が各 1

点、楔形石器 3′点、敲石 1′点、争J片 30′点、砕片 5′点、石核 10′点が出±。石材は無斑品質安山岩が最も多い

が、ついで凝灰質頁岩、チャー トも10点 をこす。

第204202043号ブロックと接合資料を共有している。

第2042号 ブロック (図版73)

本ブロックはX NG10グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸とする約9.6× 5。 2mの楕円形の範囲に

平面的広がりをもつ。第204102043・ 2044号ブロックが接する。第2040号ブロックが近接する。遺物は、

石器が136点、礫が17点、総数が153点 である。出土層位はⅢ層～Vb層 まで出土するが、Ⅳ層にピーク
がくる。器種組成はナイフ形石器 1′点、掻器 2′点、削器 3′点、楔形石器 3′点、 2次加工のある景J片 6′点、

微細争J離痕のある景J片 2点、敲石 1点、景J片 91点、削片 1点、砕片17′点、石核 9点が出±。石材は無斑晶

質安山岩が主体、次いでチャー ト、凝灰質頁岩も10′点をこす。

第20410204302063号ブロックと接合資料を共有している。

第2043号 ブロック (図版74)

本ブロックはX N112グ リッドを中心に、南北方向を長軸に 8× 7.2mの楕円形の範囲に平面的広がりを

もつ。第2042020440204802076号 ブロックが接する。遺物は、石器が242点、礫が35点、総数が277点で

ある。出土層位はⅢ層～Vb層 まで出土するが、Ⅳ層にピークが くる。器種組成はナイフ形石器 1点、

槍先形尖頭器 1′点、掻器 1′点、削器 5′点、楔形石器 4′点、 2次加工のある争j片 2′点、微細争j離痕のある景J

片 1点、敲石 4点、槍先形尖頭器破片 1点、景j片 173点、削片 1点、砕片31′点、石核 17′点が出土。石材は

無斑品質安山岩が主体で140点 を数え、ついでチャー トが56点出±。

Ⅲ層主体の第156号礫群 と重複する。第2015020160204002041020420204702076号 ブロックと接合資

料を共有している。

第2044号 ブロック (図版74)

本ブロックはX NE14グ リッドを中心に、東西方向を長軸に9。 6× 7.2mの楕円形の範囲に散漫な平面的

広がりをもつ。第2042020430204502048号 ブロックが接する。第20390204002046号 ブロックが近接す

る。遺物は、石器が68点、礫が69点、総数が137点 である。出土層位はⅢ層～Vb層 まで出土するが、ⅡI

層が最も多く、次いでⅣ層で、V層の遺物量は少ない。器種組成はナイフ形石器 4′点、槍先形尖頭器 4′点、

削器 1′点、楔形石器 2′点、石刃 3′点、 2次加工のある景J片 2′点、微細争J離痕のある景J片 4′点、争J片 35′点、

削片 2点、砕片 8点、石核 3点が出土。石材は黒曜石、無斑品質安山岩、チャー トの 3種が多用されてい

る。

Ⅲ層主体の第153号礫群、Ⅳ層主体の第154号礫群と重複する。第2048号ブロックと接合資料を共有して

いる。

第2045号 ブロック (図版75)

本ブロックはX NA13グ リッドを中心に、南北方向を長軸に8。 8× 7。 2mの楕円形の範囲に平面的な広が
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りをもつ。第2037020390204402046号 ブロックが接する。遺物は、石器が699点、礫が12点、総数が711

点である。出土層位はⅢ層～Vc層 まで出土するが、ⅡI・ Ⅳ層が多く、V層の遺物量は少ない。器種組成

はナイフ形石器 6′点、台形石器 2′点、槍先形尖頭器 3″点、掻器13′点、削器 10′点、石刃 2′点、 2次加工のあ

る景J片 5点、微細争J離痕のある争J片 1′点、敲石 1点、槍先形尖頭器破片 1点、景J片 451点、削片 2点、砕

片186点、石核14点が出土。石材は、無斑品質安山岩が主体をなす。

Ⅲ・Ⅳ層主体の第147号礫群 と重複する。第2046号ブロックと接合資料を共有している。

第2046号 ブロック (図版76)

本ブロックはX NA17グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に11.2× 5.6mの楕円形の範囲に平面

的な広がりをもつ。第20360204502048号ブロックが接する。第20370204402047号ブロックが近接する。

遺物は、石器が715′点、礫が45′点、総数が760′点である。出土層位は、Ⅲ層～Vc層 までだが、Ⅳ層が主体

となる。ブロック範囲は南西方向にまで広がる。北西群 と南東群の 2群に分かれそうであるが、境界は明

確でない。垂直分布では、南東群のほうが、北西群より深度が浅めである。器種組成は、ナイフ形石器 4

点、台形石器 4点、槍先形尖頭器 3点、彫器 1点、掻器 2′点、削器 3点、楔形石器 8点、 2次加工のある

争J片 6点、微細争J離痕のある景J片 7点、折断景J片 1点、磨石 1′点、台石 1点、争J片 480点、削片 1点、砕

片164点、石核28点、原石 1′点が出±。石材は、無斑品質安山岩を主体 とし、ついでチャー ト。

IⅡ・Ⅳ層主体の第150号礫群と重複する。第2039020450204802051号 ブロックと接合資料を共有してい

る。

チャー ト製石核にみる余J片景J離技術には 2者がみられる。ひとつには打面を作出し、ある程度打面固定

を意識して縦長景J片 をとる。もうひとつには小円礫を打害1し、砕いてしまうか、方形の景J片 をとるもので

ある。後者は、前者の石核調整と捉らえることも可能であるが、平面分布をみると、前者が南東群、後者

がJL西群と分かれる。

第2047号 ブロック (図版77)

本ブロックはX NE20グ リッドを中心に、北西一南東方向を長軸に7.2× 4mの楕円形の範囲にやや散

漫な平面的広が りをもつ。第2048号ブロックが接する。第2046号ブロックが近接する。遺物は、石器が

101′点、礫が16′点、総数が117′点である。出土層位はⅢ～Ⅳ層が主体をなす。器種組成は、ナイフ形石器 2

点、斧形石器 1点、楔形石器 4点、 2次加工のある争J片 2点、敲石 2点、剥片68′点、砕片15点、石核 7点

が出土している。石材は、チャー トが主体をなし、次いで無斑品質安山岩が多い。争1片、石核もこの 2種

の石材が卓越する。チャー ト・無斑品質安山岩の争J離作業が主体をなしたブロックで、隣接するブロック

にも同様な傾向があり、プロック群をなすと思われる。

Ⅲ層主体の第151号礫群 と重複する。第204302048号ブロックと接合資料を共有している。

第2048号 ブロック (図版77)

本ブロックはX NG16グ リッドを中心に、北東一南西方向を長軸に15.2× 10.4mの楕円形の範囲に平面

的広がりをもつ。第204302044020460204702053号 ブロックが接する。遺物は、石器が764点、礫が52

点、総数が816点である。出土層位は、Ⅲ～Vc層 まで出土しているが、ⅡI・Ⅳ層が主体だが、V層からの

出土数もかなりある。器種組成は、ナイフ形石器11′点、台形石器 3点、槍先形尖頭器 2′点、彫器 1′点、掻

器 5′点、削器 7′点、楔形石器14″点、石刃 4′点、 2次加工のある景J片 6点、微細景J離痕のある争J片 13′点、敲

石 1点、景J片 484点、削片 4点、砕片175点、石核33点、原石 1点が出土している。ナイフ形石器をはじめ、

器種が豊富であるのが特徴である。石材は、チャー トと無斑品質安山岩が主体となる。

Ⅳ層主体の第155号礫群と重複する。第20390204002044020460204702051号ブロックと接合資料を共

有している。
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第2049号 ブロック (図版78)

本ブロックはX N120グ リッドを中心に、南北方向を長軸に4.8× 4.8mの楕円形の範囲に散漫な平面的

広がりをもつ。第20500205102053号ブロックが接する。遺物は、石器が17点、礫が21点、総数が38点で

ある。出土層位は、Ⅲ～Vb層 まで出土しているが、ⅡI・ Ⅳ層が主体 となる。器種組成は、ナイフ形石器

1点、削器 2′点、微細争J離痕のある景J片 1点、景J片 13′点である。石材は、チャー トと無斑品質安山岩が主

体となる。

第2050号 ブロック (図版78)

本ブロックはX SM03グ リッドを中心に、東西方向を長軸に16× 8。 8mの楕円形の範囲にやや散漫な平

面的広がりをもつ。第20490205102055号ブロックが接する。第2052号ブロックが近接する。遺物は、石

器が233点、礫が89点、総数が322点 である。出土層位は、Ⅲ～Vb層 まで出土しているが、ⅡI層 が主体

となる。器種組成は、ナイフ形石器 7′点、槍先形尖頭器 2′点、彫器 2′点、削器 3′点、石刃 5′点、 2次加工

のある景J片 2′点、微細景J離痕のある最J片 2点、敲石 1点、争J片 174点、砕片30点、石核 5′点が出土してい

る。ナイフ形石器が多いのが特徴である。石材は、無斑品質安山岩と凝灰質頁岩、凝灰岩が主体をなす。

石材の種類は豊富であるも

Ⅲ層主体の第1640166016801690170号 礫群、IV層主体の第172号礫群、Ⅲ・IV層主体の第165号礫群 と

重複する。第2051020520205502063号 ブロックと接合資料を共有している。

第2051号 ブロック (図版79)

本ブロックはX NL20グ リッドを中心に、東西方向を長軸に7.2× 6.4mの楕円形の範囲に平面的広がり

をもつ。第20490205002052・ 2053号ブロックが接する。遺物は、石器が231点、礫が38点、総数が269点

である。出土層位は、Ⅲ～Vb層 まで出土しているが、ⅡIO Ⅳ層が主体となる。器種組成は、ナイフ形石

器 4′点、台形石器 1′点、掻器 3′点、掻器状石器 1′点、削器 4′点、石刃 2′点、 2次加工のある景J片 4′点、微

細余J離痕のある景J片 4′点、敲石 5点、景J片 171点、砕片25点、石核 7点が出土した。石材は、無斑品質安

山岩が一番多いが、チャー ト、珪質凝灰岩、凝灰質頁岩、凝灰岩なども多用している。

Ⅲ・Ⅳ・Va層主体の第167号礫群、Ⅳ層主体の第171号礫群、Ⅲ・Ⅳ層主体の第165号礫群 と重複する。

第2046020480205002052号 ブロックと接合資料を共有している。

第2052号 ブロック (図版79)

本ブロックはX NN18グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に9.6× 6.4mの楕円形の範囲にやや散

漫な平面的広がりをもつ。第205102054号ブロックが接する。第20500205302074号 ブロックが近接する。

遺物は、石器が144点、礫が69点、総数が213点 である。出土層位は、Ⅲ～Vb層 まで出土しているが、

Ⅲ層とVa層の 2カ所にピークがくる。複数の石器群が重複 していると思われる。器種組成は、ナイフ

形石器 1′点、台形石器 2′点、槍先形尖頭器 1′点、掻器 2′点、削器 2′点、石刃 2′点、 2次加工のある争J片 3

点、微細余J離痕のある争J片 2点、敲石 1点、景J片 106点、砕片18点、石核 4′点が出土した。石材は、無斑

品質安山岩が一番多いが、次いで凝灰岩を多用している。

Ⅳ層主体の第15801600162号礫群、Ⅲ・Ⅳ層主体の第159号礫群と重複するg第 2017・ 205002051号ブ

ロックと接合資料を共有している。

第2053号 ブロック (図版80)

本ブロックはX NJ18グ リッドを中心に、東西方向を長軸に8。 8× 6.4mの楕円形の範囲に散漫な平面的

広がりをもつ。第20480204902051号 ブロックが接する。第205202074号ブロックが近接する。遺物は、

石器が70点、礫が16点、総数が86点である。出土層位は、Ⅲ～Vb層 まで出土しているが、ⅡI・ Ⅳ層が主

体となる。器種組成は、ナイフ形石器、彫器が各 1′点、掻器、削器が各 2′点、微細景J離痕のある争J片 3′点、
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景J片 49点、砕片 8点、石核 4点が出土した。石材は、凝灰岩が主体を占める。第 1石材である凝灰岩は景J

片と石核、微細争J離痕のある争j片が 1′点で構成される。

第2054号ブロック (図版80)

本ブロックはX NQ17グ リッドを中心に、東西方向を長軸に 4× 3.2mの楕円形の範囲に散漫な平面的

広がりをもつ。第20520206302073号ブロックが接する。第2064号ブロックが近接する。遺物は、石器が

14点、礫が14点、総数が28点である。出土層位は、Ⅲ～Vb層 まで出土しているが、総点数が少ないた

め特にピークを認めることはできない。器種組成は、ナイフ形石器、掻器が各 1′点、微細争j離痕のある争J

片 2点、争J片 9点、砕片 1点である。石材は、無斑品質安山岩が主体を占める。

第2055号 ブロック (図版81)

本ブロックはX SR05グ
｀
リッドを中心に、南北方向を長軸に16× 12mの楕円形の範囲に平面的広がりを

もつ。第205002056020610206202063号 ブロックが接する。遺物は、石器が250′点、礫が92′点、総数が342

点である。出土層位は、Ⅲ層～Vc層 までだが、ⅡI層が主体となる。器種組成は、ナイフ形石器 4点、台

形石器 1′点、槍先形尖頭器 1′点、彫器 13′点、揉錐器 1′点、掻器 4′点、掻器状石器 1′点、削器 7′点、楔形石

器 4′点、石刃10′点、細石刃 1′点、 2次加工のある余J片 7′点、微細景J離痕のある景J片 11′点、敲石 1′点、台石

1点、景J片 149点、削片 6点、砕片14点、石核14点が出土した。彫器、石刃が特徴のブロックである。石

材は、珪質頁岩をはじめとする頁岩・凝灰岩系の石材が主体を占める。ついで無斑品質安山岩、黒曜石を

使用している。

Ⅲ層主体の第163号礫群 と重複する。第20500206102071号ブロックと接合資料を共有している。

第2056号 ブロック (図版80)

本ブロックはX TA09グ リッドを中心に、北西一南東方向6.4× 4mの平面的広がりをもつ。第2055号

ブロックが接する。第2057号ブロックが近接する。遺物は、石器が25点、礫が 5点、総数が30点である。

出土層位は、Ⅲ～Va層だが、IV層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、槍先形尖頭器 1′点、

彫器 2′点、石刃 1点、 2次加工のある景j片 1点、微細争J離痕のある景J片 1′点、争J片 15′点、削片 1″点、砕片

1点、石核 1点である。石材は、珪質頁岩を主体とする頁岩・凝灰岩系が、80%を 占める。

第2057号 ブロック (図版80)

本ブロックはX TD09グ リッドを中心に、南北方向7。 2× 6.4mの平面的広がりをもつ。第2058号ブロッ

クが接する。第2056号ブロックが近接する。遺物は、石器が63′点、礫が26点、総数が89点である。出土層

位は、Ⅲ～Vb層 だが、Ⅳ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、彫器 3点、揉錐器 1点、

削器 1′点、楔形石器 1′点、石刃 3′点、 2次加工のある争J片 2′点、微細彙J離痕のある景J片 2′点、景J片 34′点、

削片 4点、砕片 9点、石核 2点である。石材は、珪質頁岩が主体を占める。彫器が特徴のブロックである。

第2058号ブロック (図版82)

本ブロックはX TH09グ リッドを中心に、東西方向12.8× 8。 8mの平面的広がりをもつ。第205702060号

ブロックが接する。遺物は、石器が49点、礫が86点、総数が135点である。出土層位は、Ⅲ～Vb層 だが、

Ⅲ層が主体である。Va層にも小さなピークがあり、Ⅲ層とVa層 の 2つの石器文化が混在している可

能性がある。器種組成は、ナイフ形石器 2′点、彫器 5′点、削器 2′点、 2次加工のある景J片 1′点、微細景J離

痕のある争J片 8′点、敲石 2点、争J片 25点、削片 2点、石核 2′点である。石材は、珪質頁岩、黒曜石が主体

である。彫器が特徴のブロックである。

第2059号 ブロック (図版82)

本ブロックはX TH02グ リッドを中心に、東西方向12。 8× 10.4mの平面的広がりをもつ。第206002066

号ブロックが接する。第2062号ブロックが近接する。遺物は、石器が45点、礫が83点、総数が128点 であ
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る。出土層位は、Ⅲ～Va層だが、ⅡI層が主体である。Va層の遺物が平面的に北西隅に偏ることから、

Ⅲ層とVa層の 2つの石器文化が混在している可能性がある。器種組成は、斧形石器 1点、彫器 4点、

掻器 2点、石刃 4点、微細争J離痕のある景J片 1点、争J片 26′点、削片 2点、砕片 2点、石核 3点である。石

材は、凝灰岩・頁岩系が主体をなす。ブロックの主体は彫器を主体とした石器文化であると考えられるが、

分布の北西隅にVa層 を主体 とし、斧形石器を伴う石器文化がある。

Ⅲ層主体の第181号礫群、Ⅲ・Ⅳ層主体の第179号礫群と重複する。第2060号ブロックと接合資料を共有

している。

第2060号 ブロック (図版83)

本ブロックはX TE04グ リッドを中心に、東西方向9。 6× 5.6mの平面的広がりをもつ。第2058020590

206102062号ブロックが接する。遺物は、石器が190点、礫が25点、総数が215点である。出土層位は、Ⅲ

～Vb層だが、ⅡI層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 8点、彫器20点、削器 2点、石刃15点、

2次加工のある余J片 6点、微細争J離痕のある争J片 6点、敲石 1点、磨石 1′点、景J片 102点、削片 8点、砕

片17点、石核 4点である。石材は、凝灰岩・頁岩系が主体をなす。彫器が特徴のブロックである。

Ⅲ層主体の第18001820184・ 186号礫群、Ⅲ・IV層主体の第179018301850191号礫群、Ⅳ層主体の第

1880189号礫群、Ⅳ・Va層主体の第192号礫群 と重複する。第205902061号ブロックと接合資料を共有し

ている。

第2061号 ブロック (図版84)

本ブロックはX TB05グ リッドを中心に、北西一南東方向10.4× 4.8mの 平面的広が りをもつ。第

20550206002062号ブロックが接する。遺物は、石器が139′点、礫が30′点、総数が169′点である。出土層位

は、Ⅲ～Vb層だが、ⅡIO Ⅳ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 5点、彫器 5点、掻器 2点、石

刃 3点、 2次加工のある争J片 2点、微細景J離痕のある争J片 6′点、敲石 2点、景J片 85点、削片 4点、砕片22

点、石核 3点である。石材は、凝灰岩・頁岩系が主体をなす。本ブロックも彫器の出土数が多い。

IV層主体の第1870190号礫群、Ⅲ・IV層主体の第191号礫群 と重複する。第205502060号 ブロックと接合

資料を共有している。

第2062号 ブロック (図版84)

本ブロックはX TB02グ リッドを中心に、東西方向 8× 4。 8mの平面的広が りをもつ。第2055020600

206102063号ブロックが接する。第205902065号ブロックが近接する。遺物は、石器が75′点、礫が32′点、

総数が107点 である。出土層位は、Ⅲ～Vc層だが、ⅡI層が主体で、下層になるにしたがって遺物量は減

少していく。器種組成は、ナイフ形石器 3点、彫器 5点、掻器 1点、削器 2点、楔形石器 1点、石刃 2′点、

2次加工のある景J片 1点、微細景J離痕のある争J片 3点、景J片 46点、削片 1点、砕片 6点、石核 4′点である。

石材は、凝灰岩・頁岩系が主体をなす。彫器が特徴的なプロックである。

IV層主体の第1730175017701880194号礫群、Ⅲ・Ⅳ層主体の第174017601780193号 礫群 と重複す

る。

第2063号 ブロック (図版85)

本ブロックはX NS19グ リッドを中心に、北西―南東方向11.2× 6.4mの平面的広がりをもつ。第20540

2055020620206402065号 ブロックが接する。遺物は、石器が99′点、礫が48点、総数が147点である。出土

層位は、Ⅲ～Vb層 だが、ⅡI・ IV層が主体で、V層になると遺物量は激減する。器種組成は、ナイフ形石

器 5′点、槍先形尖頭器 2′点、彫器 2′点、掻器 1′点、石刃 3′点、 2次加工のある争J片 3′点、微細景J離痕のあ

る争J片 6点、景J片 60点、砕片12点、石核 4点、原石 1点である。石材は、凝灰岩・頁岩系が主体をなすが、

黒曜石、無斑品質安山岩も一定量含まれる。ナイフ形石器、槍先形尖頭器、彫器が特徴的なブロックだが、
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槍先形尖頭器とナイフ形石器・彫器は平面的な分布を異にしている。

第204202050号ブロックと接合資料を共有している。

第2064号 ブロック (図版85)

本ブロックはX NT17グ リッドを中心に、東西方向 8× 5.6mの平面的広が りをもつ。第2063020650

2068号ブロックが接する。第2054号ブロックが近接する。遺物は、石器が62点、礫が23点、総数が85点で

ある。出土層位は、Ⅲ～Vb層だが、Ⅳ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2′点、削器 1点、
楔形石器 2点、石刃 2′点、 2次加工のある争J片 1′点、微細景j離痕のある景J片 3′点、景J片 45点、砕片 4点、

石核 2点である。石材で最も多いのは凝灰岩であるが、ついで黒曜石、無斑品質安山岩があり、使用石材

にあまり偏 りはない。ナイフ形石器を単純に組成するブロックで、Ⅳ層～Va層 を本来の包含層 とする
石器文化としてとらえられ″るかもしれない。

Ⅲ層主体の第66号礫群 と重複する。第2083号ブロックと接合資料を共有している。

第2065号 ブロック (図版86)

本ブロックはX OC18グ リッドを中心に、南北方向 8× 5.6mの平面的広が りをもつ。第2063020640

2067号ブロックが接する。第206202066号ブロックが近接する。遺物は、石器が31点、礫が24点、総数が

55点である。出土層位は、Ⅲ～Vc層だが、ⅡI層が主体で、下層になるにしたがって減少する。器種組成
は、ナイフ形石器 1点、台形石器 1点、敲石 2′点、景J片 24点、砕片 1点、石核 2点である。石材は、凝灰

岩が主体である。

第2066号 ブロック (図版86)

本ブロックはX OF18グ リッドを中心に、北西―南東方向9.6× 6.4mの平面的広がりをもつ。第20590

2067号ブロックが接する。第2065号ブロックが近接する。遺物は、石器が34点、礫が14点、総数が48′点で

ある。出土層位は、Ⅲ層～Vb層 までだが、ⅡI・ Ⅳ層が主体であるが、一部V層中でも出土している。器

種組成は、台形石器 1′点、削器 1′点、 2次加工のある景J片 1点、敲石 2′点、争j片 24′点、砕片 2′点、石核 3

点である。石材は、無斑晶質安山岩が主体である。

第2067号 ブロック (図版86)

本ブロックはX OD15グ リッドを中心に、東西方向5.6× 4。 8mの平面的広がりをもつ。第2065020660

2068号ブロックが接する。遺物は、石器が12′点、礫が 9点、総数が21点である。出土層位は、Ⅲ層～Va

層までだが、ⅡI・ IV層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、 2次加工のある争J片 1点、微細余J

離痕のある争J片 1点、景J片 9点である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

第2068号 ブロック (図版86)

本ブロックはX OA15グ リッドを中心に、東西方向 8× 4.8mの平面的広がりをもつ。第206402067号ブ

ロックが接する。第2069号ブロックが近接する。遺物は、石器が30′点、礫が16点、総数が46点である。出

土層位は、Ⅲ層～Vc層 までだが、各層に出土がみられ、特にピークは認めにくい。器種組成は、台形石

器 1点、削器 1点、微細争J離痕のある争J片 2点、折断景J片 1′点、敲石 1点、景j片 19点、砕片 2点、石核 3

点である。石材は、黒曜石が主体となる。

第2069号 ブロック (図版87)

本ブロックはX OB12グ リッドを中心に、東西方向 8× 4mの平面的広が りをもつ。第2068020710

208102083号ブロックが近接する。遺物は、石器が22′点、礫が16点、総数が38点である。出土層位は、Ⅲ

層～Vb層 までだが、ⅡI・ Ⅳ層が主体であるが、一部V層中でも出土している。器種組成は、ナイフ形石
器 1点、掻器 1′点、微細争J離痕のある争J片 1点、景J片 12点、砕片 3′点、石核 3点、原石 1点である。石材

は、無斑品質安山岩が主体である。
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第207.0号ブロック (図版87)

本ブロックはX NR10グ リッドを中心に、北西―南東方向4.8× 2.4mの平面的広が りをもつ。第20710

2081号ブロックが近接する。遺物は、石器が 8′点、礫が 5′点、総数が 13′点である。出土層位は、Ⅲ層～V

b層 までだが、ⅡI・ Ⅳ層が主体であるが、一部 V層中でも出土している。器種組成は、景J片 8点である。

石材は、無斑品質安山岩が主体である。

第2071号ブロック (図版87)

本ブロックはX NR12グ リッドを中心に、北西―南東方向6.4× 3。 2mの平面的広がりをもつ。第2072号

ブロックが接する。第206902070号ブロックが近接する。遺物は、石器が33点、礫が 7点、総数が40点で

ある。出土層位は、Ⅲ層～Vc層 までだが、ⅡI・ Ⅳ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、 2

次加工のある景J片 1点、微細争J離痕のある景J片 2点、景J片 24′点、砕片 5点である。石材は、黒曜石が主体

で、ついで凝灰岩・頁岩系が多い。

第2055・ 2072号ブロックと接合資料を共有している。

第2072号 ブロック (図版87)

本ブロックはX NQ13グ リッドを中心に、北西―南東方向6.4× 3.2mの平面的広がりをもつ。第20710

207302077号ブロックが接する。遺物は、石器が15点、礫が 5′点、総数が20点である。出土層位は、Ⅲ層

～Vc層 までだが、Ⅳ層が主体である。器種組成は、台形石器 1′点、槍先形尖頭器 1′点、微細争J離痕のあ

る景J片 1点、争J片 5点、砕片 6点、石核 1点である。石材は、黒曜石が主体である。

第2071号ブロックと接合資料を共有している。

第2073号 ブロック (図版88)

本ブロックはX NP15グ リッドを中心に、北西―南東方向7.2× 4.8mの平面的広がりをもつ。第20540

207202077号ブロックが接する。第207402075号ブロックが近接する。遺物は、石器が38点、礫が18点、

総数が56点である。出土層位は、Ⅲ層～Vb層 までだが、Ⅳ層が主体であるが、V層 中にも一定量の遺

物がみられる。器種組成は、台形石器 5′点、掻器 1′点、削器 1′点、微細剥離痕のある争J片 3点、景J片 22′点、

砕片 3点、石核 3点である。石材は、黒曜石が主体である。台形石器を多く出土している。AT降灰以前

の石器文化と考えられる。

第2077号ブロックと接合資料を共有している。

第2074号 ブロック (図版88)

本ブロックはX NM15グ リッドを中心に、北東―南西方向4.8× 4mの平面的広がりをもつ。第2075号

ブロックが接する。第20520205302073号ブロックが近接する。遺物は、石器が19点、礫が 5′点、総数が

24点である。出土層位は、Ⅲ層～Vb層 までだが、Ⅳ層が主体である。器種組成は、斧形石器 1点、 2

次加工のある景J片 1点、微細争J離痕のある景J片 1点、余J片 12点、砕片 2点、石核 2点である。石材は、黒

曜石が主体である。

第2083号ブロックと接合資料を共有している。

第2075号 ブロック (図版88)

本ブロックはX NM14グ リッドを中心に、東西方向4。 8× 3.2mの平面的広がりをもつ。第207602077号

ブロックが接する。第2073号ブロックが近接する。遺物は、石器が34点、礫が 2点、総数が36′点である。

出土層位は、Ⅲ層～Vb層 までだが、Vb層が主体である。器種組成は、台形石器 1点、槍先形尖頭器

1点、微細景J離痕のある景J片 1点、余J片 25点、砕片 5点、石核 1点である。石材は、黒曜石が主体である。

Ⅳ層主体の第161号礫群 と重複する。第204004032号ブロックと接合資料を共有している。

第2076号 ブロック (図版89)
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本ブロックはX NL10グ リッドを中心に、北西―南東方向12× 8。 8mの平面的広が りをもつ。第20430

20750207702078号ブロックが接する。遺物は、石器が155′点、礫が26′点、総数が181′点である。出土層位

は、Ⅲ層～Vb層 まで、各層に分散している。下層になるにしたがって徐々に出土量が増える傾向にあ
り、Vb層 が最も多いが、ピークといえるほどではない。器種組成は、貝殻状刃器 1点、掻器 1′点、削
器 1′点、楔形石器 3′点、 2次加工のある景J片 1点、微細景J離痕のある景J片 1点、敲石 2′点、景J片 127点、

砕片13点、石核 5点である。石材は、無斑品質安山岩が主体で、ついでチャー ト、凝灰質頁岩が多い。

Ⅲ層主体の第157号礫群 と重複する。第204302077号ブロックと接合資料を共有している。

第2077号 ブロック (図版89)

本ブロックはX NNllグ リッドを中心に、南北方向6.4× 4。 8mの平面的広がりをもつ。第2072020730

207502076号ブロックが接する。遺物は、石器が59点、礫が17点、総数が76′点である。出土層位は、Ⅲ層

～Vb層 まで、各層に分散している。下層になるにしたがって徐々に出土量が増える傾向にあり、Vb
層が最も多いが、ピークといえるほどではない。器種組成は、削器 1点、 2次加工のある争J片 1点、微細

争J離痕のある争J片 3点、争j片 42点、砕片 5点、石核 7点 である。石材は、黒曜石が主体で、ついで凝灰

岩・頁岩系が多い。

第207302076号ブロックと接合資料を共有している。

第2078号 ブロック (図版90)

本ブロックはX NN08グ リッドを中心に、東西方向7.2× 4.8mの平面的広がりをもつ。第207602079号

ブロックが接する。遺物は、石器が18点、礫が10点、総数が28点 である。出土層位は、Ⅲ層～Vb層 ま
で、各層に分散している。Ⅲ層からVa層にかけて遺物は減少するが、またVb層で増加する。複数の
石器文化の存在も考えられる。器種組成は、石刃 1′点、 2次加工のある争J片 2点、景J片 14′点、石核 1点で

ある6石材は、無斑品質安山岩、凝灰質頁岩が主体をなす。

第208302089号ブロックと接合資料を共有している。

第2079号 ブロック (図版90)

本ブロックはX NP08グ リッドを中心に、東西方向 4× 3。 2mの平面的広がりをもつ。第207802080号ブ

ロックが接する。遺物は、石器が24点、礫が20点、総数が44点である。出土層位は、Ⅲ層～Va層 まで
だが、Ⅳ層が主体である。器種組成は、景J片 18′点、砕片 6′点である。石材は、無斑品質安山岩が主体をな

す。

第2080号 ブロック (図版90)

本ブロックはX NR07グ リッドを中心に、北東―南西方向7.2× 5.6mの平面的広がりをもつ。第20790

208102082号ブロックが接する。第2100号ブロックが近接する。遺物は、石器が39′点、礫が13′点、総数が

52点である。出土層位は、Ⅲ層～Vb層 までだが、ⅡI・ Ⅳ層が主体である。器種組成は、斧形石器 1点、
掻器 2′点、 2次加工のある景J片 1′点、敲石 2′点、景J片 30ッ点、砕片 3′点である。石材は、無斑品質安山岩、

凝灰質頁岩が主体をなす。

第2081号ブロックと接合資料を共有している。

第2081号 ブロック (図版91)

本ブロックはX OA09グ リッドを中心に、北東―南西方向8.8× 6.4mの平面的広がりをもつ。第20800

208202083号ブロックが接する。第206902070号ブロックが近接する。遺物は、石器が57′点、礫がlo点、

総数が67点である。出土層位は、Ⅲ層～Vb層 までだが、Ⅳ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石
器 1′点、台形石器 1点、楔形石器 1′点、石刃 1点、 2次加工のある余J片 1点、微細景J離痕のある景J片 1点、

敲石 4′点、景J片 45′点、石核 2′点である。石材は、無斑品質安山岩、凝灰質頁岩、チャー トが主体をなす。
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第208002100号ブロックと接合資料を共有している。

第2082号 ブロック (図版91)

本ブロックはX OA06グ リッドを中心に、北西―南東方向6.4× 5。 6mの平面的広がりをもつ。第20800

2081号ブロックが接する。遺物は、石器が21点、礫が 7点、総数が28点である。出土層位は、Ⅲ層～Vb

層までだが、ⅡI層 とVa層の 2カ所にピークがくる。器種組成は、削器 1点、微細景J離痕のある景J片 1

点、敲石 1点、景J片 14′点、砕片 1点、石核 3点である。石材は、無斑品質安山岩、チャー トが主体をなす。

第2083号 ブロック (図版92)

本ブロックはX OF08グ リッドを中心に、北東―南西方向18。 4× 14。 4mの平面的広が りをもつ。第

208102090号 ブロックが接する。第2069号ブロックが近接する。遺物は、石器が323点、礫が87点、総数が

410点である。出土層位は、Ⅲ層～Vc層 までだが、ⅡI層が主体で下層になるにつれ遺物量は減少するが、

Vb層でも28点 と、比較的多い点数であることから、複数石器文化の可能性もある。器種組成は、ナイ

フ形石器 1点、台形石器 1点、斧形石器 1点、削器10′点、楔形石器 7点、石刃 1点、 2次加工のある景J片

9点、微細争J離痕のある争J片 4点、折断景J片 1点、敲石 4点、景J片 242点、砕片19点、石核22点、原石 1

点である。石材は、無斑品質安山岩、凝灰質頁岩が多く各90′点前後、次に多いのがチャー ト、緑色凝灰岩

で各40点強、次に凝灰岩、黒曜石で、20点前後、その他石材が数点ずつである。

第2064020740207802089号 ブロックと接合資料を共有している。

第2084号 ブロック (図版92)

本ブロックはX N101グ リッドを中心に、北西―南東方向13.6× 9.6mの平面的広がりをもつ。遺物は、

石器が26点、礫が13点、総数が39点である。出土層位はⅢ層～Vc層 までだが、ⅡI層が主体で、以下の層

では激減する。器種組成は、台形石器 1′点、景J片 17点、削片 1点、砕片 2点、石核 4点、原石 1′点である。

石材は、無斑品質安山岩が主体、次いで凝灰質頁岩が多い。

第2085号 ブロック (図版93)

本ブロックはX IP16グ リッドを中心に、北東―南西方向6.4× 4mの平面的広がりをもつ。遺物は、石

器が 6′点、礫が 6′点、総数が12′点である。出土層位は、Ⅲ・IV層が主体である。器種組成は、ナイフ形石

器 1′点、削器 2′点、敲石 1′点、景J片 2′点である。石材は、無斑品質安山岩が主体をなす。

第2086号 ブロック (図版93)

本ブロックはX IP20グ リッドを中心に、北西―南東方向6.4× 5.6mの平面的広がりをもつ。第2087号

ブロックが接する。第2088号ブロックが近接する。遺物は、石器が70′点、礫が 7点、総数が77′点である。

出土層位は、Ⅲ層～Vb層 までだが、Va層 が主体である。器種組成は、槍先形尖頭器 1点、削器 2点、

微細争J離痕のある景J片 1′点、敲石 1点、景J片 13点、砕片50点、石核 2点である。石材は、無斑品質安山岩

が主体をなす。

Ⅳ層主体の第64号礫群 と重複する。

第2087号 ブロック (図版93)

本ブロックはX IR19グ リッドを中心に、北東一南西方向6.4× 4mの平面的広がりをもつ。第2086号ブ

ロックが接する。第2088号ブロックが近接する。遺物は、石器が16′点、礫が21点、総数が37点である。出

土層位は、Ⅲ層～Va層 までだが、ⅡI層 とVa層 の二つのピークがある。器種組成は、削器 2点、敲石

1′点、争J片 8′点、砕片 1′点、石核 4点である。石材は、無斑品質安山岩が主体をなす。

第2088号 ブロック (図版93)

本ブロックはX NS01グ リッドを中心に、南北方向7.2× 6。 4mの平面的広がりをもつ。第208902100号

ブロックが接する。第208602o87号ブロックが近接する。遺物は、石器が46点、礫が12点、総数が58′点で
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ある。出土層位は、Ⅲ～V btto Ⅲ層が多く、下層になるにしたがって、遺物は減少する。器種組成は、

石刃 2点、 2次加工のある景J片 1′点、微細争J離痕のある景J片 2点、景J片 37′点、砕片 1点、石核 3′点である。

石材は、無斑品質安山岩が主体をなす。

第2089号ブロックと接合資料を共有 している。

第2089号 ブロック (図版94)

本ブロックはX OC02グ リッドを中心に、北西―南東方向15。 2× 12.8mの平面的広が りをもつ。第

2088・ 20900209102092号ブロックが接する。遺物は、石器が187点、礫が54′点、総数が241′点である。出

土層位は、Ⅲ層～Vc層 までだが、Ⅳ層にピークをもつ曲線をもつ。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、台

形石器 2点、槍先形尖頭器 1点、削器 3点、楔形石器 1点、微細景J離痕のある争j片 7′点、景J片 143点、砕

片13点、石核16点である。石材は、無斑品質安山岩が主体をなすが、次いでチャー ト、黒曜石 も多い。

Ⅲ層主体の第67号礫群 と重複する。第20780208302088号ブロックと接合資料を共有している。

第2090号 ブロック (図版95)

本ブロックはX OH04グ リッドを中心に、東西方向6.4× 4。 8mの平面的広がりをもつ。第208302089号

ブロックが接する。遺物は、石器が32点、礫が20点、総数が52点 である。出土層位は、Ⅲ層～Vb層 ま
でだが、ⅡI層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、景J片 24点、砕片 7′点である。石材は、無斑

品質安山岩が主体をなす。

第2091号 ブロック (図版95)

本ブロックはX JH19グ リッドを中心に、南北方向8.8× 8mの平面的広がりをもつ。第208902092号 ブ

ロックが接する。遺物は、石器が43点、礫が 3′点、総数が46点である。出土層位は、Ⅲ層～Vc層 までだ

が、Ⅲ層が主体である。器種組成は、台形石器 1′点、削器 1′点、 2次加工のある景J片 1′点、微細景J離痕の

ある争J片 1′点、争J片 33′点、砕片 4点、石核 2点である。石材は、無斑品質安山岩、チャー トが主体をなす。

第2092号 ブロック (図版96)

本ブロックはX JD17グ リッドを中心に、北西―南東方向10.4× 7.2mの平面的広がりをもつ。第20890

209102093号ブロックが接する。第2095号ブロックが近接する。遺物は、石器が71点、礫が 9′点、総数が

80点である。出土層位は、Ⅲ層～Vb層 までだが、Ⅳ層が主体である。器種組成は、台形石器 1点、掻

器 1点、削器 1′点、楔形石器 2′点、石刃 1′点、 2次加工のある争J片 1′点、争J片 55点、砕片 6′点、石核 3′点

である。石材は、チャー トが主体である。

第2094号ブロックと接合資料を共有している。

第2093号 ブロック (図版96)

本ブロックはX JG15グ リッドを中心に、東西方向7.2× 4mの平面的広がりをもつ。第2092号ブロック

が接する。第2095号ブロックが近接する。遺物は、石器が12点、礫が 1点、総数が13点である。出土層位

は、Ⅲ層～Va層 までだが、ⅡI層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2点、敲石 1点、争J片 9点

である。石材は、無斑品質安山岩、チャー トが多い。

第2094号 ブロック (図版96)

本ブロックはX J114グ リッドを中心に、北東丁南西方向3.2× 2.4mの平面的広がりをもつ。遺物は、

石器総数が 5点である。出土層位は、Ⅲ層～IV層である。器種組成は、争J片 5点のみである。石材は、チ

ャー トと無斑品質安山岩である。

第2092号ブロックと接合資料を共有している。

第2095号 ブロック (図版97)

本ブロックはX JD12グ リッドを中心に、北東一南西方向8.8× 8mの平面的広がりをもつ。第20960
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2097号ブロックが接する。第209202093号ブロックが近接する。遺物は、石器が36点、礫が 1′点、総数が

37点である。出土層位は、Ⅲ層～Vc層 までだが、ⅡI・ Ⅳ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1

点、削器 1点、景J片 30′点、砕片 2点、石核 2点である。石材は、無斑品質安山岩が主体をなす。

第2096号ブロック (図版97)

本ブロックはX IT13グ リッドを中心に、東西方向5.6× 4mの平面的広がりをもつ。第2095号ブロック

が接する。第2097号ブロックが近接する。遺物は、石器が10点、礫が 1点、総数が11点である。出土層位

は、Ⅲ層～Ⅳ層までだが、Ⅳ層が主体である。器種組成は、敲石 1点、景I片 8点、砕片 1点である。石材

は、無斑品質安山岩が主体をなす。

第2097号ブロック (図版97)

本ブロックはX JAllグ リッドを中心に、北東一南西方向 8× 4.8mの平面的広が りをもつ。第2095号

ブロックが接する。第2096号ブロックが近接する。遺物は、石器総数が 7′点である。出土層位は、Ⅲ・Ⅳ

層だが、ⅡI層が主体である。器種組成は、掻器 1′点、景J片 5点、砕片 1点である。石材は、無斑品質安山

岩とチャー トである。

第2098号ブロック (図版98)

本ブロックはX HT13グ リッドを中心に、南北方向9.6× 8。 8mの平面的広がりをもつ。第201502023号

ブロックが近接する。遺物は、石器が10点、礫が36点、総数が46点 である。出土層位は、Ⅲ層～Vb層

までだが、ⅡI層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、石刃 1′点、微細景J離痕のある景J片 1′点、

景J片 7′点である。石材は、チャー トが主体、次いで凝灰質頁岩が多い。

第2099号 ブロック (図版98)

本ブロックはX MS01グ リッドを中心に、東西方向20。 8× 14.4mの平面的広がりをもつ。第202502029

号ブロックが近接する。遺物は、石器が32点、礫が30点、総数が62点 である。出土層位は、Ⅲ層～Vb

層までだが、ⅡI・ Ⅳ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、楔形石器 1′点、微細景J離痕のある

景J片 1′点、景J片 24点、削片 1点、砕片 2点、石核 2点である。石材は、無斑品質安山岩が主体をなす。

Ⅳ層主体の第61号礫群 と重複する。

第2100号 ブロック (図版99)

本ブロックはX NQ04グ リッドを中心に、東西方向 8× 7.2mの平面的広がりをもつ。第2088号ブロッ

クが接する。第2080号ブロックが近接する。遺物は、石器が90点、礫が29点、総数が119点 である。出土

層位は、Ⅲ層～Vb層 までだが、Ⅳ・Va層が主体である。器種組成は、槍先形尖頭器 1′点、斧形石器 1

点、削器 1′点、微細争J離痕のある景J片 2点、敲石 2′点、剥片74′点、砕片 5′点、石核 4点である。石材は、

無斑品質安山岩が主体、次いでチャー トが多い。

第20810404904081号ブロックと接合資料を共有している。

(2)礫群 (図版100～ 112 第21表 )

第 2地点で検出された礫群は60基である。属性は第21表に示した。それらは、地点南側に集中する傾向

にある。

遺存度類型は、礫の完形率を示すが、類型 aは 50%以上が完形、類型 bは 50%以上が遺存度25%以下の

礫、類型 Cは aと bの中間を示す。60基のうち、類型 aは sH153の 1基だけで、第 2地点全体では遺存

度の低い、つまり破損礫の頻度が高いといえよう。

層位類型では、上層から下層へ、類型 1～ 9ま で分けた。類型 1(Ⅲ層)が14基、類型 2(Ⅲ層主体、

一部Ⅳ層)が 5基、類型 3(Ⅲ・Ⅳ層)が15基、類型 4(Ⅳ層主体、一部Ⅲ層)が 6基、類型 5(Ⅳ層)

が17基、類型 6(Ⅳ層主体、一部V層)が 1基、類型 7(Ⅳ・V層)が 2基 と、多くがⅢ・IV層出土であ
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り、Vb層 出土の礫群は明確にはとらえられなかった。

本地点の礫群 は、接合関係 を加味 して考 えると、 4つ のグループにま とめ られ る。地点西か ら

SH141～ 149ま でグループ、SH150～ 157ま でのグループ、SH158～ 172ま でのグループ、SH173～ 194ま で

のグループである。前 2者の方が、礫群間に空間があり、密集度が低い。

各礫群の平面分布をみると、礫が環状に並び、礫群の中央部に認められるものや、弧状の配列 をもつも

のが、いくつか注目される。顕著だと思われる礫群を列挙 してお く。SH64 0 142 0 143 0 147 0 148 0 151 0

1640 166。
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遺構名 点数 方位 規模 重複BL 出土層位 重量
gの

平均

重量gの

合計

遺存度 (%) 遺存度
類型

層位
類型不 明 25

SH146 NE 3.4× 2.4 2033 3,550 13

SH151 25 NW 2.1× 2.4 2047 132 3,310

SH156 23 NE 3.5× 2.6 2043 4,410

SH157 NW 3.1× 2.2 2076 1,762 35,230

SH163 66 NW 8.6× 7.4 2055 377 24,890

SH166 NE 2.4× 1.2 2050 235 5,410

SH168 27 NE 2.7× 2.2 163 4,390

SH180 23 NE 2.7× 1.7 2060 4,774

SH181 NE 3.3× 2.5 2059 4,130

SH182 24 NW 3.6× 2.7 2060 7,630

SH186 16 NE 2.2× 1.1 2060 6,810

SH62 NW 4.8× 3.5 2018 10,340

SH66 NS 1.7× 1.5 2064 555 5,550

SH67 14 NS 2.1× 1.6 2089 289 4,040

SH153 EW 2.1× 1.3 2044 IⅡ >IV 252 9,830

SH164 65 NW 4.6× 3.6 2050 IⅡ >IV 142 9,240 22

SH169 34 NW 2.5× 2.1 2050 IⅡ >IV 191 6,505

SH170 45 NS 3.5× 2.5 2050 IⅡ >IV 115 5,180 C

SH184 44 EW 3.8× 3.4 2060 IⅡ >IV 309 13,285

SH143 EW 5。 7× 8.5 2031 IⅡ OIV 112 28,550 141 46

SH147 NE 14.1 2045 IⅡ・IV 66,015 163 57

SH149 44 EW 2.3× 2.6 2031 IⅡ・IV 147 6,458

SH150 NW 7.5× 3.6 2046 IV 195 12,490

SH152 65 EW 3.8× 2.6 2038 IV 191 12,385

SH159 NS 1.5× 1.5 2052 IV 8,090

SH165 NE 6.3× 5 2050・ 2051 IV 53,385 27

SH174 NS 2× 2 2062 IⅡ・IV 495 7,420

SH176 NW 2.9× 1.6 2062 IⅡ・IV 18,010

SH178 EW 2× 0.7 2062 IⅡ・IV 260 2,600

SH179 200 EW 6.5× 4.1 2059・ 2060 IⅡ・IV 46,285

SH183 NE 2.9× 2 2060 IⅡ・IV 151 1,360

SH185 NS 2.4× 2.4 2060 IⅡ・IV 398 9,545

SH191 NS 2.3× 2.2 2060・ 2061 IⅡ・IV 274 6,018 C

SH193 NS 2.2× 1.5 2062 III・ IV 1,600

SH154 EW 4.3× 3.5 2044 IV>ⅡI 29,620

SH155 117 EW 9。 3× 7.2 2048 IV>ⅡI 258 30,220

SH162 NE 4.3× 2.7 2052 IV>ⅡI 12,060

SH187 EW 2.3× 1.1 2061 Ⅳ >Ⅱ I 1,080

SH188 NE 2.6× 2.1 2060・ 2062 IV>Ⅱ I 5,410

SH190 NW 2.3× 1.5 2061 IV>ⅡI 405 11,330

SH141 NS 4。 1× 4.4 2027 IV 141 13,680 b

SH142 140 NS 4.4× 4.7 2028 IV 25,185 32

SH144 EW 2.5× 1.5 2031 IV 157 2,040

SH145 269 NS 7.3× 4.6 2032 IV 28,775 124 22

SH158 NW 2.8× 2.3 2052 IV 26,045

SH160 NW 3.6× 1.7 2052 IV 8,870

SH161 NS 4.7× 2.7 2075 IV 13,970

SH167 NW 2.4× 1.2 2051 IV 1,780

SH171 NW 2.7× 1.7 2051 IV 8,205 161

SH172 NW 1.7× 1.3 2050 IV 1,490

SH173 22 NW 1.4× 1.1 2062 IV 233 5,120

SH175 NE 1.1× 0.6 2062 IV b

SH177 NW 2× 0.3 2062 IV 4,390

SH189 NS 0.6× 0.5 2060 IV 790

SH194 26 NW 2× 1.2 2062 IV>ⅡI 6,950 b

SH61 NS 8.4× 6.7 2099 IV 23,020 23 1

SH64 NW 5。 9× 5.2 2086 IV 27,420 40 1 141 211

SH59 NW 9× 6.1 2026 Ⅳ>Va 14,070 101 101

SH148 NW 3.2× 3.1 2027 Ⅳ・Va 27,2951 87 1 251 231

SH192 22 NE 2.1× 1.1 2060 IV・ Va 4,230 121 b

第21表 貫ノ木遺跡 第 2地点礫群
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遺 物

(1)ナ イフ形石器 (図版113～ 1280報告番号201～ 3250写真図版19～ 24)

ナイフ形石器は127点 出土した。出土が多かったブロックは BL2020の 5点、BL2045の 6点、BL2048

の11点、BL2050の 7点、BL2060の 8点、BL2063の 5点である。

201は無斑品質安山岩製の大形品である。細部加工は右側縁基部と左側縁先端部にやや大きめの鋸歯状

剥離がみられる。

203は主に背面側からの調整により尖鋭な基部を作 り出している。加工はやや平坦な加工に近い。余J片

景J離軸と石器主軸は一致する。Ⅳ層からV層にかけて多く出土する。同様な特徴をもつ石器は21802220

2330237で ある。

220～ 224は BL2020出±。220は基部・先端加工のナイフ形石器。石刃状の縦長景J片 を用い、打面を基部

側に設け、調整により尖鋭な基部を作 り出している。景J片争J離軸と石器主軸は一致する。調整加工は、大

きさが不ぞろいで、やや大きめの景J離 と細かい争J離の組み合わせで構成されている。同じ特徴をもつナイ

フ形石器は204(BL2005)で ある。

225は、黒曜石製で長さ 9 cmを 測る大形品である。厚手でやや反りのある縦長景J片 を素材として基部と

先端部に調整加工を施している。調整加工は通常の争J離 と微細な景J離が組み合わさっている。左側縁先端

部側に断続的な微細争J離痕がみられる。

226～ 228は無斑晶質安山岩製のナイフ形石器で、第 2地点西端部よりのブロックから出土している。

226は断面三角形で厚手大形争J片の一側縁に粗い大きな鋸歯状の調整加工が施されている。2270228先細り

の縦長景J片の基端に調整加工を施した基部加工のナイフ形石器である。調整争J離は基部を整える程度の通

常景J離である。

230は黒曜石製の縦長景J片 を素材とし、打面を基部側に設け、急斜な調整加工を二側縁に施したナイフ

形石器である。争J片景I離軸と石器主軸は一致する。二側縁加工だが、基部側の調整が大きく、右側縁先端

側はやや小さくなる。刃部側の調整加工は微細である。先端部は折れている。Vb層から出土している

ので、AT降灰以前の石器群に属すると思われる。

236～ 239は BL2044か ら出±。236は石刃状の縦長景J片 を素材とし、打面は先端部側に設け除去される。

余J片争J離軸と石器主軸は一致する。調整争J離の構成は通常争J離 と微細景J離で構成されるが、通常景J離の大

きさにバラツキがあり両者が区分しづらい。237～ 239も 、236と 石材は異なるが同様の素材を用い景J片景J

離軸と石器主軸が一致するナイフ形石器である。

240～ 245は BL2045出土、240の先端部の景J離痕は折れと考えられる。2410244は横長争J片を素材に、

242は寸詰まりの縦長景J片 を素材としたナイフ形石器である。素材の打面が基部から側縁側にややずれる

設け方をしている。無斑品質安山岩製の 2点は調整加工がやや鋸歯状景J離を呈する。、24102420244は 長野

県和田村男女倉遺跡B・ J地点にみられるナイフ形石器の特徴に類似する (和田村教委1974)。

252～ 262は BL2048出土のナイフ形石器である。252～ 253は欠損しているため全体形状は不明だが基部

加工のナイフ形石器で、基部が尖鋭になるように調整されている。255は景J片の打面部を側縁に置き、背

面からの調整加工で打面を除去し、側縁部を形成している。基端側の側縁も同様に背面からの調整による。

ただ左側縁は正方向の調整争J離もあり、側縁の形成には対向争J離がみられる。これにより側縁は急斜にな

る。256～ 25802600262は二側縁加工のナイフ形石器だが、前者同様、急斜で対向調整加工がみられると

いう特徴がある。また基部側に打面を置き、景J片景J離車由と石器主軸が一致する。Ⅳ層を主体に出土してい

る。2590261は弧状に側縁を調整する一側縁加工のナイフ形石器である。
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264～ 274は BL2050 0 2051出 土のナイフ形石器で、中～小形で二側縁加工の ものが特徴的にみ られる

(265026702710272～ 274)。 争J片争J離軸 と石器主軸は一致 しない。また先端部側に打面を設けることが多

い。Ⅲ層を主体に出土し、同じ二側縁加工のナイフ形石器ではあるが、前出の BL2048よ りも上層から出

土する傾向にある。

2780280は BL2055出土で素材景J片 を横に使うタイプである。

286～ 306は BL2060～ 2063か らの出土である。尖鋭な基部を作 り出す基部加工のものが特徴的で、長さ

5 cm以下の小形品 (287029002910293029702990300)と 5 cm以上の中形品 (2920294～ 2960302～ 304)

の 2者がみられる。286と 289は二側縁加工であるが、争J片争J離軸と石器主車由がほぼ一致する点が基部加工

のものと共通するところから、同類とみてよいと考えられる。

(2)台形石器 (図版128～ 1310報告番号326～ 357・ 写真図版24～ 26)

台形石器は33点出土した。出土が多かったブロックは BL2046の 4点、BL2048の 3点、BL2073の 5点

である。調整争J離をみると通常景J離で構成されている例 と平坦景J離や微細景J離がみられる例の 2者がある。

329～ 337は、比較的急斜な調整景J離によって作られている。出土ブロック.は BL20450204602048と 隣接

している。Ⅲ～Ⅳ層の出土が多く、AT降灰以降で従来とらえられていた「切出形石器」や「台形石器」
の仲間と考えられる。357も 同類としてとらえられる。

326～ 3280338～ 356の台形石器には、平坦景J離や微細景J離が顕著に認められ、いわゆる「台形様石器」

の範疇に入ろうか。BL2073か ら5点出土した例を除くと、単発ないし2点ほどの出土状況で、すべてが

AT降灰以前の石器としてとらえられるかは疑間である。出土層位 もⅣ～V層がみられるが、ⅡI層出土も

決して少なくはない。

(3)貝殻状刃器 (図版1320報告番号358～ 3650写真図版26)

貝殻状刃器は 9点出土した。

(4)槍先形尖頭器 (図版133～ 137・ 報告番号366～ 3930写真図版26～ 28)

槍先形尖頭器は36′点出土した。出土層位はⅢ層が18′点、Ⅳ層が13′点とⅢ・Ⅳ層で 8割以上となる。他に

はVa層 で 3点 とVb層で 1点、縄文時代の遺構覆土から1点である。Vb層 の 1点は BL2044出土で、

同ブロックの他の槍先形尖頭器の出土層位から本来の包含層は上層であったと考えられる。出土が多かっ

たブロックは、BL2037の 5点 と、BL2044～ 2046の ブロック群でそれぞれ 4点、 3点、 3点みられた。こ

の 4ブロックは隣接しており、その周囲の BL2039 0 2041 0 20430 2048で も出土がみられ、第 2地′点最高地

点付近に槍先形尖頭器を伴うブロック群がとらえられそうである。

368～ 381が上述のブロック群出土の槍先形尖頭器である。欠損品や未製品が目立つ。BL203702044では

槍先形尖頭器製作時に特徴的にみられるいわゆる「ポイント・フレイク」が顕著に認められたことからも、

このブロック群で槍先形尖頭器の製作がなされていたことは間違いない。

樋状景J離が認められるものが多い (369・ 3710372・ 3740376～ 379)。 369は左縁側に 3回の樋状景J離痕

がみとめられる。左側縁先端に近いところに刃こぼれ状の微細争J離が認められる。371は先端部と基部の

両方に樋状争J離がみられる。樋状争J離の後に器体を調整したような加工はない。両方の樋状争J離面のエッ

ジには刃こぼれ状の微細争j離がみられるが、基部側のほうが顕著である。

3800381は小形で菱形を呈する特異な形態である。やや分厚なところは角錐状石器にその類似性を求め

た方がよいのかもしれない。

385は BL2055出土の黒曜石製両面調整槍先形尖頭器で、Va層 出±。本ブロックは彫器を多く出土す

るブロックで、Ⅲ層～Ⅳ層上部が包含層となることが想定されるので、槍先形尖頭器は単独の混入と考え

たい。
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38603870389の 3点は片面に景J片の主要景J離面を大 きく残す片面調整の槍先形尖頭器で、これらが彫器

に伴う槍先形尖頭器だと考えられる。

(5)斧形石器 (図版137～ 1400報告番号394～ 4020写真図版28～ 30)

斧形石器は11点出土した。BL2011で 2点出土した以外は各ブロック 1点ずつの出土である。394は凝灰

質頁岩の扁平な礫を素材として刃部から左側縁にかけて調整がみられる。素材つまり礫の形状をあまり変

えていない。400も 扁平礫をそのまま用いている同類のものである。398も 表面と裏面の一部に自然面が認

められることから、素材の礫は、やはり扁平なものを利用していたと考えられる。

395は無斑品質安山岩製だが、白色の結晶 Pがある玄武岩に近い石で、同一母岩は他に 1点 (BL2052出

土の削器)があるだけである。両面調整であるが、刃部の研磨痕は認められない。幅広の形態をもち、蛇

紋岩製の斧形石器とは特徴が違う。

396は表面に平坦な景J離がおよび素材の礫面を残さない。刃部の研磨面にみられる線状痕の方向は、石

器主軸に対し、やや斜めである。

397は凝灰質頁岩製で風化が著しく稜線が明瞭でない。図の トーンは磨耗で稜線が明瞭でない部分を示

している。Ⅲ層出土のため縄文時代の所産である可能性もある。

401は、接合資料 GT-4に含まれる。側縁の調整が顕著であったため斧形石器とした。刃部の研磨等も

認められない。製作初期の段階で遺棄されたものと考える。

(6)彫器 (図版140～ 1490報告番号403～ 4550写真図版31γ 33)

彫器は65点出土した。出土層位はⅢ層が36点、Ⅳ層が25点 とⅢ・IV層主体である。Va層になると4点

で、以下の層序では検出されなかった。出土が多かったブロックは、BL2055～ 2063に集中する。なかで

もBL2055と BL2060は 多く、それぞれ13点、20点 と出土した。両ブロックともⅢ層出土数がⅣ層出土数

をしのぐ。おそらく本来の包含層はⅣ層上部にあったと考えられる。

408～ 420は BL2055出±。石刃状の縦長景J片 を素材としている。

(7)揉錐器 (図版1500報告番号4560写真図版33)

揉錐器は 3′点出土した。

(8)掻器 (図版150～ 162・ 報告番号457～ 5040写真図版33～ 36)

掻器は86点 出土した。出土層位はⅢ層38点、Ⅳ層36点、Va層 9点、Vb層 3点であった。出土が多

かったブロックは、BL2019の 9点、BL2025の 9点、BL2036の 6点、BL2045の 13点であった。 それらブ

ロックからの掻器の主体 となる出土層位はⅣ層～Va層 であった。BL2025と BL2036は 掻器・削器が多

く、ナイフ形石器や槍先形尖頭器などの狩猟具 と推定されるような石器は出土をみなかった。また、彫器

との出土ブロックは対照的で、彫器の多いブロックには掻器は少ないという傾向がある。

459～ 461は BL2019出土である。459は板状の争J片の 2ヵ 所に刃部が認められる。調整加工は素材のあ

まり厚 くない部分に、弦長が 3 cmほ どの外湾刃景J離の種類は通常である。460は厚手の景J片 を素材として

いる。下縁部が比較的粗い鋸歯状景J離で構成されているのに対し、右側縁は細かい争J離が観察され、この

2縁は調整景J離の特徴が大きく異なる。461は景J片の薄 くなる部分に小さいながらやや鋸歯状の景J離がみ

られる。図示できなかった 6′点も上記のどれかの特徴にあてはまる。石材は無斑品質安山岩製が多い。こ

れら9点は一見するとあまり共通性がないように思われるが、あまり素材景J片にはこだわらず、刃長 3 cm

程度の外湾する刃部をひとつの単位としてひとつの個体に数ヵ所の刃部を設けた点は共通性がみてとれる。

466～ 471は BL2025出±。一見すると刃部が全周するラウンドスクレイパーのようである。ただ刃部形

成の単位は上述した BL2019の掻器と基本的には変わらない。刃部の景J離を観察すると、大・中・小 (微

細)の景J離が組み合わさっているが、その組み合わさり方が側縁によって異なっている。469では下縁部
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は大～小の景J離が組み合わさっているが、右側縁は大きなやや鋸歯状の景J離で構成されているといった状

況で、剥離の組み合わさり方ごとにみていくと、全周するような刃部をもつものもいくつかの単位に分害J

される。したがって BL2019と BL2025の掻器を上ヒベた場合、単位はほぼ同じであるが、違いはその単位

となる刃部が単発もしくは断続的にみられるか、連続してしまうかだけの違いなのかもしれない。

(9)掻器状石器

掻器状石器は 3′点出土した。

00 削器 (図版163～ 1640報告番号505～ 5140写真図版36)

削器は135点 出土した。出土数の多かったブロックは、BL2045 0 2083の 10点、BL2048 0 2055の 7点、

BL2019 0 2020 0 2043の 5点である。出土層位はⅢ～Ⅳ層が多く、V層出土のものは31点であった。またV

層出土の削器はブロック内で複数イ固出土することがきわめて少なく、ブロックに 1点ずつしか組成しない

という傾向がある。石材は無斑品質安山岩が最も多く63点 とほぼ半数をなす。ついで多いのが黒曜石の23

点、チャー トの18点である。

llll 楔形石器 (図版165～ 1660報告番号515～ 526・ 写真図版37)

楔形石器は85点 出土した。出土数の多かったブロックは、BL2048の 14点、BL2046の 8点、BL2020 0

2083の 7点 である。出土層位はⅣ層が最 も多く35点、以下Ⅲ層26点、Va層 14点、Vb層 9点 と続 く。
Ⅳ～Va層 にかけてピークがありそうである。石材は、チャー トが最 も多く34点、以下無斑品質安山岩
が25点、黒曜石が17点 と続く。

l121 石刃 (報告番号606～ 6150写真図版48)

石刃は84点出土した。出土層位はⅢ層53点、Ⅳ層24点、Va層 7点で、Vb層 からの出土はなかった。

多く出土したブロックは彫器を多く出土したブロックと同じである。打面が観察された55点のうち、打面

形態の内訳は、単景J離打面が20′点、調整打面が17点、複数打面が15点であった。単景J離打面が最 も多かっ

たものの、調整・複数打面とあまり差がない点は、後述する第 304地′点とは異なっている。第 304地

点は、調整・複数打面が少なく、より下層の出土例が目立つ。本地点の石刃は、Ⅲ・Ⅳ層の石刃の特徴を

示しているといえよう。

l131 細石刃 (図版1660報告番号527)

細石刃として認定したものが 1点ある。

00 2次加工のある剥片・微細剥離痕のある剥片・折断剥片

2次加工のある余J片は124点、微細余J離痕のある争j片は203′点、折断景J片は 6点出土した。

l151 敲石 (図版167～ 1700報告番号528～ 5520写真図版38～ 40)

敲石は82点 出土した。出土層位はⅢ層24点、Ⅳ層25点、Va層 23点、Vb層 10点で、ほぼ各層から同

数出土している。出土に大きな偏 りはあまりなく、 4点出土したのが BL2011 0 2043、  3点 出土したのが

BL2029 0 2051 0 2081 0 2083で あった。石材は多様であるが、主なものは、砂岩が41点、安山岩が15′貞、凝

灰岩が15点であった。

00 磨石 (図版1710報告番号553～ 557・ 写真図版40)

磨石は 7′点出土した。

l171 台石

台石は 2点出土した。

00 削片

削片は50点出土した。
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00 剥片・ 砕片

争J片は6175点、砕片は1526点 出土した。

00 石核 (図版172～ 1830報告番号558～ 6050写真図版41～ 47)

石核は431点出土 した。出土層位はⅢ層130点、Ⅳ層174点、Va層 80点、Vb層 47点 であった。各層 と

もに石材は無斑品質安山岩が最 も多い。ⅡI・ Ⅳ層ではチャー トがついで多いが、Vb層 では黒曜石の比率

が高 くなる。出土数が多かったブロックは、BL2048が 33点、BL2020が 32点、BL2046が 28点、BL2083が

22点 などである。

Oつ 原石
原石は12点である。チャートが10点、他に黒曜石と石英が 1点ずつであった。特に集中して出土する傾

向はみられなかった。

4 接合資料 (図版184～ 190)

第 2地点の接合例は195例あった。

本地点では第 4地点との接合例がみられた。地点間を越えて接合したのは以下である。

An-10 :争 J片、石核の接合、BL2016 0 4040 0 4042

An-22 :余 J片、掻器の接合、BL2040 0 4074

An-112:景 J片、掻器、削器の接合、BL2100 0 4049 0 4081

0b-9 :景 J片、微細景J離痕のある景J片の接合、BL2023 0 4042

0b-116:争 J片、石核の接合、BL2020 0 4042

0b-128:余 J片、微細争J離痕のある剥片、石核の接合、BL2005 0 2007 0 4028

Ge-5 :剥 片、石核の接合、BL2040 0 2075 0 4032

Tu-4 :争 J片、石核の接合、BL2007 0 4028

図版187～ 190に 接合資料を図示した。

図版187はチャー トの接合例である。景J片、石核の剥離の進行とともに、分害Jさ れていく。図版1880189

も分割されている例、斧形石器の未製品 Pを 1″点含む。図版190の Ob-127は 掻器と削片の接合例である。

掻器は、樋状争J離を有する尖頭器ともとれるが、先端の作 り出しが明確でなかった。SS-20は 数少ない

縦長景J片の例である。単設打面石核で、打面調整、稜上調整が認められる。大きさはあまり大きくないが、

石刃技法によるものである。Tu-15は 貝殻状の争J片を争J離している例である。
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第 4節 第 3地 点

第 3地点の概要

(1)地形と遺物の分布

遺跡西端に位置し、西向き傾斜の狭いテラス状の台地。仲町丘陵の西南端にもあたり、テラスの下は20

mの急傾斜地になる。第3地′点ではブロックが38ヵ所、礫群が15基発見された。

遺跡最高部の第 2地点から西側約20mの標高差をもつ南北約150m、 東西幅約50mの西向きで南北に長

い比較的狭いテラス範囲を調査した。調査範囲内の地形は南北で 2分される。北半部は比較的傾斜も緩や

かで平坦な面が広かったためブロックが密集して検出された。それに比べ南半部は地層が比較的不安定で

地層は崖錐性の堆積物が混入しており、西向きの埋没谷が数ヵ所みられる。埋没谷はブロック群間に空間

があるところに入る。BL3001と BL3002～ 3008の 間、BL300703008と BL3009の間、BL3009と BL3010の

間中央部に旧谷地形が認められる。

(2)遺物の出土層位 (第22表 )

遺物は I・ Ⅱ層～Ⅵ層まで出土している。遺物は平坦な面に密集すると記したが、地点全体 としては、

西斜面であるため、地層の堆積は全体的に薄 く、特にV層の細分が困難であり、V層一括で取 り上げた遺

物が本地点では多くなっている。

出土層位の点では、Ⅲ層を主体 としていても貫ノ木 I石器文化に属すると考えられるものが多い。このⅢ

層主体となるブロックの共通した特徴は傾斜面に近いこと (30110301503017)や 緩斜面でも分布の範囲

が広いもの (3009・ 3010な ど)で、後世の遺物の流れ等による移動の大きいものと考えられる。

(3)器種組成 (第 23表 )

石器8795′点、礫1764′点が出土した。器種組成は、ナイフ形石器70′点、台形石器89点、貝殻状刃器35′点、

槍先形尖頭器 6′点、角錐状石器 1点、斧形石器20点、彫器13点、揉錐器 2点、掻器15′点、掻器状石器15′点、

厚刃掻器11′点、削器59点、楔形石器28′点、石刃29′点、細石刃 2点、 2次加工のある争J片 154′点、微細景J離

痕のある争J片 426点、折断剥片47点、祗石10点、敲石50点、台石 1点、ナイフ形石器破片 1点、斧形石器

破片 5′点、争J片 5674点、打面再生争J片 5′点、削片 4′点、砕片1658′点、石核343点、原石22点である。

(4)石材組成 (第 24～ 30表 )

石材構成の点では、無斑品質安山岩だけが卓越するブロックとして BL3015 0 3017 0 3019 0 3020 0 3026 0

3027が、黒曜石が卓越するブロックとして BL3023 0 3024 0 3025 0 3028な どがあげられる。

一方、これらのブロックの北倶]に位置する北半部のブロック群の石材は多様である。特定石材にあまり

偏らない傾向がみられる。南半部のブロックが 1～ 3種類の石材が卓越するのと対照的である。この特定

石材にこだわるグループとそうでないグループは時期差になりそうで、前者が古く、後者が新しい。

南半部に接して位置する BL3010～ 3032の ブロック群は、多数のブロック間で接合資料を共有するタイ

プのブロック群で、日向林 B遺跡の類例を考慮すると、上記のブロック群は、環状ブロック群のひとつの

特徴をあらわしていると考えられ、調査範囲外の東側にさらに分布は拡張され、おそらく環状ブロック群

が存在するものと思われる。
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ブロック

石器 礫

I ・ II Ⅳ上 IV Ⅳ下 V Va Vb Vc VI 不明 合計 I・ Ⅱ Ⅲ下 IV上 IV IV下 V Va Vb Vc VI 不 明 撹乱 合計

3001

3002

3003

3004 44

3005

3006

3007 158

3008

3010

3011 35

3012 97 289

3013

3014 145

3015 348

3016 43 152

3017 154

3018

3019 10

3020 215 1074 57

3021 119

3022

3023 123

3024 363

3025

3026

3027 121 104 387

3028 149 439

3029

3030 262

3031 385 168 277 1090

3032 245 432

3033

3034

3035 217

3036 129

3037 241

3038

3外

第22表 貫ノ木遺跡 第 3地点ブロック別出土層位組成表
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ブ
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器
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錐
状
石
器
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形
石
器

彫
器

揉
錐
器

掻
器

掻
器
状
石
器

厚
刃
掻
器

削
器

楔
形
石
器

石

刃

細
石
刃

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
の
あ
る
剥
片

折
断
剥
片

砥
石
敲
石
台
石

ナ
イ
フ
形
石
器
破
片

斧
形
石
器
破
片

剥
片

打
面
再
生
剥
片

削

片
砕
片
石
核
原
石

石
器
小
計

礫
合
計

3001

3002

3003 92

3004

3005

3006 27

3007 158 162

3010

3011

3012 187 57 302

3013

3014 156 236

3015 241 348 376

3016 152

3017 26 154

3018 20 200 82 336 385

3019 135 159

3020 774 1074 98 1172

3021 373

3022 269 284

3023 27 207

3024 363 383

3025 110 117

3026 215

3027 269 52 387 57 444

3028 37 247 73 439

3029

3030 189 42 262 276

3031 22 725 36 1090 1160

3032 37 225 432

50

3034 50

3035 139 23 49 266

3036 129 143

3037 170 241 275

3038 29 577

外 46

合計 426 5674 1658 343 22 8795 963 9758

第23表 貫ノ木遺跡 第 3地点ブロック別器種組成表
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遺

構

番

号

無
斑

品

質

安

山
岩

黒

曜

石

チ

ャ

ー

ト

井
詳
員
百
貧
石

百
貧
石

凝

灰

質

頁

岩

珪

質

凝

灰

岩

凝

灰

岩

緑

色

凝

灰

岩

玉

髄

鉄

石
英

蛇

紋

岩

下

呂

石

水

晶

石

英

粘

板

岩

流

紋

岩

玄

武

岩

ホ

ル

ン

フ

ェ

ル

ス

恥
К
石

安

山

岩

不

明

合

計

5 7 1 1

120。 9 280。 4

5

1

310.4 428.6 225.8 1206.9

1 1

307.5 119.2 948。 0

1 1

248.1 412.1

1

196.0 665.9

385。 3 230。 7 522.6 1246.2 3641.2

7 1

406。 0 423.2 1052.0

1

167.8 9100.0 9479。 0

5

387.7 139。 9 2913.3 3951。 2

0 2232.6 2705。 8

1 1

1959。 4 2206.9

1 1

179。 4 120。 9 940.0 180.0 1602.7

868.0 1266.6 380.6 2540。 8

1 1

1 332.5 351.8 23.5 2800。 3

1 1

491,8 162.8 774。 2 927.7 221.6 3130。 7

1

1538,9 1699.0

1599.0 418.9 117.3 396.1 406。 8 3747.0

1

102.2 129。 5 114,0 292.9 2279。 9

1 1

5454.6 472.6 1313.0 267.0 214.7 2522.3 1398.3 467.8 3475.1 1112.6 16800.3

1 7 1

1274.5 509。 1 124.0 127,3 254.8 1090.0 3606.7

447.8 265.5 330。 3 105。 3 690。 2 721.7 406.5 3165。 8 6311,7

7

892,3 579.5 103.7 1727。 3

229。 2 916.5 121。 2 1295.4

199,3 585。 8

1

2730.8 284.2 3296.3

2485.0 557.6 103。 7 578。 6 4127.2

1199。 2 1173.6 506.6 416.2 3711.0

1

110.5 319.2

1

2833。 1 137.4 1 407.3 3630.6

1 1

7963。 2 1232.9 274.5 520.0 358.7 317.6 128.2 11080。 5

1 1

1085。 8 232.5 395.2 1270。 6 4240.0

1

315。 4 278.2 614.5

1

1638。 3 290.6 276.5 2287.7

1

1242.2 424.9 267.8 377,3 163。 4 131.5 2813.2

999.1 317.9 1 558.1 114.5 121,9 2843.7

1

500.6 212。 2 1161.6 564,6 2687.0

1

1564.6 210.5 1198。 9 1155.0 654。 2 330.8 1394.7 350.0 6936。 4

外
1 1 1

135.5 450.0 251.7 1034.6

合計
1

427月 2 8 13598.8 7111,0 3008.4 2232.4 10929 645.5 11325.7 496.6 1292.8 221.6 354.1 434。 6 23582.7 6229 0 24723.1

第24表 貫ノ木遺跡 第 3地点ブロック別石材組成表 (上段 三点数、下段 :重量 (g))
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第 4節 第 3地 点
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状
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削
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楔
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刃
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の
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断
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敲
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凹
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礫
器

斧
形
石
器
刃
部
破
片

剥

片
砕
片
石
核
原
石

3001

Ob
An
Sa
TS
Ch
Se
Sh
SS

3002 Se

3003

An 34

TS 28

Sh
Tu
ST
SS
Ob
Se

3004

An
TS
SS
Ch
Sh
ST

3005

TS
Ch
Tu
An
Ob
Sa
Se
Sh

3006

TS
An
Sh
Ch
Tu
Sa
ST

3007

An
TS
Sh
Tu 17

SS
ST
Ch
Ag
Ob
Sa
Se

3008

TS
Sh
An
Tu
Sa
SS
ST

3009

Ob
TS
An
Ch

第25表 貫ノ木遺跡 第 3地点石材別器種組成表 1
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第 2章 貫ノ木遺跡
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剥
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剥
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磨
石
凹
石
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礫
器

斧
形
石
器
刃
部
破
片

剥

片
砕
片
石
核
原

石

3009

Ja
Sa
SS
Tu

3010

TS 27

Ch 14

Tu 13

An
Ag
Ob

SS
ST
安山岩

3011

Ob 24

Tu 20

ST
TS
An
Ch
SS

3012

Ob 247 161

An 19

Tu
Ch
SS
ST
TS
Ag
Sh
安山岩

3013

Ob 27

An
Tu
Ch
TS
Sa
Sh
ST
安山岩

3014

Ob 25

An 72

Tu 29 27

ST
Ch
Sa
TS
SS

3015

An 57

Ch
Ob
TS
Tu
ST
SS
Sa

Ａｇ
Ge

3016
TS 45

Tu 32

第26表 貫ノ木遺跡 第 3地′点石材別器種組成表 2
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第 4節 第 3地 点
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磨
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凹
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礫
器

斧
形
石
器
刃
部
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片

剥

片
砕
片
石
核
原

石

3016

An
Ob
Ch
ST
Ag
Cr
Sh
Sl

SS
玄武岩

3017

An
Ob
Ch
TS
SS
Tu
Ag
Sa

3018

An 136

Ob 108

Ch
Tu
TS
Ag
Sa
ST
SS

3019

An 14

Ob 22

Ch
Ag
SS
Tu

Sa
Sh
TS
玄武岩
ST

3020

An 442 342 81

TS
Ch
Tu
Ob 52

ST 27

SS
Se
Ag
Sa
Sh
Cr

安山岩
GT
Ja
Rh

3021

Ob 187 57

An 135

Ch
Sa
Tu
TS

第27表 貫ノ木遺跡 第 3地″点石材別器種組成表 3

一-115-



第 2章 貫ノ木遺跡
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3021

ST
Ag
Ge
Se
SS
安山岩

3022

Ob 67

An 42

Tu 42

TS
Ch 24 17

SS
ST
Sa
Se
Sh
Ag

3023

Ob 166 65 54

An
Ch
Tu
ST
Sa
TS

3024

Ob 324 10 166

An 25

Tu
Ch
Sa
TS

3025

Ob 95

An
Ch
Sa

3026

An
Ob
Ch
Tu
Sa
SS
Ag
TS

3027

An 230 177

Ob 55

SS
Ch
TS
Ag
Tu
Sa

3028

Ob 257 35 117

An
Tu
TS
Ch
ST
SS
Sa
Se
Sh

第28表 貫ノ木遺跡 第 3地点石材別器種組成表 4
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第 4節 第 3地 点
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3028 安山岩

3029

Ob
An 10

Tu
Sa
ST

3030

An 206 167

Ob
TS
Ag
Sa
Ch
SS
Qu
Sh
Tu

3031

An 770 575 159

Ob 257 37 113 47

Tu 25

TS
SS
Sa
Ch
Ho
ST
安山岩
Ag

Qu
Se
Sh

3032

Ob 270 106

An
Tu 22

SS
TS
Sa
Se
Ag
Ch
GT
ST
玄武岩

3033

An
Ob
SS
Ch

3034

SS
TS
Ob
An
Tu
Ja
ST

3035

Ob
An
Ch
TS
SS
Tu

第29表 貫ノ木遺跡 第 3地点石材別器種組成表 5
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3035

Ag
GT
不明

Ho

Sa
Sh

3036

An 54 48

Ch 33 22

Tu 12

TS 11

Ob
Ge
Sa
SS
ST
Sh
安山岩
不明

3037

Ch 84 58

Ob 56 30

An 38

Tu 36

ST
TS
Sa
SS
Ag
GT
Ja

3038

Ch 25

An 121

SS
Ob 46 22

TS
Tu
ST
Ag
Ho
Sa
Se
Sh
安山岩

3外

Ob
An
Ch
Ag
SS
Sa
Se
ST
TS
Tu
安山岩
不明

第30表 貫ノ木遺跡 第 3地点石材別器種組成表 6
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第 4節 第 3地 点

第39図 第 3地点 石器全点
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第 2章 貫ノ木遺跡

第40図  第 3地″点 石器全′点 (BL範囲入 り)
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第 4節 第 3地 点

3034

3033

第41図 第 3地点 ブロック配置図
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第 2章 貫ノ木遺跡

第42図 第 3地点 石材別分布図 1(黒曜石全点 )
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第 4節 第 3地 点
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第43図 第 3地″点 石材別分布図 2(黒曜石原産地別 1)
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第 2章 貫ノ木遺跡
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第44図 第 3地′点 石材別分布図 3(黒曜石原産地別 2)
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第 4節 第 3地 点

第45図 第 3地″点 石材別分布図4(無斑品質安山岩)
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第 2章 貫ノ木遺跡

第46図 第 3地点 石材別分布図 5(チ ャー ト)
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第 4節 第 3地 点

几  例

。:凝灰質頁岩

△ :珪質頁岩

□ :頁岩

第47図 第 3地点 石材別分布図 6(頁岩系 )
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第 2章 貫ノ木遺跡

几  例

・ :凝灰岩

△ :珪質凝灰岩

□ :緑色凝灰岩

第48図 第 3地′点 石材別分布図 7(凝灰岩系 )
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第 4節 第 3地 点

・ :玉髄

○ :蛇紋岩

△ :石英

□ :流紋岩

第49図  第 3地′点 石材別分布図 8(そ の他石材 1)
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第 2章 貫ノ木遺跡

几  例

・ :砂岩

○ :安山岩

△ :水晶

□ :下 呂石

第50図 第 3地′点 石材別分布図 9(そ の他石材 2)
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第 4節 第 3地 点

・ :鉄石英

○ :ホ ルンフェルス

△ :粘板岩

□ :玄武岩

第51図  第 3地′点 石材別分布図10(そ の他石材 3)
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③

Ｏ
Ｆ
①
０

θ

第52図 第 3地′点 礫群 (礫群範囲入 り)
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第 4節 第 3地 点

①
Q77

①

θ ① 17●

第53図 第 3地点 礫群配置図

一-133-一



第 2章 貫ノ木遺跡

遺 構

(1)ブロック

第3001号 ブロック (図版195)

本ブロックは、第 3地点では最南端に位置し、Ⅵ UN02グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸とし

て14.4× 9.6mの楕円形の平面的広がりをもつ。分布密度は希薄である。遺物は、石器が20点、礫が 5点

で総数25点 となる。出土層位は I・ Ⅱ層～Ⅲ層で、 I・ Ⅱ層が主体である。器種組成は、斧形石器 1点、

削器 2点、微細争J離痕のある争J片 1′点、砥石 2点、景J片 9点、砕片 5′点である。石材は、黒曜石 と無斑晶

質安山岩が多い。

第3002号 ブロック (図版195)

本ブロックはⅥ PSllグ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸として4。 8× 4mの平面的広が りをも

つ。分布密度は希薄である。第3003号ブロックが近接する。遺物は、石器が 5点、礫が 2′点で総数 7′点と

なる。出土層位はⅢ層のみの出土である。器種組成は、景J片 5点のみである。石材は、すべて蛇紋岩であ

る。

第3007号ブロックと接合資料を共有している。

第3003号 ブロック (図版195)

本ブロックはⅥ PP10グ リッドを中心に、南北 8× 東西6。 4mの平面的広がりをもつ。第300403007号 ブ

ロックが接し、第300203006号ブロックが近接する。遺物は、石器が89′点、礫が 3点で総数92′点となる。

出土層位はⅢ層～V層で、IV層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、削器 1′点、楔形石器 3点、

2次加工のある争J片 2′点、景J片 66点、砕片13点、石核 3点である。石材は、無斑品質安山岩、凝灰質頁岩

が主体である。

第3004030050300603008号 ブロックと接合資料を共有している。

第3004号 ブロック (図版196)

本ブロックはⅥ PM10グ リッドを中心に、北西10.4×南東6.4mの平面的広がりをもつ。第3003030050

3006号ブロックが接する。遺物は、石器が44点、礫が 4点で総数48″点となる。出土層位はⅢ層～V層で、

Ⅲ層が主体である。器種組成は、削器 2点、 2次加工のある景J片 1点、争J片 31点、砕片 6点、石核 3点、

原石 1′点である。石材は、無斑晶質安山岩、凝灰質頁岩が主体である。

第300303008号ブロックと接合資料を共有している。

第3005号 ブロック (図版196)

本ブロックはⅥ PJ08グ リッドを中心に、直径約9mの円形の平面的広がりをもつ。分布密度は希薄であ

る。第30040300603008号ブロックが接する。遺物は、石器が21′点、礫が 3′点で総数24′点となる。出土層

位はⅢ層～Ⅳ層だが、ⅡI層が主体である。器種組成は、斧形石器 1′点、 2次加工のある景J片 1′点、景J片 18

点、砕片 1点である。石材は、凝灰質頁岩が主体である。

第30030300603008号ブロックと接合資料を共有している。

第3006号 ブロック (図版196)

本ブロックはⅥ PN06グ リッドを中心に、直径約7mの円形の平面的広がりをもつ。第30040300503007

号ブロックが接する。第3003号ブロックが近接する。遺物は、石器が27点、礫が 5点で総数32′点となる。

出土層位はⅢ層～V層でⅣ層が主体である。器種組成は、掻器 1′点、削器 1′点、 2次加工のある争J片 3点、

敲石 1点、争J片 17点、砕片 3′点、石核 1点である。石材は、無斑品質安山岩、凝灰質頁岩、頁岩が多い。

第3003030050300703008号 ブロックと接合資料を共有している。
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第4節 第 3地 点

第3007号 ブロック (図版197)

本ブロックはⅥ PQ06グ リッドを中心に、直径約12mの 円形の平面的広がりをもつ。第300303006号 ブ

ロックが接する。遺物は、石器が158′点、礫が 4′点で総数162点 となる。出土層位はⅢ層～V層で、V層が

主体である。器種組成は、台形石器 1′点、掻器 1′点、削器 2′点、楔形石器 1′点、石刃 1′点、微細景J離痕の

ある争J片 6′点、敲石 3′点、争J片 120′点、砕片16点、石核 7点である。石材は、無斑品質安山岩、凝灰質頁

岩が多く、ついで頁岩が多い。

第300203006号ブロックと接合資料を共有している。

第3008号 ブロック (図版197)

本ブロックはⅥ P101グ リッドを中心に、直径約14mの平面的広がりをもつ。第3005号ブロックが接す

る。遺物は、石器が41点、礫が 3点で総数44′点となる。出土層位はⅢ層～V層で、V層が主体である。器

種組成は、微細争J離痕のある景J片 3点、景j片 34′点、砕片 2′点、石核 2点である。石材は、凝灰質頁岩、頁

岩が主体である。

第3003030040300503006号 ブロックと接合資料を共有している。

第3009号 ブロック (図版198)

本ブロックは、東西方向に走る浅い旧沢地形の南岸にあたり、Ⅵ QJ01グ リッドを中心に、東西方向を

長軸として33.6× 17.6mの平面的広がりをもつ分布密度は散漫で、遺物の多くが沢地形の中に入ってしま

う。その沢地形を挟んで対岸に第3010号ブロックが接する。遺物は、石器が26″点、礫が 5点で総数31点 と

なる。出土層位は I・ Ⅱ層～Ⅵ層で、Ⅲ層が最も多いが、特にピークとはいえない。器種組成は、ナイフ

形石器 1′点、削器 3′点、 2次加工のある景J片 1′貞、微細景J離痕のある景J片 2′点、砥石 1′点、争J片 18′点であ

る。石材は、黒曜石、凝灰質頁岩、無斑品質安山岩の順で多い。

本ブロックからは、旧沢地形との境界あたりから、重さ約10kgの砂岩製砥石が出土している。砥面を

上にしており、当時の原位置を保っているかもしれない。

第3010号ブロック (図版199)

本ブロックはⅥ LN15グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸として16.8× 15.2mの平面的広がりを

もつ。第3009・ 3012号ブロックが接する。第3014号ブロックが近接する。遺物は、石器が81点、礫が10点

で総数91′点となる。出土層位は IOⅡ層～Va層で、Ⅲ層が主体である。器種組成は、楔形石器 1′点、 2
次加工のある景j片 2′点、微細争J離痕のある景J片 3′点、敲石 2′点、景J片 65′点、砕片 3′点、石核 3′点、原石 2

点である。石材は、凝灰質頁岩が主体である。

第301603020号ブロックと接合資料を共有している。

第3011号 ブロック (図版199)

本ブロックはⅥ LB08グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸として16.8× 12。 8mの平面的広がりを

もつ。第3016号ブロックが接する。第3015号ブロックが近接する。遺物は、石器が62′点、礫が13″点で総数

75′点となる。出土層位はⅢ層～V層で、Ⅲ層が主体である。器種組成は、ナイフ形右器 1′点、 2次加工の

ある景J片 2点、微細景J離痕のある景J片 3′点、砥石 1点、景J片 42点、砕片 8点、石核 4点、原石 1′点である。

石材は、黒曜石、凝灰岩が主体である。

第3012号ブロックと接合資料を共有している。

第3012号ブロック (図版200)

本ブロックはⅥ LJ10グ リッドを中心に、北東一南西方向を長軸として16× 10.8mの平面的広がりをも

つ。第301303014号ブロックが接する。遺物は、石器が289′点、礫が13′点で総数302′点となる。出土層位は

I・ Ⅱ層～Ⅵ層で、V層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2′点、台形石器 4点、彫器 1′点、掻器
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1′点、掻器状石器 1′点、削器 3′点、石刃 1′点、 2次加工のある景J片 5′点、微細争J離痕のある景J片 19′点、折

断景J片 1点、争j片 187点、砕片57点、石核 5点、原石 2点である。石材は、黒曜石が主体である。

第3011030140302803032号 ブロックと接合資料を共有 している。

第3013号 ブロツク (図版201)

本ブロックはⅥ L106グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸として16× 9。 6mの平面的広が りをもつ。

第3012030140301603022号 ブロックが接する。第3023号ブロックが近接する。遺物は、石器が55点、礫

が20点で総数75点 となる。出土層位はⅢ層～V層で、IV層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2点、

台形石器 1′点、削器 1点、楔形石器 2点、石刃 1点、 2次加工のある余J片 2′点、微細争J離痕のある景J片 9

点、敲石 2点、景J片 24点、砕片 9点、石核 2点である。石材は、黒曜石が主体である。

第302103022号ブロックと接合資料を共有している。

第3014号 ブロック (図版202)

本ブロックはⅥ LN07グ リッドを中心に、南北方向を長軸として12。 8× 7.2mの平面的広がりをもつが、

東側は調査区外にも広がると思われる。第30120301303023号ブロックが接する。第3010号ブロックが近

接する。遺物は、石器が236′点、礫が15′点で総数251′点となる。出土層位は I・ Ⅱ層
～Ⅵ層で、V層が主体

である。器種組成は、ナイフ形石器 2′点、台形石器 5′点、貝殻状刃器 2′点、掻器状石器 1′点、削器 2′点、

2次加工のある争J片 2点、微細景J離痕のある景J片 12′点、折断景J片 1′点、景J片 156点、削片 1点、砕片44点、

石核 8点である。石材は、黒曜石、無斑品質安山岩が主体であるも

第301203020030260302803031号 ブロックと接合資料を共有している。

貫ノ木 I石器文化に帰属する。

第3015号 ブロック (図版203)

本ブロックはⅥ KT03グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸として12.8× 8mの平面的広がりをも

つ。第3016030170301803020号 ブロックが接する。第3011号ブロックが近接する。遺物は、石器が348

点、礫が28点で総数376′点となる。出土層位は I・ II層～Ⅵ層で、Ⅲ・IV層が主体である。器種組成は、ナ

イフ形石器 1′点、掻器 1′点、削器 2′点、楔形石器 1′点、石刃 2′点、微細争J離痕のある争J片 2′点、敲石 2′点、

景J片 241点、砕片85点、石核 11′点である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

第301603019号ブロックと接合資料を共有している。

第3016号 ブロック (図版204)

本ブロックはⅥ LF04グ リッドを中心に、北東一南西方向を長軸として13.6× 8mの平面的広がりをも

つ。第301103013030150302003022号 ブロックが接する。遺物は、石器が152点、礫が 4点で総数156′点

となる。出土層位は I・ H層 ～V層で、Ⅲ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、台形石器 2

点、斧形石器 1点、掻器 1点、削器 1点、 2次加工のある景J片 3点、微細争J離痕のある景J片 11点、争J片

112点、砕片11点、石核 9点である。石材は、凝灰質頁岩、凝灰岩が多い。次いで無斑品質安山岩、黒曜

石、チャー トが多い。

第3010030150302003022号 ブロックと接合資料を共有している。

第3017号 ブロック (図版205)

本ブロックはⅥ FT20グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸として9.6× 4.8mの平面的広がりをも

つ。第301503018号ブロックが接する。遺物は、石器が154点、礫が21点で総数175点 となる。出土層位は

Ⅲ層～V層で、V層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2点、厚刃掻器 1点、微細景J離痕のある景J

片 3点、余J片 115点、砕片26′点、石核 7点である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

第3018号ブロックと接合資料を共有している。
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第3018号 ブロック (図版205)

本ブロックはⅥ GB19グ リッドを中心に、南北方向を長軸として8。 8× 6.4mの平面的広がりをもつ。第

301503017030190302003026号 ブロックが接する。遺物は、石器が336′点、礫が49′点で総数385′点となる。

出土層位は I・ Ⅱ層～Ⅵ層で、Ⅳ・V層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、斧形石器 1′点、

掻器 1′点、掻器状石器 1′点、楔形石器 3′点、 2次加工のある争J片 5′点、微細争J離痕のある争J片 20′点、折断

景J片 4点、敲石 1点、斧形石器破片 3点、景J片 200点、砕片82点、石核14点である。石材は、無斑品質安

山岩、黒曜石が主体である。

Ⅳ層主体の第86号礫群 と重複する。第301703019030200302103022030240302503028・ 303403035・

3037号ブロックと接合資料を共有している。

第3019号 ブロック (図版206)

本ブロックはⅥ GF17グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸として7.2× 6.4mの平面的広が りをも

つ。第301803020030210302603027号 ブロックが接する。遺物は、石器が135′点、礫が24点で総数 159′点

となる。出土層位はⅢ層～Va層 でⅣ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2点、台形石器 1点、
彫器 1′点、掻器 1′点、削器 2′点、石刃 1′点、 2次加工のある景j片 2′点、微細争J離痕のある余J片 5′点、敲石
2点、景J片 93点、砕片19点、石核 6点である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

Ⅲ層主体の第97号礫群 と重複する。第301503018号ブロックと接合資料を共有している。

第3020号 ブロック (図版206)

本ブロックはⅥ LE01グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸 として12.8× 6.4mの平面的広が りを

もつ。東群 と西群に細分 されそうであるが、境界線が引けず、一括した。遺物分布の密度は高い。第

30150301603018030190302103022号 ブロックが接する。遺物は、石器が1074′点、礫が98′点で総数1172

点となる。出土層位は I・ Ⅱ層～Ⅵ層で、Ⅳ・V層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 3点、台形

石器 4′点、貝殻状刃器 1′点、斧形石器 6′点、掻器 2′点、掻器状石器 2″点、厚刃掻器 1′点、削器 3′点、楔形

石器 2点、 2次加工のある景J片 11′点、微細景J離痕のある争J片 26点、砥石 2点、敲石 2′点、景J片 774点、砕

片184点、石核51点である。石材は、無斑品質安山岩主体で400点 を越える、ついで100′点を越える石材が、

凝灰質頁岩、チャー ト、凝灰岩、黒曜石である。

第30100301403016、 030180302203028号ブロックと接合資料を共有している。

第3021号 ブロック (図版207)

本ブロックはⅥ G118グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸として12× 6。 4mの平面的広が りをもつ。

第3019030200302203023030240302503028号 ブロックが接する。第3027号ブロックが近接する。遺物

は、石器が373点、礫が10点で総数383点 となる。出土層位はⅢ層～Vb層 で、V層が主体である。器種
組成は、ナイフ形石器 2′点、台形石器12′点、貝殻状刃器 1′点、斧形石器 2′点、厚刃掻器 1′点、削器 1′点、

2次加工のある争J片 8′点、微細余J離痕のある争J片 21′点、折断争J片 3′点、敲石 1′点、斧形石器破片 1′点、景J

片180点、砕片136点、石核 4点である。石材は、黒曜石、無斑品質安山岩が主体である。

Ⅲ層主体の第75号礫群、IV層主体の第87号礫群と重複する。第30130301803022030240302503027・

3032号ブロックと接合資料を共有している。

第3022号 ブロック (図版208)

本ブロックはⅥ L101グ リッドを中心に、北東一南西方向を長軸として10.4× 6.4mの平面的広がりをも

つ。第301303016030200302103023号 ブロックが接する。遺物は、石器が269点、礫が15′点で総数284点

となる。出土層位はⅢ層～Ⅵ層で、Ⅳ層が主体である。器種組成は、台形石器 3点、貝殻状刃器 1′点、斧

形石器 2′点、削器 1′点、楔形石器 1′点、石刃 2″点、 2次加工のある争J片 2′点、微細争J離痕のある景j片 21′点、
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祗石 1点、敲石 1点、斧形石器破片 1点、争J片 184点、砕片37′点、石核10点、原石 2′点である。石材は、

黒曜石、無斑品質安山岩、凝灰岩、凝灰質頁岩が多い。

第301303016030180302003021030240303203035号 ブロックと接合資料を共有 している。

第3023号 ブロック (図版208)

本ブロックはⅥ LM02グ リッドを中心に、北西一南東方向を長軸 として12× 6.4mの平面的広が りをも

つ。第3014030210302203024号 ブロックが接する。第3013号ブロックが近接する。遺物は、石器が207

点、礫が 6点で総数213点 となる。出土層位は I・ II層～V層で、V層が主体である。器種組成は、ナイフ

形石器 5′点、台形石器 7点、貝殻状刃器 1′点、削器 2′点、楔形石器 1点、石刃 1点、 2次加工のある争J片

8点、微細争J離痕のある景J片 27点、砥石 1点、台石 1点、景J片 90点、砕片61′点、石核 2′点である。石材は、

黒曜石が主体である。

第3032号ブロックと接合資料を共有 している。

第3024号 ブロック (図版209)

本ブロックはⅥ GN19グ リッドを中心に、直径7.2mの平面的広が りをもつ。第30210302303025号ブロ

ックが接する。遺物は、石器が363点、礫が20点 で総数383点 となる。出土層位はⅢ層～Vb層 で、V層

が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 3点、台形石器 3点、貝殻状刃器 1点、掻器状石器 2″点、削器

1点、石刃 2点、 2次加工のある景J片 10点、微細景J離痕のある争J片 33点、折断争J片 3点、景J片 125点、砕

片177点、石核 3点である。石材は、黒曜石が主体である。

第301803021030220302503026030270302803032号ブロックと接合資料を共有 している。

第3025号 ブロック (図版209)

本ブロックはⅥ GM17グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸 として8.8× 4。 8mの平面的広が りをも

つ。第30210302403028号 ブロックが接する。第3029号ブロックが近接する。遺物は、石器が110点、礫が

7′点で総数117点 となる。出土層位はⅢ層～Vc層 で、Ⅳ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 6

点、台形石器 6点、貝殻状刃器 4点、掻器状石器 1′点、 2次加工のある景J片 4′点、微細景J離痕のある景J片

14点、折断景J片 1点、敲石 1点、争J片 53′点、砕片15点、石核 4点、原石 1点である。石材は、黒曜石が主

体である。

第30180302103024030260302703028号 ブロックと接合資料を共有 している。

第3026号 ブロック (図版210)

本ブロックはⅥ GC15グ リッドを中心に、南北方向を長軸 として7.2× 5.6mの平面的広が りをもつ。第

30180301903027号 ブロックが接する。第3030号ブロックが近接する。遺物は、石器が215点、礫が26点で

総数241点 となる。出土層位はⅢ層～Va層 で、IV層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2′点、貝

殻状刃器 2′点、槍先形尖頭器 1′点、掻器 1′点、削器 1′点、 2次加工のある争j片 4′点、微細争J離痕のある争J

片 5点、折断景J片 2点、敲石 1点、景J片 153点、砕片31点、石核12点である。石材は、無斑品質安 山岩が

主体である。

Ⅳ層主体の第86号礫群 と重複する。第30140302403025030270302803030号 ブロックと接合資料を共

有 している。

第3027号 ブロック (図版210)

本ブロックはⅥ GF14グ リッドを中心に、北西一南東方向を長軸として11.2× 8mの平面的広がりをも

つ。第301903026030280303003031号 ブロックが接する。第3021号ブロックが近接する。遺物は、石器

が387点、礫が57点で総数444点 となる。出土層位はⅢ層～Va層 で、V層が主体であるが、ⅡI・ Ⅳ層も

100点以上の出土がある。器種組成は、ナイフ形石器 5点、台形石器 2点、貝殻状刃器 2点、槍先形尖頭
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器 2点、厚刃掻器 1点、削器 2′点、石刃 3′点、 2次加工のある景J片 9点、微細争J離痕のある景J片 17点、折

断景J片 2点、敲石 3点、争J片 269点、削片 1点、砕片52点、石核15点、原石 2点 である。石材は、無斑晶

質安山岩が主体である。

Ⅲ層主体の第97号礫群 と重複する。第302103024030250302603031号 ブロックと接合資料を共有 して

いる。

本ブロックは、 2時期の礫群 と重複することや、ナイフ形石器、台形石器、槍先形尖頭器 といった一部

時期の異なる可能性のある器種があることから複数の石器文化が重複 していると考えられる。

第3028号 ブロック (図版211)

本ブロックはⅥ GK15グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸として11.2× 8mの平面的広がりをも

つ。第302103025030270303103032号 ブロックが接する。第3029号ブロックが近接する。遺物は、石器

が439点、礫が68点で総数507点 となる。出土層位はⅢ層～Vc層で、Ⅳ・Vb層が主体である。器種組成

は、ナイフ形石器 10′点、台形石器11′点、貝殻状刃器 4′点、槍先形尖頭器 1′点、斧形石器 2′点、彫器 2′点、

掻器状石器 1′点、厚刃掻器 5′点、削器 4′点、楔形石器 1′点、石刃 4′点、 2次加工のある景J片 11′点、微細景j

離痕のある争J片 37点、折断景J片 6点、敲石 2点、ナイフ形石器破片 1点、争J片 247点、削片 1点、砕片73

点、石核14点、原石 2点である。石材は、黒曜石が主体で、ついで無斑晶質安山岩が多い。

Ⅲ層主体の第75号礫群、Ⅳ層主体の第87号礫群と重複する。第301203014・ 30180302003024030250

3026・ 303103032号ブロックと接合資料を共有している。

第3029号 ブロック (図版212)

本ブロックはⅥ GN15グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸として5.6× 2.4mの平面的広が りをも

つ。第302503028号ブロックが近接する。遺物は、石器が33点、礫が 6点で総数39点 となる。出土層位は

Ⅲ層～Vb層で、Vb層が主体である。器種組成は、貝殻状刃器 1点、厚刃掻器 1点、微細余j離痕のあ

る景J片 2′点、砥石 1′点、敲石 1点、争J片 20点、砕片 6点、石核 1点である。石材は、黒曜石、無斑品質安

山岩が多い。

Vb層主体の第90号礫群と重複する。

第3030号 ブロック (図版212)

本ブロックはⅥ GEllグ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸として8.8× 5。 6mの平面的広が りをも

つ。第302703031号ブロックが接する。第302603033号ブロックが近接する。遺物は、石器が262点、礫が

14′点で総数276点 となる。出土層位はⅢ層～V層で、Ⅲ層が主体である。器種組成は、台形石器 3′点、貝

殻状刃器 1′点、掻器 2′点、削器 4点、楔形石器 1点、 2次加工のある景J片 4点、微細争J離痕のある剥片 5

点、敲石 2′点、争J片 189点、砕片42点、石核 8′点、原石 1点である。石材は、無斑品質安山岩が主体であ

る。

Ⅳ層主体の第84号礫群、Ⅲ・Ⅳ層主体の第85号礫群と重複する。第302603033号ブロックと接合資料を

共有している。

第3031号 ブロック (図版213)

本ブロックはⅥ G110グ リッドを中心に、南北方向を長軸として15.2× 12mの平面的広がりをもつ。第

302703028030300303203033号 ブロックが接する。遺物は、石器が1090′点、礫が70′点で総数1160′点とな

る。出土層位はⅢ層～Vc層で、V層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 6点、台形石器 6点、貝

殻状刃器 5′点、角錐状石器 1′点、斧形石器 1′点、彫器 1′点、揉錐器 1′点、掻器 1′点、掻器状石器 3′点、厚

刃掻器 1′点、削器11点、楔形石器 2′点、 2次加工のある景J片 22点、微細争J離痕のある景j片 41点、折断景J片

4点、祗石 1′点、敲石 8点、景J片 725点、砕片209点、石核36点、原石 5点である。石材は、無斑品質安山
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岩770点 と卓越 し、ついで黒曜石257点 で、この 2種の石材で1000′点を越える。

Ⅳ層主体の第80号礫群、 V層主体の第88089号礫群 と重複する。第3014030270302803032号 ブロック

と接合資料を共有 している。

第3032号ブロック (図版214)

本ブロックはⅥ GM09グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸として13.6× 8mの平面的広がりをも

つ。第302803031号 ブロックが接する。第3035号ブロックが近接する。遺物は、石器が432点、礫が66点で

総数498点 となる。出土層位はⅢ層～Vc層 でVb層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 6点、台

形石器 6′点、貝殻状刃器 9′点、彫器 2′点、揉錐器 1′点、掻器状石器 2′点、削器 2′点、楔形石器 1′点、石刃

1′点、 2次加工のある景J片 8′点、微細争J離痕のある争J片 37点、折断景J片 7′点、敲石 4点、争J片 225点、砕

片106点、石核15点である。石材は、黒曜石が主体で、ついで無斑品質安山岩、その他の石材は少数であ

る。

Vb層主体の第90号礫群と重複する。第3012030210302203023030240302803031号 ブロックと接合

資料を共有している。

第3033号ブロック (図版215)

本ブロックはⅥ GE08グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸として4.8× 3.2mの平面的広が りをも

つ。第303103034号ブロックが接する。第3030号ブロックが近接する。遺物は、石器総数50′点となる。出

土層位はⅢ層～Va層で、Ⅲ層が主体である。器種組成は、台形石器 2点、彫器 1点、削器 2点、 2次

加工のある争J片 2点、微細争I離痕のある景J片 4点、折断争J片 2点、景J片 36点、石核 1点である。石材は、

無斑品質安山岩と黒曜石が多い。

Ⅲ層主体の第83号礫群 と重複する。第3030号ブロックと接合資料を共有している。

第3034号ブロック (図版215)

本ブロックはⅥ GF06グ リッドを中心に、南北5.6× 東西4mの平面的広がりをもつ。第303303035号ブ

ロックが接する。遺物は、石器が50点、礫が14点で総数64点 となる。出土層位はⅢ層～V層で、Ⅲ層が主

体である。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、槍先形尖頭器 1′点、彫器 2′点、削器 1′点、石刃 2′点、 2次加

工のある景J片 1点、微細争1離痕のある争J片 3′点、折断争J片 1′点、景J片 32点、砕片 2点、石核 4点である。

石材は、珪質頁岩、凝灰質頁岩、黒曜石が多い。

Ⅲ層主体の第82・ 83号礫群と重複する。第301803037号ブロックと接合資料を共有している。

第303b号ブロック (図版215)

本ブロックはⅥ GE01グ リッドを中心に、北西一南東方向を長軸として28× 18.4mの平面的広がりをも

つ。第3034号ブロックが接する。第30320303603037号 ブロックが近接する。遺物は、石器が217点、礫が

49点で総数266点 となる。出土層位はⅢ層～V層で、Ⅲ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、

台形石器 5点、斧形石器 1′点、掻器状石器 1′点、削器 1′点、楔形石器 3′点、 2次加工のある景j片 2′点、微

細景J離痕のある景J片 18点、折断景J片 5点、敲石 2点、争J片 139点、削片 1点、砕片23点、石核14点、原石

1点である。石材は、黒曜石、無斑品質安山岩が主体である。

Ⅲ下層主体の第77号礫群、Ⅳ層主体の第81号礫群と重複する。第30180302203037号 ブロックと接合資

料を共有している。

第3036号 ブロック (図版216)

本ブロックはⅥ BE16グ リッドを中心に、東西方向を長軸として6。 4× 5.6mの平面的広がりをもつ。第

303703038号ブロックが接する。第3035号ブロックが近接する。遺物は、石器が129点、礫が14点で総数

143′点となる。出土層位はⅢ層～V層で、Ⅲ層が主体である。器種組成は、掻器 2点、楔形石器 2点、 2
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次加工のある景J片 2点、微細景J離痕のある景J片 1点、敲石 4′点、景J片 102点、砕片 7′点、石核 9′点である。

石材は、無斑品質安山岩が主体である。

Ⅳ層主体の第78号礫群 と重複する。第3037号ブロックと接合資料を共有 している。

第3037号 ブロック (図版216)

本ブロックはⅥ BG16グ リッドを中心に、南北方向を長軸として7。 2× 6。 4mの平面的広がりをもつ。第

3036号ブロックが接する。第303503038号ブロックが近接する。遺物は、石器が241点、礫が34点で総数

275点 となる。出土層位はⅢ層～V層 で、各層ともほぼ同数の出土である。器種組成は、台形石器 2点、

斧形石器 1点、細石刃 1点、 2次加工のある争J片 4点、微細景J離痕のある景J片 5′点、争J片 170′点、打面再

生景I片 2′点、砕片29点、石核26点、原石 1′点である。石材は、チャー ト、黒曜石、無斑品質安山岩、凝灰

岩が多い。

第301803034030350303603038号 ブロックと接合資料を共有している。

第3038号 ブロック (図版217)

本ブロックはⅥ BC13グ リッドを中心に、北西一南東方向を長軸として14。 4× 12mの平面的広がりをも

つ。第3036号ブロックが接する。第3037号ブロックが近接する。遺物は、石器が529点、礫が48点で総数

577点 となる。出土層位はⅢ層～V層で、各層ともほぼ同数の出土である。器種組成は、ナイフ形石器 3

点、台形石器 3′点、斧形石器 1点、彫器 3点、削器 1′点、楔形石器 3点、石刃 8点、細石刃 1′点、 2次加

工のある争J片 8点、微細景J離痕のある景J片 4点、折断景J片 5点、敲石 3点、争J片 383点、打面再生景J片 3

点、砕片71点、石核29′点である。石材は、チャー ト、無斑品質安山岩、珪質頁岩が多く、黒曜石、凝灰質

頁岩がこれに続 く。

IV層主体の第78号礫群と重複する。第3037号ブロックと接合資料を共有している。

(2)礫群 (図版218～ 2220第 31表 )

第 3地点では、15基の礫群が検出された。遺存度類型、層位類型の設定については第 3節第 2地′点の礫

群の項を参照されたい。ただ層位類型で、第 2地点には類型 8(Vも しくはVa層 )、 類型 9(Vbも

しくはVc層 )がなかったが、本地点ではやはりV層 を主体とする礫群がみられる。SH88089090は 完形

礫が多く、あまり点数も多くない。下層石器群に伴う礫群に多いタイプである。SH90は 配石か。上層の

礫群は、完形率が低い点は第 2地点と共通する。

遺構名 点数 方位 規模 重複BL 出土層位
重量gの

平均

重量gの

合計

遺存度 (%) 遺存度

類型

位

型

層

類不明 25 100

SH82 NS 5。 1× 5。 1 3034 20,780 25 C

SH75 NE 5.5× 4.2 3028 IⅡ >IV 40,681

SH77 NS 2.5× 1:7 III下 442 4,860

SH83 25 EW 4.4× 5。 8 IⅡ >IV 393 9,830

SH97 NS 5.3× 5。 4 3027 IⅡ >IV 18,954

SH85 EW 4.7× 4.4 3030 IV 307 23,940 C

SH78 107 NS 5.2× 5 3038 IV 21,260

SH80 104 NS 6× 5.3 3031 IV 46,840 C

SH81 EW 4.2× 5.5 3035 IV 284 24,460

SH84 NS 2.4× 2.3 3030 IV 246 8,850

SH87 NE 4.7× 2.1 3028 IV 485 19,870 C

SH86 NE 5。 1× 3.5 3026 Ⅳ >V 407 23,990 C

SH88 NS 5.3× 4.6 3031 V 8,460

SH89 NS 2.1× 1.3 V 325 4,880

SH90 EW 3.4× 2.2 3032 Vb 2,668 21,340

第31表 貫ノ木遺跡 第 3地点礫群
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(1)ナ イフ形石器 (図版223～ 2310報告番号701～ 769・ 写真図版49～ 53)

ナイフ形石器は70点出土した。出土層位はⅢ層 9点、Ⅳ層18点、V層全体で42点 (う ち層序細分ができ

たものではVa層 8点、Vb層 10点、Vc層 1点)であった。圧倒的にV層 出土のナイフ形石器が多い

傾向を示す。出土の多いブロックは BL3023～ 3032の 第 3地点中央のブロック密集部で、 5～ 10点の出土

量であった。石材は、黒曜石が51点で最も多い。

特徴的な類型は、縦長景J片、寸詰まりの縦長余J片 を素材とし、打面を基部側に設け、基部付近をやや扶

るように調整加工を施すもので、先端にはほとんど加工を施さないが、尖るような素材を選択していたと

考えられる。調整景J離の方向には正方向景j離・反方向景J離・錯向争J離などバラエティーがある。調整争J離

の種類は、平坦争J離 と微細争J離がみられる。平坦余J離を用いるものは、70407190721072307260731～ 7350

73907440745074707490750075407560761。 微細景J離を用いるものは7160722072407250727～ 7300

74207430746074807570758・ 7600762。 これらのナイフ形石器は、佐藤宏之氏によれば台形様石器Ⅱ

類に相当し (佐藤1989)、 後期旧石器時代前半期に特徴的な石器といえよう。また、出土するブロックは、

BL3020～ 30280303103032の 環状ブロック群内である。

706～ 7080752は 上記のナイフ形石器よりも縦長の素材を用いたもので、調整加工は基部に施す。分布が

BL3013 0 3014 0 3031と 、環状ブロック群の外縁側のブロックに出土する傾向にある。

7030709071207150737・ 7380764・ 765は二側縁加工のナイフ形石器であるが、景J片剥離軸と石器主

軸が一致するタイプである。分布は環状ブロック群の外縁側のブロックにみられる。

(2)台形石器 (図版231～ 2400報告番号770～ 854・ 写真図版53～ 59)

台形石器は89点出土した。出土層位はⅢ層20点、Ⅳ層30点、V層全体で49点 (う ち層序細分ができたも

のではVa層 4点、Vb層 7点)であった。V層出土の台形石器が多い傾向を示す。出土の多いブロッ
クは第 3地点中央のブロック密集部で、 5点 を越えるブロックが多いが、特に BL3021と BL3028は 10点

を越える数が出土している。石材は、黒曜石が67′点で最も多く、ついで無斑品質安山岩が11′点であった。

本地点の台形石器は、素材争J片の特徴とその用い方、調整争J離の種類から6類に分けられる。

l類 :景J片 もしくは横長の景J片 を用い、打面は側縁に置き、調整加工は通常景J離を施す。14′点みられた。

77007730784～7870798080008270834～ 83608450854が相当する。分布は770077308450854の 4点

を除き環状ブロック群からの出土である。

2類 :彙J片 もしくは横長の景J片 を用い、打面は側縁に置き、調整加工は平坦争J離を施す。23点みられた。

7720774077507780779078107820795-7970801080508060805080608250831084108470848・

84908510853が相当する。

3類 三余J片 もしくは横長の争J片 を用い、打面は側縁に置き、調整加工は微細争J離を施す。 7点みられた。

7800809081008140826082808290846が 相当する。

4類 :寸詰まりの縦長景J片 を用い、打面を基部側に置き、基部を中心に加工を施す。先端部は開き、台形

状を呈す。調整加工は通常景J離を施す。本例は例外的で、846の 1点のみであった。同様な素材の用い方を

するのは以下の 2類に多い。

5類 :寸詰まりの縦長剥片を用い、打面を基部側に置き、基部を中心に加工を施す。先端部は開き、台形

状を呈す。調整加工は平坦余J離を施す。23点みられた。789～ 79207990802～ 8040808081108120817・

81808200821～ 824084208500852が相当する。

6類 :寸詰まりの縦長景J片 を用い、打面を基部側に置き、基部を中心に加工を施す。先端部は開き、台形

物壼退
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状を呈す。調整加工は微細争J離を施す。16点みられた。77107760788079307940807・ 813081908300

8320837～ 84008430844が 相当する。

(3)貝殻状刃器 (図版241～ 244・ 報告番号855～ 8880写真図版59～ 60)

貝殻状刃器は35点出土した。出土層位はⅢ層 2点、Ⅳ層 9点、V層全体で24点 (う ち層序細分ができた

ものではVa層 4点、Vb層 15点)であった。V層のうちでもVb層 出土のものが多い傾向を示す。出

土するブロックは BL3020～ 3032の 第 3地点中央のブロック密集部にほとんど限られる。他には隣接する

BL3014で 2点出土したのみである。

(4)槍先形尖頭器 (図版244～ 245・ 報告番号889～ 8930写真図版60)

槍先形尖頭器は 6点出土した。出土層位はすべてⅢ層であった。出土ブロックも特に集中することがな

い。本地点では製作を伴うようなブロックは形成されなかったと考えられる。

(5)角錐状石器

BL3031のⅢ層から黒曜石製の角錐状石器が 1点出土したのみである。

(6)斧形石器 (図版245～ 2520報告番号894～ 9110写真図版61～ 64)

斧形石器は20点出土した。うち 1点は粘板岩製の片刃石斧でその特徴から神子柴型石斧と考えられる

(897)。 出土層位もⅢ層であった。したがってその 1点 を除いた19点が後期旧石器前半期の斧形石器 と認

定した。出土層位はⅢ層 4点、Ⅳ層 5点、V層全体で 9点 (う ち層序細分ができたものではVa層 1点、

Vb層 1点)であった。Ⅲ・Ⅳ層の出土もあるが、それらは本来V層のものが浮き上がったと思われる。

BL3020では 6点 もの斧形石器が集中して出土しているが、他はブロックに 1～ 2点である。

大きさは894～ 8960901に小形の一群があり、それ以外の通常から大形品と分けられよう。小形の一群に

ついては、大形品の再生品という考え方もできるが、894や 901にみられる自然面の残存状況から扁平で小

形の礫であったことが推察されることから、当初から小形品を製作する意図があったといえよう。

野尻湖全体で斧形石器はほとんどが蛇紋岩製であるが本地点では非蛇紋岩製のものが目立つ。8980

90509100911は砂岩製、903は凝灰岩製、908は凝灰質決頁岩製である。特に、9030905は 同一母岩の景J片

がみられ、接合もしている。

(7)彫器 (図版253～ 2550報告番号912～ 9220写真図版64～ 65)

彫器は13点出土した。出土層位はⅢ層 8点、Ⅳ層 5点 とすべてⅢ・Ⅳ層に限られる。第 3地′点では北半

部側の3030番台のブロックから出土する傾向がある。

(8)揉錐器

揉錐器は 2′点出土した。BL3031はⅣ層から黒曜石製のものが、BL3032は Ⅲ層から珪質頁岩製のものが

それぞれ出土した。

(9)掻器 (図版256～ 2580報告番号923～ 9330写真図版65)

掻器は15′点出土した。出土層位はⅢ層 8′点、IV層 2′点、V層 5′点であった。石材はⅢ・Ⅳ層が凝灰岩・

黒曜石・凝灰質頁岩・無斑品質安山岩といった多様な石材を用いるのに対し、V層では無斑品質安山岩が

主体 となっている。石材により掻器には特徴に違いがありそうである。

92309240927～ 929は通常の厚さの景1片 を用い、通常から微細な景J離で刃部を形成している。無斑晶質

安山岩以外の石材を使用している。

92609300933は無斑品質安山岩の厚手の景J片 を素材としている。92509310932は V層出土のもので、

やや鋸歯状になる強い景J離で部分的かつやや直線的な刃部を形成している。第 2地点に特徴的にみられた

掻器に類似する。
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00 掻器状石器 (図版259～ 2600報告番号934～ 9450写真図版65～ 66)

掻器状石器は15点出土した。出土層位はⅢ層 1点、Ⅳ層 5点、V層全体で 9点 (う ち層序細分ができた

ものではVa層 1点、Vb層 2点)であった。V層の出土数が多い。出土するブロックは BL3020～ 3032

の第 3地点中央のブロック密集部とその外周部である。石材は、 1点だけ無斑品質安山岩を用いているが、

他はすべて黒曜石である。

0つ 厚刃掻器 (図版260～ 2610報告番号946～ 9550写真図版66)

厚刃掻器は11点出土した。出土層位はⅢ層 2点、Ⅳ層 3点、V層全体で 6点 (う ち層序細分ができたも

のではVa層 2点、Vb層 4点)であった。V層の出土数が多い。出土するブロックは BL3020～ 3032の

第 3地点中央のブロック密集部とその外周部である。石材は、 1点だけ珪質頁岩を用いているが、他はす

べて黒曜石である

OD 削器 (図版262～ 2660報告番号956～ 969・ 写真図版66)

削器は59点出土した。出土層位はⅢ層20点、Ⅳ層23点、V層全体で13点 (う ち層序細分ができたもので

はVa層 5点、Vb層 1点)であった。Ⅲ・IV層 が多い。各ブロックか ら 1～ 3点 出土 している。

BL3031で 11点出土しているが、本ブロックは総点数も多く、特に削器だけを多く出すということではな

いようだ。石材は、無斑品質安山岩が24′点、黒曜石が18点でこの 2種の石材が主体をなす。

00 楔形石器 (図版266～ 2680報告番号970～ 9820写真図版66)

楔形石器は28点出土した。出土層位はⅢ層 8点、Ⅳ層 8点、V層全体で11点であった。第 3地点の各ブ

ロックから出土数に偏ることなく (各ブロックとも1～ 2点)み られる。使用石材の主なものは、黒曜石

10′点、チャー ト9点、無斑品質安山岩 5′点である。

00 石刃 (報告番号1099～ 11050写真図版82)

石刃は29点出土した。出土層位はⅢ層 6点、Ⅳ層13点、V層全体で10点であった。Ⅳ層からV層にかけ

てピークがありそうである。BL3038か ら8点出土している。Ⅳ・V層からの出土である。打面形態が観察

されたものは21点あり、調整もしくは複数打面は 5点中 4点が BL3027 0 3028 0 3032 0 3034の Ⅲ・IV層出土

石刃にみられ、単争J離打面は15点がそれ以外のブロックで主にV層から出土している傾向がみられる。

00 細石刃 (図版2680報告番号983～ 9840写真図版66)

細石刃として認定したものが 2点ある。BL3037 0 BL3038か らの出土で、 2点 とも黒曜石製である。た

だ出土層位はV層である。

00 2次加工のある剥片・微細剥離痕のある剥片・折断剥片

2次加工のある余J片は154点、微細景J離痕のある景J片は426点、折断景J片は47点出土した。

2次加工のある景J片は、他の地′点と同様に、出土層位、ブロック、石材に際立った偏 りはなく、地′点の

全体的傾向に比例する。

微細争J離痕のある余J片の主な出土層位は、Ⅲ層94点、Ⅳ層113点、V層全体で214点 (う ち層序細分がで

きたものではVa層 52点、Vb層 2点)で、V層に多い傾向がある。石材は黒曜石が363点 と、圧倒的に

多い。各ブロックから出土しているものの、やはりBL3020～ 3032の地点中央ブロック密集部より数多く

出土している。

折断景J片の出土層位は、Ⅲ層 6点、Ⅳ層11点、V層全体で30点 (う ち層序細分ができたものではVa

層 5点、Vb層 8点)で、微細景j離痕のある剥片と同様、V層 に多い傾向がある。石材も黒曜石が多い。

OD 砥石 (図版269～ 2710報告番号985～ 989・ 写真図版67)

祗石は組成表上では10′点出土しているが、全体形状が把握できるのは 5点で、それらを図示した。図示

できなかった 5点はⅡ・Ⅲ層の出土で、小破片のため特徴がとらえづらかった。赤化しているものあり、
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礫群等に転用されていることも考えられる資料である。これらの状況から図示できなかった 5点は縄文時

代以降のものを含む可能性があることも才旨摘 してお く。

985は、BL3009出土、重量9100gの 大形祗石である。研磨面は表面の 1面だけである。縦断面形は中央

部の方がやや くぼむ形態をもつ。98609870989は 上下縁辺部の方が減る形態 とは対照的である。一見する

と石皿 と形態が似ている。また研磨面は部分的ではあるが、赤褐色に変色している箇所が観察される。

986は凝灰岩製で、他の砥石と石材が違う。BL3011のかなり傾斜のある面で、Ⅲ層から出土している。

破片が周囲から出土しており、接合したが、完全な形にまでは戻らなかった。他の祗石とくらべ出土層位

も浅いことから旧石器時代終末期以降の所産である可能性もある。

987は表裏両面に研磨面をもつ。磨 り減 り方が著しい。988は あまり磨 り減っていないが研磨範囲は明瞭

に区別できる。989も まだあまり磨 り減ってはいないが、988と 比べ局所的に磨 り減っており、これらの違

いは対象物の違いを反映しているものかもしれない。

00 敲石 (図版271～ 2730報告番号990～ 999・ 写真図版68)

敲石は50点出土した。主な出土層位は、Ⅲ層 8点、Ⅳ層13点、V層全体で27点 (う ち層序細分ができた

ものではVa層 5点、Vb層 8点、Vc層 1点 )であった。出土数が多かったブロックは BL3031で 8点、

BL3032で 4点 と隣り合う2つのブロックでまとまった出土をみた。

00 台石

台石は BL3023よ り1点出土した。

(201 削片

削片と認定したものは 4点出土した。

01)剥片・砕片

彙J片は5674点、砕片は1658点 出土した。

OD 石核 (図版273～ 294・ 報告番号1000～ 10980写真図版69～ 82)

石核は343点 出土した。主な出土層位は、Ⅲ層71点、Ⅳ層112点、V層全体で156点 (う ち層序細分がで

きたものではVa層 16点、Vb層 27点 )、 Ⅵ層 2点 であった。主な石材は多い順に、無斑品質安山岩100

点、黒曜石93点、チャー ト64点、凝灰質頁岩33点、凝灰岩30点であった。出土数の多かったブロックは、

第 3地点中央ブロック密集部の BL3020で 51点、BL3031で 36点 と非常に多い。石材は BL3020ではチャー

ト、凝灰質頁岩が13点、無斑品質安山岩が10点で黒曜石が 7点であまり多くない。BL3031は 無斑品質安

山岩21点、黒曜石12点であった。地点北隅のブロックでも多数出土したブロックがある。BL3038で 29点、

BL3037で 26′点である。

OЭ 原石

原石は22点である。

4 接合 資料 (図版 295～ 305)

第3地点の接合資料は183例 525点 あうた。図版295の全石材分布図をみるとBL3012～ 3032の地点中央

部に密集するブロック群 (環状ブロック群)内での接合が多い。石材別には黒曜石と頁岩・凝灰岩系の石

材が離れたブロック間で顕著に接合しいている。

Ch-113は 、景J片 と石核の接合例。残核の形状はチョッピング・ トゥール状であるが、接合状態からは、

交互景J離ではなく、一定程度打面を固定 して横方向に並列争J離 (竹岡1989)が行われている。

Ob-26015034015001510450560152は環状ブロック群を中心 とした接合例。一定程度打面を固定 し

て並列剥離を行い、縦長 もしくは寸詰まりの縦長景J片 をとっている。
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第2章 貫ノ木遺跡

SS-50は、景j片 と石核の接合例。円礫 を素材 として、打面を作出、

でいる。打面再生が行われている。

TS-14は、縦長景1片の接合例。打面調整はみられない。

打面は固定され縦長の争J片 を最jい

第 5節 第 4地 点

第 4地点の概要

(1)地形と遺物の分布

第 2地′点北端から比高10mほ どの傾斜地をへて、北向きの平坦面が本地′点である。高速道本線部分に接

しバイパス用地が続き、発掘調査も同時に行われた。南北約160mに わたって、連綿とい遺物が確認され

た。検出された遺構は、ブロックが100ヵ 所、礫群が50基みられた。他に本地′点では、炭化物集中が約10

ヵ所検出された。

第 4地点が緩やかな北斜面であることは先にも言己述したが、北端部分は急激に傾斜して低地部にいたる。

その急斜面を下ったところに残されたブロックが BL4005と BL4100である。他のブロック台地上である。

それ らは座標90880付 近 を境に北半部 と南半部のブロック群 に大 きく分 け られ る。北群 と南群

(BL4026～ 4030以南)と いうことで比較してみる。遺物の密集度では北群は全体的に希薄なブロックが多

かった。接合関係は、北群はほとんどブロック間の接合資料の共有がないのに対し、南群は接合関係が著

しかった。礫群 との重複では、北群が重複することが多かった。

(2)遺物の出土層位 (第32表 )

遺物は I・ Ⅱ層～Vc層 まで出土している。全体的な石器の出土数は、Ⅲ層が1927点、Ⅳ層が3349点、

Va層が3151点、Vb層が3335点、Vc層が372点、V層一括が1041点 と、Ⅳ～V層の各層ともに3000点

以上出土している。この第4地点は南に控える頂上部 (第 2地点)か らの土の流入が多かったことが推定

され、各土層 ともに堆積は厚かった。Vc層 の遺物数が多いのが本地点で目立つ ところであるが、

BL4016に まとまっている。

(3)器種組成 (第33034表 )

石器13206点、礫3107点 が出土した。

ナイフ形石器74′点、台形石器58′点、貝殻状刃器30′点、槍先形尖頭器 9′点、斧形石器22′点、彫器 9′点、揉

錐器 3′点、掻器52点、掻器状石器30点、厚刃掻器6点、削器123点、鋸歯縁状削器 5点、楔形石器135′点、

石刃61点、 2次加工のある余J片 325点、微細景I離痕のある景J片 270′点、折断景J片 75点、砥石 13′貞、敲石104

点、磨石 4′点、凹石 1′点、台石 14′点、礫器 1′点、ナイフ形石器破片 1′点、斧形石器破片 1′点、斧形石器刃

部破片 2点、掻器破片 1点 肖j器破片 1′貞、折断景J片破片 1′点、楔形石器破片 1′点、砥石破片 4′点、争J片

7515′点、削片7点、砕片3568点、石核635点、石核破片 5′点、原石40点である。

(4)石材組成 (第 35～ 46表 )

13200点余の遺物総重量は261kg以上になる。その主要な石材は、無斑品質安山岩が6853点 で96。 4kgで

あった。次いで多かったのは、黒曜石が2682点で13kg、 チャー トが1777点 で23.43kg。 凝灰質頁岩、頁岩

は点数的には、それぞれ372点 と342点で前記の石材に比べ少ないが、総重量は10kgを越えている。これは

第 2地点と同じ傾向にある。

分布上の偏 りは、無斑品質安山岩にはあまりみられない。黒曜石は地′点の南群のさらに東寄りに、やや

偏るのに対し、チャー ト、頁岩・凝灰岩系の石材は西寄 りに多い。

一-146-―



第 5節 第 4地 点

第32表 貫ノ木遺跡 第 4地点ブロック別出土層位組成表
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第37表 貫ノ木遺跡 第 4地点石材別器種組成表 1
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第 5節 第 4地 点

ブ

ロ
ッ
ク

材

質
合
計

ナ
イ
フ
形
石
器

台
形
石
器

貝
殻
状
刃
器

槍
先
形
尖
頭
器

角
錐
状
石
器

斧
形
石
器

彫
器

揉
錐
器

掻
器

掻
器
状
石
器

厚
刃
掻
器

削
器

鋸
歯
縁
状
削
器

楔
形
石
器

石
刃

細
石
刃

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
痕
の
あ
る
剥
片

折
断
剥
片

祗
石
敲
石
磨
石
凹

石
台
石
礫
器

斧
形
石
器
刃
部
破
片

剥

片

砕

片
石
核
原
石

1

1

1

1

1

4012

An
Ch
Ａ

一
1

Ob
TS

4013

Ch
An
SS
Ob
Tu

Sa
TS
Sh
ST

安山岩

4014

Ob
An
Ch

SS 1

Tu

安山岩

4015

Ch 1 1

Ob
An
Se
Tu
GT
SS 1

TS

4016

299

Ob 1

SS 1

Tu
An
ST 1

Sa
Se

4017

An
Ob
Ag
TS 1

Tu

4018

An
Ob 1 5

Ch
Tu
SS
TS
Ag
Sa
ST

4019

An 1

Tu
SS

4020

Ch
An
TS
Tu 1

Ob

Sa
Sh
SS
ST

4021

Ch
An
Ob

Tu

4022

TS
An 1

Ch 1

Ob 1

第38表 貫ノ木遺跡 第 4地点石材別器種組成表 2
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第 2章 貫ノ木遺跡

ブ

ロ
ッ
ク

材

質
合
計

ナ
イ

フ
形
石
器

台
形
石
器

貝
殻
状
刃
器

槍
先
形
尖
頭
器

角
錐
状
石
器

斧
形
石
器

彫
器

揉
錐
器

掻
器

掻
器
状
石
器

厚
刃
掻
器

削

器

鋸
歯
縁
状
削
器

楔
形
石
器

石

刃

細
石
刃

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
痕
の
あ
る
剥
片

折
断
剥
片

砥
石

敲

石

磨

石
凹
石

台

石
礫
器

斧
形
石
器
刃
部
破
片

剥
片
砕
片
石
核
原
石

4023

An 1 1

TS
Ch 1

Ob 1

Ge

Tll

4024

TS
An 1

1

Oh 1

Sa
Tu

4025

An

Ob

Ch 1
1

Sa
SS

ST

TS 1

4026

An
Ch
Ob

SS

4027

Ob
An
TS 1

Ch 1

Ag

Sa 1

SS

4028

Ob 1

An

Sh

Tll

Aσ 1

SS 1

4029

An 7

Ob 2

TS
Ag

Tu

4030

An 1

1

TS
Ch

Tu

安山岩

4031

An 108

Sh

Ag
Ch
Ob 1

TS

ST

4032

An 1 35

Ag
Ch

Ob 1

SS
TS
Ge
Ou 1

Sh

安 山岩

4033

An
Ob 1

Ag
TS
Ch
Sh
SS 1

Sa
ST
Tu

第39表 貫ノ木遺跡 第 4地点石材別器種組成表 3
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第 5節 第 4地 点

ブ

ロ
ッ
ク

材

質
合
計

ナ
イ
フ
形
石
器

台
形
石
器

貝
殻
状
刃
器

槍
先
形
尖
頭
器

角
錐
状
石
器

斧
形
石
器

彫
器

揉
錐
器

掻
器

掻
器
状
石
器

厚
刃
掻
器

削
器

鋸
歯
縁
状
削
器

楔
形
石
器

石

刃

細
石
刃

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
痕
の
あ
る
剥
片

折
断
剥
片

砥
石
敲
石
磨
石
凹
石

台

石
礫
器

斧
形
石
器
刃
部
破
片

剥
片

砕

片
石
核
原
石

4034

Ａｎ
一Ｏｂ

一Ｃｈ
一ＴＳ
一ＧＴ
一Ｔｕ
一Ａｇ
一Ｊａ
一Ｓｅ

1

1

2

1

21

4

3

1

1

4035

An 1

Ob 1

GT
Ch
Sa
SS 1

不 明

4036

An 125 1

Ch
Ob 1

Sh 1

ST
TS 1

Ag
Se
SS
Tu

4037

Ch 1 36

An
Ob
Tu
Ａ

一TS 1

SS
Sh

4038

An
Ob 1

Ch 1

Ag
TS 1

Sh
SS

4039

An
Ob 1

Tu
ST
Ch
Ag
TS

安山岩
SS

4040

An 1

Ob 1

SS
ST
Ch
Tu
Sa
Ag

4041

An 1

Ob
Tu 1

SS 1

不 明

4042

An
Ch 1

Ob
TS
Tu
SS
Ag

Ｊａ 1

Sa

4043

An 1

Ob
Tu
Se 1

ST
SS

4044 An 475 1 265

第40表 貫ノ木遺跡 第 4地点石材別器種組成表 4
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第 2章 貫ノ木遺跡

ブ

ロ
ッ
ク

材

質
合
計

ナ
イ
フ
形
石
器

台
形
石
器

貝
殻
状
刃
器

槍
先
形
尖
頭
器

角
錐
状
石
器

斧
形
石
器

彫
器

揉
錐
器

掻
器

掻
器
状
石
器

厚
刃
掻
器

削
器

鋸
歯
縁
状
削
器

楔
形
石
器

石
刃

細
石
刃

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
痕
の
あ
る
剥
片

折
断
剥
片

砥
石
敲
石
磨
石
凹
石
台
石
礫
器

斧
形
石
器
刃
部
破
片

剥

片
砕
片
石
核
原
石

4044

Ch 38

Ob 122 1 32

SS
TS 1

ST
Sa
Tu

Ag
Se 1

安山岩

不 明

Sh

Qu

4045

An
Ch
Ag
TS
Ob
SS
Tu

安山岩

Sa
ST 1

不 明

4046

An
Ob
Tu
Ag

TS

Sa 1

ST 1

安 山岩

4047

An 1 26

Ob
Ch
Ag

」a

不 明

ST
TS
Tu

4048

An
Tu

Ob
Ch
Ag
Se
ST
SS
TS

安山岩

4049

An
Ag
Ob
TS
Ch
Tu

ST

安山岩

4050

An 78

Ob
Ch
Tu
TS
Ag
Sa
ST 1

不 明

Ho 1

Se
4051 An

第41表 貫ノ木遺跡 第 4地点石材別器種組成表 5
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第 5節 第 4地 点

ブ

ク

材

質
合
計

ナ
イ
フ
形
石
器

台
形
石
器

貝
殻
状
刃
器

槍
先
形
尖
頭
器

角
錐
状
石
器

斧
形
石
器

彫

器

揉
錐
器

掻
器

掻
器
状
石
器

厚
刃
掻
器

削

器

鋸
歯
縁
状
削
器

楔
形
石
器

石

刃

細
石
刃

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
痕
の
あ
る
剥
片

折
断
剥
片

祗
石

敲

石

磨
石
凹
石
台
石
礫
器

斧
形
石
器
刃
部
破
片

剥
片
砕
片
石
核
原
石

4051

Ch
Ob
TS
ST

Tu
Ag
Sa

Se

不 明

Qu
Sh

安山岩

4052

An 287

Ch
Ob
SS
Tu
Ag
TS
Sa
ST

安山岩
不 明

4053

An
Ch 1

SS
TS

Ob
Tu

安山岩

4054

An
Ch
Ob
Ag 1 1

ST
TS

1

Sh
SS 1

Tu

4055

Ob
Ch
An

TS

不 明

Ag
Sh

4056

Ch
An
TS
Tu
Ag
Ob
Sa

不 明

4057

An 1

Ch
TS
Ob
ST
Tu
SS
Ag
Sa
Sh

不 明

4058

Ob 1

An
Ch
TS
SS
ST
Ag
Sh

4059 Ch

第42表 貫ノ木遺跡 第 4地点石材別器種組成表 6
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第 2章 貫ノ木遺跡

ブ

ロ
ッ
ク

材
質
合
計

ナ
イ
フ
形
石
器

台
形
石
器

貝
殻
状
刃
器

槍
先
形
尖
頭
器

角
錐
状
石
器

斧
形
石
器

彫
器

揉
錐
器

掻
器

掻
器
状
石
器

厚
刃
掻
器

削

器

鋸
歯
縁
状
削
器

楔
形
石
器

石
刃

細
石
刃

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
痕
の
あ
る
剥
片

折
断
剥
片

砥
石
敲
石

磨

石
凹
石

台

石

礫
器

斧
形
石
器
刃
部
破
片

剥

片
砕
片
石
核
原

石

4059

An

TS
Ag
SS
Tu
Ho
Ob
Se

安山岩 1

4060

Ch
TS
An
Se 1 1

4061

TS
Ch 1

An
Ob
Ag 1

Tu

安山岩
SS 1

4062

An
Ch 1

TS
SS
ST
Ob
Sa

安山岩
Tu 1

4063

Ob
An
Ch

Tu
1

ST 1

TS 1

Ob 1

An
ST
Tu 1

安山岩 1

4065
Ob 1

An
Ob 72

An
Tu 1

Se

4067

An 344 134

ST
Ch
SS
Ob
Tu

安山岩
TS
GT
Se

不 明

Ag 1

1

Sa 1 1

1

4068

An 152

Ob
Ch
SS
Tu
ST
Sh
Sa
TS

安山岩
Ag 1

An
ST
Ch

第43表 貫ノ木遺跡 第 4地点石材別器種組成表 7
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第 5節 第 4地 点

ブ

ク

材
質
合
計

ナ
イ
フ
形
石
器

台
形
石
器

貝
殻
状
刃
器

槍
先
形
尖
頭
器

角
錐
状
石
器

斧
形
石
器

彫
器

揉
錐
器

掻
器

掻
器
状
石
器

厚
刃
掻
器

削
器

鋸
歯
縁
状
削
器

楔
形
石
器

石
刃

細
石
刃

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
痕
の
あ
る
剥
片

折
断
剥
片

砥
石
敲
石

磨
石
凹
石
台
石
礫
器

斧
形
石
器
刃
部
破
片

剥
片
砕
片
石
核
原
石

4069

SS 1

TS
Tu
Ob 1

害 山岩

1

不 明 1

4070

An
Ch
ST 1

SS

Ob
Sa
TS 1

Tu

Se

キ III井

GT

Sh

不 明

4071

An
Ob 1

Ch

4072

An

Ob
1

Tu 1

安山岩 1

4073

An
Ch 1

字 III岩 1

Sa 1

4074

An

Ob 1

Ch
Sa
Tu

Ag 1

ST
TS

安山岩

4075

Ob

An

Ch 1

SS 1

Se

Tu

4076

An 1

Ob
Ch

Tu

害 山岩

ST

4077

Ob

An
Tu
Ch
Se

GT
SS
ST

4078

Ob
An
Ch 1

4079

Ob
An
SS
Tu

4080

Ob 1 1

An
SS
ST

4081

An

Ob 1

Ch 1 1

第44表 貫ノ木遺跡 第 4地点石材別器種組成表 8
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第 2章 貫ノ木遺跡

ブ

ロ
ッ
ク

材
質
合
計

ナ
イ
フ
形
石
器

台
形
石
器

貝
殻
状
刃
器

槍
先
形
尖
頭
器

角
錐
状
石
器

斧
形
石
器

彫
器

揉
錐
器

掻
器

掻
器
状
石
器

厚
刃
掻
器

削
器

鋸
歯
縁
状
削
器

楔
形
石
器

石
刃

細
石
刃

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
痕
の
あ
る
剥
片

折
断
剥
片

砥
石
敲
石
磨
石
凹
石

台

石
礫
器

斧
形
石
器
刃
部
破
片

剥

片

砕

片
石
核
原
石

4081

Tu
TS
Se
Sh
ST
安山岩

4

3

1

1

1

1 1

1

1

4082

An
Ob
Sa
TS
SS

4083

An
Ob
Ch
Sa
ST
TS

4084

An
Ob 1

Se

Qu
Sa 1

安山岩 1

4085

An
Ob 1

Ch
Sa 1

4086

An
Ch 1

Ob
TS
SS
Ag
ST
Tu

4087

Ob 128 1

An
Ch
Ag
Sa
Se
SS

ST

4088

An
Ob
Ch

安山岩
SS
TS

4089

An
Ob
Tu
TS
Sh

Ch
ST

4090

Ob
An
Tu
Sh
Ch 1

TS

4091

Ob
Ch
An
Se
Tu 1

安山岩

4092

Ob
An
Ch
Tu
Ag
Qu 1

4093

An
Ob 1

Ch

第45表 貫ノ木遺跡 第 4地点石材月U器種組成表 9
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第 5節 第 4地 点

ブ
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材
質
合
計

ナ
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フ
形
石
器

台
形
石
器

貝
殻
状
刃
器

槍
先
形
尖
頭
器

角
錐
状
石
器

斧
形
石
器

彫
器

揉
錐
器

掻

器

掻
器
状
石
器

厚
刃
掻
器

削

器

鋸
歯
縁
状
削
器

楔
形
石
器

石
刃

細
石
刃

２
次
加
工
の
あ
る
剥
片

微
細
剥
離
痕
の
あ
る
剥
片

折
断
剥
片

砥
石
敲
石

磨

石
凹
石
台
石
礫
器

斧
形
石
器
刃
部
破
片

剥

片
砕
片
石
核
原

石

4093

SS
TS
ST
Tu

4094

Ob

An 1

Ch

4095

Ob
An
Ch

1

ST
Tu

4096

Ob

An
Ch
SS 1

TS

4097

An
Ob
Ch 1

4098

Ob
An

Ch

4099

An
SS
Tu

4100

An

SS

4外

An 1

Ob 1 1

Tu

Ch

TS
牛 山云

SS
Sa
ST
不 明

Ag

GT
Ou
輝緑岩

第46表 貫ノ木遺跡 第 4地点石材別器種組成表10
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第 2章 貫ノ木遺跡

第54図 第 4地点 石器全点
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第 5節 第 4地 点

第55図 第 4地′点石器全′点 (BL範囲入り)
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第 2章 貫ノ木遺跡
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第56図 第 4地点 ブロック配置図
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第 5節 第 4地 点

第57図 第 4地′点 石材別分布図 1(黒曜石全点 )
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第 2章 貫ノ木遺跡

第58図 第 4地′点 石材別分布図 2(黒曜石原産地別 1)
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第 5節 第 4地 点
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第59図 第 4地′点 石材別分布図 3(黒曜石原産地別 2)
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第 2章 貫ノ木遺跡

第60図 第 4地′点 石材別分布図 4(無斑晶質安山岩 )
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第 5節 第 4地 点

第61図 第 4地′点 石材別分布図 5(チ ャー ト)
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第 2章 貫ノ木遺跡
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第62図  第 4地″点 石材別分布図 6(頁岩系 )
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第 5節 第 4地 点

几  例

・ :凝灰岩

△ :珪質凝灰岩

□ :緑色凝灰岩

第63図 第 4地′点 石材別分布図 7(凝灰岩系 )
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第 2章 貫ノ木遺跡

第64図 第 4地点 石材別分布図 8(そ の他石材 1)
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第 5節 第 4地 点

第65図 第 4地′点 石材別分布図 9(その他石材 2)
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第 2章 貫ノ木遺跡

第66図 第 4地′点 石材別分布図10(そ の他石材 3)
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第 5節 第 4地 点
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第67図 第 4地′点 礫群 (礫群範囲入 り)
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第68図 第 4地点 礫群配置図
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第 5節 第 4地 点

遺 構

(1)ブロック

第4001号ブロック (図版310)

本ブロックはⅥ CD20グ リッドを中心に、北西一南東方向を長軸に16。 8× 4。 8mの平面的広が りをもつ

が、調査範囲が限定されているため、本来的なブロックの規模は不明である。第4002号ブロックが近接す

る。遺物は、石器が122′点、礫が21′点で総数 143″点となる。出土層位は I・ Ⅱ層～Vc層で、Vb層が主体

である。器種組成は、ナイフ形石器 3′点、台形石器 1′点、彫器 4′点、掻器状石器 1′点、削器 2′点、楔形石

器 6′点、石刃 7′点、 2次加工のある景J片 3′点、微細景j離痕のある争J片 2′点、敲石 2′点、景J片 61′点、削片 1

点、砕片23点、石核 6点である。石材は、無斑品質安山岩、珪質頁岩、チャー ト、黒曜石の順で多い。

Ⅳ層主体の第113号礫群、Vb層主体の第117号礫群 と重複する。第4008号ブロックと接合資料を共有

している。

第4002号ブロック (図版310)

本ブロックはⅥ H105グ リッドを中心に、北西一南東方向を長軸に5。 6× 2.4mの平面的広がりをもつが、

調査範囲が限定されているため、本来的なブロックの規模は不明である。第4001号ブロックが近接する。

遺物は、石器が 6点、礫が 3点で総数 9点 となる。出土層位は IOⅡ 層～Vc層 で、Vb層が主体であ

る。器種組成は、楔形石器 1点、敲石 1点、景J片 1点、砕片 3点である。石材は、黒曜石が多い。

第4003号ブロック (図版310)

本ブロックはⅥ HJ07グ リッドを中心に、直径約 3mの円形の平面的広がりをもつ。遺物密度は希薄で

ある。遺物は、石器が 5′点、礫が 1′点で総数 6′点となる。出土層位は I・ Ⅱ層～Vc層で、Vb層が主体

である。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、削器 1点、彙J片 3点である。石材は、無斑品質安山岩、黒曜石

である。

第4004号ブロック (図版311)

本ブロックはⅥ HNllグ リッドを中心に、北西一南東方向を長軸に13.6× 4.mの平面的広がりをもつが、

調査範囲が限定されているため、本来的なブロックの規模は不明である。第4008号ブロックが近接する。

遺物は、石器が92点、礫が 9点で総数101点 となる。出土層位はⅢ層～Vc層で、Ⅲ層が主体である。器

種組成は、台形石器 1′点、削器 1′点、 2次加工のある争J片 1′点、敲石 1′点、景J片 64′点、砕片15′点、石核 9

点である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

本ブロックでは、無斑品質安山岩製の石核が集中して出土している。

第4005号ブロック (図版311)

本ブロックは第 4地点の主体をなすテラスより3mほ ど一段低い北向きのテラスに位置する。Ⅵ IH02グ

リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に15。 2× 12。 8mの平面的広がりをもつ。遺物は、石器が190点、

礫が 8点で総数198点 となる。出土層位は I・ Ⅱ層～V層で、特にピークは認められず、Ⅲ・IV,V層 とも

に50′点前後の出土量である。器種組成は、槍先形尖頭器 1′点、掻器状石器 1′点、削器 2′点、楔形石器 1′点、

2次加工のある争J片 6点、微細争J離痕のある景J片 5点、折断景J片 1点、景J片 122点、砕片41点、石核10点

である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

第4006号ブロック (図版312)

本ブロックはⅥ IA12グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に 8× 5.6mの平面的広がりをもつ。第

4007号ブロックが接する。遺物は、石器が188点、礫が58点で総数246点 となる。出土層位はⅢ層～IV層で、

Ⅳ層が主体である。器種組成は、削器 5′点、楔形石器 4′点、 2次加工のある景J片 11′点、微細剥離痕のある
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争j片 11点、砥石 3点、敲石 2点、台石 1点、礫器 1点、景J片 115点、砕片 7点、石核26点、原石 2点であ

る。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

本ブロックでは、無斑品質安山岩製の石核が集中して出土している。

第4007号ブロック (図版312)

本ブロックはⅥ ID14グ リッドを中心に、東西方向を長軸に8.8× 4.8mの平面的広が りをもつ。第4006

号ブロックが接する。遺物は、石器が118点、礫が 7′点で総数125点 となる。出土層位はⅢ層～IV層 で、Ⅳ

層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、台形石器 2′点、削器 1′貞、 2次加工のある最J片 8′点、

微細景J離痕のある争J片 3′点、敲石 2点、景J片 83点、砕片10点、石核 7点、原石 1′点である。石材は、無斑

品質安山岩が主体である。

Ⅲ・Ⅳ層主体の第134号礫群と重複する。第4010号ブロックと接合資料を共有している。

第4008号ブロック (図版313)

本ブロックはⅥ HR15グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に11.2× 6.4mの平面的広が りをもつ。

第4010号ブロックが接し、第40040400904013号 ブロックが近接する。遺物は、石器が139点、礫が15点で

総数154点 となる。出土層位はⅢ層～Vc層で、Va層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、
台形石器 1′点、貝殻状刃器 1′点、斧形石器 1′点、掻器 1′点、削器 1′点、楔形石器 1′点、 2次加工のある余J

片 5′点、微細争J離痕のある争J片 3′点、敲石 2′点、景J片 82′点、削片 1′点、砕片22′点、石核 16″点、原石 1′点で

ある。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

Ⅳ層主体の第120号礫群、Vb層主体の第123号礫群 と重複する。第40010400904010号 ブロックと接合
資料を共有している。

本ブロックでは、無斑品質安山岩製の石核が集中して出土している。

第4009号ブロック (図版313)

本ブロックはⅥ HR18グ リッドを中心に、南北方向を長軸に3.2× 3.2mの平面的広がりをもつが、調査

範囲が限定されているため、本来的なブロックの規模は不明である。第400804013号ブロックが近接する。

遺物は、石器総数 14′点である。出土層位はⅢ層～Vb層 で、Va層 が主体である。器種組成は、景j片 10

点、砕片 4点である。石材は、チャー トが多い。

Ⅳ層主体の第39号礫群と重複する。第4008号ブロックと接合資料を共有している。

第4010号ブロック (図版314)

本ブロックはⅥ IA18グ リッドを中心に、南北方向を長軸に8.8× 6.4mの 平面的広が りをもつ。第

40080401104013号ブロックが接する。遺物は、石器が160′点、礫が14′点で総数 174′点となる。出土層位は

I・ Ⅱ層～Vc層で、Vb層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2点、台形石器 1′点、石刃 1点、
2次加工のある余J片 3′点、微細景J離痕のある景J片 3点、景J片 95′点、砕片48′点、石核 7点である。石材は、

無斑品質安山岩が主体である。

Ⅳ層主体の第1120116号礫群、Vb層主体の第1240125号礫群と重複する。第400704008号ブロックと

接合資料を共有している。

本ブロックでは、砂岩の接合資料が一括して出土している。

第4011号ブロック (図版314)

本ブロックはⅥ IC18グ リッドを中心に、直径7.2mの 円形の平面的広がりをもつ。第401004012・ 40130

4014号ブロックが接する。遺物は、石器が67点、礫が26点で総数93′点となる。出土層位はⅢ層～Vc層で、
Vb層が主体である。器種組成は、斧形石器 1′点、削器 1点、楔形石器 4点、 2次加工のある最J片 3′点、
微細争J離痕のある景J片 5′点、敲石 2′点、剥片29点、砕片17点、石核 4点、原石 1点である。石材は、チャ
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― 卜が主体である。

Vb層主体の第1190121号礫群と重複する。

第4012号 ブロック (図版315)

本ブロックはⅥ IG19グ リッドを中心に、南北方向を長軸に6.4× 5.6mの 平面的広が りをもつ。第

401104014号ブロックが接する。遺物は、石器が40′点、礫が 6′点で総数46′点となる。出土層位はⅢ層～V

a層で、Ⅳ層が主体である。器種組成は、楔形石器 1点、 2次加工のある景J片 1点、微細争J離痕のある争J

片 3点、景J片 24点、砕片 5点、石核 6点である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

Va層主体の第103号礫群、V層主体の第105号礫群 と重複する。

第4013号 ブロック (図版315)

本ブロックはⅥ MS01グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に12× 9。 6mの平面的広が りをもつ。

分布は比較的希薄である。第401004014号ブロックが接し、第400804009号ブロックが近接する。遺物は、

石器が58′点、礫が22′点で総数80′点となる。出土層位は I・ Ⅱ層～Vb層で、遺物は各層に分散している。

器種組成は、ナイフ形石器 2′点、台形石器 1′点、槍先形尖頭器 2′点、掻器 3′点、楔形石器 1′点、石刃 1′点、

2次加工のある争J片 5点、微細争J離痕のある争J片 2点、砥石 1′点、敲石 2′点、争J片 22′点、削片 1点、砕片

11′点、石核 4′点である。製品の比率が 3割 を超え高い。石材は、チャー ト、無斑品質安山岩が多い。

Ⅳ層主体の第111号礫群、Va層主体の第1140122号礫群、Vb層主体の第1100125号礫群 と重複する。

本ブロックは、礫群の重複関係や器種組成から複数の石器文化が重複していると思われる。

第4014号 ブロック (図版316)

本ブロックはⅥ ND02グ リッドを中心に、東西9.6× 南北 8mの平面的広が りをもつ。第4011040120

4013号ブロックが接し、第4018号ブロックが近接する。遺物は、石器が38点、礫が28′点で総数66点 となる。

出土層位はⅢ層～Vc層で、Ⅳ～Vb層にかけて多くなる。器種組成は、ナイフ形石器 1点、掻器 2点、

削器 1′点、 2次加工のある争J片 2点、微細剥離痕のある景J片 2′貞、敲石 1点、ナイフ形石器破片 1点、争J

片22点、砕片 4点、石核 2点である。石材は、黒曜石、無斑品質安山岩が主体である。

Ⅳ層主体の第1010109号礫群、Vb層主体の第110号礫群と重複する。

第4015号 ブロック (図版316)

本ブロックはⅥ NJ04グ リッドを中心に、南北方向を長軸に10.4× 7.2mの平面的広がりをもつ。遺物

分布は希薄である。第4020号ブロックが接する。遺物は、石器が19点、礫が 7′点で総数26点 となる。出土

層位は I・ Ⅱ層～Vb層で、Ⅳ層が主体である。器種組成は、掻器 1点、削器 1点、微細景J離痕のある景J

片 1′点、景J片 12点、砕片 2点、石核 2′点である。石材は、黒曜石、チャー ト、無斑品質安山岩他、多種で

ある。

Ⅲ・Ⅳ層主体の第94095号礫群、Ⅳ層主体の第96号礫群と重複する。

第4016号 ブロック (図版317)

本ブロックはⅥ ML03グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸に15.2× 5.6mの平面的広がりをもつ。

調査範囲の制限からブロックの半分しか調査できなかったとおもわれる。第40170402104022号ブロック

が近接するが、その境界は明瞭である。遺物は、石器が403点、礫が12点で総数415点 となる。出土層位は

I・ Ⅱ層～Vc層で、Vc層が主体である。器種組成は、台形石器 1′点、斧形石器 1′点、掻器状石器 2′点、

楔形石器 2′点、 2次加工のある争J片 2′点、微細景J離痕のある景J片 2′点、敲石 3′点、景J片 186′点、砕片196′点、

石核 7点、原石 1点である。石材は、チャー トが主体である。

第4020号ブロックと接合資料を共有している。

本ブロックは、特異な分布状況を示している。通常ブロックの縁辺部は徐々に遺物密度が希薄になるが、
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本例は急激に遺物の分布がなくなる。また垂直分布もVb～ Vc層 にかけて集中し、あまり遺物が上下移

動していないし、遺物の出土しなくなるレベルも一定する。さらにブロックのほぼ中央にあたる調査区の

壁面Vb層上面で赤変した土壌を確認した。ただ残念なことに平面的な広がりが調査範囲外にのびるた

め、ブロックとともにその規模・平面形状はとらえられなかった。しかしながら、何らかの掘 り込みがあ

ったことを想定させられる遺構である。

Vc層主体の第127号礫群と重複する。

第4017号ブロック (図版318)

本ブロックはⅥ MP04グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に7.2× 5.6mの平面的広がりをもつ。

第4016号ブロックが近接する。遺物は、石器が 8点、礫が 4点で総数12′点となる。出土層位はⅢ層～Vb

層で、Vb層が主体である。器種組成は、削器 1点、 2次加工のある争j片 1点、景J片 5点、石核 1点で

ある。石材は、無斑品質安山岩、黒曜石が多い。

第4018号ブロック (図版318)

本ブロックはⅥ NA07グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に12.8× 12mの平面的広がりをもつ。

第401404019号ブロックが近接する。遺物は、石器が33′点、礫が16′点で総数49′点となる。出土層位はⅢ層

～Vc層で、Vb層が主体である。器種組成は、楔形石器 1点、石刃 2点、 2次加工のある景J片 1点、

微細景J離痕のある争J片 1′点、敲石 1′点、景J片 17′点、削片 1′点、砕片 6′点、石核 2′点、原石 1′点である。石

材は、無斑品質安山岩、黒曜石、チャー トが多い。

Va層主体の第990102号礫群と重複する。

第4019号ブロック (図版318)

本ブロックはⅥ NE05グ リッドを中心に、東西方向を長軸に 4× 3.2mの平面的広が りをもつ。第4018

号ブロックが近接する。遺物は、石器が16点、礫が 6点で総数22点 となる。出土層位はIV層 ～Vb層で、

Vb層 が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、景J片 12点、石核 3点である。石材は、無斑品質

安山岩、凝灰岩、珪質頁岩の順である。

Ⅳ層主体の第98号礫群 と重複する。

第4020号ブロック (図版319)

本ブロックはⅥ N110グ リッドを中心に、北東一南西方向を長軸に11.2× 9.6mの平面的広がりをもつ。

第4015号ブロックが接し、第4025号ブロックが近接する。遺物は、石器が70点、礫が 6点で総数76点 とな

る。出土層位はⅢ層～Vb層 で、Ⅳ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、掻器 1点、削器

3点、楔形石器 2点、 2次加工のある争J片 4′点、微細景J離痕のある景J片 1′点、争J片 39′点、砕片12点、石核

6点、原石 1点である。石材は、チャー ト、無斑品質安山岩、凝灰質頁岩が多い。

第4016号ブロックと接合資料を共有している。

第4021号ブロック (図版319)

本ブロックはⅥ MF08グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸に13.6× 7.2mの平面的広がりをもつ

が、調査範囲が限定されているため、本来的なブロックの規模は不明である。第4016号ブロックが近接す

る。遺物は、石器総数16点である。出土層位はⅢ層～Va層で、Ⅲ層が主体である。器種組成は、ナイ
フ形石器 1点、景J片 12点、砕片 1点、石核 2′点である。石材は、チャー ト、無斑品質安山岩、黒曜石が多

い。

第4022号ブロック (図版320)

本ブロックはⅥ MN08グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に15.2× 8mの平面的広がりをもつ。

遺物の分布は希薄である。第4016号ブロックが近接する。遺物は、石器が16′点、礫が21′点で総数37′点とな
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る。出土層位はⅢ層～Vb層で、各層に分散している。器種組成は、槍先形尖頭器 1点、掻器状石器 1

点、削器 1点、石刃 1点、微細景J離痕のある景J片 1点、景J片 6点、砕片 3点、石核 2点である。石材は、

凝灰質頁岩、無斑品質安山岩、チャー トを使用している。

第4023号 ブロック (図版321)

本ブロックはⅥ MR13グ リッドを中心に、北東―南西方向を長車由に12.8× 9.6mの平面的広がりをもつ。

遺物は、石器が76点、礫が22点で総数98点 となる。出土層位は I・ Ⅱ層～Vc層で、Va層が多いが、上

下の層にもかなり分散している。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、台形石器 2′点、槍先形尖頭器 1′点、掻

器 4点、削器 2′貞、石刃 2点、 2次加工のある景J片 5点、微細景J離痕のある景J片 2点、折断争J片 1点、景J

片38点、砕片16′点、石核 2点である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

Ⅲ下層主体の第108号礫群 と重複する。

本ブロックは、出土層位、器種組成から、複数の石器文化が重複している可能性が高い。

第4024号 ブロック (図版322)

本ブロックはⅥ NDllグ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸に9.6× 7。 2mの平面的広がりをもつ。

遺物分布は希薄である。第4025号ブロックが近接する。遺物は、石器が11点、礫が 6′点で総数17点 となる。

出土層位はⅣ層～Vb層で、Va・ Vb層が主体である。器種組成は、台形石器 1′点、削器 1′点、石刃 1

点、砥石 1′点、剥片 7点である。石材は、凝灰質頁岩が多い。

第4025号 ブロック (図版322)

本ブロックはⅥ NH14グ リッドを中心に、北西一南東方向を長軸に9.6× 8mの平面的広がりをもつ。

遺物分布は比較的希薄である。第402004024号ブロックが近接する。遺物は、石器が20点、礫が 5点で総

数25′点となる。出土層位はⅢ層～Va層 で、Va層 が主体である。器種組成は、揉錐器 1′点、掻器 1点、

石刃 1′点、 2次加工のある景J片 2′点、敲石 1′点、景J片 13′点、石核 1′点である。石材は、無斑品質安山岩が

主体である。

第403904042号ブロックと接合資料を共有している。

第4026号 ブロック (図版323)

本ブロックはⅥ MH19グ リッドを中心に、北西一南東方向を長軸に9。 6× 5.6mの平面的広が りをもつ。

遺物分布は希薄である。第4044号ブロックが接する。遺物は、石器が11′点、礫が 3点で総数14″点となる。

出土層位はⅢ層～Vb層で、Ⅲ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、 2次加工のある景J片

1′点、微細景J離痕のある景J片 2′点、景J片 6′点、石核 1′点である。石材は、無斑品質安山岩が多い。

第4027号 ブロック (図版323)

本ブロックはⅥ MQ18グ リッドを中心に、北東一南西方向を長軸に 8× 4mの平面的広がりをもつ。遺

物分布は希薄である。第4028号ブロックが近接する。遺物は、石器が22′点、礫が12点で総数34′点となる。

出土層位は I・ Ⅱ層～Vb層で、Vb層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2点、削器 2点、楔形

石器 1点、石刃 2点、敲石 2点、争J片 10点、砕片 1点、石核 2′点である。石材は、黒曜石、無斑品質安山

岩が多い。

第4028号 ブロック (図版323)

本ブロックはⅥ MT18グ リッドを中心に、北東一南西方向を長軸に12× 8mの平面的広がりをもつ。

遺物分布は希薄である。第4032号ブロックが接し、第40270402904031号 ブロックが近接する。遺物は、

石器が30点、礫が11点で総数41点 となる。出土層位はⅢ層～Vb層で、Va層 が主体である。器種組成

は、台形石器 2′点、 2次加工のある景J片 6′点、微細景J離痕のある争J片 5′点、景J片 10′点、砕片 3′点、石核 4

点である。石材は、黒曜石、無斑品質安山岩が多い。
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第 2地点の第200502007号ブロックと接合資料を共有している。

第4029号 ブロック (図版324)

本ブロックはⅥ NE17グ リッドを中心に、東西方向を長軸に12× 5.6mの平面的広がりをもつ。遺物分

布は希薄である。第402804030号ブロックが近接する。遺物は、石器が18点、礫が 4′点で総数22点 となる。

出土層位はⅢ層～Vb層で、Vb層 が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、台形石器 1点、景J

片14点、砕片 2点である。石材は、無斑品質安山岩が多い。

第4030号 ブロック (図版324)

本ブロックはⅥ NG20グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸に8。 8× 3.2mの平面的広がりをもつ。

遺物分布は希薄である。第402904031号ブロックが近接する。遺物は、石器が18′点、礫が 4′点で総数22′点

となる。出土層位はⅢ層～Vc層 で、Vb層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 3点、 2次加工

のある景J片 1点、折断争J片 1点、敲石 1点、景J片 8点、砕片 2′点、石核 2点である。石材は、無斑品質安

山岩が多い。

第4031号 ブロック (図版324)

本ブロックはⅥ SD01グ リッドを中心に、北西一南東方向を長軸に 8× 4。 8mの平面的広がりをもつ。

第4028040300403204034号 ブロックが近接する。遺物は、石器が130点、礫が 3点で総数133′点となる。

出土層位はⅢ層～Vb層で、Vb層が主体である。器種組成は、削器 1点、楔形石器 1点、石刃 1点、

2次加工のある争J片 8点、微細景J離痕のある景J片 1′点、景j片 66点、砕片40′点、石核 12′点である。石材は、

無斑品質安山岩が卓越する。

Vb層 主体の第91号礫群 と重複する。第4032040340403604037号 ブロックと接合資料を共有 してい

る。

本ブロックでは、無斑品質安山岩製の石核が集中して出土している。

第4032号 ブロック (図版325)

本ブロックはⅥ RS02グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に12× 8mの平面的広がりをもつ。第

4028号ブロックが接し、第40310403304037号 ブロックが近接する。遺物は、石器が108′点、礫が21点で総

数129点 となる。出土層位はⅢ層～Vb層 で、Va層が主体である。器種組成は、台形石器 1′点、斧形石

器 1′点、削器 2′点、楔形石器11′点、石刃 1′点、 2次加工のある景J片 5′点、微細争J離痕のある景J片 2′点、敲

石 1点、争J片 62点、砕片16′点、石核 5点、原石 1点である。楔形石器が多いのが特徴的である。石材は、

無斑品質安山岩、玉髄が主体である。

第403104036号ブロックと接合資料を共有している他に、第 2地点の第204002075号ブロックとも接合

資料を共有している。

第4033号 ブロック (図版326)

本ブロックはⅥ RP03グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に12.8× 6.4mの平面的広がりをもう。

第4038号ブロックが接し、第4032号ブロックが近接する。遺物は、石器が89点、礫が22点で総数111点 と

なる。出土層位はⅢ層～Vb層 で、Va層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 3点、台形石器 1

点、掻器 1点、厚刃掻器 1点、削器 1′点、楔形石器 9′点、石刃 1点、 2次加工のある景J片 3点、折断争J片

1′点、敲石 2′点、景J片 43″点、砕片14′点、石核 9点である。楔形石器が多いのが特徴的である。石材は、無

斑品質安山岩、黒曜石、玉髄が多い。

第403704038号ブロックと接合資料を共有している他に、第 2地点の第2020号ブロックとも接合資料を

共有している。

第4034号 ブロック (図版327)
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本ブロックはⅥ SE04グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸に12× 7.2mの平面的広が りをもつ。

第4036号ブロックが接し、第403104035号ブロックが近接する。遺物は、石器が66点、礫が 9′点で総数75

点となる。出土層位はⅢ層～Vb層で、Ⅳ層が主体である。器種組成は、掻器 1点、削器 2点、楔形石
器 1点、石刃 5点、 2次加工のある余J片 4′点、微細争J離痕のある景J片 6′点、折断争J片 1点、争J片 30点、砕
片12′点、石核 4′点である。石材は、無斑品質安山岩、黒曜石が多い。

第403104035040360403704040号 ブロックと接合資料を共有している。

第4035号 ブロック (図版327)

本ブロックはⅥ SF07グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に6.4× 4mの平面的広が りをもつ。
第403604039号ブロックが接し、第4034号ブロックが近接する。遺物は、石器が42′点、礫が18′点で総数60

点となる。出土層位はⅢ層～Vb層で、Vb層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、斧形石
器 2′点、揉錐器 1′点、楔形石器 1′点、 2次加工のある争J片 1′点、微細景J離痕のある景J片 1′点、敲石 2′点、
争J片 19′点、砕片 9点、石核 5′点である。石材は、無斑品質安山岩、黒曜石、緑色凝灰岩が多い。

第4034号ブロックと接合資料を共有している。

第4036号 ブロック (図版328)

本ブロックはⅥ SC07グ リッドを中心に、直径約7.2mの 円形の平面的広が りをもつ。第4034040350

403704040号ブロックが接し、第4039号ブロックが近接する。遺物は、石器が206点、礫が21点で総数227

点となる。出土層位はⅢ層～Vb層で、Va層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2点、掻器 2
点、掻器状石器 1′点、削器 3′点、楔形石器 3′点、石刃 3′点、 2次加工のある景J片 6′点、微細景J離痕のある

争J片 5点、斧形石器刃部破片 1点、余J片 103点、砕片59点、石核 18′点である。石材は、無斑品質安山岩が

主体である。

第403104032040340403704040号 ブロックと接合資料を共有している。

第4037号 ブロック (図版328)

本ブロックはⅥ SA06グ リッドを中心に、東西7.2× 南北5.6mの平面的広がりをもつ。第403604040号

ブロックが接し、第403204038号ブロックが近接する。遺物は、石器が120′点、礫が 5点で総数125点 とな

る。出土層位はⅢ層～Vb層で、Va層 が主体である。器種組成は、掻器 1点、掻器状石器 1点、削器
2′点、石刃 3′点、 2次加工のある景J片 4′点、微細争J離痕のある余J片 1′点、敲石 1′点、景J片 60′点、砕片33′点、

石核14点である。石材は、チャー トが主体である。

第403104033040340403604040号 ブロックと接合資料を共有している。

第4038号 ブロック (図版329)

本ブロックはⅥ RQ07グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸に9.6× 8mの平面的広がりをもつ。
第403304040号ブロックが接し、第403704044号ブロックが近接する。遺物は、石器が110点、礫が16点で

総数126点 となる。出土層位はⅢ層～Vb層 で、Va層 が主体である。器種組成は、台形石器 1′点、楔形
石器10点、 2次加工のある余J片 4点、微細争J離痕のある余J片 4′点、景J片 60′点、砕片28点、石核 3′点である。
楔形石器が多いのが特徴的である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

第4033号ブロックと接合資料を共有している。

第4039号 ブロック (図版329)

本ブロックはⅥ SDllグ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸に11.2× 6.4mの平面的広がりをもつ。

第403504043号ブロックが接し、第403604041号ブロックが近接する。遺物は、石器が292点、礫が12点で

総数304点 となる。出土層位は I・ Ⅱ層～Vc層で、Va層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2
点、台形石器 2′点、貝殻状刃器 2′点、削器 4点、楔形石器 1点、 2次加工のある争J片 3点、微細景j離痕の
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ある景J片 5点、折断争J片 2点、敲石 3点、凹石 1点、景J片 148点、砕片84点、石核35点 である。石材は、

無斑晶質安山岩が主体である。

Vb層主体の第58号礫群 と重複する。第402504042040740407604081号 ブロックと接合資料 を共有 し

ている。

本ブロックでは、無斑品質安山岩製の石核が集中して出土している。

第4040号 ブロック (図版330)

本ブロックはⅥ RT09グ リッ ドを中心に、東西方向を長軸に10.4× 7.2mの平面的広が りをもつ。第

403604037040380404104042号 ブロックが接する。遺物は、石器が133点、礫が12点で総数145点 となる。

出土層位はⅢ層～Vc層 で、Va層 が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、貝殻状刃器 1点、

削器 2′点、楔形石器 1′点、 2次加工のある景J片 3′点、微細争J離痕のある争J片 3′点、敲石 2点、争J片 66′点、

砕片37点、石核16点、原石 1点である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

第403404036040370404204044040520406304067040680407004087号 ブロックと接合資料を共有

している他に、第 2地点の第2016号ブロックとも接合資料を共有 している。

第4041号 ブロック (図版330)

本ブロックはⅥ SA12グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に6.4× 4.8mの平面的広が りをもつ。

第40400404204043号ブロックが接し、第4039号ブロックが近接する。遺物は、石器が49点、礫が 8点で

総数57点 となる。出土層位はⅢ層～Vb層 で、Va層 が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2点、

削器 1点、鋸歯縁状削器 1点、楔形石器 2′点、 2次加工のある景J片 1点、微細景J離痕のある景J片 2点、敲

石 1点、景J片 30点、砕片 8点、石核 1点である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

第4042号 ブロック (図版330)

本ブロックはⅥ RQ13グ リッドを中心に、南北方向を長軸に12.8× 8mの平面的広が りをもつ。第

4040040410404304052号 ブロックが接し、第4074号ブロックが近接する。遺物は、石器が131点、礫が16

点で総数147点 となる。出土層位はⅢ層～Vc層で、Va層 が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1

点、掻器 1′点、削器 2′点、楔形石器 1′点、石刃 3′点、 2次加工のある争J片 4′点、微細景J離痕のある彙J片 3

点、景J片 91点、砕片17点、石核 7点、原石 1点である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

第40250403904040040510405604057040580407404076・ 4081号ブロックと接合資料を共有して
い

る他に、第 2地′点の第201602023号ブロックとも接合資料を共有している。

第4043号 ブロック (図版331)

本ブロックはⅥ SB15グ リッドを中心に、東西方向を長軸に11.2× 7。 2mの 平面的広が りをもつ。第

403904041040420407404081号 ブロックが接する。遺物は、石器が245点、礫が14点で総数259点 となる。

出土層位はⅢ層～Vc層 で、Va層 が主体である。器種組成は、台形石器 2点、斧形石器 2点、掻器 1

点、削器 3′点、 2次加工のある景J片 7点、折断景J片 1点、斧形石器刃部破片 1点、景J片 146点、砕片70点、

石核 12′点である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

第405204081号ブロックと接合資料を共有している。

第4044号 ブロック (図版332)

本ブロックはⅥ GK07グ リッドを中心に、北西一南東方向を長軸に24× 12mの平面的広がりをもつ。傾

斜面にかかるので北側の分布はかなり遺物の移動が考えられる。第4026040450404704052号 ブ
ロックが

接し、第4038号ブロックが近接する。遺物は、石器が813点、礫が27点で総数840点 となる。出
土層位は

I・ Ⅱ層～Vb層 で、Ⅲ・Ⅳ・V層の各層に分散している。器種組成は、ナイフ形石器 3′点、台形石器 3

点、斧形石器 1′点、掻器 1′点、掻器状石器 1′点、厚刃掻器 1′点、削器 9′点、楔形石器16′点、石刃 3′点、 2

一-184-一



第5節 第 4地 点

次加工のある景J片 16′点、微細争J離痕のある景J片 15点、折断景J片 3′点、敲石 5点、景J片 457点、砕片252′点、

石核26′点、原石 1′点である。楔形石器と石核が多いのが特徴的である。石材は、無斑品質安山岩、チャー

ト、黒曜石が主体である。

Va層主体の第22号礫群と重複する。第4040040450404704050040510405204054040810409504096

号ブロックと接合資料を共有している。

第4045号 ブロック (図版331)

本ブロックはVI RH09グ リッドを中心に、南北方向を長軸に8。 8× 5.6mの 平面的広が りをもつ。第

40440404604047号ブロックが接する。遺物は、石器が97′点、礫が16′点で総数113点 となる。出土層位は

I・ Ⅱ層～Va層で、Ⅲ層が主体で、下層になるにしたがって遺物量は減少する。器種組成は、台形石器
1′貞、掻器 1点、削器 1′点、楔形石器 1点、 2次加工のある景J片 7点、敲石 4点、争J片 65点、砕片12点、

石核 5点である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

第4044040500405104052号 ブロックと接合資料を共有している。

第4046号 ブロック (図版333)

本ブロックはⅥ RFllグ リッドを中心に、南北方向を長軸に9.6× 5。 6mの平面的広が りをもつ。第

40450404704048号ブロックが接する。遺物は、石器が53′点、礫が19′点で総数72″点となる。出土層位はⅢ

層～V層で、Ⅲ層が主体である。器種組成は、楔形石器 1点、 2次加工のある争J片 3点、微細景J離痕のあ
る景J片 1′点、折断景J片 1′点、敲石 1′点、景J片 34′点、砕片12点である。石材は、無斑品質安山岩が主体であ

る。

第4048号ブロックと接合資料を共有している。

第4047号ブロック (図版333)

本ブロックはⅥ R112グ リッドを中心に、南北方向を長軸に 8× 7。 2mの平面的広がりをもつ。第40440

40450404604050号ブロックが接し、第405104052号 ブロックが近接する。遺物は、石器が168点、礫が16

点で総数184点 となる。出土層位はⅢ層～V層で、Ⅲ層が主体ではあるがV層 まで分散する。器種組成は、

ナイフ形石器 1′点、貝殻状刃器 2′点、掻器 2′点、削器 1′点、楔形石器 5′点、 2次加工のある争J片 4″点、微
細争j離痕のある景J片 2′点、景J片 107′点、砕片35′点、石核 9点である。石材は、無斑品質安山岩が卓越して

いる。

第40440405104054号ブロックと接合資料を共有している。

第4048号 ブロック (図版334)

本ブロックはⅥ RD13グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に15.2× 8。 8mの平面的広がりをもつ。

第40460404904050号 ブロックが接する。遺物は、石器が95′点、礫が31′点で総数126′点となる。出土層位は

Ⅲ層～V層で、Ⅲ層が主体ではあるがV層 まで分散する。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、斧形石器 3′点、

削器 1′点、 2次加工のある景J片 2″点、微細争J離痕のある景J片 2′点、敲石 2′点、争J片 65′点、砕片11′点、石核
8′点である。石材は、無斑品質安山岩、凝灰岩、鉄石英、黒曜石が多い。

第404604050号ブロックと接合資料を共有している。

第4049号ブロック (図版335)

本ブロックはⅥ RB17グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に11。 2× 8mの平面的広がりをもつ。

第4048号ブロックが接する。遺物は、石器が39′点、礫が12′点で総数51′点となる。出土層位はⅢ層～V層で、

Ⅲ～V層 まで分散している。器種組成は、掻器 1′点、 2次加工のある争j片 3′点、微細余J離痕のある争J片 2

点、折断争J片 2点、敲石 1′点、景J片 29′点、石核 1′点である。石材は、無斑品質安山岩、玉髄が多い。

第40520405304081号ブロックと接合資料を共有している他に、第 2地点の第2100号ブロックとも接合
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資料を共有している。

第4050号ブロック (図版335)

本ブロックはⅥ RH15グ リッドを中心に、北東一南西方向を長軸に 8× 7.2mの平面的広が りをもつ。

第40470404804051号ブロックが接する。遺物は、石器が218″点、礫が32′点で総数250′点となる。出土層位

はⅢ層～V層で、V層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、貝殻状刃器 1点、掻器 1点、削器

1点、楔形石器 4点、 2次加工のある景J片 3′点、微細景J離痕のある景J片 1点、台石 1点、景J片 125′点、砕

片74点、石核 4点、原石 2点である。石材は、無斑品質安山岩が卓越する。

Ⅲ層主体の第49号礫群 と重複する。第4044040450404804051号 ブロックと接合資料を共有している。

第4051号 ブロック (図版336)

本ブロックはⅥ RK17グ リッドを中心に、南北方向を長軸に12× 10。 4mの平面的広が りをもつ。第

4050040520405404055号 ブロックが接し、第4047号ブロックが近接する。遺物は、石器が446点、礫が27

点で総数473点 となる。出土層位は I・ Ⅱ層～Vb層 で、V層が主体である。器種組成は、台形石器 2点、

斧形石器 2′点、掻器 1点、削器 1点、楔形石器 6点、 2次加工のある景J片 7点、微細争J離痕のある景J片 3

点、折断争J片 1点、敲石 4点、争J片 283点、砕片115点、石核20点、原石 1′点である。石材は、無斑品質安

山岩、チャー トが多い。

V・ Vb層主体の第28号礫群と重複する。第40420404404045040470405004052040540405604057・

40580407604081号ブ■ックと接合資料を共有している。

第4052号 ブロック (図版337)

本ブロックはⅥ RN15グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に14.4× 8。 8mの平面的広がりをもつ。

第40420404404051号 ブロックが接し、第4047号ブロックが近接する。遺物は、石器が523点、礫が36点で

総数559点 となる。出土層位は IOH層～Vb層 で、Ⅲ～V層 に分散している。器種組成は、ナイフ形石

器 2′点、槍先形尖頭器 1′点、掻器 3′点、掻器状石器 2′点、削器 6′点、楔形石器11′点、石刃 2′点、 2次加工

のある争J片 11点、微細景J離痕のある争J片 5点、折断景J片 1点、砥石 1点、敲石 1点、景J片 373点、砕片75

点、石核28′点、原石 1点である。石材は、無斑品質安山岩、チャー トが主体である。

Va層主体の第29035号礫群 と重複する。第40400404304044040450404904051・ 405504066号ブロ

ックと接合資料を共有している。

第4053号 ブロック (図版338)

本ブロックはⅥ RF20グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に 8× 6.4mの平面的広が りをもつ。

第4057号ブロックが接し、第4054号ブロックが近接する。遺物は、石器が32点、礫が 5′点で総数37点 とな

る。出土層位はⅢ層～Va層 で、Ⅳ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2点、石刃 2点、 2次

加工のある争J片 2点、微細争J離痕のある争J片 2′点、台石 1″点、景J片 19′点、砕片 3点、石核 1点である。石

材は、無斑品質安山岩が多い。

第404904056号ブロックと接合資料を共有している。

第4054号 ブロック (図版338)

本ブロックはⅥ WJ01グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に 8× 6.4mの平面的広が りをもつ。

第40510405504058号ブロックが接し、第405304057号ブロックが近接する。遺物は、石器が68点、礫が

5点で総数73点 となる。出土層位はⅢ層～Va層 で、Ⅲ・Ⅳ層が主体である。器種組成は、 2次加工のあ

る景I片 2点、微細争J離痕のある景J片 5点、折断景J片 1点、景J片 40点、砕片16点、石核 4点である。石材は、

無斑晶質安山岩、チャー ト、黒曜石が多い。

第404404047040510407704091号 ブロックと接合資料を共有している。
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第4055号ブロック (図版338)

本ブロックはⅥ WM02グ リッドを中心に、南北方向を長軸に 8× 5.6mの 平面的広が りをもつ。第

405104054号ブロックが接し、第4063号ブロックが近接する。遺物は、石器が27点、礫が 4点で総数31点

となる。出土層位は I・ Ⅱ層～Vb層 で、Ⅳ下層からVa層が主体である。器種組成は、台形石器 1点、
削器 1′点、 2次加工のある争J片 1′点、景J片 21′点、砕片 2′点、石核 1点である。石材は、黒曜石が多い。

第4052号ブロックと接合資料を共有している。

第4056号ブロック (図版338)

本ブロックはⅥ WB04グ リッドを中心に、南北方向を長軸に8.8× 6.4mの 平面的広が りをもつ。第

4057号ブロックが接し、第405904061号ブロックが近接する。遺物は、石器が24′点、礫が 5′点で総数29′点

となる。出土層位はⅢ層～V層で、Ⅳ層が主体である。器種組成は、台形石器 1′点、楔形石器 1′点、石刃

1点、微細争J離痕のある争J片 3点、争J片 15点、砕片 1″点、石核 2′点である。石材は、チャー トが多い。

第4042040510405304057040580407604081号ブロックと接合資料を共有している。

第4057号ブロック (図版339)

本ブロックはⅥ WF03グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に10.4× 10.4mの 平面的広が りをも

つ。第40530405604058号ブロックが接し、第405404062号ブロックが近接する。遺物は、石器が241点、

礫が27点で総数268点 となる。出土層位はⅢ層～Va層で、Va層 が主体である。器種組成は、ナイフ形
石器 2′点、台形石器 1′点、掻器状石器 2′点、厚刃掻器 1′点、削器 1′点、楔形石器 3′点、石刃 4点、 2次加
工のある景J片 2点、微細剥離痕のある景J片 3′点、折断争J片 1′点、砥石 1点、敲石 1′点、楔形石器破片 1点、

余J片 167′点、砕片40点、石核 11′点である。石材は、無斑品質安山岩が多い。

第4042040510405604058040610407604081号ブロックと接合資料を共有している。

第4058号ブロック (図版340)

本ブロックはⅥ W104グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸に6.4× 4mの平面的広がりをもつ。第

405404057号ブロックが接し、第4063号ブロックが近接する。遺物は、石器が44′点、礫が 7′点で総数51′点

となる。出土層位はⅢ層～Va層 で、Ⅳ・V層が主体である。器種組成は、台形石器 1′点、貝殻状刃器 1
点、石刃 3点、 2次加工のある景J片 1点、微細余j離痕のある争J片 4点、折断景J片 1点、争J片 26点、砕片 4

点、石核 3′点である。石材は、黒曜石が多い。

第40420405104056040570406304076040810409204096号ブロックと接合資料を共有している。

第4059号ブロック (図版340)

本ブロックはⅥ VSllグ リッドを中心に、南北方向を長軸に22.4× 7.2mの平面的広が りをもつ。第

4060号ブロックが接し、第4056号ブロックが近接する。遺物は、石器が113′点、礫が 4点で総数117点 とな

る。出土層位はⅢ層～V層で、Ⅲ・Ⅳ層が主体である。器種組成は、石刃 1′点、微細余J離痕のある景J片 2

点、敲石 1′点、争J片 82点、砕片 5点、石核20′点、原石 2′点である。石材は、チャー トが主体である。

Ⅳ層主体の第41号礫群 と重複する。第4072号ブロックと接合資料を共有している。

第4060号ブロック (図版341)

本ブロックはⅥ WB09グ リッドを中心に、南北方向を長軸に6。 4× 4mの平面的広が りをもつ。第
405904061号ブロックが接する。遺物は、石器が25′点、礫が 6′点で総数31′点となる:出土層位はⅢ層～V
b層で、Ⅲ層が主体である。器種組成は、景j片 22点、石核 3点である。石材は、チャー トが主体である。

第4061号ブロックと接合資料を共有している。

第4061号ブロック (図版341)

本ブロックはⅥ WD08グ リッドを中心に、南北方向を長軸に8。 8× 4。 8mの平面的広が りをもつ。第
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406004062号ブロックが接し、第4056号ブロックが近接する。遺物は、石器が64点、礫が15点で総数79点

となる。出土層位はⅢ層～Va層で、Ⅳ上層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、削器 1点、

楔形石器 1点、敲石 1点、磨石 1′点、景J片 46点、砕片 7点、石核 6点である。石材は、凝灰質頁岩、チャ

ー トが多い。

第405704060号ブロックと接合資料を共有している。

第4062号 ブロック (図版341)

本ブロックはⅥ WG08グ リッドを中心に、南北方向を長軸に 8× 7.2mの平面的広がりをもつ。第4061

号ブロックが接し、第405704067号ブロックが近接する。遺物は、石器が43点、礫が19点で総数62点 とな

る。出土層位はⅢ層～Va層で、Ⅳ上層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2点、 2次加工のあ

る争J片 1点、微細争J離痕のある景J片 1点、砥石 2点、磨石 2点、景J片 28′点、砕片 6点、石核 1点である。

石材は、無斑品質安山岩、チャー トが多い。

第4063号ブロックと接合資料を共有している。

第4063号 ブロック (図版342)

本ブロックはⅥ WK06グ リッドを中心に、北東一南西方向を長軸に10.4× 8。 8mの平面的広が りをもつ。

第40550405804064号ブロックが近接する。遺物は、石器が77′点、礫が 6′点で総数83′点となる。出土層位

は I・ Ⅱ層～Vc層で、Va層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、掻器 1′点、掻器状石器 1

点、楔形石器 4点、石刃 2点、 2次加工のある争J片 6点、微細争j離痕のある争J片 4点、折断景j片 3点、景J

片30点、砕片23点、石核 2点である。石材は、黒曜石が主体である。

第404004058040620406404067040680407004087号ブロックと接合資料を共有している。

第4064号 ブロック (図版342)

本ブロックはⅥ WM09グ リッドを中心に、北東一南西方向を長軸に 8× 6.4mの平面的広がりをもつ。

第406604068号ブロックが接し、第406304065号ブロックが近接する。遺物は、石器が165点、礫が 9点で

総数174点 となる。出土層位はⅢ層～Vc層 で、Vb層が主体である。器種組成は、台形石器 1点、貝殻

状刃器 1′点、揉錐器 1′点、厚刃掻器 1′点、楔形石器 1′点、 2次加工のある彙J片 1′点、微細剥離痕のある争J

片 3点、折断争J片 6点、敲石 1点、景J片 50点、砕片98点、石核 1点である。石材は、黒曜石が主体である。

第40630406604076040880409104096号 ブロックと接合資料を共有している。

第4065号 ブロック (図版343)

本ブロックはⅥ WP07グ リッドを中心に、北西一南東方向を長軸に6。 4× 4mの平面的広がりをもつ。

遺物の分布は希薄である。第406404066号ブロックが近接する。遺物は、石器が13点、礫が 7′点で総数20

点となる。出土層位は I・ Ⅱ層～Vb層 で、Ⅳ層が主体である。器種組成は、貝殻状刃器 1′点、微細争J離

痕のある争J片 1点、折断景J片 1点、争J片 8点、砕片 1点、石核 1点である。石材は、黒曜石と無斑品質安

山岩で構成される。

Vb層主体の第25号礫群と重複する。第4077号ブロックと接合資料を共有している。

第4066号 ブロック (図版343)

本ブロックはⅥ W011グ リッドを中心に、北東一南西方向を長軸に11。 2× 6.4mの平面的広が りをもつ。

第406404068号ブロックが接し、第4065号ブロックが近接する。遺物は、石器が156点、礫が 8点で総数

164点 となる。出土層位は I・ Ⅱ層～Vc層で、Vb層 が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2点、

貝殻状刃器 1′貞、掻器状石器 1′点、削器 1点、 2次加工のある景J片 4′点、微細彙J離痕のある争1片 8′点、折

断争J片 2点、景J片 59点、砕片75点、石核 3点である。石材は、黒曜石が卓越する。

第4052040640406804075号 ブロックと接合資料を共有している。
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第4067号 ブロック (図版344)

本ブロックはⅥ WF13グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸に15。 2× 12mの平面的広がりをもつ。

第40680406904070号 ブロックが接し、第4062号ブロックが近接する。遺物は、石器が628点、礫が69点で

総数697点 となる。出土層位は I・ Ⅱ層～Vc層 で、Va層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2

点、斧形石器 1′点、掻器 1′点、削器 1′点、 2次加工のある景J片 11′点、微細景J離痕のある争J片 2点、折断争J

片 1点、砥石 1点、敲石 5′点、磨石 1′点、余1片 435点、砕片147点、石核18点、原石 2点である。石材は、

無斑品質安山岩が卓越する。

Va層主体の第46号礫群 と重複する。第404004063040680406904070号 ブロックと接合資料を共有し

ている。

第4068号 ブロック (図版345)

本ブロックはⅥ WK13グ リッドを中心に、南北方向を長軸に15.2× 11.2mの 平面的広がりをもつ。第

4064040660406704070号 ブロックが接し、第4071号ブロックが近接する。遺物は、石器が687点、礫が74

点で総数761点 となる。出土層位は I・ Ⅱ層～Vc層 で、Va層が主体である。器種組成は、台形石器 1

点、貝殻状刃器 2′点、斧形石器 1′点、掻器 2′点、 2次加工のある争j片 5′点、微細景J離痕のある争J片 4′点、

折断景J片 2′点、祗石 1′点、敲石 5′点、砥石破片 1′点、争J片 451′点、砕片191′点、石核 15′点、石核破片 5′点、

原石 1′点である。石材は、無斑品質安山岩が卓越する。

Vb層主体の第34号礫群 と重複する。第40400406304066040670406904070号 ブロックと接合資料を

共有している。

第4069号 ブロック (図版346)

本ブロックはⅥ WF18グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に11.2× 7.2mの平面的広がりをもつ。

第406704070号ブロックが接する。遺物は、石器が234′点、礫が19′点で総数253′点となる。出土層位はⅢ層

～Vc層で、Vb層 が主体である。器種組成は、鋸歯縁状削器 1点、楔形石器 1点、石刃 1点、 2次加

工のある景J片 5点、微細余J離痕のある景J片 1点、折断景J片 1点、敲石 2点、景J片 175′点、砕片42点、石核

5′点である。石材は、無斑品質安山岩、珪質凝灰岩が多い。

第4067・ 406804070号ブロックと接合資料を共有している。

第4070号 ブロック (図版347)

本ブロックはⅥ WJ17グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に15.2× 9。 6mの平面的広がりをもつ。

第40670406804069号 ブロックが接し、第4071号ブロックが近接する。遺物は、石器が973点、礫が21点で

総数994点 となる。出土層位はⅢ層～Vc層で、Vb層 が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、

台形石器 2′点、斧形石器 3′点、掻器状石器 1点、削器 1′点、 2次加工のある景J片 11′点、微細争J離痕のある

景J片 3点、折断争J片 1点、敲石 9点、争J片 606点、砕片310′点、石核25点である。石材は、無斑品質安山岩

が卓越し、ついでチャー トが多い。

Vb層主体の第47号礫群 と重複する。Va層主体の第46号礫群と重複する。第40400406304067040680

4069号ブロックと接合資料を共有している。

第4071号 ブロック (図版346)

本ブロックはⅥ W017グ リッドを中心に、東西方向を長軸に4.8× 4mの平面的広がりをもつ。遺物の

分布は希薄である。第406804070号ブロックが近接する。遺物は、石器が 6′点、礫が 1′点で総数 7点 とな

る。出土層位は I・ Ⅱ層～Va層 で、 I・ Ⅱ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、微細争J離

痕のある争J片 1点、景J片 3点、砕片 1点である。石材は、無斑品質安山岩、黒曜石、チャー トで構成され

る。
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第4072号ブロック (図版348)

本ブロックはⅥ VR19グ リッドを中心に、東西方向を長軸に8。 8× 7.2mの平面的広がりをもつ。第4073

号ブロックが接する。遺物は、石器総数36′点である。出土層位はⅢ層～Ⅳ層で、Ⅳ層が主体である。器種

組成は、削器 1点、 2次加工のある景J片 1点、敲石 2′点、景J片 29点、砕片 1′点、石核 2′点である。石材は、

チャー トが主体である。

第4059号ブロックと接合資料を共有している。

第4073号ブロック (図版348)

本ブロックはX BQ03グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸に14.4× 8。 8mの平面的広が りをもつ。

遺物の分布は希薄である。第4072号ブロックが接する。遺物は、石器が12′点、礫が 7′点で総数 19′点となる。

出土層位はⅢ層～Ⅳ層で、Ⅲ層が主体である。器種組成は、削器 1′点、敲石 1点、台石 1点、争J片 8点、

石核 1′点である。石材は、無斑品質安山岩が多い。

第4074号ブロック (図版349)

本ブロックはⅥ RT19グ リッドを中心に、東西方向を長軸に10。 4× 8.8mの平面的広が りをもつ。第

40430407504081号ブロックが接し、第404204076号 ブロックが近接する。遺物は、石器が253点、礫が 9

点で総数262点 となる。出土層位はⅢ層～Vc層で、Va層 が主体である。器種組成は、台形石器 3′点、

貝殻状刃器 1′点、掻器 2′点、鋸歯縁状削器 1′点、楔形石器 1′点、 2次加工のある景J片 4′点、微細争J離痕の

ある争J片 4点、折断景J片 1点、敲石 3点、台石 2点、争J片 163点、砕片54点、石核14点である。石材は、

無斑品質安山岩が主体である。

第40390404204075040760407704081号 ブロックと接合資料を共有している。他に、第 2地点の第2040

号ブロックとも接合資料を共有している9

第4075号ブロック (図版349)

本ブロックはⅥ WQ02グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸に12.8× 8mの平面的広が りをもつ。

第40740407604077号ブロックが接する。遺物は、石器が139′点、礫が10′点で総数149′点となる。出土層位

はⅢ層～Vc層 で、Va層 が主体である。器種組成は、斧形石器 1点、彫器 1点、掻器 1点、楔形石器

1点、 2次加工のある剥片 5点、微細争J離痕のある争J片 8点、景J片 73′点、砕片38′点、石核 11′点である。石

材は、黒曜石、無斑品質安山岩が主体である。

第406604074040760407704079040850408804093号ブロックと接合資料を共有している。

第4076号ブロック (図版350)

本ブロックはⅥ XA01グ リッドを中心に、北東一南西方向を長軸に9.6× 6.4mの平面的広がりをもつ。

第40770407804081号 ブロックが接し、第4074号ブロックが近接する。遺物は、石器が302点、礫が 7点で

総数309点 となる。出土層位はⅢ層～Vc層で、Va層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、

台形石器 2点、削器 2点、楔形石器 2点、 2次加工のある景J片 7点、微細余J離痕のある余J片 10点、折断景j

片 1点、敲石 2点、台石 2点、争J片 181点、砕片78点、石核14点である。石材は、無斑品質安山岩が卓越

し、次いで黒曜石が多い。

夕等403904042040510405604057040580406404074040750407704080040810408204088040920

409304096号ブロックと接合資料を共有している。

第4077号ブロック (図版350)

本ブロックはⅥ WS04グ リッドを中心に、東西方向を長軸に10.4× 8mの 平面的広が りをもつ。第

407504076号ブロックが接し、第407804079号ブロックが近接する。遺物は、石器が253点、礫が 7′点で総

数260点 となる。出土層位はⅢ層～Vc層で、Vb層 が主体である。器種組成は、台形石器 2点、貝殻状
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刃器 2′点、斧形石器 1′点、掻器状石器 3′点、削器 3′点、鋸歯縁状削器 1′点、 2次加工のある余J片 13′点、微

細景J離痕のある争J片 7点、折断景J片 3点、斧形石器破片 1点、削器破片 1点、折断争J片破片 1点、景J片

127点、削片 1点、砕片76点、石核10点、原石 1点である。石材は、黒曜石が主体である。

第4054040650407404075040760407904081040870408804093号 ブロックと接合資料を共有 してい

る。

第4078号 ブロック (図版351)

本ブロックはⅥ XC03グ リッドを中心に、東西方向を長軸に5.6× 4.8mの 平面的広が りをもつ。第

4076・ 407904085号ブロックが接し、第4077号ブロックが近接する。遺物は、石器が29点、礫が 1点で総

数30点 となる。出土層位はⅢ層～Vc層 で、Va層が主体である。器種組成は、折断景J片 1点、剥片 9

点、砕片19点である。石材は、黒曜石が主体である。

第4086号ブロックと接合資料を共有している。

第4079号 ブロック (図版351)

本ブロックはⅥ XC04グ リッドを中心に、東西方向を長軸に4.8× 2.4mの 平面的広が りをもつ。第

407804080号ブロックが接し、第4077号ブロックが近接する。遺物は、石器が20点、礫が 1点で総数21点

となる。出土層位はIV下層～Vb層 で、Va層が主体である。器種組成は、厚刃掻器 2点、 2次加工の

ある景J片 1点、折断景j片 1点、景j片 11点、砕片 5点である。石材は、黒曜石が主体である。

第407504077号ブロックと接合資料を共有している。

第4080号 ブロック (図版351)

本ブロックはⅥ XC06グ リッドを中心に、東西方向を長軸に5。 6× 4mの平面的広がりをもつ。第4079

号ブロックが接し、第4086号ブロックが近接する。遺物は、石器が43点、礫が 1′点で総数44点 となる。出

土層位はⅢ層～Vc層で、Vb層 が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、貝殻状刃器 2点、掻

器状石器 1点、削器 2点、 2次加工のある余J片 1点、微細余j離痕のある争J片 2′点、折断争J片 3′点、景j片 18

点、砕片11点、石核 2点である。石材は、黒曜石が主体である。

第4076号ブロックと接合資料を共有している。

第4081号 ブロック (図版352)

本ブロックはⅥ SE18グ リッドを中心に、東西方向を長軸に13.6× 11。 2mの平面的広が りをもつ。第

4043040740407604082号 ブロックが接し、第4084号ブロックが近接する。遺物は、石器が415′点、礫が24

点で総数439点 となる。出土層位はⅢ層～Vc層 で、Va層 が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1

点、台形石器 5′点、貝殻状刃器 2′点、槍先形尖頭器 1′点、斧形石器 1′点、彫器 1′点、掻器状石器 1′点、削

器 10′点、楔形石器 3′点、石刃 2′点、 2次加工のある景J片 13′点、微細景J離痕のある争J片 8′点、折断争J片 1′点、

敲石 1点、掻器破片 1′点、争J片 217′点、削片 1点、砕片114点、石核32′点である。石材は、無斑品質安山岩

が主体である。

第403904042040430404404049040510405604057040580407404076040770408204087号 ブロッ

クと接合資料を共有している。他に、第 2地′点の第2100号ブロックとも接合資料を共有している。

第4082号 ブロック (図版353)

本ブロックはⅥ SJ20グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に5.6× 3。 2mの平面的広がりをもつ。

第4081号ブロックが接し、第408304084号ブロックが近接する。遺物は、石器が29′点、礫が 2′点で総数31

点となる。出土層位はⅢ層～Vc層で、Ⅳ下層が主体である。器種組成は、掻器 1′点、削器 1″点、楔形石

器 1′点、 2次加工のある争J片 4″点、微細景J離痕のある争J片 1′点、祗石 1′点、砥石破片 3′点、景J片 11′点、砕

片 3点、石核 3点である。石材は、無斑品質安山岩、黒曜石が多い。
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第407604081号ブロックと接合資料を共有している。

第4083号ブロック (図版353)

本ブロックはⅥ XL01グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に6.4× 4mの平面的広が りをもつ。

第4084号ブロックが接し、第4082号ブロックが近接する。遺物は、石器が33点、礫が 3点で総数36点 とな

る。出土層位はⅣ上層～Vc層 で、Va層が主体である。器種組成は、 2次加工のある景J片 1′点、敲石

1点、景J片 19点、砕片 7点、石核 4点、原石 1′点である。石材は、無斑晶質安山岩が主体である。

第4084号ブロック (図版353)

本ブロックはⅥ XJ02グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に10。 4× 6。 4mの平面的広がりをもつ。

第408304085号ブロックが接し、第408104082号ブロックが近接する。遺物は、石器が99点、礫が 6点で

総数105点 となる。出土層位はⅢ層～Vc層で、Ⅳ上層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、

台形石器 2点、貝殻状刃器 1点、楔形石器 1点、 2次力日工のある景J片 2点、折断景J片 1点、敲石 1点、台

石 1′点、剥片62′点、砕片21点、石核 6点である。石材は、無斑品質安山岩が主体で、ついで黒曜石が多い。

第4085号ブロック (図版354)

本ブロックはⅥ XF03グ リッドを中心に、東西方向を長軸に6。 4× 5.6mの平面的広が りをもつ。第

407804084号ブロックが接する。遺物は、石器が58′点、礫が 7′点で総数65′点となる。出土層位はⅢ層～V

b層で、Va層が主体である。器種組成は、掻器 1点、 2次加工のある景J片 2′点、敲石 1′点、争J片 41点、

砕片 9点、石核 4点である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

第4075号ブロックと接合資料を共有している。

第4086号ブロック (図版354)

本ブロックはⅥ XH07グ リッドを中心にく東西方向を長軸に13.6× 6.4mの平面的広が りをもつ。第

408704088号ブロックが接し、第4080号ブロックが近接する。遺物は、石器が76点、礫が22点で総数98点

となる。出土層位はⅢ層～Vb層 で、Ⅳ上層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2点、台形石器

2′点、彫器 2′点、掻器 1′点、掻器状石器 1′点、削器 2′点、石刃 1′点、 2次加工のある景J片 1′点、微細争J離

痕のある剥片 3点、折断景J片 2点、景J片 39点、砕片16′点、石核 3点、原石 1点である。石材は、無斑品質

安山岩、チャー ト、黒曜石が多い。

Ⅳ下層主体の第 102号礫群 と重複する。第4078号ブロックと接合資料を共有している。

第4087号 ブロック (図版355)

本ブロックはⅥ XG10グ リッドを中心に、東西方向を長軸に 8× 7.2mの 平面的広が りをもつ。第

40860408804092号 ブロックが接し、第4091号ブロックが近接する。遺物は、石器が192′点、礫が 6点で総

数198′点となる。出土層位はⅢ層～Vc層で、Vc層が主体である。器種組成は、台形石器 1点、貝殻状

刃器 1′点、掻器状石器 1′点、削器 3′点、楔形石器 1′点、 2次加工のある争J片 2′点、微細景J離痕のある景j片

6点、折断争J片 4点、敲石 1点、景J片 76点、砕片94点、石核 1点、原石 1点である。石材は、黒曜石が主

体である。

第4040040630407704081040880409204093号 ブロックと接合資料を共有している。

第4088号ブロック (図版355)

本ブロックはⅥ XK09グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸に11.2× 6.4mの平面的広がりをもつ。

第4086040870409204093号 ブロックが接し、第4089号ブロックが近接する。遺物は、石器が167′点、礫が

12点で総数179点 となる。出土層位はⅢ層～Vc層で、Va層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器

1′点、台形石器 1″点、掻器 2′点、削器 1′点、 2次加工のある争J片 3′点、微細争J離痕のある争J片 2′点、敲石

2′点、台石 4点、景J片 101点、砕片43点、石核 6点、原石 1点である。石材は、無斑品質安山岩が主体で
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ある。

Ⅳ下 OVa層主体の第 5号礫群と重複する。第4064040750407604077040870409304095号ブロック

と接合資料を共有している。

第4089号 ブロック (図版356)

本ブロックはⅥ X009グ リッドを中心に、北西一南東方向を長軸に5.6× 4mの平面的広が りをもつ。

第4090号ブロックが接し、第4088号ブロックが近接する。遺物は、石器が66点、礫が29点で総数95点 とな

る。出土層位はⅢ層～Vb層 で、Ⅳ上層が主体である。器種組成は、槍先形尖頭器 1点、彫器 1点、掻

器 3点、削器 2点、 2次加工のある景j片 4′点、景j片 32点、削片 1″点、砕片22点である。石材は、無斑品質

安山岩、黒曜石、凝灰岩が多い。

第4090号ブロックと接合資料を共有している。

第4090号 ブロック (図版356)

本ブロックはⅥ XQ07グ リッドを中心に、北東一南西方向を長軸に 8× 5.6mの平面的広が りをもつ。

第4089号ブロックが接する。遺物は、石器が53点、礫が 1点で総数54点 となる。出土層位はⅢ層～Vb

層で、Ⅲ層が主体である。器種組成は、槍先形尖頭器 1′点、掻器 1′点、削器 1′点、微細景J離痕のある争J片

1点、景J片 25点、砕片24点である。石材は、黒曜石、無斑品質安山岩が多い。

第4089号ブロックと接合資料を共有している。

第4091号 ブロック (図版357)

本ブロックはⅥ XE13グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸に8.8× 8mの平面的広がりをもつ。第

4092号ブロックが接し、第4087号ブロックが近接する。遺物は、石器が108点、礫が 5点で総数113点 とな

る。出土層位はVa層～Vc層 で、Vb層が主体である。器種組成は、掻器状石器 3点、削器 4点、楔

形石器 2点、 2次加工のある景J片 5点、微細景J離痕のある景J片 6点、折断景J片 3点、敲石 1点、景J片 30′点、

砕片52点、原石 2点である。石材は、黒曜石が卓越する。

Vb層 主体の第24号礫群 と重複する。第40540406404096・ 4097号ブロックと接合資料を共有してい

る。

第4092号 ブロック (図版358)

本ブロックはⅥ X114グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸に12.8× 8。 8mの平面的広がりをもつ。

第40870408804094号 ブロックが接し、第4093号ブロックが近接する。遺物は、石器が160点、礫が13点で

総数 173′点となる。出土層位は IOⅡ 層～Vc層 で、Vb層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1

点、貝殻状刃器 1′点、掻器状石器 1′点、削器 2′点、 2次加工のある争J片 4′点、微細彙J離痕のある争J片 11′点、

折断剥片 4点、争J片 49点、砕片82点、石核 4点、原石 1点である。石材は、黒曜石が主体である。

第40580407604087040950409604098号 ブロックと接合資料を共有している。

第4093号 ブロック (図版359)

本ブロックはⅥ XM12グ リッドを中心に、東西方向を長軸に7.2× 5。 6mの平面的広が りをもつ。第

408804094号ブロックが接し、第4092号ブロックが近接する。遺物は、石器が41点、礫が 7点で総数48′点

となる。出土層位はⅢ層～Vb層 で、Va層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、掻器状石

器 1点、楔形石器 1点、微細剥離痕のある争J片 1′点、折断争J片 1点、争j片 22点、砕片 7点、石核 2点、原

石 5点である。石材は、無斑品質安山岩、黒曜石が多い。

Va層主体の第 3号礫群と重複する。第407504076040770408704088号 ブロックと接合資料を共有し

ている。

第4094号ブロック (図版359)
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本ブロックはⅥ XM15グ リッドを中心に、東西方向を長軸に10。 4× 7.2mの平面的広が りをもつ。第

40920409304095号ブロックが接する。遺物は、石器が231′点、礫が 6′点で総数 237′点となる。出土層位は

Ⅳ上層～Vc層 で、Vb層 が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 3点、台形石器 1点、貝殻状刃器

1′点、掻器状石器 1′点、削器 2′点、 2次加工のある景J片 2′点、微細争J離痕のある争j片 8′点、折断景J片 4′点、

争J片 62点、砕片146点、石核 1点である。石材は、黒曜石が卓越する。

第4095号ブロック (図版360)

本ブロックはⅥ XL19グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に1218× 8mの平面的広がりをもつ。

第4094号ブロックが接する。遺物は、石器が150点、礫が 3点 で総数153点 となる。出土層位はVa層
～Vc層で、Vb層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、貝殻状刃器 3点、掻器 1点、掻器
状石器 2点、削器 4点、石刃 1′点、 2次加工のある争J片 5′点、微細争J離痕のある景J片 12′点、折断余J片 5′点、

敲石 1点、景j片 55′点、砕片56点、石核 3′点、原石 1点である。石材は、黒曜石が卓越する。

Vb層 主体の第31号礫群 と重複する。第4044040880409204096号 ブロックと接合資料を共有してい

る。

第4096号ブロック (図版360)

本ブロックはⅥ YC10グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に10。 4× 5.6mの平面的広がりをもつ。

第4097号ブロックが近接する。遺物は、石器が72″点、礫が 4′点で総数76点 となる。出土層位はⅢ層～Vc

層で、Vb層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2点、台形石器 2点、貝殻状刃器 1点、掻器 3

点、鋸歯縁状削器 1点、石刃 1′点、 2次加工のある景J片 4点、微細争J離痕のある景J片 5点、折断余J片 1′点、

景J片 16′点、砕片35′点、石核 1点である。石材は、黒曜石が卓越する。

第4044040580406404076040910409204095号ブロックと接合資料を共有している。

第4097号ブロック (図版361)

本ブロックはⅥ YA12グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸に11.2× 6.4mの平面的広がりをもつ。

第4096号ブロックが近接する。遺物は、石器が68点、礫が33点 で総数101点 となる。出土層位はⅣ上層

～Vc層 で、Va層 が主体である。器種組成は、掻器 1点、 2次加工のある剥片 1点、微細景J離痕のあ

る争J片 1点、折断争J片 1点、景J片 35′点、砕片27′点、石核 2点である。石材は、無斑品質安山岩、黒曜石、

チャー トで構成される。

第4091号ブロックと接合資料を共有している。

第4098号ブロック (図版361)

本ブロックはⅥ XT16グ リッドを中心に、南北方向を長車由に13.6× 10.4mの平面的広がりをもつ。遺物

は、石器が72点、礫が 1点で総数73点 となる。出土層位は I・ Ⅱ層～Vc層で、Vb層が主体である。器

種組成は、貝殻状刃器 2′点、削器 1′点、楔形石器 1′点、石刃 1′点、 2次加工のある争J片 3′点、微細争J離痕
のある争j片 2点、折断景J片 1点、争J片 14点、砕片43点、石核 4点である。石材は、黒曜石が卓越する。

第4092号ブロックと接合資料を共有している。

第4099号ブロック (図版362)

本ブロックはⅥ YG15グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸に13。 6× 8。 8mの平面的広がりをもつ。

遺物は、石器が41点、礫が 6点で総数47点 となる。出土層位はⅢ層～Vb層 で、Ⅳ下～Va層 が主体で

ある。器種組成は、掻器 1′点、削器 1′点、敲石 1′点、争j片 22′点、砕片15′点、石核 1′点である。石材は、無

斑晶質安山岩が主体である。

Ⅳ下層主体の第 4号礫群と重複する。

第4100号ブロック (図版361)
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本ブロックは、第 4地点の主体 をなすテラスより3mほ ど一段低い北向きのテラスに位置する。Ⅵ

D019グ リッドを中心に、北西一南東方向を長軸に3.2× 2.4mの平面的広がりをもつ。遺物は、石器総数

5点である。出土層位は IOⅡ 層だけである。器種組成は、 2次加工のある争J片 1点、争J片 3点、砕片 1

点である。石材は、無斑品質安山岩、珪質頁岩、鉄石英で構成される。

(2)礫群 (図版363～ 375 第47表 )

礫群は総数50基確認された。Ⅲ層からVb層 まで各層から出土しており、いくつかの時期に分けられ

る。そこでこれらの礫群を、主体となる出土層位と構成礫の個数、重量、遺存度をあらわしたのが、第47

表である。これによって本地点の主要な礫群は大きく4類に分類される。

1類 :礫の平均重量が300g～ 500gで、遺存度は完形礫のほうがやや多い。平面的な広がりは比較的小規

模である。出土層位はⅢ層が主体となる。SH108 0 94・ 95049が相当するが、なかでも94095は他の礫群

と比べ平面的な広がりがやや広 く、出土層位もⅣ層出土の個体があり、時期的な差があるのかもしれない。

礫群間の分布は特に集中する地域はなく、点々と散在する。

2類 :礫の平均重量が80g～ 250gと 軽量な礫が多い。遺存度も25%以下のものが多く、破損礫が主体 とな

る。平面的な広がりは大きい:出土層位はⅣ～Va層が主体となる。SH10403904009609809901010

10901110112011301140116・ 1200122が相当する。

3類 :礫の平均重量が700g～ 4 kgと 大形で、構成礫数は10個以内で散漫な分布を示す。この形態を、旧

石器時代の場合「配石」と呼んできた。ほとんどが完形に近い礫で構成される。出土層位はVa～ vC層

に限られる。SH22 0 24 0 25 0 28 0 29 0 30 0 31 0 34 0 47 0 58 0 91 0 102 0 102 0 103 0 105 0 110 0 117 0 119 0

12101230127が相当する。

4類 :礫の平均重量が280g～ 400gと I類 とⅡ類の中間の重量をもつ。出土層位はVb層 に限られⅢ類と

の関係が興味深い。いわゆる配石ではなく、赤化礫が密集している礫群としては野尻湖遺跡群の中でも最

古のものといえよう。SH124 0 125カサロ当する。
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遺構名 点数 方位 規模 重複BL 出土層位
重量gの

平均

重量gの

合計

遺存度 (%) 遺存度

類型

層位

類型不 明 100

SH44 NE 5。 4× 4.6 1,668 10,010 b

SH49 NW 3.4× 1.6 4050 1,970

SH108 NW 2× 2 4023 III下 2,740

SH134 NE 4.1× 6.8 4007 IⅡ ・IV 35,735

SH94 EW 4× 2 4015 IⅡ OIV 6,600

SH95 NW 4.7× 3.5 4015 IV 5,400 C

SH101 NW 2× 2.5 4014 IV 1,850 b

SH109 NE 4.2× 3.7 4014 IV 168 13,450 20 b

SHlll NE 5。 1× 4 4013 IV 138 5,940 C

SHl12 NE 3.5× 2.4 4010 IV 189 11,720 b

SHl13 NW 4.7× 2.3 4001 IV 143 4,300 C

SH39 NE 3.7× 2.4 4009 IV 4,820 C

SH40 NE 3.8× 2 IV 142 1,850

SH41 NW 8× 4.6 4059 IV 1,029 8,230

SH98 NW 4× 3 4019 IV 6,381

SHl NS 8× 4 4086 Ⅳ下 99 8,814 b

SHl16 44 NW 3.4× 2.4 4010 Ⅳ >Va 164 7,220 27

SH120 NS 4.4× 4.4 4008 Ⅳ >Va 8,920 26

SH2 NW 4。 1× 2 Ⅳ 下 414 10,361 b

SH4 NE 6.6× 3 4099 IV下 >Va 4,855 12

SH5 NE 6.1× 3.1 4088 IV下 O Va 556 23,351

SH96 NS 4.3× 2.4 4015 Ⅳ >Va 244 6,579

SH102 NE 5.7× 3 4018 Va 7,600

SH103 NW 3.5× 2.1 4012 Va 1,793 23,310

SH105 NW 4.1× 2.4 4012 V 702 3,510

SHl14 NW 3.4× 2.6 4013 Va>Ⅳ 17,120 42

SH122 NW 2.9× 1.4 4013 Va 2,720

SH20 NE 4.1× 2.7 Va 25,708 35

SH22 NW 7.4× 2.7 4044 Va 1,493 11,940

SH28 NS 5.6× 3.5 4051 V・ Vb 13,277 b

SH29 NW 4× 2.9 4052 Va 6,862 C

SH3 85 NS 6.1× 3.4 4093 Va 30,399 C

SH30 NE 7.5× 3.6 4052 Va 1,379 8,275

SH46 NW 11.1 4070 Va 2,296 55,107

SH99 NS 1× 1 4018 Va 185 2,780

SHl10 NS 3.3× 3.3 4014 Vb 4,435 26,610

SHl17 NE 4。 1× 2.7 4001 Vb 2,606 13,030

SHl19 NW 5。 7× 3.7 4011 Vb 1,399 15,390

SH121 NW 3.2× 2 4011 Vb 2,784 19,490

SH123 Ettr 4.2× 2.1 4008 Vb 2,814 19,700

SH124 NW 6.1× 5 4010 Vb 383 40,190

SH125 NS 2.7× 3.3 4013 Vb>IV 223 6,230

SH127 NS 2.7× 1.5 4016 Vc 1.194 9,548

SH24 NS 2× 1.9 4091 Vb 4,503 b

SH25 EW 3.8× 1.4 4065 Vb 1,817 5,450

SH31 NE 5.3× 2.6 4095 Vb 1,725 6,900

SH34 NS 7× 2.5 4068 Vb 3,542 17,710

SH47 NE 5× 1.5 4070 Vb 1,400 4,200 C

SH58 NS 5.4× 4.6 4039 Vb 1,391 130

SH91 NW 4.3× 3.6 4031 Vb 2,326 20,930

第47表 貫ノ木遺跡 第 4地点礫群
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3遺 物

(1)ナ イフ形石器 (図版376～ 3860報告番号1201～ 12710写真図版83～ 86)

ナイフ形石器は74点出土した。.出土層位はⅢ層14点、Ⅳ層19点、Va層 26点、Vb層 10点、V層一括4

点で、Va層が多く、Vb層になると減少する。第 4地点100ブロック中ナイフ形石器を出土したのはほ

ぼ半数の48ブロックだが、 1ブロックあたりの出土数は 1～ 3点 と、出土数に偏 りがみられない。石材は

黒曜石32′点と、無斑品質安山岩19点で主体をなす。本地′点のナイフ形石器11類に分類できる。

1類 :縦長景J片 (石刃状)を素材とし、打面を残置して基部側に設ける基部加工のナイフ形石器。 7′点

みられた (1205012200123801244012520125701265)。

2類 :縦長景J片 (石刃状)を素材とし、多くは打面を基部側に設け、基部先端部に調整加工を施す。 1類

との違いは基部を尖鋭になるように加工するところである。 9点みられた (121101214・ 12300123401237・

12450 125801263・  1268)。

3類 :縦長争J片、寸詰まりの縦長争J片 を素材とし、基部付近をやや扶るように調整加工を施すもので、先

端にはほとんど加工を施さないが、尖るような素材を選択していたと考えられる。調整彙J離の方向には正

方向景J離・反方向景J離・錯向景J離などバラエティーがある。調整景J離の種類は平坦景J離。 4点みられた

(1204012070123901249)。

4類 三3類 と素材、形状などは同じだが、調整争J離の種類が微細争J離。 6′点みられた (120201248012500

12660 126701271)。

5類 :3類 と素材、形状などは同じだが、調整争J離の種類が通常景J離。 5点みられた (122101222012410

12430 1269)。

6類 :景J片景J離軸 と石器主軸が一致する二側縁加工のナイフ形石器で、石刃状の縦長景J片が用いられる。

3点みられた (12120122301227)。

7類 三争J片景J離軸と石器主軸が一致せず斜めになる三側縁加工のナイフ形石器で、石刃状の縦長景J片が用

いられる点は6類 と同じ。 6点みられた (12030122401228012420125601264)。

8類 :縦長争J片 もしくは寸詰まりの縦長景J片 を用い、打面を基部に設けやや鋸歯状の調整加工を二側縁に

施す。長野県和田村男女倉遺跡 B・ J地点にみられるナイフ形石器に類例が求められる。 2点みられた

(120801218)。

9類 :横長景J片 を素材とし、打面を側縁に用いる。鋸歯状の調整加工を施すものが目立つ。加工部位は二

側縁のものと一側縁のものがある。 4′点みられた (1251012590126101262)。

10類 :部分加工のナイフ形石器。5′点みられた (1209012100122501226)。

11類 :弧状一側縁加工のナイフ形石器。 5′点みられた (12190123301235・ 125301254)。

(2)台形石器 (図版386～ 3930報告番号1272～ 13260写真図版86～ 88)

台形石器は58点出土した。出土層位はⅢ層 5点、Ⅳ層15点、Va層 17点、Vb層 14点、VC層 1点、

V層一括 5点で、V層の出土数が多い。出土数の多いブロックは BL4081の 5点で、他は 1～ 2点の出土

であった。石材はナイフ形石器と同様黒曜石33′点、無斑品質安山岩14″点と、この 2石材が主体を占める。

本地″点の台形石器も第3地点の分類にしたがって分けると以下のようななる。

l類 :景J片 もしくは横長の余J片 を用い、打面は側縁に置き、調整加工は通常景J離 を施す。14点みられた

(127501280～ 1282012890129001295～ 12970130101302013110132101326)。

2類 :争J片 もしくは横長の最J片 を用い、打面は側縁に置き、調整加工は平坦争J離 を施す。22点 みられた

(1272012760127701279012840128501287012910129201294013030130401308-131001312-13160
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131801325)。 近接したブロック群でまとまって出土する傾向がある。

3類 :景J片 もしくは横長の争J片を用い、打面は側縁に置き、調整加工は微細争J離 を施す。 5点みられた

(128801299013060130701317)。

4類 :寸詰まりの縦長争j片 を用い、打面を基部側に置き、基部を中心に加工を施す。先端部は開き、台形

状を呈す。調整加工は通常景J離を施す。 3′点みられた (12830129801300)。

5類 三寸詰まりの縦長景J片 を用い、打面を基部側に置き、基部を中心に加工を施す。先端部は開き、台形

状を呈す。調整加工は平坦景J離を施す。 6′点みられた (127301278012930132001323)。

6類 三寸詰まりの縦長景J片 を用い、打面を基部側に置き、基部を中心に加工を施す。先端部は開き、台形

状を呈す。調整加工は微細景J離を施す。 3′点みられた (12860131901322)。

(3)貝殻状刃器 (図版393～ 395・ 報告番号1327～ 1349・ 写真図版88～ 89)

貝殻状刃器は30点出土した。出土層位はⅢ層 1点、Ⅳ層 8点、Va層 7点、Vb層 9点、Vc層 3点、
V層一括 2′点で、V層の出土が多い。21のブロックで出土しているが、各ブロック 1～ 3点の出土で偏 り

はなかった。石材は黒曜石が28点、無斑品質安山岩が 2′点であった。

(4)槍先形尖頭器 (図版396・ 報告番号1350～ 1357・ 写真図版89)

槍先形尖頭器は 9′点出土した。出土層位はⅡ層 1点、Ⅲ層 5点、Ⅳ層 3点であった。

1350は菱形を呈す片面調整の尖頭器である。左右非対称で片側縁が肩をはるものに135101354がある。

135201353・ 1357は樋状争J離を有する尖頭器である。この 3′点は共通して、樋状景J離を行った後、その

樋状争J離の末端部の側縁を調整している。第 2地′点にも樋状争J離を有する尖頭器が出土しているが、この

樋状争J離後の調整がみられなかった。注意していきたい。

(5)斧形石器 (図版397～ 4030報告番号1358～ 137101663～ 16650写真図版90～ 91)

斧形石器は22点 出土した。出土層位はⅢ層 4点、Ⅳ層 2点、Va層 6点、Vb層 6点、Vc層 2点、
V層一括 2′点である。Ⅲ層出土の 1点は神子柴型石斧と考えられるので、その他21′点が後期旧石器時代前

半期の斧形石器ととらえられる。

1358は、再生品であろうか、左右非対称である。研磨痕が著しく、着たい全体の範囲に及ぶ。1359は片

面に自然面を残す。刃部中央から右側縁にかけて裏面からの衝撃による争J離痕 (刃 こぼれ)が顕著である。

1363も 片面に自然面を残す。表面より刃部は再生されている。刃部は表裏研磨された後、表面よりの衝撃

で裏面刃部が大きく欠損し (刃部稜線が大きく表面に屈曲している)、 その後裏面側の再度研磨している。

そのため実測図では明確に表現できなかったが、裏面側の研磨範囲は稜線が認められ、いくつかの面を形

成し、線状痕もやや方向が違うものがみられる。1360は未製品か。1361は欠損品であるがもし完形品であ

ったとしたらかなり大形になると思われる。無斑品質安山岩製である。136501366は 自然面が残らない。

1366の ように刃部幅の狭いタイプのものがいくつかみられる。13620136901371な どである。1664は全体

が丁寧に両面調整されている。これも刃部幅は短い。

(5)彫器 (図版404～ 4050報告番号1372～ 13800写真図版92)

彫器は 9点出土した。出土層位はⅡ層 1点、Ⅲ層 2点、Ⅳ層下部 2点、Va層 3点、Vb層 1点 と各

層から出土しているが、 1～ 3地点のようにⅢ・Ⅳ層に偏在する傾向はあまり認められず、Ⅳ下～Va層

に出土数が多いのが本地点の特徴となろうか。出土ブロックは BL4001で 4点 とまとまるほか、BL40750

40810408604089と 地′点南東よりの近接したブロックのⅣ下層～Va層 にかけて出土している。

(6)揉錐器 (図版4050報告番号1381～ 13820写真図版92)

揉錐器は 3点出土した。BL4025の Va層から鉄石英製が、BL4035の Vb層から黒曜石製が、BL4064

のVb層から黒曜石製がそれぞれ 1点ずつ出土した。
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(7)掻器 (図版406～ 4130報告番号1383～ 14130写真図版93～ 94)

掻器は52点 出土した。出土層位はⅢ層11点、Ⅳ層13点、Va層 20点、Vb層 6点、V層一括 2点であ
った。Va層 の出土が多かった。Va層 か ら複数 出土 しているブロックには BL4023(3点 )と
BL4096(2′点)がある。石材は無斑品質安山岩が29′点と最も多用され、黒曜石が11点 と次いで多かった。

無斑品質安山岩製の掻器が多かったブロックは BL4023で 4点、黒曜石製の掻器が多かったブロックは

BL4096で 3点であった。

(8)掻器状石器 (図版413～ 415・ 報告番号1414～ 1435・ 写真図版94～ 95)

掻器状石器は30点出土した。出土層位はⅢ層 4点、Ⅳ層 5′点、Va層 6′点、Vb層 15点で、やはりVb

層が最も多い。22のブロックから出土しているが、各ブロックとも1～ 3点 と特に出土数が偏るブロック

はなかった。石材は無斑品質安山岩が最も多く29′点、黒曜石が11′点と次いで多い。

(9)厚刃掻器 (図版4160報告番号1436～ 1438)

厚刃掻器として 6点 を抽出した。出土層位はⅢ層 1点、Ⅳ層 1点、Va層 1点、Vb層 2点、V層一
括 1点であった。石材は黒曜石が 4点、無斑品質安山岩、珪質頁岩が各 1′点。

00 削器 (図版417～ 4260報告番号1439～ 14830写真図版95～ 96)

削器は123点 出土した。主な出土層位はⅢ層19点、Ⅳ層34点、Va層 31点、Vb層 28点、Vc層 1点、
V層一括 4′点であった。石材は、無斑品質安山岩が52点、黒曜石が43点 とこの2つの石材が大半を占める。

無斑品質安山岩はⅢ・IV層が多く、下層のVb層 になると出土数が減少するのに対し、黒曜石はVb層に
多くみられた。BL4081で は10点がⅢ～Vb層 まで各層から出土、BL4044で は 9点、BL4052で 6点、
BL4006で 5点がⅢ・Ⅳ層から出土している。

0つ 鋸歯縁状削器 (図版4270報告番号1484～ 1485)

鋸歯縁状削器として 5点を認定した。出土層位はⅢ層 1点、Va層 3点、Vb層 1点であった。
OD 楔形石器 (図版427～ 4350報告番号1486～ 15430写真図版96～ 98)

楔形石器は135点出土した。主な出土層位はⅢ層28点、Ⅳ層41点、Va層 33点、Vb層 15点、Vc層 4

点、V層一括13点で、IV層からVa層にかけてピークがありそうである。47ヵ 所のブロックから出土し
ているが、出土数が多かったのは BL4044で 16点、BL4052、 BL4032で各11点、BL4038で 10点、BL4033

で9′点と、第4地′点中央付近の近接したブロック群から出土している。主な利用石材は無斑品質安山岩が44

点、黒曜石が42点、チャー トが24点、玉髄が14点であった。

00 石刃 (図版436・ 報告番号1544～ 1547・ 写真図版110～ 112)

石刃は61点 出土した。出土層位はⅢ層 8点、Ⅳ層22点、Va層 7点、Vb層 19点、V層一括 5点で、
Ⅲ～Ⅳ層とVb層に 2つ のピークがみられる。出土数が比較的多かったブロックには、BL4001で 7点、
BL4034で 5点がある。この2ブロックは出土層位が対照的で、BL4001は Ⅲ・IV層から、BL4034はⅣ・Vb
層であった。打面の形態を層位別にみると、単景J離打面のものはくⅡI層 1点、Ⅳ層 6点、Va層 4点、
Vb層 12点で、単景J離打面例はVb層 が多くなる。一方調整打面もしくは複数打面例はⅢ層 5点、Ⅳ層
10点、Va層 1点、Vb層 4′点で、Ⅲ～Ⅳ層が多く、対照的な在 り方を示している。使用石材も硬質頁
岩はⅢ～Ⅳ層に限ってみられる。他の石材については、偏在性は認められなかった。

00 2次加工のある剥片

2次加工のある景J片 として325点 を抽出した。出土層位はⅢ層73点、Ⅳ層80点、Va層 73点、Vb層 80

点、Vc層 4点、V層一括11点で、各層から出土している。

00 微細剥離痕のある剥片

微細景J離痕のある余J片は270点 出土した。出土層位はⅢ層43点、Ⅳ層68点、Va層 55点、Vb層 80点、
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Vc層 3点、V層一括17点であった。73ヵ 所のブロックから出土しているが、出土数が多かったブロック

は BL4044で 15点、BL4095で 12点などである。石材は黒曜石177点 とが圧倒的に多く、次いで多いのは無

斑品質安山岩、チャー トだが、点数は20点台であった。

00 折断剥片 (図版4370報告番号1548～ 1551)

折断景J片 は75点出土した。出土層位はⅢ層7点、IV層 6点、Va層 22点、Vb層 32点、Vc層 3点、V

層一括 4点で、下層になるにつれ出土数は増え、Vb層 にピークがある。42ヵ所のブロックで出土して

いるが、BL4064で 6点、BL4087 0 4091 0 4092 0 40940 4095の 地点南側の近接したブロックで 3～ 5点 と出

土数が多いブロックがある。使用石材は黒曜石が59点 と最も多く、ついで無斑晶質安山岩が10′点、他は 1

～.2点であった。

l171 砥石 (図版437～ 43904600報告番号1552～ 1555016620写真図版99～ 100)

砥石は13点出土した。出土層位はⅢ層 4点、Ⅳ層 5点、Va層 2点、Vb層 2点であった。Ⅲ・IV層出

土の砥石 9点のうち、 8点が 5～ 110gま での小破片であった。大形のしっかりしたもの 3点を図示した。

他の 5点は小破片であった。出土層位をみると図示した資料はⅣ下 1点、Vb層 2点 と、 1点のⅣ下の資

料は再検討の余地を残すものの、AT(姶 良・丹沢火山灰)下位の石器群に帰属すると考えてよい。他の

小破片については、Ⅲ・Ⅳ層出土なので、前者とは異なる時期、場合によっては縄文時代のものも含まれ

ている可能性があるが、時期等の決定は控えた。

1554は裏面に争J離痕がみられるが磨耗しており、出土したこの状態で長 く使われていたようであるが、

原型はさらに大きかったものと考えられる。両側面ともに研磨痕がみられ、特に右側面はまだ争J離面を残

している。研磨面は横断面・縦断面ともに中央部がくぼむ形状をなしている。155201555は あまりくぼみ

は顕著ではない。1553は欠損しているが、原形はかなり大形であったと考えられる。欠損後も使用したと

推定できる研磨痕が裏面の欠損部に若干であるがみられる。研磨面にみられる線状痕は基本的には上下方

向で、上下端の減 りが著しい縦断面がレンズ状をなしている。研磨面は切 り合っており表裏面ともに 3な

いし4つの面を形成している。それぞれの面は横断面形が凹形状をなし、縦断面形が凸形状をなし、中央

部がくぼむタイプの砥石とは使用形態の違いをあらわしているのかもしれない。

00 凹石 (図版4390報告番号15560写真図版100)

BL4039の Vb層から 1点 出土した。表裏に lヵ 所ずつ凹部をもつ。凹部は敲打によると考えられ、半

球状を呈している。上下端にやや平坦な面が看取される。それは敲打によるものではないと思われるが、

研磨面とも言えない状況である。

00 敲石 (図版440～ 4420報告番号1557～ 15700写真図版100～ 101)

敲石は104点 出土した。出土層位はⅢ層20点、Ⅳ層19点、Va層 27点、Vb層 28点、Vc層 2点、V層

一括7点であった。各層より出土している。まとまって出土した遺構は BL4070で 9点、次いで BL4044・

406704068で 各5点出土した。BL4044はやや北に位置するが、他の3ブロックは地′点南側の接するブロック

である。また、BL4044と BL4070は石核の出土が多いブロックで示唆的である。

図示できなかったが、BL4044 0 4045の敲石のなかに器体中央部に敲打痕が認められるものがあった。

00 磨石 (図版442～ 4430報告番号1571～ 15740写真図版101)

磨石は 4点出土した。BL4062で 2点、BL4061 0 4067で 1点 と、地点南西部の隣接するブロックから出

土している。すべてⅢ層からの出土であった。石材もすべて安山岩。

157101872は 球形の亜円礫を利用、全面的に弱い磨耗が認められた。157301574は やや扁平な円礫を利

用、1573は表裏両面、1574は表面のみに顕著な磨耗の痕跡が認められた。なお、157301574は 敲打痕も認

められる。
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0つ 台石

台石は14点 出土 した。出土層位はⅣ層 2点、Va層 10点、V層一括 2点であった。石材は安 山岩 と砂

岩が用いられている。

OD 礫器

BL4006のⅢ層から礫器が 1点出土した。

OЭ 削片

削片は 7点出土した。

Oり 剥片・砕片

景J片は7515点、砕片は3568点 出土した。

OD 石核 (図版444～ 4590報告番号1575～ 16440写真図版102～ 110)

石核は635点 出土した。出土層位はⅢ層103点、Ⅳ層159点、Va層 166点、Vb層 150点、Vc層 5点、
V層一括42点で、各層から出土している。

第 4地点100ブロック中88ヵ所のブロックから出土している。特に20点以上と出土数の多かったブロッ

クは、BL4039の 35点、 BL4081の 32′点、 BL4052の 28点、 BL4044の 26点、 BL4006の 26点、 BL4070の 25

点、BL4051の 21点、BL4059の 20点であった。

石材としては安山岩・黒燿石・チャー トが多い。打面転移をしているものがほとんどで、打面を固定し

て石刃状の縦長争J片 を景J離しているのは1631の例のように非常に少ない。

26 原石

原石は40点 出土した。出土層位はⅢ層 6点、Ⅳ層12点、Va層 10点、Vb層 7点、Vc層 3点、V層
一括 2点であった。石材はチャー ト、黒曜石が多いが、チャー トは重量10g以下のいわゆる「イモ石」が

半数近 くある。BL4093では黒曜石の原石が 5点出土している。出土層位は 1点Ⅲ層だが、あとはVa層
である。

4 接合資料 (図版461～ 482)

第 4地点での接合資料は、376例 1183点 あった。

地′点南半部の接合は北半部に比べ圧倒的に多い。また、北半部と南半部は接合関係をほとんどもたない

ことが分布図からも読み取れる。第 2地点と接合資料を共有することは注目しておきたい。

個々の接合資料については図版の表を参照していただきたい。

全体的には無斑品質安山岩は板状の素材 (景J片)か ら横長もしくは貝殻状の景J片 をとっている例 (An一

10や An-55な ど)が多い。チャー トの接合資料は原石近 くまで戻る (Ch-1090150)。 原石のまま搬入さ

れたことがうかがわれる。

Ob-79 黒曜石の掻器 1点、掻器状石器 2点の接合資料であある。これらの石器が、一連の最J離作業で

作 り出されたことがうかがわれる。
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第 3章 西岡A遺跡

第 節 退 跡と調査の概要

1 遺跡 の概要

西岡A遺跡は、長野県上水内郡信濃町大字野尻字偉九郎1521-1他に所在する。本遺跡は、野尻湖の西か

ら南西方向に次第に標高を増していく仲町丘陵の最南端に位置し、隣接して東側に貫ノ木遺跡が広がるが、

貫ノ木遺跡よりも一段低い西向きの緩斜面にある。野尻湖までの距離は約 2 kmほ どである。標高は685m

前後である。

本遺跡は、過去に発掘調査歴がなく、遺跡の詳細な情報はなかったが、隣接して野尻湖発掘調査団によ

って調査がされていた貫ノ木遺跡の状況などから、旧石器時代を中心とした遺跡であることは予想されて

いた。また、今回の調査の前年にあたる1993年 には東方200mに ある西岡B遺跡において宅地造成に伴う

事前調査が信濃町教育委員会によって行われ、斧形石器をはじめ旧石器時代の遺物が発見されていた。

遺跡の範囲は、後述する県教委・町教委の試掘調査結果から標高690m～ 710mで、南北約500m、 東西約

150mと いった南北に細長い広がりをもつことが明らかになった。

2 調査 の概 要 (第 69図 )

(1)調査範囲と調査方法

前項でも述べたように、西岡A遺跡は遺跡情報が少なかったため、事前に県教委・町教委によって試掘

調査を行い、遺跡の範囲を確定していった。調査区の設定については隣接する貫ノ木遺跡と同時に行い、

大々地区の呼称も両遺跡で通しにした (第 2図参照)。 大々地区は、V・ IX・ XOXⅣ・XVの 5区画であ

るが、今回の調査で実際に遺物が検出されたのはV・ Ⅸ・XⅣの 3地区であった。

西岡A遺跡は、上信越自動車道野尻インターチェンジの料金所にあたる。高速道本線から南に分岐して

料金所に至る本線が遺跡範囲とかなりの面積で一致する。発掘調査は平成 607年度の 2ヵ 年に分けて行

われた。

平成 6年度は高速道本線から料金所予定地に分岐する地′点 (V区)と バイパス本線部分 (Ⅸ・XⅣ区)

の 2ヵ 所を調査した。平成 7年度はV区の一部と料金所予定地 (Ⅸ・XIV区)の 2ヵ 所調査を行った。

V区は遺跡の北端にあたり、遺物が集中して検出された。県教委のトレンチによる試掘調査で、遺物は

遺跡範囲に広範に広がることと、遺物包含層上面であるローム層漸移層 (Ⅲ層)ま では浅いことがわかっ

ていたので、遺跡の範囲内はすぐに表土を剥ぎ、精査に入った。遺跡境界部分はトレンチを入れ、遺物が

出土した場合は拡張したが、県教委の試掘結果から大きな範囲変更はなかった。

Ⅸ・XⅣ区は平坦な地形であり、町教委による試掘で遺物が発見されていた。しかしながら遺物は散漫

で、はっきりと遺跡の範囲がとらえられてはいなかった。平成 6年度に調査を行ったバイパス本線部分は、

遺跡の南端にあたるXⅣ区の最南端でトレンチ調査のみで調査を終了したが、基本的には調査対象範囲を

面的に広げて調査を行っていった。重機により表土及び黒色土除去後、Ⅲ層上面よリジョレンを用い精査

を行っていった。原則としてVb層 まで精査を行って、遺物が検出されなくなってから、下層の文化層を
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第69図
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確認するため、部分的に重機を用い、試掘坑を設けていった。結果、バイパス本線部分では遺物が散見さ

れる程度で、ブロックや礫群をとらえることはできなかった。平成 7年度調査を行った料金所予定地周辺

でも、試掘による遺物の出土数は少なかった。したがって、本調査ではトレンチや 2× 2mの試掘坑を併

用して、遺物の出土状況を確認しながら面的調査範囲を拡大していった結果、このⅨ・XⅣ区では、 8ヵ

所のブロック、 8基の礫群を検出するに至った。
バイパス本線部分のX区は、貫ノ木遺跡と本遺跡との境界部分にあたり、急斜面であったが、表土層よ

り石器類が若干採集されたので、平成 6年度に重機によリトレンチ調査を行った。 トレンチは、幅を2m

とし、バ ソヽクフォーにより、表土および黒色土を除去後、ジョレンによる精査をし、遺構・遺物の検出作

業を行い、遺物等が見られなかった場合は、再度重機により数 cmずっ掘り下げては、ジョレンによる精

査を繰 り返し行い、最終的にはⅧ層の上面 (約 4万年前の黒姫火山のスコリア層)ま で掘 り下げたが、遺

物包含層を検出することはできなかった。

(2)調査経過 (調査日誌抄 )

平成 6年度

4月 21日  平成 6年度の発掘開始。V区はすでに重機によ

り表土景Jぎを行っていたので、Ⅲ層から精査に入

る。

5月 11日  遺跡範囲の確認のため重機により、V区北側に

トレンチを入れる。 (調査期間1週間)

5月 24日  V区で、遺物が出土しなかった範囲について、

重機により下層 (V層 )の遺物検出作業に入る。

6月 9日  V層上面の地形測量。

7月 8日  V区東半部の調査終了。

7月 19日  高速道用地にそってガス管を埋設するため、用

地西隅側道部を調査することとなる (V区西)。

7月 23日  V区西、漸移層より遺物が出土しはじめる。ブ
ロックを形成しそうである。

8月 9日  貫ノ木遺跡との境を確認するため、斜面部に重

機によるトレンチ調査開始 (X区 )。 バイパス用

地内の西岡A遺跡の調査開始となる。貫ノ木遺跡

寄 りの斜面上部より下部に向かって トレンチを入

れる。

8月 19日  V区西、遺物はⅢ～Ⅳ層上部で、下層には広が

らない。側道部分の調査を終了する。

8月 22日  X区、 トレンチ内からの遺物は検出されない。

8月 23日  X区、重機によるトレンチ調査終了。

8月 25日  X区、空測・空撮を実施。 トレンチの設置状況

の記録を行う。

8月 26日  Ⅸ・X区北側より重機による表土景Jぎを開始す
る。

9月 1日  Ⅸ・X区、ジョレンによる精査開始。

9月 12日  調査範囲は順次XⅣ区へ移行。

9月 28日  XⅣ―E区より礫が出土するが、礫群にはなり

そうもない。

10月 5日  V区西、8月終了範囲よりもさらに東へ10mの

幅で、工事作業ヤードが必要ということで、調査

を再開する。

10月 14日  XIV― J区において争j片出±。遺物はきわめて

希薄で、遺跡の周辺部にあたると考えられる。

11月 20日  XIV― S区でIII層 中より赤化礫が確認される。

11月 28日  XⅣ一S区出土の礫は礫群と認定し調査を進め

るが、礫の密集度はあまりなく、散漫な分布状況

をしめす。

10月 30日  V区西、調査終了。

12月 8日 調査範囲の測量調査 (9日 まで)。
12月 9日  平成6年度発掘調査終了。

7月 13日 Ⅸ区 e xlv区の本格調査に入る。

9月 21日  Ⅸ区、ブロックを検出する。

9月 22日  國學院大學小林達雄教授視察。

9月 26日  Ⅸ一W区ブロック精査。

9月 28日  XIV一 C区ブロック完掘。

4月 5日  重機による表土争Jぎ 作業開始。V区、昨年の

残 り部分の調査から入る。

4月 11日  Ⅸ区 OXⅣ区のトレンチ調査を並行して行う。

4月 27日  V区、ブロックの調査を開始する。

5月 11日  V区、礫群精査。

平成 7年度
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第 1節 遺跡と調査の概要

10月 12日  SH38検出。

10月 13日  XⅣ一H区ブロック完掘。Ⅸ・XIV区の空撮を

行う。

10月 20日  調査終了。

3 基本層序 (第 10図 )

西岡A遺跡の土層は、貫ノ木遺跡台地部の土層と同じであった。したがって層序名とその特徴について

は第2章第1節4を参照していただきたい。

第 2節 調査の結果

調査結果の概要

(1)地形と遺物の分布

遺跡全体は西向きの緩斜面でいくつかの沢が入り、そのことによって遺物の分布が途切れるようである。

座標90800ラ イン上に比較的大きな沢が入るため、今回の調査ではその沢を挟んで北調査区と南調査区で

ぞれぞれ面的に精査をし、遺構・遺物を調査した。

北調査区では、17ヵ 所のブロックと22基の礫群を検出した。一方南調査区では8ヵ 所のブロックと8基

の礫群を検出した。北調査区のブロックはさらに東西 2つのブロック群にわかれて分布する。

(2)遺物の出土層位 (第48表 )

遺物は、Ⅱ層～Vc層 まで出土している。地形的に西向き斜面で安定しているため、調査区内での層序

の大きな差異は認められなかった。北調査区の石器類はⅢ層1002点、Ⅳ層741点、Va層 63点、Vb層 6

点、Vc層 1点、V層一括16点であり、南調査区の石器類はⅢ層419点、IV層 521点、Va層 215点、Vb

層117点、Vc層 5点であった。北調査区は、Ⅲ・Ⅳ層が主体を占め、Va層 になると激減する。一方、

南調査区もやはりⅢ・IV層が多いが、Va・ Vb層にも一定数の遺物があり、北調査区に比べ、下層の石器

文化が想定された。ただ、遺跡全体 としてはⅢ・Ⅳ層の石器文化が主体となっていることは遺物の出土層

位から言えることである。

(3)器種組成 (第 49表 )

石器3181′点、礫769′点が出土した。器種組成は、ナイフ形石器55′点、台形石器 6′点、槍先形尖頭器41′点、

角錐状石器 4点、彫器23点、揉錐器 2点、掻器27点、削器122点、扶入削器16点、楔形石器12点、石刃28

点、 2次加工のある争J片 32′点、微細剥離痕のある景J片 88′点、敲石24′点、有茎尖頭器 1′点、ナイフ形石器破

片 3′点、削器破片 1′点、折断争J片 4′点、槍先形尖頭器破片 1′点、尖頭器調整争J片 7′点、敲石破片 2点、石

核破片 2点、景J片 1791点、削片 5点、砕片746点、石核135点、原石 3点である。

(4)石材組成 (第50～ 53表 )

石器3181′点の総重量は558.44kgに なる。景J片石器類の主要な石材は、無斑品質安山岩が1386′点で285.42

kgであった。次いで多かったのは、黒曜石が889点 で16。 92kg、 凝灰質頁岩が194点で59.23kg、 珪質頁岩が

176′点で22.96kg、 凝灰岩が115点で24。 31kgであった。点数的には黒曜石が多いが、頁岩・凝灰岩系の石材

は重量的には多い。

分布上の偏 りをみると、無斑品質安山岩は各ブロックに分布するが、北調査区西側ブロック群、南調査

区では、BL18 0 20に 集中する。黒曜石は和田鷹山群 (WDTY)が BLllと 14に集中する。このブロック

からは小形の槍先形尖頭器が多数出土している。頁岩・凝灰岩系の石材は各ブロックから出土している。
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第 3章 西岡A遺跡

ブロック IV上 IV IV下 V Va Vb Vc 攪舌L 合計

50

19

115 49 184

52

57 82

27

13 36

44 222

130

53 56 35 235

78 35 178

179 14 237

56

89 130

113 96 133 160 594

101 39 147

21 14 73

22 16

20

24

25 126 34 294

外

第48表 西岡A遺跡 ブロック別出土層位組成表
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第49表 西岡A遺跡 ブロック別器種組成表
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ブ
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1 1
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1 1

11.4 120。 7 48.0 215.6 779.5 1198.1

88.4 11。 1 73.2 327.7

1

784.5 65.5 310。 3 123.8 346.5 1635.5

41.4 13.1 143.9 21.5 431。 2 653.8

1029.1 41.9 142 27.6 57.0 94.5 1395.9

13.1 35。 5 11.7 19.5 603.8

19。 2 121.3 10。 7 11.1 353.5

195.0 16.5 13.5 225.0

192 222

410.2 20.7 109。 9 33.1 67.9 757.9

106

1781.1 65。 1 255.0 35.8 110。 4 2260.0

2291.6 53.8 110。 8 307.2 26.2 2789.6

134 178

259.7 291.9 28.7 55。 4 70。 4 13.0 719。 9

1
237

4128.2 24.9 353.6 825.8 139.5 5482.8

467.8 35。 2 81.2 69。 8 659.6

109

3725.3 30.8 15.4 42.6 342.8 1297.1 5454.6

594

6327.7 105。 7 316.0 893.9 2569.0 21.7 547.7 21.3 10806.9

1

10.6 2.7 11.6 435.0 13.3 646.4

147

1378.2 13.6 567.9 1901.4 4332.8

1165。 7 45。 1 48.0 134 37.7 342.4 728.8 2509。 2

366。 9 35。 6 10.4 44。 1 730.6 464.9 56.9 126.1 1835.5

3271.5 350。 9 52.3 1012.5 17.9 13.9 326.0 1606.2 6654。 1

84.6 42.8 36。 9 7.6 182.9

25
294

301.8 28.1 333.8

外
24

287.8 49.3 307.2 253.4 37.5 4.7 55。 3 1672.6 2675。 7

合計
1386 194 1 3181

28542.0 1692.7 833.4 2296.2 266.9 5923.7 1337.4 2431.7 572.9 878.9 28。 1 11.1 55.3 8126.9 1350。 2 1606.2 55844。 2

第50表 西岡A遺跡 ブロック別石材組成表 (上段 :点数、下段 :重量 (g))
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第51表 西岡A遺跡 石材別器種組成表 1
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第52表 西岡A遺跡 石材別器種組成表 2
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第53表 西岡A遺跡 石材別器種組成表 3
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第 1節 遺跡と調査の概要

第70図 西岡A遺跡 石器全点
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第 3章 西岡A遺跡

第71図 西岡A遺跡 石器全点 (ブロック範囲入 り)
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第 1節 遺跡と調査の概要

9    (12剛 )   8ぃ

第72図 西岡A遺跡 ブロック配置図
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第 3章 西岡A遺跡

第73図 西岡A遺跡 石材別分布図 1(無斑品質安山岩)
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第74図 西岡A遺跡 石材別分布図 2(黒曜石産地別 1)
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第75図  西岡A遺跡 石材別分布図 3(黒曜石産地別 2)
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第76図 西岡A遺跡 石材別分布図 4(黒曜石産地別 3)
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第77図 西岡A遺跡 石材別分布図 5(黒曜石産地別 4)
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第78図 西岡A遺跡 石材別分布図 6(頁岩系 )
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第79図 西岡A遺跡 石材別分布図 7(凝灰岩系 )
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第80図 西岡A遺跡 石材別分布図 8(そ の他の石材 )
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第81図 西岡A遺跡 礫全点
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第 1節 遺跡と調査の概要

第82図 西岡A遺跡 礫全点 (礫群範囲入 り)
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第83図 西岡A遺跡 礫群配置図
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第 1節 遺跡と調査の概要

遺 構

(1)ブロツク

第 1号ブロック (図版487)

本ブロックはV WS08グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸にして12× 9。 lmの平面的広が りをも

つ。遺物は、石器が26′点、礫が 4′点で総数30′点となる。出土層位は、Ⅲ層～IV下層までだが、ⅡI層が主体

である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、掻器 1点、削器 2′点、微細景J離痕のある景J片 1点、景J片 17点、

砕片 4′点である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

第 2号ブロック (図版487)

本ブロックはVSD20グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸にして13.4× 6.6mの平面
′
的広がりをも

つ。北に第 3号ブロックが接する。遺物は、石器が73点、礫が 2′点で総数75′点となる。出土層位は、Ⅲ層

～Ⅳ下層までだが、Ⅳ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 3′点、削器 2′点、微細争J離痕のある景J

片 2点、敲石 1点、景J片 53点、砕片12′点である。石材は、凝灰質頁岩、黒曜石が多い。

第 3号ブロック (図版488)

本ブロックはⅥD15グ リッドを中心に、北東一南西方向を長車由にして12。 5× 8。 7mの平面的広がりをもつ。

周囲に第 20405号 ブロックが接する。遺物は、石器が88点、礫が12点で総数100点 となる。出土層位

は、Ⅲ層～Ⅳ下層までだが、Ⅳ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 4′点、掻器 1′点、微細争J離痕

のある景J片 2点、敲石 1点、景J片 54点、砕片25点、石核 1点である。石材は、玉髄、頁岩が主体である。

第 4号ブロックと接合資料を共有する

第 4号ブロック (図版488)

本ブロックはVSDllグ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸にして10.8× 7.lmの平面的広がりをも

つ。周囲に第 30507号 ブロックが接する。遺物は、石器が38′点、礫が27′点で総数65′点となる。出土層

位は、Ⅲ層～V層 までだが、IV層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 5′点、石刃 3′点、微細景J離痕

のある景J片 2点、余J片 22点、砕片 6点である。石材は、頁岩が主体である。

第 3号ブロックと接合資料を共有する。

第 5号ブロック (図版489)

本ブロックはVRQ13グ リッドを中心に、北東一南西方向を長軸にして20.5× 10.8mの 平面的広が りを

もつ。東に第 304号ブロックが接する。遺物は、石器が184′点、礫が50′点で総数234″点となる6出土層位

は、Ⅲ層～V層 までだが、ⅡI層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 3′点、槍先形尖頭器 3′点、揉錐

器 1′点、掻器 1′点、削器 9′点、石刃 2′点、微細争j離痕のある争J片 5′点、削器破片 1′点、尖頭器調整景J片 1

点、景J片 82点、砕片73点、石核 3点である。石材は、玉髄、黒曜石、無斑品質安山岩、珪質頁岩が主体で

ある。

第 6号ブロック (図版489)

本ブロックはVRK09グ リッドを中心に、北東一南西方向を長軸にして20.5× 14。 2mの平面的広がりを

もつ。周囲に第 50709号 ブロックが近接する。遺物は、石器が67点、礫が 9′点で総数76点 となる。出

土層位は、Ⅲ層～Ⅳ下層までだが、ⅡI層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、掻器 1′点、楔形

石器 1点、 2次加工のある争J片 1点、微細争J離痕のある争J片 1点、敲石 1点、尖頭器調整余J片 1′点、景J片

32点、砕片28点である。石材は、珪質頁岩、黒曜石が主体である。

第 7号ブロック (図版490)

本ブロックはVRS04グ リッドを中心に、東西21.3×南北21.2mの平面的広がりをもつ。周囲に第 409
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号ブロックが接する。遺物は、石器が82点、礫が14′点で総数96′点となる。出土層位は、Ⅲ層～Ⅳ層までだ

が、Ⅲ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 4′点、台形石器 2′点、彫器 3′点、掻器 2′点、削器 4′点、

石刃 1点、 2次加工のある景J片 2′点、微細景J離痕のある余J片 3′点、景j片 39′点、砕片16点、石核 6点である。

石材は、無斑品質安山岩、玉髄、黒曜石が主体である。

Ⅲ層主体の第 102040507号 礫群 と重複する。

第 8号ブロック (図版491)

本ブロックはVND19グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸にして12。 6× 4。 6mの平面的広がりをも

つ周囲に第 709号 ブロックが近接する。遺物は、石器が27′点、礫が 1′点で総数28′点となる。出土層位は、
Ⅱ層～Ⅲ層までだが、ⅡI層が主体である。器種組成は、槍先形尖頭器 1′点、彫器 4′点、石刃 2′点、微細景J

離痕のある争J片 1点、敲石 1点、景J片 13′点、砕片 5点である。石材は、黒曜石、珪質頁岩、玉髄が比較的

多い。

第 9号ブロック (図版491)

本ブロックはV MN17グ リッドを中心に、北東―南西方向を長軸にして30。 7× 13.5mの 平面的広が り

をもつ。南東に第 7号ブロックが接する。遺物は、石器が36点、礫が20点で総数56点 となる。出土層位は、

Ⅲ層～Ⅳ層までだが、ⅡI層が主体である。器種組成は、槍先形尖頭器 1′点、彫器 1′点、削器 2′点、扶入削

器 1点、石刃 2点、微細争J離痕のある景J片 1点、景J片 22′点、砕片 6′点である。石材は、無斑品質安山岩が

主体である。

Ⅲ層主体の第 8号礫群と重複する。

第10号 ブロック (図版492)

本ブロックはVLK13グ リッドを中心に、南北12.5× 東西9.lmの平面的広がりをもつ。南東に第11号ブ

ロックが接する。遺物は、石器総数19点 となる。出土層位は、Ⅱ層～Ⅲ層までだが、ⅡI層が主体である。

器種組成は、ナイフ形石器 3′点、槍先形尖頭器 1′点、削器 2′点、石刃 1′点、 2次加工のある景J片 1′点、景J

片 9点、砕片 2点ある。石材は、無斑品質安山岩、黒曜石、チャー ト主体である。

Ⅲ層主体の第23号、Ⅳ層主体の第11014号、IV上層主体の第28号礫群と重複する。

第11号 ブロック (図版493)

本ブロックはVLP18グ リッドを中心に、南北22.7×東西11.lmの平面的広がりをもつ。周囲に第10012

号ブロックが接する。遺物は、石器が222点、礫が17点で総数239点 となる。出土層位は、Ⅲ層～Vb下

層までだが、ⅡIO Ⅳ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、台形石器 1′点、槍先形尖頭器13′点、

角錐状石器 2′点、掻器 7′点、削器21′点、快入削器 6′点、石刃 1′点、 2次加工のある争J片 10′点、微細争j離痕

のある景J片 12点、ナイフ形石器破片 1点、尖頭器調整景J片 5′点、景J片 75点、砕片62点、石核 5点である。

石材は、黒曜石が卓越する。

Ⅲ層主体の第23号、Ⅳ下層主体の第26号礫群と重複する。

第12号ブロックと接合資料を共有する。

第12号 ブロック (図版494)

本ブロックはVQK01グ リッドを中心、北西―南東方向を長軸にして13.9× 9。 4mの平面的広が りをもつ。

周囲に第11013015号ブロックが接する。遺物は、石器が130点、礫が17点で総数147′点となる。出土層位

は、Ⅲ層～Vc層 までだが、ⅡI層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 5′点、掻器 1′点、削器 8′点、

2次加工のある景J片 4点、微細景J離痕のある余J片 8点、争J片 65点、砕片29点、石核10点である。石材は、

無斑品質安山岩が卓越する。

IV層主体の第12013号礫群と重複する。
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第11013015号ブロックと接合資料を共有する。

第13号ブロック (図版495)

本ブロックはVQM04グ リッドを中心に、東西9.1× 南北5。 7mの平面的広がりをもつ。周囲に第110120

14015号ブロックが接する。遺物は、石器が235点、礫が 3点で総数238点 となる。出土層位は、Ⅲ層～V

b下層までだが、Ⅳ上層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1点、台形石器 1点、槍先形尖頭器 2

点、掻器 3′点、削器15′点、扶入削器 2′点、楔形石器 1′点、 2次加工のある景J片 3′点、微細景J離痕のある景J

片 1点、折断剥片 1点、石核争J片 1点、争J片 150点、砕片46点、石核 8点である。石材は、無斑品質安山

岩が卓越する。

Ⅳ下層主体の第21号、Ⅳ上・Va層主体の第25号、Va層主体の第22号礫群 と重複する。

第12014015号ブロックと接合資料を共有する。

第14号ブロック (図版496)

本ブロックはVQN08グ リッドを中心に、、東西14.1× 南北9.2mの平面的広がりをもつ。周囲に第130

15016号ブロックが接する。遺物は、石器が178、 礫が 4点で総数182′点となる。出土層位は、Ⅲ層～Va

層までだが、ⅡI層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2′点、槍先形尖頭器12′貞、角錐状石器 1′点、

彫器 1′点、掻器 5′貞、削器10′点、扶入削器 4′点、楔形石器 1′点、 2次加工のある争J片 3′点、微細争J離痕の

ある争J片 15点、争J片 81点、削片 1点、砕片37点、石核 4点、原石 1点である。石材は、黒曜石が卓越する。

Va層主体の第22号礫群と重複する。

第13015016号ブロックと接合資料を共有する。

第15号ブロック (図版497)

本ブロックはVQF05グ リッドを中心に、南北20×東西13。 3mの平面的広がりをもつ。周囲に第120130

14015号ブロックが接する。遺物は、石器が237′点、礫が19′点で総数256′点となる。出土層位は、Ⅲ層～V

層までだが、ⅡI層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 11′点、角錐状石器 1′点、削器 18′点、石刃 1′点、

2次加工のある景J片 2点、微細景J離痕のある景J片 6点、敲石 4点、ナイフ形石器景J片 1点、折断争J片 2点、

石核景J片 1点、景J片 150点、砕片21点、石核19点である。石材は、無斑品質安山岩が卓越する。

Ⅳ層主体の第12号礫群と重複する。

第12013014・ 17号ブロックと接合資料を共有する。

第16号ブロック (図版498)

本ブロックはVQN13グ リッドを中心に、北西一南東方向を長軸にして15.7× 13。 2mの平面的広がりを

もつ。周囲に第14017号 ブロックが接する。遺物は、石器が63点、礫が 0点で総数63点 となる。出土層位

は、Ⅲ層～Ⅳ下層までだが、ⅡI層が主体である。器種組成は、掻器 1′点、削器 4′点、 2次加工のある景J片

1′点、微細景J離痕のある争J片 5′点、敲石 1′点、景J片 41′点、砕片 9′貞、石核 1′点である。石材は、無斑品質

安山岩、黒曜石、凝灰岩が主体である。

Ⅲ層主体の第24号、Ⅳ層主体の第10号、Va層主体の第27号礫群と重複する。

第14017号ブロックと接合資料を共有する。

第17号ブロック (図版499)

本ブロックはVQF13グ リッドを中心に、南北22.1×東西15mの平面的広がりをもつ。周囲に第15016号

ブロックが接する。遺物は、石器が130′点、礫が21′点で総数151′点となる。出土層位は、Ⅲ層
～Ⅳ層までだ

が、Ⅲ層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 5′点、掻器 1′点、削器12′点、扶入削器 1′点、微細景J離

痕のある景J片 2′点、敲石 4′点、ナイフ形石器破片 1′点、敲石破片 2′点、景J片 85′点、石核 17′点である。石材

は、無斑品質安山岩が卓越する。
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Ⅳ層主体の第 9号、Ⅳ層主体の第10号礫群 と重複する。

第15016号ブロックと接合資料を共有する。

第18号ブロック (図版500)

本ブロックはⅨ NB09グ リッドを中心に、南北23.1× 東西17。 9mの平面的広がりをもつ。南に第19号ブ

ロックが近接する。遺物は、石器が594点、礫が29点 で総数523点 となる。出土層位は、Ⅲ層～Vb層 ま
でだが、Va層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2点、彫器 2点、削器 6点、楔形石器 5点、
2次加工のある景J片 2点、微細争J離痕のある景J片 9′点、敲石 1点、折断争J片 1点、争j片 473点、砕片59点、

石核34′点である。石材は、無斑品質安山岩が卓越 し、次いで凝灰質頁岩、珪質頁岩が多い。

第21022ブロックと接合資料を共有する。

第19号ブロック (図版501)

本ブロックはⅨ MT20グ リッドを中心に、北西―南東方向を長軸にして11.6× 10.2mの 平面的広が り

をもつ。

北に第18号ブロックが近接する。遺物は、石器が19′点、礫が 3′点で総数22′点となる。出土層位は、Ⅲ層

～Vb層 までだが、ⅡI層が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 1′点、槍先形尖頭器 1′点、敲石 1′点、
争J片 13点、砕片 3′点である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

第20号ブロック (図版501)

本ブロックはIXWG09グリッドを中心に、南西―北東方向を長軸にして13。 8× 11.8mの平面的広がりを

もつ。遺物は、石器が147点、礫が 2点で総数149点 となる。出土層位は、Ⅲ層～Va層 までだが、ⅡI層
が主体である。器種組成は、ナイフ形石器 2′点、削器 3′点、 2次加工のある争J片 1′点、微細争J離痕のある

景J片 1点、敲石 2点、景J片 108点、砕片23′点、石核 7′点である。石材は、無斑品質安山岩が主体である。

Ⅲ層主体の第31号礫群と重複する。

第21号ブロック (図版502)

本ブロックはⅨ WM18グ リッドを中心に、南東一北西方向を長軸にして15.2× 12.2mの 平面的広が り

をもつ。東に第22号ブロックが接する。遺物は、石器総数73′点となる。出土層位は、Ⅲ層～Vc下層まで
だが、Ⅳ上層が主体である。器種組成は、槍先形尖頭器 1′点、掻器 2′点、楔形石器 2′点、石刃 2′点、敲石

2点、景j片 30′点、砕片30″点、石核 4点である。石材は、無斑品質安山岩、珪質頁岩、凝灰岩が主体である。

第18022号 ブロックと接合資料を共有する。

第22号ブロック (図版503)

本ブロックはIXWR17グ リッドを中心に、南北12.2×東西9.2mの平面的広が りをもつ。西に第21号ブ

ロックが接する。遺物は、石器が82点、礫が 3点 で総数85点 となる。出土層位は、Ⅲ層～Vb層 までだ
が、Ⅲ層が主体である。器種組成は、台形石器 1′点、彫器11′点、揉錐器 1′点、削器 1′点、石刃12′点、微細

余J離痕のある争J片 1点、敲石 2′点、景J片 37′貞、削片 3点、砕片 8′点、石核 5点である。石材は、珪質凝灰

岩、凝灰質頁岩、黒曜石、無斑品質安山岩の順で多い。

Ⅳ上層主体の第38号礫群 と重複する。

第18・ 21023号ブロックと接合資料を共有する。

第23号ブロック (図版504)

本ブロックはXⅣ CP06グ リッドを中心に、南東―北西方向を長軸にして11.8× 9.4mの平面的広がり

をもつ。北に第21022号ブロックが近接する。遺物は、石器総数46′点となる。出土層位は、Ⅲ層～Vb層
までだが、Va層が主体である。器種組成は、楔形石器 1′点、 2次加工のある景J片 1′点、微細余J離痕の
ある彙J片 1′点、敲石 2′点、余1片 32′点、砕片 2′点、石核 6′点、原石 1′点である。石材は、凝灰質頁岩、無斑
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品質安山岩が主体である。

第22号ブロックと接合資料を共有する。

第24号ブロック (図版504)

本ブロックはXⅣ CP20グ リッドを中心に、南北22.1×東西13.4mの 平面的広がりをもつ。南に第25号

ブロックが接する。遺物は、石器が22′点、礫が 3′点で総数25′点となる。出土層位は、Ⅲ層～IV下層までだ

が、Ⅲ層が主体である。器種組成は、槍先形尖頭器 5′点、彫器 1′点、微細争J離痕のある争j片 2′点、有茎尖

頭器 2′点、槍先形尖頭器破片 1′点、景j片 6′点、砕片 5′点である。石材は、無斑品質安山岩、珪質頁岩、珪

質凝灰岩が主体である。

Ⅲ層主体の第35号礫群 と重複する。

第25号ブロック (図版505)

本ブロックはXIV HN07グ リッドを中心に、東西13× 南北10。 3mの平面的広がりをもつ。北に第24号ブ

ロックが接する。遺物は、石器が294点、礫が 5点 で総数299点 となる。出土層位は、Ⅲ層～Va層 まで

だが、ⅡI・ Ⅳ層が主体である。器種組成は、掻器 1′点、削器 2点、扶入削器 2点、楔形石器 1′点、微細景J

離痕のある争J片 4点、景J片 55点、砕片225点、石核 3点、原石 1′点である。石材は、黒曜石が卓越する。

Ⅲ層主体の第32033・ 34036037号礫群と重複する。

(2)礫群 (図版506～ 516 第54表 )

礫群は北調査区で22基、南調査区で 8基、計30基検出された。属性は第54表に示した。

遺存度類型は、礫の完形率を示すが、類型 aは 50%以上が完形、類型 bは 50%以上が遺存度25%以下の

礫、類型 Cは aと bの 中間を示す。北調査区では類型 Cが多かった。南調査区では類型 aが多く、比較的

完形の礫が多かったことになる。

層位類型では、上層から下層へ、類型 1～ 9ま で分けた。類型 1(Ⅲ層)が17基、類型 5(Ⅳ層)が 10

基、類型 7(Ⅳ・V層)が 1基、類型 8(Va層 )2基 と、多くがⅢ・Ⅳ層出土であり、Vb層 出土の礫

群は明確にはとらえられなかった

ブロックとの関係では、北調査区においては、BL l～ 5が礫群 と重複関係をもたないが、他のブロッ

クは礫群が伴っている。一方、南調査区では BL20 0 22 0 24 0 25が 礫群を伴つている。
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1遺構名 点数 方位 規模 重複BL 出土層位

重量gの

平均

重量gの

合計

遺存度 (%) 遺存度

類型

層位

類型不 明 25 50 75 100

S Hl NW 1。 1× 1。 2 Ⅲ 532 6,915 4 C

S H2 25 SN 5。 3× 2.5 Ⅲ 223 5,578 b

S H3 NE 2。 3× 1。 3 Ⅲ 4,580 a

S H4 EW 3。 6× 2。 2 Ⅲ 146 2,046 4 C

S H5 EW 4。 1× 2.1 Ⅲ 288 4,028 a

S H6 14 NW 5。 5× 4。 3 Ⅲ 2,280 C

S H7 NW 5.2× 2。 7 Ⅲ 6,002 4 C

S H8 EW 5.4× 3.1 Ⅲ 4,676 4 4 C

S H9 NE 4。 8× 1。 4 Ⅳ 1,737 4 C

S H10 22 NW 12。 4× 5.4 160 17 Ⅳ 352 7,744 C

S Hll 49 SN 7。 4× 7。 1 Ⅳ 356 17,096 C

S H12 NE 8。 2× 3。 2 120 15 Ⅳ 154 4,764 C

S H13 EW 5.1× 1。 8 Ⅳ 5,452 C

S H14 45 NW 7.2× 6.1 Ⅳ 471 180 28 a

S H21 EW 1。 7× 1。 6 13 Ⅳ 387 6,958 a

SH[22 NW 3.8× 1.4 Va 452 7,676 a

SH[23 NW 4.3× 2.8 10011 Ⅲ 4,640 C

S H24 NW 5.1× 3.5 16 Ⅲ 121 1,690 4 b

S H25 EW 2.4× 1.2 13 Ⅳ・Va 236 3,073 a

SH[26 SN 1。 4× 1 Ⅳ 1,150 C

S H27 EW 1。 7× 1.1 16 Va 498 2,990 a

SH[28 SN 0.5× 0.3 10 Ⅳ 1,615 a

S H31 73 NW 8.1× 4。 2 20 Ⅲ 100 15 22 C

SH[32 EW 3。 9× 2。 9 25 Ⅲ 455 4,095 a

SH[33 NW 2.5× 1。 7 25 Ⅲ 4,530 a

SH[34 NE 1。 7× 1。 1 25 Ⅲ 2,395 a

SH[35 EW 1。 6× 0。 7 24 Ⅲ 1,200 C

SH[36 NW 7.2× 2.4 25 Ⅲ 191 3,254 10 a

S H37 4 EW 2。 1× 1 25 Ⅲ 1,230 a

SH[38 4 NW 3.6× 3.5 22 Ⅳ 2,645 C

第54表 西岡A遺跡 礫群
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第 1節 遺跡と調査の概要

遺 物

(1)ナ イフ形石器 (図版517～ 5270報告番号1～ 55・ 写真図版116～ 118)

ナイフ形石器は55点 出土した。出土層位はⅢ層35点、Ⅳ層18点、Va層 1点で、Ⅲ層出土のものが多
い。石材は無斑品質安山岩が29″点で圧倒的に多く、以下、黒曜石 8′点、珪質頁岩 6′点、頁岩、玉髄が各 5

点と続く。25ヵ所のブロック中17ブロックからナイフ形石器の出土をみるが、 5点以上まとまって出土し

たブロックは、BL15で 11点、BL40 12 0 17で各 5点であった。BL15ではすべて無斑品質安山岩製である。

1～ 6は石刃状の縦長景J片 を素材にして基部・先端に加工を施したナイフ形石器である。10～ 18は縦長

もしくは寸詰まりの縦長景J片 を素材として、打面を基部側に設け、一側縁は全体を弧状に調整加工を施し、

もう一側縁は基部周辺のみを調整する全体的にやや幅広のナイフ形石器である。BL203040507と
いった北調査区東側のブロック群からまとまって出土しており。石器文化の目安になりそうである。

19～ 42は無斑品質安山岩製横長争J片 を用いたナイフ形石器で、いわゆる国府型ナイフ形石器との類似が

指摘される資料である。素材となった争J片、景J片景J離技術、ナイフ形石器の製作方法はいずれも瀬戸内技

法そのものではない。このナイフ形石器については成果と課題の章で角虫れることにする。

(2)台形石器 (図版527・ 報告番号57～ 620写真図版118)

台形石器は 6点出土した。出土層位はⅢ層 4点、Ⅳ層 2点であった。BL 7で 2点、BLl10 13 0 22で各

1点出土。

57は遠端がヒンジフラクチャァを起こしている石刃状の素材を用い、基部にやや平坦な調整景J離を施し

ている。59は、素材の用い方、調整加工の部位等ナイフ形石器と変わらないが、先端が開いていたため台

形石器となった。57059は切出形石器や台形様石器の仲間には入らない一群である。

(3)槍先形尖頭器 (図版528～ 5330報告番号63～ 1030写真図版118～ 120)

槍先形尖頭器は41点 出土した。出土層位はⅡ層 1点、Ⅲ層24点、Ⅳ層14点、Va層 2点でⅢ～Ⅳ層に
かけて多い。石材は黒曜石が33′点と圧倒的に多く、その他は無斑品質安山岩、珪質頁岩、珪質凝灰岩、凝

灰質頁岩が各 2点であった。頁岩・凝灰岩系の石材はすべてⅢ層である。出土数が多かったブロックは

BLllの 13点、BL14の 12点、BL24の 5点、BL 5の 3点であった。

63064は 欠損品であるため、正確な全長は不明だが、10cmを越えることは間違いない、両面調整の槍

先形尖頭器である。65066は 5cmほ どの両面調整槍先形尖頭器である。石材は珪質頁岩と黒曜石である

が、貫ノ木第1地点の黒曜石槍先形尖頭器石器群に酷似する。

67は ブロック外からの単独出土、68は BL21か らの出土だが、ブロックの主体はV層にあるので、混入

したと考えられるので、単独出土に近い。67068と もに発達した槍先形尖頭器石器群の時期に位置付けら

れよう。

69～ 94は片面調整・半両面調整・周縁調整の槍先形尖頭器で全体的に 5 cm以下の小形品である。黒曜石

製のものが多く、今回の調査範囲の中でも特徴的な石器のひとつである。

(4)角錐状石器 (図版5330報告番号104～ 107・ 写真図版120)

角錐状石器は 4点出土した。出土層位はⅢ層 2点、Ⅳ層 2点である。BLllで 2点、BLl1 0 15で各 1点

出土した。

(5)彫器 (図版534～ 537・ 報告番号108～ 1300写真図版120～ 122)

彫器は23点出土した。出土層位はⅢ層19′点、Ⅳ層 4′点で、Ⅲ層が圧倒的に多い。石材は珪質凝灰岩 9点、

珪質頁岩 7′点と珪質岩系が多い。出土数が多かったブロックは、BL 7で 3点、BL 8で 4′点、BL22で 9

点、すべてⅢ層からの出土である。
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108～ 1160121は 素材の遠端を背面側から主要景J離面側に施された調整加工を打面として、背面側に彫刻

刀面が作出されている。石刃を素材としており、いわゆる「神山型彫器」の範疇にはいるものと思われる。

119も 背面側からの調整で打面を作出しているが、彫刻刀面は景J片のエッジに長 く入っている。

1170118は打面が主要景J離面側から背面への調整によって作出されている例である。

12001230129は先の彫刻刀面を打面として彫刻刀面を作出するものである。113は打面が彫刻刀面では

なく、素材景J片の背面だが、主要景J離面との角度は大きく、効果としては前出の例と同じと考えられる。

124は「上ヶ屋型彫器」に類するものであろうか。125～ 127は折れ面もしくは調整加工面を打面 として彫

刻刀面を作っている。

(6)掻器 (図版538～ 5420報告番号131～ 157・ 写真図版122～ 123)

掻器は27点 出土した。出土層位はⅢ層15点、Ⅳ層10点、Va層 2点であった。石材は黒曜石が16点、

無斑品質安山岩が 7点で、他には珪質頁岩、頁岩、玉髄が 1～ 2点使用されている。出土遺構は BLllと

14が多い。BL14で無斑品質安山岩製が1点あるだけで、あとは黒曜石製である。

(7)削器 (図版543～ 5520報告番号158～ 2060写真図版123～ 126)

削器は122点出土した。出土層位はⅢ層64点、Ⅳ層48点、Va層 9点、Vb層 1点であった。主要な石

材は無斑品質安山岩62点 と黒曜石33点であるが、他にも多様な石材を使用している。出土遺構をみると、

BLll～ 15に 比較的集中して出土している。

(8)挟入削器 (図版552～ 5540報告番号207～ 222・ 写真図版126～ 127)

挟入削器は16点出土した。出土層位はⅢ層 6点、Ⅳ層 8点、Va層 1点であった。出土遺構は BL 9・

11013014017025で あったが、BLl1 0 14の 出土数が多かった。石材は14点が黒曜石であった。

(9)揉錐器 (図版5540報告番号223～ 2240写真図版127)

揉錐器は 2′貞出土した。

OD 楔形石器 (図版5550報告番号225～ 2340写真図版127)

楔形石器は12点出土した。出土層位はⅢ層 2点、Ⅳ層 7点、Va層 2点、Vb層 1点 と比較的深い層

序でも出土している。BL18で 5点 と、まとまって出土している。

llll 石刃 (図版556～ 557・ 報告番号235～ 2500写真図版128)

石刃は28点出土した。出土層位はⅢ層が20点、Ⅳ層が 8点であった。10ヵ 所のブロックから出土してい

るが BL22では12点がまとまって出土、他のブロックでは 1～ 3点である。石材は珪質凝灰岩が、15点 と

最も多いが、これは BL22の石刃がすべてこの石材であることからくる。他には無斑品質安山岩が5点、

黒曜石、頁岩、玉髄、珪質頁岩、凝灰質頁岩が 1～ 2′点である。

28点中22′点の打面の形態を観察し′たところ、単争J離打面が10′点、複数打面が 5′点、調整打面が 4″貞、線

打面が 2点、点打面が 1点であった。ちなみに BL22の打面観察可能な10点は、単景J離打面が 5′貞、調整

打面等が 5点であった。

OD 2次加工のある剥片 (図版5700報告番号3180写真図版138)

2次加工のある景J片 は32点 出土した。出土層位はⅢ層18点、Ⅳ層 9点、Va層 5点であった。25ヵ 所

のブロック中半数の12ブ ロックで確認された。BLllで10点 と、出土数が多かった。他のブロックでは 1

～ 3点である。 2次加工のある景J片は本来、特定された機能をもつ石器ではなく、破片等で器種判別が不

可能であった石器に用いられている。このことから、BLllに 出土数が多いのは破損された石器が多かっ

たということにもなろうか。石材は黒曜石が多かった。

318は BL20か ら出土、黒曜石産地分析により栃木県高原山産 (THAY)と いう結果がでた。
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00 微細剥離痕のある剥片 (図版)

微細景J離痕のある争J片は88点 出土した。出土層位はⅢ層44点、Ⅳ層33点、Va層 10点、Vb層 1点で
あった。25ヵ 所のブロック中、22ヵ 所で出土している。BLllと 14で10点以上まとまって出土した。石材

黒曜石が51点、次いで無斑品質安山岩10点、珪質頁岩 9点、凝灰質頁岩 7点などであった。BLllでは12

点中10点が、BL14では15点すべてが黒曜石であった。

00 敲石 (図版571～ 5720報告番号311～ 317・ 写真図版137～ 138)

敲石は24点 出土した。出土層位はⅢ層15点、Ⅳ層 5点、Va層 2点、Vb層 3点 であった。石材は砂
岩が15点 と最も多用されている。25ヵ 所のブロック中14ヵ 所で出土している。比較的まとまって出土した

ブロックは BL15と 17で、各 4点である。

CD 有茎尖頭器 (図版5700報告番号310)

BL24のⅢ層から珪質頁岩製の有茎尖頭器 1′点が出土した。鋸歯状の縁辺をもち、身部は長い。かえし

部は丸味をもたせる形態である。BL24ではこの他に大形と小形の槍先形尖頭器が出土している。この石

器群は槍先形尖頭器の項目でも述べたように貫ノ木遺跡第1地点の石器群 とも共通性をもち、後期旧石器

時代後半期から終末期にかけての所産と考えられる。そこに有茎尖頭器が伴うかは、疑間があるが、出土

した事実を報告しておく。

00 折断剥片

折断景J片は 4′点出土した。出土層位はⅢ層が 2′点、Ⅳ層が 2′点。石材はすべて無斑品質安山岩であった。

BL13 0 15 0 18か ら出土している。

l171 尖頭器調整剥片 (図版570)

尖頭器調整景J片は 7点 出土した。出土層位はⅢ層が 6点、IV層が1点 であった。BLllで 5点、あとは

BL 506で各 1点が出土している。BLllでは黒曜石が4点であったが、そのうちの 1点が産地分析によ
り栃木県高原山産 (THAY)で あるという結果がでた。他の 3点 は和田 (WDTY)が 2点、蓼科
(TSTY)が 1点であった。ブロック全体でも和田 (WDTY)が多く、高原山産 (THAY)は検出され
なかった。

l181 削片 (図版5580報告番号251～ 253)

削片は 5点出土した。やはり彫器の多い BL22か ら3点が出土している。

00 剥片・砕片 (図版55905700報告番号560254～ 258)

景J片は1791点、砕片は746点出土した。

00 石核 (図版560～ 5690報告番号259～ 3090写真図版259～ 137)

石核は135点 出土した。出土層位はⅢ層63点、Ⅳ層37点、Va層 24点、Vb層 8点、Vc層 1点、V層
一括 2点 と各層から出土しているが、上述してきた石器類ではⅢ層が最も多く、次いでIV層、V層になる

と激減していたが、石核ではVa層 の出土数が多い。25ヵ 所のプロック中16ヵ 所で出土しているが、特
に多かったブロックは BL18で34点、BL15で19点、BL17で17点、BL12で10点である。Va層 出土の石
核が多かったブロックは、BL18で14点 と半数近 くをしめ、他には BL21～ 23で各 2～ 4点出土している。

石材は無斑品質安山岩が82′点で一番多く使用されている。次いで凝灰質頁岩13′点、黒曜石 12′点である。

Oつ 原石 (図版～・報告番号3200写真図版138)

原石は 3点出土した。BL14ではⅣ層から重量14gの 黒曜石、BL23ではVb層から重量3030gの 無斑晶
質安山岩、BL25では、Ⅲ層から重量33gの黒曜石が出土した。
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4 接 合 資料 (図版 573～ 578)

接合資料は、111例 296′点であった。無斑品質安山岩の接合資料が多かった。

An-62は、削器、景J片、石核の接合例である。自然面を表面に残す厚手の景J片 を素材として、表面から

裏面に周縁を調整加工して (反方向景J離)肖j器を作ろうとする意図がみられる。その過程で分割されたよ

うな大形の景J片がとれている。 4は平坦な景J離がみられたため、石核にしたが、接合資料の状況から、削

器でもよいのかもしれない。

GT-4は、削器と景J片の接合例である。 102は ひとつの景J片 で、景J離後に鋸歯状の調整加工を施し、

削器に仕上げた後、折れて、 1と 2に分離したと思われる。

SS-3・ 10は、景J片、楔形石器、石核の接合例である。円礫の表皮部分にあたる、自然面を表面全面に

残す厚手の景J片が素材である。 102は その主要争J離面を打面として景J離を行い、打面を形成。 3～ 8は

それを打面として縦長の最J片 を景J離している。そのうち 6で とられた縦長争J片がさらに分害Jさ れるように

景J離され最終的に楔形石器が作られたかたちになる (SS-10)。

SS-4も 、SS-3010と 同一母岩と思われる。景J片、微細景J離痕のある景J片の接合例である。素材は SS

-3010と 同じで、円礫の表皮部分にあたる、自然面を表面全面に残す厚手の景J片 を用いている。景J離手順

も前者の接合例と同じ、石核は残さない。

TS-3016は、景J片、石核の接合例である。亜角礫を素材として、打面転移を繰 り返しながら景J片景j離

を進行させている。厚手の景J片が取れれば、それを素材として景J片景J離を行っている (TS-16)。

TS-16は、景J片の接合例である。円礫を素材として、打面転移を繰 り返しながら景J片争J離を進行させて

いる。ただ、一定程度の打面が形成されれば、打面を固定して、複数回の争J片争J離 を行っている (4

～ 7)。 これによく似た接合夕Jは貫ノ木遺跡第 4地点接合資料10(Sa-1)に みられる。
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第 4章 自然科学分析

第 1節 貫ノ木遺跡出土炭化材の樹種

藤根 久 (パレオ・ラボ)

はじ置刈こ

貫ノ木遺跡は、信濃町大字野尻字貫ノ木地内の丘陵斜面に位置する先土器時代の遺跡である。遺跡から

は、主にⅢ～V層にかけて石器・景J片およびブロック群、礫および礫群、炭化物などが検出されている。

このうち、炭化物は、大きく1lヵ 所の集中部が確認され、それらを構成する炭化物自体は比較的大型

で、保存の良い炭化材から構成されている。これは、他地域の先土器時代の遺跡では見られない大きな特

徴と考える。当然ながら、これらの炭化材は当時の生業活動の痕跡であり、燃料材として使用した木材の

一部が保存されたものと推定される。こうしたことから、この炭化材の樹種を検討し、燃料材としてどの

ような樹木が利用されていたかについて調べた。

2 標 本 の記 載 と結 果

炭化材は、保存の良い硬質部分を選び、適宜手割りで横断面を作成し、実体顕微鏡下で観察する。この

段階で同定できる試料と同定できないものに分類する。同定される典型試料と同定できない試料すべてに

ついて、片刃カミソリなどを用いて試料の横断面 (木口と同義 )、 接線断面 (板 日と同義)、 放射断面 (柾

目と同義)の 3断面を作る。各断面試料は、直径 l cmの真鍮製試料台に固定、金蒸着を施した後、走査電

子顕微鏡 (日本電子欄製 JSMT-100型)で観察する。

第55表にその結果を示す。樹種の同定は、現生標本との比較により行う。以下に、標本の記載と同定の

根拠について述べる。

モミ属 Abies マツ科 第84図 la～ lc.

仮道管および放射柔細胞からなる針葉樹材で、早材部から晩材部への移行は比較的緩やかである。ま

た、早材部仮道管は大きく薄壁で、晩材部仮道管は厚壁、偏平でかつ狭い (横断面)。 放射組織は、柔細

胞からなり単列で 2～ 16細胞高である (接線断面)。 放射組織の壁は厚 く、じゅず状末端壁を有する (放

射断面)。

以上の形質から、マツ科のモミ属の材と同定される。モミ属の樹木には、亜高山帯に分布するシラビソ

(A.veichii)や オオシラビソ (Ao mariesii)、 暖帯から温帯にかけて分布するモミ (A.firma)な どがあ

る。いずれも樹高30m、 幹径 lmに達する常緑針葉樹である。

トウヒ属またはカラマツ属 (Picea or Larix)マ ツ科 第84図2a～ 2c.

放射仮道管、垂直および水平樹月旨道、これを取り囲むエピセリウム細胞からなる針葉樹で、早材部から

晩材部への移行はやや急である (横断面)。 エピセリウム細胞以外は、放射仮道管を含め 2～ 18細胞高で

ある (接線断面)。 放射組織では、じゅず状末端壁が見られる (放射断面)。

以上の形質から、マツ科のトウヒ属またはカラマツ属の材と同定される。 トウヒ属の樹木には、エゾマ

ツ (P.jezOensis)やその変種のトウヒ (PojezOensis var.hondeoensis)な どがあり、亜高山帯を中心に

一-235-―



第 4章  自然科学分析

委託番号 遺構名 クリッド遺物番号 層  位 樹 種 備 考

V ― S 579 Vb ニ レ属

SV08・ 09 V ― S Vb -ft 2-z r^

V ― S 582 Vb -ft 2-z l-"

V ― S 584 Vb ii t-r l-"

V ― S 585 Vb ニ レ属

V ― S 586 Vb ニ レ属

SV08 0 09 Ⅵ―S 589 Vb ナシ亜科
SV08・ 09 V ― S 590 Vb サクラ属
SV08・ 09 Vi 一 S 591 Vb ニ レ属

SV08・ 09 592 Vb コナラ節
SV08・ 09 Vl― 593 Vb 散 孔 材 B
SV08 0 09 一 S 595 Vb サクラ属

596 Vb コナラ節
SV08 0 09 634 Vb カ エ デ属

SV08 0 09 VI一 W 258 Vb コナラ
SV08 0 09 V 一 W 259 Vb コナ ラ

SV08・ 09 Vl― W 260 Vb ケヤキ
V 一 Y 165 Vb コナ フ

VI 一 Y 166 rヽb

VI 一 Y 169 Vb コナ ラ

V 一 Y 193 Vb コナ ラ

106 VI 一 Y 219 Vb コナ ラ

107 VI 一 Y 220 Vb サクラ属
108 Ⅵ一Y 221 Vb アサダ
109 Ⅵ一Y 222 Vb 散 孔 材

110 Ⅵ一Y 223 Vb アサダ
Ⅵ一Y 224 Vb 散

:LttA

112 V] 一 Y 225 Vb トネリコ属
SVllD V 一 Y 226 Vb 散 孔 材

SVllD V ― Y 227 Vb ニ レ 属

SVllD V 一 Y 228 Vb アサダ
V 一 Y 229 Vb ズキ類 図 版

SVllD Ⅵ一Y Vb トチノキ
SVllD Ⅵ一Y 231 Vb コナラ節

119 SVrllC V 一 Y 232 Vb コナラ節
120 SVllC V 一 Y Vb コナ ラ節

SVllD V] 一 Y Vb tit-r l-"

122 SVllD V 一 Y Vb サクラ属
123 SVllD V 一 Y Vb ニ レ属

129 V 一 Y Vb コナラ節
133 SVllD V 一 Y 358 Vb コナラ節
143 V] 一 X Vb tt 2-z l-"

145 SV09 V] 一 X 922 Vb サクラ属
146 V] ― X Vb 広 葉 樹

147 Ⅵ―X Vb サクラ属
149 Ⅵ一X Vb コナラ節
150 一 X 927 Vb コナラ節
152 V 一 X 929 Vb 、′`ソ禾斗 図 llE

154 SV06B 一 X 931 Vb カ エ デ属

155 SV06B 一 X 932 Vb コナラ新
156 SVr06B V ― X 933 Vb ナシ亜科
158 SV08・ 09 V ― X 935 Vb アジサイ属
159 SV08・ 09 Ⅵ一X 936 Vb コナラ節
160 SV06B Ⅵ一X 937 Vb コナ ラ飾

SV06B Ⅵ―X 938 Vb トシ亜 科

184 Ⅵ一X 1106 Vb トシ亜 科

185 V 一 X 1107 Vb ナシ亜科
186 SVllA O B Ⅵ一X 1108 Vb ナ シ亜科

188 V ― X 1110 Vb コナラ節
189 V 一 X 1111 Vb コナラ節
190 VT一 X 1112 Vb コナ フ節

VI― X 1113 Vb トフ節

192 1114 Vb トフ節

193 1115 Vb トラ節
194 VI一 X 1116 Vb トフ節

195 Ⅵ一X 1117 「ヽb トラ節
196 Ⅵ―X 1118 「ヽb トラ節
197 SVllD V ― X 1119 Vb トラ節
SVllA O B Ⅵ―X 1122 Vb コナラ節

201 SVllA・ B V 一 X 1123 Vb コナラ節
202 V 一 X 1124 Vb

一 X 1125 Vb サクラ属
205 SV10A 一 X 1143 Va コナ フ節

243 一 Ⅸ 1239 Vb ナシ亜科
SV10B ― Ⅸ 1240 「ヽb 散 LttA

― Ⅸ 1492 Vb トフ節

252 SV10B 1820 Vb トラ節
253 SVr10B 1821 Vb 散 子LttA
SV10B ― メ 1822 Vb

255 SV10B 1823 Vb サクラ属
256 一 Ⅸ 1824 Vb サクラ属
257 SV10B V ― X 1825 Vb ナシ亜科
258 SV10B V ― X 1826 rヽb

260 SV「 10B V 一 X 1829 Vb アサダ
SV10B V 一 X 1830 Vb サクラ属

262 SV10B V 一 X 1831 Vb ナシ亜科
263 SVr10B V ― X 1832 Vb ナシ亜科
264 SW「 10B V 一 X 1833 Vb コナ ラ節

265 SV10B V ― X 1834 Vb ナシ亜科
266 SW「 10B V ― X 1835 Vb
267 SV10B V 一 X 1836 Vb ナシ亜科
268 S・V10B V 一 X 1837 Vb コナ フ節

269 SV10B V 一 X 1838 Vb ナシ亜科
273 SV10B V ― X 1842 Vb コナ ラ節

274 SV10B V ― X 1843 Vb サ ク ラ属

275 SV10B V ― X 1844 Vb コナ ラ立属

276 SV10B V ― X 1845 Vb コナ ラ師

277 SWr10B V ― X 1846 Vb

委託番号 遺構名 グリッド慣物番号 層  位 樹 種 備 考

279 SV10B 1848 Vb ナ シ帆本

281 SV10B ― Ⅸ 1850 Vb サクラ属
284 1853 Vb ナナカマ ドノ[言員]
286 1855 Vb サクラ属
287 1856 Vb ナ シ 上 本斗

288 1858 Vb ナシⅢ罫
289 SV10B 1859 Vb コナラ節
290 SV10B 1860 Vb コナ ラ負

292 SV10B 1862 Vb コナ ラ負

294 SV10B 1864 Vb コナラ節
295 SV10B 1865 Vb コナラ節
296 SV10B 1866 Vb コナラ節
297 SV10B 1867 Vb コナラ節
298 SV10B 1868 「ヽb コナラ節
SV10B 1869 「ヽb サクラ属

301 SV10A 1871 Vb 広 葉 樹 保 存 黒 し

SV10C 1874 「ヽb コナラ節
1875 Vb コナラ節

V 一 X 1876 「ヽb コナラ節
一 X 1877 Vb ナナカマ

'プ
肩著

V 一 X 1878 Vb 散 子LttA

SV10C 一 X 1879 Vb トウヒ属or
カラマツ属 図 版

322 V ― S Vb サ クラ属

323 SV01 Ⅳ (中 )
トウヒ属or
カラマツ属

SV01 IV カバノキ
327 SV01 IV カバノキ
SV01 IV 釧

・葉 樹 図 版

S 「ヽ01 IV カバ ノキ
S 「ヽ01 V カバノキ
S 「ヽ01 V カバノキ
S 「ヽ01 V カバノキ 罫 図 版

341 S 「ヽ01 IV カバノキ

SV01 IV ｏｒ
属

属

ツ

ヒ

マ

ウ

ラ

ト

カ

SV01 V カバノキ属
SV01 V カバノキ属

SV01 IV 針葉樹&カ
ノ

ノキ属
SV01 V カバノキ
SV01 IV カバ ノキ

351 SV01 V カバ ノキ

352 SV01 V カバ ノキ

358 SV01 V カバ ノキ

365 SV01 V マ ソ`

SV01 V カバ ノ」

S 「ヽ01 カバ ノ」

371 SV01 V カバ ノ」

SV02
375 SV02
377 SV02 トラ

SV02 トラ賃
382 SV03 トラ賃
SV03
SV03 コ ナ フ 勢

388 SV03 コ ナ フ 急

391 SV06(A) IV コナ フ

394 SV06(B) Va 散 孔 材 C 図 版

SV07 IV モ ミ属

SV07 モ ミ属

SV07 モ ミ属

SV07 IV トウヒ属or
カラマツ属

SV07 モミ属
SV07 モミ属 図 版

SV07 IV ヽハソ不斗

412 SV07 Va モ ミ属
SV07 Va モ ミ属

SV07 Va ｏｒ
属

属

ツ

ヒ

マ

ウ

ラ

ト

カ

418 SV07 Va トウヒ属or
カラマツ属

SV07 Va トウヒ属or
カラマ ソ`属

S 「ヽ08 Vb サクラ属
SV08 Vb サクラ属
SV08 Vb カエ デ属

SV09 Vc サクラ属
439 SV10B Va コナ ラ貨

S・V10B Va コナラ賃
449 S・V10B Vb コナラ節
SV10D Vb コナ フH
SV10E Va カエデ′
SV10E Va カエデ
SV10E Va カエデ′
SV10E Vb カエデ′
S・V10E Vb カエデ′
SV10F Va トネ リコ属

SV10F Va ニ レ属

SV10F Vb トネ リコ属

S｀VllC Va
SVl Vb サクラ

481 SVll Vb サクラ 図 版

SVllC Vb トラ

SVllD Va トラ

487 SVllD Vb トラ

SVllD Vb
SVllD Vb 昔史子L 保 存 悪 し

SVllD Vb トラ

501 SVllD Vb

第55表 貫ノ木遺跡出土炭化材の樹種
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第 1節 貫ノ木遺跡出土炭化材の樹種

分布する樹高30mに達する常緑針葉樹である。一方、カラマツ属の樹木には、本州の亜高山帯に分布する

カラマツ (L.leptolepis)、 グイマツ (Lo gmelinii)が あり、いずれも樹高30mに達する落葉針葉樹であ

る。

マツ科 Pinaceae 第84図 3a～ 3c.

放射仮道管、垂直および水平樹脂道、これを取 り囲むエピセリウム細胞からなる針葉樹で、早材部から

晩材部への移行は緩やかである (横断面)。 エピセリウム細胞以外は、放射仮道管を含め単列で 2～ 12細

胞高である (接線断面)。

以上の形質から、マツ科の材と同定される。マツ科には、先に述べたトウヒ属、カラマツ属、モミ属の

ほか、マツ属 (マツ属単維管束亜属および複維管束亜属 )、 ツガ属、 トガサワラ属があるが、垂直および

水平樹月旨道が見られることから、 トウヒ属・カラマツ属・マツ属・ トガサワラ属のいずれかの材である。

針葉樹 第85図 4a～ 4c.

仮道管および放射柔細胞からなる針葉樹材で、早材部から晩材部への移行は比較的緩やかである (横断

面)。 放射組織は、柔細胞からなり単列で 2～ 15細胞高である (接線断面)。 放射組織では、比較的小型の

分野壁孔が 1分野に1～ 2イ固見られる (放射断面)。

以上の形質から、針葉樹のモミ属・スギ属・ヒ/キ属などのいずれかの材と思われる。

アサダ Ostrya japonica Sarg.第 85図5a～ 5c.

丸みを帯びた小～中型の道管が放射方向に 2～ 3個複合した散孔材である (横断面)。 道管のせん孔は

単一で、内壁には微細ならせん肥厚が見られる (放射断面)。 放射組織は、ほぼ同性 1～ 3細胞幅、 4

～50細胞高である (接線断面)。

以上の形質から、カバノキ科アサダ属のアサダの材と同定される。アサダは全国の温帯に分布する樹高

20mに達する落葉広葉樹である。

カバノキ属 Betula カバノキ科 第85図6a～ 6c.

やや丸い中型の道管が単独あるいは 2～ 4個放射方向に複合してほぼ均一に散在する散孔材である (横

断面)。 道管のせん孔は10本前後の横棒からなる階段状である (放射断面)。 放射組織は同性で 1～ 3細胞

幅( 1～ 20細胞高である (接線断面)。

以上の形質から、カバノキ科のカバノキ属の材と同定される。カバノキ属の樹木には、樹高25m、 幹径

lmに達するウダイカンバ (B.ma対mOwicziana)や 亜高山帯上部に広く分布するダケカンバ (B.er‐

manii)、 山地帯の二次林に多いシラカンバ (Bo platyphylla var.japonica)な ど10種類ほどある落葉広

葉樹である。

コナラ節 Quercus sect.Prinus ブナ科 第86図 7a～ 7c。

年輪のはじめに大型の管孔が1ないしは 2列に並び、そこから径を減じた小管孔がやや火炎状に配列す

る環孔材である (横断面)。 道管のせん孔は単一である (放射断面)。 放射組織は、単列同性のものと集合

放射組織からなる (接線断面)。

以上の形質から、ブナ科コナラ属のコナラ節の材と同定される。コナラ節の樹木にはヨナラ (Q.ser―

rata)や ミズナラ (Q.mong01ica var.grossesrrata)、 カシワ (Q.dentata)、 ナラガシワ (Q.aliena)

などがある。いずれも温帯から暖帯にかけて広 く分布する樹高20m、 幹径 lmの落葉広葉樹である。

コナラ亜属 QuercuS Subgen.Lepidobalanus ブナ科

年輪のはじめに大型の管孔が並ぶ環孔材である。道管のせん孔は単一で、放射組織は、単列同性のもの

と集合放射組織からなる。

以上の形質から、ブナ科コナラ属のコナラ亜属の材と同定される。コナラ亜属は、コナラ節 (コ ナラ属
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ヨナラ節の記載参照)と クヌギ節 (ク ヌギとアベマキがある)か らなり、晩材部道管の配列により識別さ

れるが、本標本は、材組織の保存が悪いため明瞭ではない。

ケヤキ Zelkova serrata(Thunb。 )Makino ニレ科 第86図8a～ 8c.

年輪のはじめに大型の管孔が単独ないし2列に並び、早材部では小管孔が 2～ 8程度集合して接線方向

ないしはやや斜めに配列する環孔材である (横断面)。 道管のせん孔は単一で、小管孔の内壁にはらせん

肥厚が明瞭に認められる (放射断面)。 放射組織は、異性 1～ 7細胞幅、 2～ 30細胞高からなり、結晶細

胞が見られる (接線断面)。

以上の形質から、ニレ科のケヤキの材と同定される。ケヤキは暖帯から温帯にかけて分布する樹高35m、

幹径 2mに達する落葉広葉樹である。

ニレ属 Ulmus ニレ科 第86図 9a～ 9c.

年輪のはじめに大型の管孔が数イ固配列し、晩材部では小型の管孔が径を減じて斜めに配列する環孔材で

ある (横断面)。 道管のせん孔は単一で (放射断面)、 内壁にはらせん肥厚が明瞭に見られる (接線断面)。

放射組織は、異性 4～ 6細胞幅、10～ 50細胞高である (接線断面)。

以上の形質から、ニレ科のエレ属の材と同定される。ニレ属の樹木には、中部地方以西の荒地などに生

える樹高15m、 幹径60cmに達するアキニレ (U.parvifolia)、 北海道から九州にかけての平野部や山麓部

で普通に生える樹高30m、 幹径 lmに達するハルニレ (U.da宙 diana Planch.varo japonica)や 北海道

に特に多く見られる樹高25m、 幹径 lmに達するオヒョウ (U.laciniata)がある。いずれも落葉広葉樹

である。

アジサイ属 Hydrangea ユキノシタ科 第87図 10a～ 10c.

やや角張った小型の管孔がほぼ単独で散在する散孔材で、管孔の径は年輪に向かって減少する (横断

面)。 道管のせん孔は、多数の横棒からなる階段状である (放射断面)。 放射組織は、異性 1～ 2細胞幅、

10～ 14細胞高で、単列部および多列部端部は直立細胞からなる (接線断面)。

以上の形質から、ユキノシタ科のアジサイ属の材と同定される。アジサイ属の樹木には、温帯に分布す

るノリウツギ (Ho paniculata)な ど数種あり、いずれも低木あるいは藤本である。

サクラ属 Prunus バラ科 第87図 1la～ 1lc、 12a～ 12c。

年輪のはじめにやや小型の管孔が数イ固放射方向に複合して散在する散孔材である (横断面)。 道管のせ

ん孔は単一で、その内壁にはらせん肥厚がある (放射断面)。 放射組織は、同性に近い異性で、1～ 5細

胞幅、2～ 56細胞高である (接線断面)。

以上の形質から、バラ科のサクラ属の材と同定される。サクラ属の樹木には、暖帯から亜熱帯にかけて

分布する樹高25mに達するヤマザクラ (Pojamasakura)な ど数種類ある。

ナナカマ ド属 Sorbus バラ科 第88図 13a～ 13c。

小型の管孔がほぼ単独で散在する散孔材である (横断面)。 道管のせん孔は単一で、内壁にはらせん肥

厚が見られる (放射断面)。 放射組織は、同性 1～ 2細胞幅、 3～ 20細胞高である (接線断面)。

以上の形質から、バラ科のナナカマ ド属の材と同定される。ナナカマ ド属の樹木には、ナナカマ ド (S.

commixta)や アズキナシ (S.alnif01ia)な どがあり、温帯から暖帯にかけて分布する樹高15m、 幹径30

cmに達する落葉広葉樹である。

ナシ亜科 PomOideae バラ科 第88図 14a～ 14c.

中型の丸い管孔が単独で散在する散孔材である (横断面)。 道管のせん孔は単一で、その内壁にはらせ

ん肥厚が見られる (放射・接線断面)。 放射組織は、同性 1～ 2細胞幅、4～ 20細胞高である (接線断面)。

以上の形質から、バラ科のナシ亜科の材と同定される。ナシ亜科には、上述のナナカマ ド属やカナメモ
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チ属、ナシ属などがある。

トチノキ Aesculus turbinata Blume.ト チノキ科 第88図 15a～ 15c.

小型の管孔が単独または2～ 4イロ程度放射方向に複合 し、やや密に散在する散孔材である (横断面)。 道

管のせん孔は、単一である。内壁にはらせん肥厚が見られる (放射断面)。 放射組織は、同性単列まれに

1～ 2細胞幅で、 3～ 16細胞高である。また、この樹種を最も特徴づけるリップルマーク (規則的な層階

状配列)が認められる (接線断面)。

以上の形質から、 トチノキ科 トチノキ属のトチノキと同定される。 トチノキの樹木は、樹高30m、 幹径

2mに達する北海道から九州まで分布する落葉広葉樹である。

カエデ属 Acer カエデ科 第89図 16a～ 16c.

中型の管孔が単独あるいは放射方向に 2～ 5複合して散在する散孔材で、本部柔細胞は帯状または雲紋

状を呈する (横断面)。 道管のせん孔は単一で、内壁にはらせん肥厚が認められる (放射断面)。 放射組織

は、同性 1～ 6細胞幅、 1～ 50細胞高である (接線断面)。

以上の形質から、カエデ科のカエデ属の材と同定される。カエデ属の樹木は、全国の暖帯から亜寒帯ま

で広 く、その種類も20種以上と多い。

ミズキ類 Cornus ミズキ科 第89図 17a～ 17c.

小型で丸い管孔が単独あるいは 2個程度複合して散在する散孔材である (横断面)。 道管のせん孔は多

数の横棒からなる階段状である (放射断面)。 放射組織は、異性 1～ 4細胞幅、 4～ 33細胞高で、単列部

は背が高い (接線断面)。

以上の形質から、 ミズキ科のミズキ属の材と同定される。 ミズキ属の樹木には、 ミズキ (C.controver―

sa)やヤマボウシ (C.kousa)あ るいはクマノミズキ (C.brachypoda)な どがあるがtク マノミズキは

道管が単独であることからこのクマノミズキ以外の樹木と考えられる。 ミズキなどの樹木は、暖帯から温

帯にかけて分布する樹高15m、 幹径40cmに達する落葉広葉樹である。

トネリコ属 Fraxinus モクセイ科 第89図 18a～ 18c。

年輪のはじめに大型の管孔が 1～ 3個並び、以後径を減じた管孔がやや塊状に分布する環孔材である

(横断面)。 道管のせん孔は単一である (放射断面)。 放射組織は、同性 1～ 3細胞幅、 3～ 15細胞高であ

る (接線断面)。

以上の形質から、モクセイ科の トネリコ属の材と同定される。 トネリコ属の樹木には、 トネ リコ (F.
japonica)や シオジ (Fo spaethiana)あ るいはヤチダモ (Fo mandshurica)な どがあり、温帯に分布す

分類群
SV01 SV02 3V06ハ SV06B SV07 SV08 3V08・ 0〔 SV09 V10ハ 3V10C SV10D SV10E VllA・ SV 範囲外

Ⅳ 中 Ⅲ上 Ⅲ中 IV中 Va Vb Va Vb Vb Vb Vc Vb Vb Vb Vb Va Vb Va Vb Va Vb Vb Vb Vb

モ ミ属

トウヒ属or

カラマツ属
1 1

マツ科 1

針葉樹 1

アサダ 1

カバノキ属
コナラ節 4

コナラ亜属 1

ケヤキ
ニレ属
ニレ属 ? 1

アジサイ属

サクラ属 1 5 1

ナナカマ ド属 5

ナシ亜科 7

トチノキ

カエデ属 1 1

ズキ類 1

トネ リコ属 1

散孔材 2 1

広葉樹 1

合 計 4 1 1 1 3 3 1 1

第56表 遺構 0層位別の炭化材樹種 (その 1)
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分 類 群
層 位 別 集 計

合 計
III上 Ⅲ 中 IV中 IV Va Vb Vc

モミ属
トウヒ属orヵ ラマツ属
マツ科

針葉樹
アサダ
カバノキ属
ヨナラ節 59
コナラ亜属
ケヤキ
ニレ属
ニレ属 P

アジサイ属
サクラ属
ナナカマ ド属
ナシ亜科 16

トチノキ
カエデ属
ズキ類

トネリコ属
散孔材

広葉樹
合 計 133

第57表 遺構・層位別の炭化材樹月旨 (その 2)

る落葉広葉樹である。

散孔材A 第90図 19a～ 19c.

中型の丸い管孔が単独で散在する散孔材である (横断面)。 道管のせん子Lは 多数の横坊からなる階段状

である (放射断面)。 放射組織は、異性 1～ 2細胞幅、 4～ 30細胞高で、直立細胞からなる (接線断面)。

散孔材B 第90図 20a～ 20c。

中型の丸い管孔が単独あるいは 2～ 3個複合して散在する散孔材である (横断面)。 道管のせん孔は26

本程度の横棒からなる階段状である (放射断面)。 放射組織は、同性 1～ 5細胞幅、 3～ 52細胞高である

(接線断面)。

散孔材C 第90図21a～ 21c.

中型で薄壁の管孔が単独あるいは 2～ 3個接線方向に複合して散在する散子L材である (横断面 )。 道管

のせん孔は単一である (放射断面)。 放射組織は、異性 1～ 2細胞幅、 2～ 30細胞高である (接線断面)。

考 察

ここで樹種の検討を行った炭化材は、炭化物集中部 8ヵ所と集中部範囲外の試料で、合計191′点である。

これらの炭化材から検出される樹種分類群は、針葉樹が 4分類群、広葉樹18分類群の合計22分類群であ

る。全体的に出現する樹種を見ると、コナラ節が最も多く、次いでカバノキ属・サクラ属・ナシ亜科が多

く、他にカエデ属・ナナカマ ド属・ トウヒ属またはカラマツ属・モミ属・エレ属などである。

炭化物集中部ごとに見ると、第56057表のように、各炭化物集中部間で出現分類群にある程度傾向が見

られる。例えば SV01では、他の場所では見られないカバノキ属の樹木が多く検出されている。SV07で

は、モミ属や トウヒ属またはカラマツ属など針葉樹のみからなり、広葉樹は検出されていない。また、

SV10では、コナラ節以外にサクラ属やナシ亜科が他に比べ高率で検出されている。一方、他の集中部や

集中部範囲外では、ヨナラ節の樹木を中心とし数々の分類群が検出されている。

層位別に見ると、Ш層 (Ⅲ上およびⅢ中)では点数が少ないがコナラ節のみからなる。Ⅳ層では SV01

あるいは SV07を反映して、カバノキ属とモミ属などの針葉樹から構成されている。V層では、全体的な

傾向を反映して、コナラ節を中心としてサクラ属やナシ亜科などが多く見られる。各層位の点数が異なる
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が、Ⅳ層 とV層の間では樹種組成にやや違いが見られる。すなわち、Ⅳ層では針葉樹を伴 うカバノキ属か

らなり、V層 ではヨナラ節を主体 とする広葉樹 (冷温帯)か らなる。このIV層 上部からVa層 にかけて

AT火山灰が挟在 し、野尻湖およびその周辺に分布する上部野尻湖層に対比される。ここで示される炭化

材樹種組成は、上部野尻湖層の花粉化石群集から推定される森林組成 と概ね調和的であると考える (野尻

湖花粉グループ、1993)。 ここで検討した炭化材は、礫群に伴う炭化材であり、燃料材としての性格が強

いが、周辺の植生をある程度反映した結果であり、周辺から無作為に伐採したものと推定される。
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la。 モミ属 (横断面)NQ405 bar:0.5mm lb.同 (接線断面)bariO.lmm

2a.ト ウヒ属またはカラマツ属 (横断面)
No307 bar:0.lmm

3a.マ ツ科 (横断面)NQ152 bar:0.lmm

第84図

lc.同 (放射断面)bar:0。 lmm

詈貝

2b.同 (接線断面)bar:0.lmm 2c.同 (放射断面)bar:0.05mm

3b.同 (接線断面)bar:0.lmm        3c.同 (放射断面)bar:0.05mm    ~

ノ木遺跡出土炭化材樹種の電子顕微鏡写真 1
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